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   序章 
 

1.  本研究の動機と対象、目的と方法  
1.1	
 動機と対象  
	
 本研究は、日本語とキルギス語の進行アスペクト現象とそれに関連する事象を論じるものであ

る。動機の第一点は、キルギス語の進行アスペクトを表す形式は、異なる４つの補助動詞 V-(ï)p 
jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-が用いられ、日本語の「〜テイル」1との対応関係を示し

ている。本論文では、各補助動詞の使い分けをはじめ、どのような文法的な意味を表し、それら

がどのような条件のもとで実現されるのかを明らかにしたい。 
	
 動機の第二点は、筆者自身が日本語を学習した経験と日本語教育に従事してきた経験から来る

ものである。キルギスにおける日本語教育現場では「〜テイル」形式が、以前からしばしば言及

され2、一つの形式が多様な意味機能（工藤(1995)によれば、〈動作の継続〉、〈変化の結果の継続〉、
〈パーフェクト〉、〈反復〉、〈単なる状態〉）を示すため、形式と意味との関係は日本語学習者に

理解しにくいものであり、さらにその運用となると困難を極める対象である。中上級レベルにな

っても明確に学習項目として意識されず、ただロシア語訳やキルギス語訳が教師によって与えら

れるのが現状である。そのため、現実の発話に接する際に、「〜テイル」の意味を適切に理解で

きない、あるいは実際に言語形式を選択する際に、同形式が意味する特徴をつかんでいないまま

使ってしまうという状況がしばしば生じる。キルギス語はチュルク諸語に属し、統語的な面で日

本語に類似しているにも関わらず、現状では、キルギス教育機関において、あまり似ていないロ

シア語を媒介語として、教師や学生が日本語教育・学習を進めている。 
	
 上述の４つの進行アスペクトを表す形式をキルギスの日本語教育の中でどこまで学習項目と

して取り扱うべきかが明らかになれば、日本語教育に示唆できるのではないかと考えられる。仮

に、ロシア語だけの知識に頼り「〜テイル」の〈動作の継続〉の用法は、一般的に不完了体現在

形で表されると教えられても、同形式（不完了体）の単純現在、現在進行中、習慣、または一般

的事実などの用法の区別が難しい。あるいは、〈変化の結果の継続〉は完了体によって表され、

完了体と不完了体はその意味と用法に明確な区別があるので、ロシア語との対応関係が重要な問

題を投げかけるかもしれないと思われる。 
	
 キルギス語と日本語の構造は語順が類似しているが、ロシア語は異なる。キルギスは歴史的に

ロシアと深い関係があり、キルギス言語学の研究にはロシア言語学の影響が大きかったと言える。

研究対象にする現象はスラヴ系の vid（体）がきっかけで世界の言語のアスペクト研究が始めら

れ、理論が生まれたが、言語によっては事情が異なる。キルギス語とロシア語は、それぞれの文

法体系も根本的に異なっており、時制の捉え方をはじめ、語彙の活用方法まで様々な点で異なる

のにロシア語理論のモデルを適用し、文法カテゴリーが作られてきた。しかし、既製の文法理論

                                                   
1	
 本研究では「～テイル」と表記する。 
2 ターライベク キズ（2007）を参照されたい。 
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で済まないことがある。 
以下では問題の所在を正確に確認するために、まず、日本語の「〜テイル」形に対応するキル

ギス語の形式を見ていこう。（1）には日本語の例文が示されている。その後、ア）〜エ）とし
て対応するキルギス語の４つの可能性が示されている。さらに、ア）〜エ）のそれぞれの次の行

に日本語に基づくグロス（単語ごとに注釈）が付されている3。 
 
（1）	
 	
 	
 彼女は	
 キッチンで	
 	
 	
 	
 	
 	
 泣いている。	
 	
 	
 	
 	
 	
  
	
 	
 	
 ア）	
 Al 	
 	
 	
 kuhnya-da           ïyla-p 	
 	
 	
 jat-a-t.4	
 	
  

	
 	
 	
 	
  	
 彼/彼女	
 キッチン-LOC 	
 	
 	
 	
 泣く-CVB	
 	
 	
 jat-PRS-3 

	
 	
 	
 イ）	
 Al 	
 	
 	
 kuhnya-da          ïyla-p 	
 	
  	
 jür-ӧ-t.	
  

 	
 彼/彼女	
 キッチン-LOC 	
 	
 	
 	
 泣く-CVB	
 	
 	
 jur-PRS-3 

	
 	
 	
 ウ）	
 Al 	
 	
 	
 kuhnya-da          ïyla-p 	
 	
 	
 tur-a-t.	
  

 	
 彼/彼女	
 	
 キッチン-LOC 	
 	
 	
 泣く-CVB	
 	
 	
 tur-PRS-3 

	
 	
 	
 エ）	
 Al 	
 	
 	
 kuhnya-da          ïyla-p 	
 	
 	
 otur-a-t.	
  
 	
 彼/彼女	
 	
 キッチン-LOC 	
 	
 	
 泣く-CVB	
 	
 	
 otur-PRS-3 

	
  
	
 上記の（1）の例における「泣いている」は、キルギス語に対応する形式で言えば、ア）は ïyla-p	
 

jat-a-t、イ）は ïyla-p  jür-ӧ-t、ウ）は	
 ïyla-p tur-a-t、エ）は ïyla-p	
 otur-a-tである。それぞれ本

動詞 ïyla-の後に副動詞接尾辞の-pが添えられている点で共通しているが、後続する補助動詞が
それぞれ異なっている。すなわち、ア）は jat-、イ）は jür-、ウ）は tur-、エ）は otur-となって

いる。ここでは４つの補助動詞が共通して〈動作の進行〉5という文法的な意味を表し、同時に

それぞれなんらかのニュアンスを持っている。すなわち、ア）は「横たわる」、イ）は「動く」、

ウ）は「立つ」、エ）は「座る」を表している。いずれの文にしても発話時点においての動作の

進行を表すことは共通しているが、ア）の「横たわる」は他の３つより以下に述べる「姿勢」と

語彙的な意味が関わらず、発話時点において継続している動作を表す。イ）の「動く」は「泣い

ている」動作が発話時点前から始まっており、現時点でもその動作が持続していることを表す。

それに対して、ウ）の「立つ」とエ）の「座る」場合はある程度語彙的な意味が残っており、ど

のような姿勢でその動作を行っているのかが関係してくる。つまり、ウ）は、「立って泣いてい

る」様子、エ）は「座って泣いている」様子が浮かぶ。しかし、こうした語彙的な意味が全く関

係しない用例も多く存在するので、文脈や構文的な条件によって使い分けられると考えられる。 
 

                                                   
3 LOCなど文中の大文字の英語で示されている文法情報の略号については 9頁を参照されたい。 
4	
 本論文で引用している先行研究や小説などからの例文に付された下線、グロスおよび翻訳は、執筆

者によるものである。また、太文字で示した-p jat-、-p jür-、-p tur-、-p otur-形式とそれに対応する日
本語の訳も太文字で示してある。 
5〈	
 〉は文法的な意味を表す。 
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（2） 	
 ア）私は	
 手紙を	
 書いている。 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 Men 	
 kat   jaz-ïp       jür-ö-m. 

        	
 	
 私	
 手紙	
 書く-CVB    	
 jür-PRS-1 

         

        イ）Men 	
 kat 	
 	
 jaz-ïp      tur-a-m. 

      	
 	
 	
 私	
 	
 手紙	
 	
 書く-CVB  tur-PRS-1 

 

	
 ここの-ïp jür と-ïp turは語彙的な意味または「姿勢」が問題ではなく、文脈によって使い分け

られている用例になる。ア）の場合は誰にもわからないように習慣として「手紙を書いている」

の意味が生じるのに対して、イ）の場合は、定期的に習慣として「手紙を書いている」という意

味が取れる。文中に「毎月」とか「毎週」のような時間を表す副詞があると「動作のくりかえし」

の意味はもっと明確に取れる。以上のことから、この場合の-ïp jürと-ïp turは「動作のくりかえ

し」の用法を表すと言える。 

  

	
 このように〈動作の進行〉の用法には	
 -(ï)p jat-、-(ï)p tur-、-(ï)p jür-、-(ï)p otur-の４つが使え、

〈動作のくりかえし〉の用法には -(ï)p tur、-(ï)p jürの２つが用いられる。これに対して、〈変化

の結果の状態〉の用法になると、 
 
（3）	
 	
 金魚が    	
 	
 死んでいる。 
	
 	
 	
 	
 	
 Altïn 	
 balïk  ӧl-üp    	
  jat-a-t.   	
 	
  

  	
 	
 	
 	
 金	
 	
 	
 魚	
 	
 死ぬ-CVB 	
 jat-PRS-3 

 
（4）  	
 花瓶が 割れている。	
 	
  
    Vaza  	
 sïn-ïp      jat-a-t. 

 花瓶	
 割れる-CVB  jat-PRS-3 

 
（5）	
 	
 二階の     窓が      	
 開いている。 
 2-etaj-dïn 	
 tereze-si   	
 ač- ïl- ïp          tur-a-t. 

 2階-GEN 	
 窓-3:POSS 	
 開く-PASS-CVB 	
 tur-PRS-3 

 
のように、-ïp jatか -ïp turを義務的に選択しなければならないことになる。（3）と（4）の場合

は語彙的な意味から「横たわる」の意味であり、発話時に眼の前にそれらは横になっている状態

を表し、「死ぬ」と「割れる」のような瞬間動詞と結びつく場合	
 -ïp jat- が後接すると思われる。

しかし、いつも-ïp jat を使うのではなく、（5）のように〈変化の結果の状態〉の用法では、-ïp tur-

で表さなければならない場合がある。ここでは、おそらく前接する動詞の形が受け身であり、し
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かも物主語であるということが関与していると考えられる。 
 
（6）	
 	
 あの人はたくさんの小説を書いている。 
      	
 	
 Al kiši  kӧptӧgӧn	
  roman-dar-dï  	
  jaz-gan.	
  

     	
 	
  あの人	
 たくさん  小説-PL- ACC 	
 書く-PST2 

	
  
	
 この(6)の日本語の例においては、「～テイル」が用いられ、過去の出来事を現在として述べて
おり〈パーフェクト〉の用法である（詳細は、本論文 37 頁の工藤（1995）を参照）。一方、対
応するキルギス語では、先述の４つの補助動詞のいずれも用いられず、代わりに-gan 接尾辞を
用いた非確定過去形6で表される。 
	
  
（7） 	
 	
 あの人はずいぶん太っている。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 	
 	
       Al kiši ayabay   toluk 	
 eken. 

 	
 	
       その人	
 とても	
 太い	
   MOD 

	
  
	
 そして、「〜テイル」の用法の一つである単なる状態は、キルギス語では形容詞の形で表され

る。つまり、日本語の「ある、いる」には「〜テイル」形式がなく、「優れている、そびえてい

る」には「〜テイル」形式しかないないが、これらはすべて時間的展開性のないものが「静態動

詞（static verb）」7と呼ばれている。 
	
 次は、日本語とロシア語の「〜テイル」の対応関係を見ていく。日本語の「私は友人を待って

いる。」という文は、ロシア語では以下のように二通りに言うことができる。 
 
（8）   	
 Ya   	
 jdu               druga.	
 	
  （不完了体） 
	
 	
 	
 	
 	
 私	
 	
 待つ-IPFV-PRS-1	
 	
 友人-ACC 

  
（9）     Ya  	
 podojdu              druga.	
 	
 （完了体） 

  私	
 	
 待つ-PFV-PRS-1     	
 友人-ACC 

  
	
 これらの用例においては、不完了体現在（8）と完了体現在（9）が用いられており、動作の
継続を述べるのに用いられている。ロシア語は、同一の動作について完了体と不完了体の２つの

動詞が対になっているものを体のペアと呼び、前者の場合、発話の瞬間と同時に進行中の過程を

表すのに用いられているのに対し、後者の場合では完了のニュアンスが含まれており、その後の

                                                   
6 キルギス語は過去形の種類は全部で４つあるが、ここでは「パーフェクト」の意味に近い非確定過
去形の例だけを挙げる。 
7 Zeno Vendler (1967)による。 
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結果や状態について言及する姿勢が表される。それと同時に、（9）のように完了体が用いられ
る場合、待つ時間は限られているというニュアンスがあるのに対して、(8)のような不完了体の
場合、そのような意味が含まれていない。しかし、次の(10)の〈変化の結果の状態〉と(12)の〈パ
ーフェクト〉の意味では、動作自体の完了及びその結果として生じた現在の状態は完了体過去形

をとらなければならない。(11)では、現在における〈動作のくりかえし〉の意味は不完了体現在
で表される。 
 
(10)	
  Zolotaya  rïb-ka  umer-la.	
 〈変化の結果の状態〉 
       金-F	
 	
   魚	
 	
 死ぬ-PVF-PST-F  
	
 	
 	
 「金魚が死んでいる。」	
    
 
(11)	
 Ona	
  kajdïy	
  mesyats       pišet  	
 	
 	
 	
 	
 pis`mo  materi.〈動作のくりかえし〉 
      彼女	
 	
 毎	
 	
 	
 月	
 	
 	
 	
 	
 書く-IPFV-PRES	
 手紙	
 	
 母-DAT 
	
 	
 	
 「彼女は毎月お母さんに手紙を書いている。」 
 
(12)	
 On  napisal 	
 	
        mnogo 	
 romanov.	
 〈パーフェクト〉 
	
 	
 	
 彼	
 書く-PFV-PAST-M たくさん	
 小説-PL 
	
 	
 「彼はたくさんの小説を書いている。」 
 
(13)	
  On	
  očen    tolstïy. 〈単なる状態〉 	
 	
  
	
 	
 	
 彼	
 	
 とても	
 	
 太い-M 
	
 	
 「彼はとても太っている。」 
 
	
 以上の「〜テイル」に対応するロシア語の形式を考えると、〈動作の進行〉と〈動作のくりか

えし〉は不完了体で表され、〈変化の結果の状態〉と〈パーフェクト〉の用法は完了体過去で表

されることが分かる。(13)もキルギス語の場合と同様、単なる状態は形容詞で表される。 
	
 このように、「〜テイル」のような同形式が多様な意味を表す時、キルギスのような母語が互

いに全く異なるどうしのキルギス語とロシア語のバイリンガル社会で、ロシア語を媒介語として

日本語を学ぶ際に、さらに困難を引き起こしている。その裏付けとして、2013年 9月にキルギ
ス共和国の高等教育機関で実施した「〜テイル」形式の日本語学習者の習得状況を調査分析した

結果を提示したい。スバゴジョエワ（2014）では、以下のことが述べられている。 
①	
 文法性判断テストと翻訳問題の結果から、〈変化の結果の継続〉と〈パーフェクト〉の用法

を理解するのが難しい。 
②	
 キルギス語を母語とする学習者は、〈動作の継続〉以外の用法は十分明確に理解できていな

い。 
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③  jat-は補助動詞としてもっとも文法化しており、汎用性があるのに対し、他の tur-、jür-、otur-

にはそれぞれ前接する動詞の意味によって生じるニュアンスがあり、これら４つの間で明確な

使い分けがある。 
	
 以上から、学習者がどのような用法においても「〜テイル」の意味を〈動作の継続〉だと理解

する傾向が強いことが確認された。また、〈動作の継続〉以外の用法がどんな場面で使われるの

かがわからない学習者や、それらの用法の存在について気付いてさえいない学習者に対して、日

本語教育では特に対処を行っていない現状があることもわかった。 
 
1.2	
 研究の目的  
	
 本研究の目的は、日本語の進行アスペクト「〜テイル」形式に対応するキルギス語の文法形式

及び本動詞 Vに副動詞 -(ï)pが添えられたあとに生じる補助動詞の jat-、tur-、otur-、jür-につい

て実例に基づいて分析と考察を行い、それぞれの補助動詞の文法的な意味と使用される環境を考

察することであり、あわせて進行アスペクト現象とそれに関連する事象を明らかにすることであ

る。 
 
1.3	
 本論文で用いる方法  
	
 上記のような問題意識の下に、本研究では、言語使用の実体を把握するという必要性から、用

例を収集し、分析するという方法を探る。 
	
 本研究は、理論的な側面、実用的側面の双方において以下の意義を有すると考えられる。 
	
 まず 第一に、この論文では、日本語の進行アスペクト「～テイル」から出発して進行アスペ
クト「〜テイル」から見た、キルギス語のテンス・アスペクトの実体を解明するという観点から

考察するという姿勢が終始貫かれており、そのことが本論文の一つの特徴となっている。近年、

類型論的な研究論文では、様々に構造の異なる言語を比較対照して、それぞれの言語の類型論的

な特徴を明らかにするという研究が積み重ねられているが、ある言語の特徴を正確に捉えるため

には、構造の類似した言語間での比較対照を行うことによって、詳細なレベルでの特徴を引き出

すことができる。そこで、本論文では、互いに構造が類似しているキルギス語と日本語の考察や、

適宜ロシア語との比較、そしてキルギスにおける日本語教育に活かせる成果を念頭において比較

対照を行う。 
	
 第二に、実用的側面からの意義としては、キルギス語の補助動詞を扱う研究においては、実際

の言語使用に対する観察から用例を収集した上で、言語使用の実態について考察をするという点

が挙げられる。 
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2.  本論文の全体の構成  
	
 序章では、本論文における研究の動機、研究の対象、研究の目的及び方法について述べ、本論

文が対象とするキルギス語の文法的特徴と音声的特徴及び本論文の構成について説明する。本論

文は序章を含めて、全部で５章からなる。以下に各章の内容を概観する。 

	
 第 1 章では、まず、一般言語学の観点からテンス・アスペクトを概観し、ロシア語における
「アスペクト」と「体」、主にロシア語の不完了体の文法的な意味を確認する。第 2節では現代
日本語のアスペクト研究の現状と日本語の基本的なアスペクト体系を明確にし、文法的アスペク

トの研究として工藤 (1995)、語彙的アスペクトの研究として金田一 (1950)と奥田 (1977)を取
り上げ、「〜テイル」と運動動詞（「状態動詞」と「存在する」のような動詞以外の動詞、詳細は

本論文の 36頁を参照）の相関関係を中心に考察する。第 3節では、キルギス語のアスペクト的
な働きをする補助動詞に関わる諸記述をし、V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-に関

する先行研究の問題点などを検討する。 
	
 第 2 章では、日本語の進行アスペクト「〜テイル」形式の観点から、本論文における言語資
料に基づきキルギス語の 4つの補助動詞を含む形式 V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur- 、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-

が主に主節に現れる場合に生じるそれぞれの文法的な意味について考察と分析を行い、キルギス

語におけるアスペクト形式の事象を明らかにする。 
	
 第 3 章では、日本語から出発してキルギス語の従属節のテンスとアスペクトについて比較対
照し、そこから再び日本語のテンス・アスペクトの特徴を考える。第 1節で日本語の従属節のテ

ンス・アスペクトについて概観し、第 2節で日本語とキルギス語の従属節の持つアスペクト的特

徴について分析する。両言語の従属節のテンス・アスペクトについて従属節の出来事と主節の出

来事との時間的順序関係の観点から、第 3節で共起的時間関係を表すトキ（ニ）節、アイダ（ニ）

節と、第 4節で継起的時間関係を表すマエ（ニ）、アト（デ）節を中心に取り上げる。こうした
比較対照を通じて、キルギス語から日本語の従属節に見られるテンス・アスペクトの特徴を改め

て見い出す。 

	
 第 4 章では、第 1 章から第 3 章までを考察した結果から、本論文の成果および今後の課題を
述べる。 
 
3. その他書式上の留意事項  
	
 ここでは、本論文で採用している書式面に関する、以下の留意事項について確認する。 
 

①	
  本論文で使用する文字体系について 
②  本論文で採用する文法情報の略号について 
③  本論文における術語の使用：「アスペクト」と「体」について 

  
 



8 
 

3.1 本論文で使用する文字体系について  
	
 本論文では、例文の表記は、キルギス語の正書法であるキリル文字を、ラテン文字に翻字した

ものを使用する。ロシア語のキリル文字に三つの文字 ң、ү、ө が加えられたのがキルギス語文

字で、以下の表のようになる。 
 
   〈表 1〉	
 翻字一覧8 

 キリル文字 ラテン文字  キリル文字 ラテン文字 
1 А а 	
 A a 19 П п 	
 P p 

2 Б б 	
 B b 20 Р р 	
 R r 

3 В в 	
 V v 21 С с 	
 S s 

4 Г г 	
 G g 22 Т т 	
 T t 

5 Д д 	
 D d 23 У у 	
 U u 

6 Е е 	
 E e 24 Y ү   Ü ü 

7 Ё ё 	
 Yo yo 25 Ф ф 	
 F f 

8 Ж ж 	
 J j 26 Х х 	
 X x 

9 З з 	
 Z z 27 Ц ц 	
 C c 

10 И и 	
 I i 28 Ч ч   Č č 

11 Й й 	
 Y y 29 ъ 	
 “ 

12 К к 	
 K k 30 Ш ш   Š š 

13 Л л 	
 L l 31 Щ щ  Šč šč 

14 М м 	
 M m 32 Ы ы   Ϊ ï 

15 Н н 	
 N n 33 ь 	
 ＇ 

16 ң    ŋ 34 Э э   Ě ě 

17 О о 	
 O o 35 Ю ю Yu yu 

18 Ѳ ɵ   Ö ö 36 Я я Ya ya 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
8 なお、キリル文字のラテン文字への翻字方式に関しては、複数の方式があるが、本論文ではアクマ
タリエワ(2014)に倣っている。 
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3.2 本論文で採用する文法情報の略号について  
	
 本論文では、例文中の語に対して文法情報としてグロス(gloss)を付ける。グロスとは、未知の
言語について単語ごとに意味や文法情報を付した注釈であり、通例原文のすぐ下に記載する。本

論文のグロスにおいて用いている具体的な略号は下の表の通りである。それぞれの文法カテゴリ

ーを示すための略号は、Leipzig Glossing Rulesで採用されているものに従っている9。 
 
〈表 2〉：本論文で採用している略号 
１ 

２ 

３ 

ABL 

ACC 

ADJ 

AUXV  

CAUS 

COND 

COP 

CVB 

DAT 

F 

FUT 

GEN 

HON 

IMP 

IPFV 

INTJ 

LOC 

M 

first person 

second person 

third person 

ablative 

accusative 

adjective 

auxiliary verb 

causative 

conditional 

copula 

converb 

dative 

feminine 

future 

genitive 

honorific 

imperative 

impervective 

interjection 

locative 

masculine 

1人称 
2人称 
3人称 
奪格 
対格 
形容詞 
補助動詞 
使役 
条件 
コピューラ 
副動詞 
与格 
女性 
未来 
属格 
敬称 
命令 
不完了体 
間投詞 
位格 
男性 

MOD 

NEG 

NMLZ 

PASS 

PFV 

PL 

POSS 

PRS 

PST1 

PST2 

PST3 

PST4 

PST/FUT PTCP 

PTCP 

Q 

RECP 

REFL 

SG 

VN 

VOL 

 

modality 

negative 

nominalization 

passive 

perfective 

plural 

possessive 

present/future 

past1 

past2 

past3 

past4 

past/future participle 

participle 

question	
 marker 

reciprocal 

reflexive 

singular 

verbal noun 

volutional 

モダリティ 
否定 
名詞化 
受身 
完了体 
複数 
所有 
現在・未来 
確定過去 
不明過去 
不定過去 
習慣過去 
過去/未来分詞 
分詞 
疑問詞 
相互 
再帰 
単数 
動名詞 
意志 

 
 
 
 

 

                                                   
9 Leipzig Glossing Rulesについては以下の URLを参照されたい（2016年 6月 7日現在）:  

http://www.eva.mpg.de/lingua/resources/glossing-rules.php 
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3.3 本論文における術語の使用「アスペクト」と「体」について  
	
 本論文において重要な対象となる「アスペクト」と「体」の術語について触れておく。 
	
 「アスペクト」と「体（たい）」という術語については、一般言語学における概念としての意

味・文法的カテゴリーを指す場合には、「アスペクト」という術語を用いることとし、ロシア語

をはじめとするスラヴ諸語における文法的（形態論的）カテゴリーについて述べる場合には、「体」

という術語を用いることにする。 
	
 一般言語学の範囲では、「アスペクト」の他に「相」という術語が用いられることもあるが、

本論文では、この文法的カテゴリー全体を表す場合には、「アスペクト」の術語を採用する。そ

の下位概念である個々のアスペクトの種類をさす場合には「相」の術語を原則として用いている。 
 
4.  本論文が対象とするキルギス語  
	
 この第 4節では、本論文が対象とするキルギス語の使用地域と言語史上の特徴、文法的特徴、
音声的特徴を概観する。そして本論文にとって重要な「補助動詞」と「副動詞」、分析的（合成

的）動詞形式、言語資料について説明する。 
 
4.1. キルギス語の使用地域と言語史上の特徴  
	
 キルギス語は、1991 年にソ連から独立を果たしたキルギス共和国の国家言語である。アルタ
イ諸語の内、トルコ語やウズベク語と同じくチュルク諸語10の一つで、東西に長く帯状に広がる

チュルク諸語の分布域の中でほぼ中央に位置している。天山山脈の北麓に国土を有するキルギス

共和国を中心に、周辺のカザフスタン、ウズベキスタン、タジキスタン、中国新疆ウイグル自治

区などに約 260 万人の話者をもつ。チュルク諸語の中で音声と語彙的な観点からアルタイ語と
カザフ語ととても近い関係にあり、これらの母語話者が意思疎通することや互いの言語の習得は

さほど困難ではない。 
	
 キルギスという名称は、チュルク民族の中で最も古い民族名の一つである11。この名称は紀元

前の『史記』や『漢書』などの古代中国の歴史などにも現れるとされている。古代キルギス民族

の祖先は、９世紀ごろに南下をはじめ、もともとアルタイ山脈の麓、エニセイ川から現在のキル

ギス領にある天山地方に移ってきたと言われている。 
	
 先述したとおり、キルギス人はチュルク民族の中でもっとも古い民族であるが、中世の文献資

料が殆ど残されていないために、キルギス語の通時的な観点からの考察は極めて困難である。 
	
 そして遊牧民として多くのキルギス人が誇りに思う『マナス』と呼ばれる民間口承英雄叙事詩

がある。主人公であるマナスはキルギス人にとって英雄的な存在である。かつて文字をもたずこ

の叙事詩を、語り部ならぬ、吟唱歌人（マナスチと呼ばれる）の代々の伝承芸能で守りつたえて

                                                   
10 チュルク諸語は、中央アジアを中心に、西は黒海沿岸、ヴォルガ川流域、東は中国新疆地方、東
シベリアにかけて、ユーラシア大陸を横切る広大な地域に分布する言語である。 
11 Bartold V.V （1943:14）による。 
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きたのであるが、1922年、10月革命後に採録が始められた。ここで使われているキルギス語は
現代キルギス語と大きな変わりがない。 
	
 言語の語源と歴史的な展開について確かな資料はないが、Oruzbaeva et al., Red (2009: 7-19)で
は、大きく７つに分類されている。 
 
１）アルタイ時代。この時代のキルギス語の語源について資料がない。ここでは、アルタイ語族

は、現代のツングース諸語、モンゴル諸語、チュルク諸語、日本諸語、朝鮮・韓国語に分か

れていない時代の語族を指す。 
２）シュメール時代（紀元前６世紀〜１世紀）。この時代はシュメール族とキルギス族が住んで

いる地域は一緒であり、シュメール語とキルギス語は構造的にだけではなく、語彙的にも音

声的にも類似していたという資料がある。Oruzbaeva et al., Red（2009: 9）ではシュメール語
とキルギス語の共通している単語が 34語あげられている。 

３）匈奴時代（紀元前１世紀〜５世紀）。この時代の確かな資料は残されておらず、キルギス語

の歴史は白紙のままである。 
４）古代キルギス時代（５世紀〜10世紀）。現代キルギス語の歴史的な展開、語彙的・音声的な

規則、他の言語との関係や言語の表記はこの時代で作られたことがチュルク語研究者によっ

て取り上げられている（Baskakov N.A., Samoylovič A.A（1950））。さらに、オルホン碑文に
残されているオルホン文字の史料は古代キルギス人に属すると主張する研究者もいる

（Radlov V.V., Malov E.（1952）など）。 
５）クルグス中世期（10世紀〜15世紀）。この時代は 11世紀の Mahmud Kašgariによるチュル

ク語辞書の Diwanu I-Lugat al-Turk、Yusuf Balasaghuniによる Kutadgu Biligという最初期のチ

ュルク語文学作品が代表される。Mahmud Kašgari 史料はチュルク民族、その中でもキルギ

ス人の言語や文化、風習や歴史と密接な関係を示す偉大な文献史料であるが、それと同時に

チュルク諸語の 31の方言にも関係している。 
６）クルグス最新時代（15 世紀〜20 世紀の 20 年）。10〜15 世紀はアルタイ語族がチュルク諸

語、モンゴル諸語とツングース諸語に分別され、それぞれの言語は言語と共に民族意識が成

立される過程の時代として位置付けられている。Meliorianskiy の（1894）は『カザフ語・
キルギス語の短文法』ではキルギス語をカザフ語から識別し、２つの方言を別々の言語と見

ている。このように 18世紀からロシア研究者たちによってチュルク言語を方言ではなく独
立の言語と捉える政策が始まった。しかし、この時代の文献はまだ発見されていないと指摘

されている（Oruzbaeva et al.,Red 2009: 18）。1930年代には、ロシア帝国のロシア民族以外
の民族の歴史を根絶しようとした政策により数多くのアラビア文字史料が燃やされ、埋葬さ

れた。 
７）新キルギス時代（20世紀の 20年〜現在）Arabaev E.（1924）はアラビア文字に基づき Kïrgïz 

alippesi『キルギス語の ABC』としてタシケントで出版された。このことはキルギス語の研
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究にとって大きな役割を果たしている。また、同じ年の 11月 7日に初めてキルギス語の新
聞 Erkin Tooが出版され、歴史的に重要な位置を示している。しかし、Arabaev, Eはスター

リン主義によって抑圧された。また、もう一人の重要な人物 Tïnïstanov K.（1927）の Čoŋdor 

üčün alibbe『大人むけの ABC』があげられる。さらにキルギス語の文法についてアラビア文

字で『私たちの母語』が出版された。そして、ローマ字に変化した後も、ローマ字で再出版

される。 
	
 以上のように、キルギス語の正書法としては、17 世紀頃からイスラム教の受容に伴ってアラ
ビア文字が採用され、長い時間用いられた。この時代にアラビア文字によるキルギス語のパンフ

レットはたった３冊しか出版されなかった12。しかし、当時のアラビア語識字率が人口の 1％も
満たなかったことから文献語より口語の方が広く普及していた。 
	
 そしてキルギス共和国としてソ連邦の一部になった後、1927 年からのローマ字の短期間の使
用を経て、1940年からはキリル文字を採用して現在に至っている。 
	
 キルギス語には北と南に分けて大きく二つの方言がある。現在の標準キルギス語は北方言を中

心に作られている。2000 年から文の統語的な規則、いわゆるテキストのあらゆる問題を中心に
研究が行われている。言語学の最新の方法により語彙・音声などについて歴史的な観点から研究

する時代になったと指摘されている。 
 
4.2 キルギス語の文法的特徴  
	
 以下は、キルギス語の文法的特徴について述べる。 
	
 キルギス語は他のチュルク語と同様に動詞語幹に様々な接尾辞や語尾が一定の順序で追加し

ていくことで単語を形成する膠着型言語であるが、名詞述語、形容詞述語と同様に、動詞述語に

も主語を表す人称語尾が必要となる。人称語尾がそれぞれの述語の語末に追加される点が同様の

膠着語である日本語とは異なる点である。 
	
 以下は、現在進行を表す「行く途中です」と過去を表す「行って来た」の例を挙げて人称語尾

について紹介する。 
 
	
 〈表 3〉キルギス語の現在進行と過去を表す人称語尾	
  

	
 人称 bar-a jat「行く途中」 bar-ïp kel「行って来た」 

1人称単数 

2人称単数 

3人称単数 

1人称複数 

2人称複数 

3人称複数 

bar-a jat-a-mïn 

bar-a jat-a-sïŋ 

bar-a jat-a-t 

bar-a jat-a-bïz 

bar-a jat-a-sïŋar 

bar-a jat-ïšat 

bar-ïp kel-di-m 

bar-ïp kel-di-ŋ 

bar-ïp kel-di 

bar-ïp kel-di-k 

bar-ïp kel-di-ŋer 

bar-ïp kel-išti 

                                                   
12 Karasaev X.K.（1970:73）による。 
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この表13から分かるように全ての述語に同じ人称語尾が追加されるわけではない。そして、「行

く途中	
 bar-a jat」と「行って来た bar-ïp kel」のように副動詞接尾辞14が異なる。つまり、「本動

詞–（-a/-yか -ïp）副動詞接尾辞 +補助動詞 」という構文で用いられる。 
 
4.3 キルギス語の音声的特徴  
 	
 次に音声的特徴について述べる。 
 
	
 母音  
	
 キルギス語の母音は a、o、e、ö、u、ü、ï、i の８つの短母音と aa、ee、oo、öö、uu、üü の６

つの長母音からなり、次のような体系をもつ。 
 
 〈表 4〉	
 キルギス語の母音体系 

前舌母音 後舌母音 
平唇母音 円唇母音 平唇母音	
 	
 円唇母音 

狭母音	
 	
 	
 i 	
 	
 	
 	
 	
 ï 狭母音	
 	
 	
 	
 u    	
 ü	
 	
  
広母音	
 	
 	
 e 	
 	
 	
 	
 	
 a  広母音	
 	
 	
 	
 o    	
 ö 

 
長母音であるか、短母音であるかにより、語義が区別される。 
 jan	
  命 	
  jaan	
 雨 

 sat15	
 売って saat	
 時計 

 tok	
  満腹 took	
 鶏 

 ěr	
  勇気  ěěr	
 鞍 
 
母音調和  
	
 キルギス語の母音は一定の先行母音には一定の母音しか続かない。つまり、前舌母音と後舌母

音は 1 語の中で共存しないという現象があり、これを母音調和という。基本的に母音調和の法
則は語幹内においても、語幹と接尾辞との間においても適応される。具体的な語例をいくつか挙

げると以下の〈表 5〉のようになる。 
 
 
 
 
                                                   
13 人称語尾の接尾辞は全部で 4つの型がある。庄垣内(1988: 1420)『言語学大辞典』、第 1巻を参照。 
14 副動詞とは、日本語動詞の連用形に相当するもので、主に副詞的な機能を果たす動詞の変化形の
一つである。人称表示は取らない不変化詞類とも言える。 
15 キルギス語では動詞の語幹が命令の意味で使われる。 
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〈表 5〉	
 キルギス語の母音調和 

 先行母音 後続母音 例 

 

前舌母音 

 

i 

e 

ü 

ö 

i,  e 

i,	
  e 

ö,	
 ü 

ö,	
 ü 

iyin 「肩」 išen「信じる」 

erin「顎」 ermek「遊び」 

kübö「証人」 kükük「ナイチンゲール」 

köpölök「ちょうちょう」 köpürö「橋」 

 

後舌母音 

 

ï 

a 

u 

o 

ï,	
 a 

ï,	
 a 

a,	
 u 

o,  u 

ïsïk「熱い」 ïzat「尊敬」 

akïl,「知恵」 ata「父」 

ušak, 「噂」uluu「年上」 

okšoš「似ている」 otuz「30」 

 
子音  
	
 キルギス語は 25の子音を持つ。子音については、庄垣内(1988: 1418)に基づけば、次のよう
な体系を示すことができる。 
 
〈表 6〉	
 キルギス語の子音体系 
閉鎖音 無声	
 	
 p   t        k      q 
	
 	
 	
 	
  有声	
 	
 b    d         g 
破擦音 無声	
 	
     (c)   č     (šč)  
	
 	
 	
 	
  有声	
 	
 	
 	
       j  
摩擦音 無声	
 	
 (f)    s   š          (χ) 
	
 	
 	
 	
  有声    (v)    z  (ž)      y           ʁ 
鼻音	
 	
 	
        m     n               ŋ 
側音                        l 
顫動音 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  r 

 
	
 上で示した文字表記の内、（	
 ）内の文字はロシア語からの借用語のみに用いられる。 
そして c、šč、f、x、v、ž は、他の言語からの借用語に現れる子音である。また、k と q、及び
g とʁは、音声的に明らかな違いがあるにも関わらず、これはキリル文字では表記上は区別され
ていない。 
	
 l 、r、 y、 ŋは語頭に来ない。また、b、 g、 z、 d、 jは語末に来ない。 
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子音の交替  
	
 キルギス語の語幹と接尾辞の間では、子音が同化と異化によって交替する。それぞれに固有

の特徴があるので、分けて述べる必要がある。まず、同化現象には満同化と反同化の 2 つがあ
る。 
	
 満同化とは語幹と接尾辞の間に z+s という子音の連接が現れると、後続する s が強くて先行

する zに影響を与えて、ダブル ss というように同子音になることをいう。これらは話しことば
においてのみ生じる。（Abduldaev 1998:66-74、Oruzbaeva et al., Red 2009: 42-53） 

	
  

	
 例：sözsüz＞ sössüz、 	
 jasza＞ jassa 	
 köz sal ＞kös sal 

 

	
 反同化とは、子音で始まる接尾辞が、接尾辞がつく語幹の最終子音によって交替することをい

う。その多くは、次のような進行同化によるものである。 
 
	
 例：aalam-da「世界で」	
 šaar-ga「町へ」	
 sez-be「感じるな」 

	
 	
 	
 	
 世界-LOC       	
 	
  町-DAT 	
 	
 	
  感じる-NEG(IMP)   

	
 	
 	
 	
 	
  

	
 次は、異化によって起こる場合である。異化とは、-la、-lar、-luu、-likという接尾辞が、接尾

辞の付く語幹の最終子音が z、l、n、ŋ、mであれば	
 dに交替することをいう。この異化による

交替は、同化ほど多くない。 

 

jïl「年」＋lar（複数接尾辞）jïl-dar 「何年間」 

semiz「太い」+lik（名詞化接尾辞）semiz-dik「太さ」 

muz「氷」＋luu（形容詞接尾辞）muz-duu「氷の」 

köz「目」+ la（動詞化接尾辞）köz-dö「狙う」 
 
このような接尾辞初頭子音の同化や異化と母音調和によって、子音で始まる接尾辞は、多くの異

形態を形成する。例えば、複数接尾辞-larは次のような 12種類の異形態をもつ。 
 
〈表 7〉	
 複数接尾辞-larの異形態 
最終音節の母音 -a, -i , -u -i , -e -o -ö, -u 

母音 y, r -lar -ler -lor -lör 

y, r 以外の有声子音 -dar -der -dor -dör 

無声子音 -tar -ter -ter -tör 
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語幹末無声子音 pと kに見られる次のような音の交替は、逆行同化によるものである。 
bak「木」＋ïm（1人称単数所有接尾辞）bag-ïm「私の木」 

juk「うつせ」+-uu（動詞化接尾辞）jug-uu「うつる」 

tek「祖先」＋i（3人称所有接尾辞）teg-i「彼の祖先」 

čïk「出る」+-a（現在未来形接尾辞）čïg-a-t「彼は出る」 

 
音節構造  
	
 音節のタイプには、次の 6種類がある。 
 V a 	
 しかし 

 VC ös	
 成長して 

 CV je	
 または 

 CVC sen	
 あなた 

 VCC  ört	
 火 

 CVCC jïrt	
 破れ 

 

4.4 本論文で扱う「補助動詞」と「副動詞」  
4.4.1「補助動詞」の定義  
	
 キルギス語研究者によって、補助動詞は jardamčï ětišter、 kömökčü ětišter、 tataal ětišter（この

場合は直訳すると「複合動詞」に当たる）などの様々な名称の術語が用いられている。これらの

中では、Davletov and Kudaybergenov（1980）の jardamčï ětišter「補助動詞」が広く知られている

ので、本研究でもこの用語を取り入れる。 

	
 Davletov and Kudaybergenov（1980: 327）は、jardamčï ětišter「補助動詞」を次のように定義し

ている。 

«Татаал этиштин составында туруп негизги этиш билдирген тушунукту грамматикалык маани 

жагынан толуктоо катарында айтылуучу этиштер жардамчы этиштер деп аталат …（中略）

Татаал этиштин составындагы жардамчы этиштер ар дайым эле оздорунун лексикалык 

маанилеринен ажырай беришпейт.Кээде алардын кайсы бириники сакталат, бирок буга окшогон 

кубулуш аз кезигет…（中略）Кыргыз тилинде этиштер коп, бирок этиштин баары эле жардамчы 

этиш боло бербейт. -а//-e//- й жана -ып формаларындагы чакчылдар менен айкашканда 

баштапкы лексикалык маанисинин ордуна мезгил менен мейкиндикте кыймыл-аракеттин 

отушунун ар турдуу мунозун билдирууго жондомдуу болгон гана этиштер жардамчы этиш боло 

алат.»（日本語訳は筆者による）複合動詞の形式において、本動詞によって表される意味を文法

的に補助する形で用いられる動詞群のことを、補助動詞と呼ぶ。（中略）複合動詞の形式におい

て補助動詞はいつも語彙的な意味を完全になくしているわけではない。中には語彙的な意味を保

つ補助動詞もあるが、このような動詞は少ない。キルギス語には動詞が多く存在するが、動詞が
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すべて補助動詞になれるわけではない。-a/-e/-y と-(ï)p 副動詞と組み合わされた時に、元の語彙

的な意味の代わりに、時と空間で動作が行われていることを客観的に描写することができる動詞

のみが補助動詞になることができる。 

	
 また、Davletov and Kudaybergenov（1980: 326）は、キルギス語の補助動詞とロシア語の体の関

係を次のように述べている。 

«Жардамчы этиштердин билгизген кошумча кээ бир маанилери орус тилиндеги тур 

категориясын тузо албайт. Анткени турду жасоо учун алар ар кандай этиштер менен айкаша 

турган универсалдык муноздо эмес, чакчыл формадагы бардык эле этиштер менен айкаша 

бербестен белгилуу этиштер менен гана айкашат »（日本語訳は筆者による）補助動詞が表して

いる文法的な意味はロシア語の「体」カテゴリーで表示することができない。そうした「体」を

表示するためにはどんな動詞とも組み合わせることができる普遍的な形式でなければならない

が、補助動詞は必ずしもそのような性質をもっていないからである。また、副動詞もすべての動

詞と結合できるわけではなく、ある特定の動詞としか組み合わされない。 

	
 そして以下のような例を示している。 

	
 türt-üp jiber-di 「プッシュしてしまう」  čaa-p sal-dï「叩いてしまう」のように組み合わせる

ことができる動詞がある一方で、同じ -ïp副動詞と補助動詞であっても結合できない動詞がある。

例えば、uč「飛ぶ」を	
 uč-up 	
 jiber-di や uč-up	
  sal-dï	
 のように組み合わせて「飛んでし

まう」の意味を表すことができない。 

	
 そして、「体」が表す意味の観点から見ると、キルギス語の補助動詞は不安定である。同じ補

助動詞でも異なる副動詞と組み合わさることによって表示される文法的な意味が異なってくる

からである。 

	
 	
 	
 jaz-ïp	
  sal-dï と	
 jaz-a 	
 saldï 	
 「書いてしまう」 

ここでは両方とも「書いてしまう」になるが、-ïp副動詞の場合は、動作の完全の終了を表すが、 

-a副動詞と組み合わさった場合は、動作が早いテンポで終了したことを表す。 

	
 また、Davletov and Kudaybergenov（1980: 449）は、補助動詞がどのような動詞と共起すること

ができるかについて次のように述べている。 

「動作が時によって行われることを表すために、本動詞の副動詞に後接する補助動詞は以下のと

おりである。すなわち、tur- （立つ）、otur-（座る）、jür-（動く）、 jat-（横たわる）、 sal-（入

れる）、 tašta-（捨てる）、 koy-（置く）、 jiber-（送る）、 tüš-（降りる）、 kel-（来る）、 ket-

（行く）、 al-（取る）、 ber-（あげる）などである。」 

このようにキルギス語には、jardamčï ětišter「補助動詞」とみなされているものが多数存在す

る。その中から本研究では、以下の補助動詞は、本動詞に後接して、「動作の進行」を表し、他

と比べて使用頻度が高いという理由から、次の４つの補助動詞を研究対象とする。 

 

	
 jat-、tur-、  otur-、jür-	
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4.4.2 「副動詞」の定義  
	
 Oruzbaeva et al., Red (2009: 449)によると、「чакчылдар- негизги этиштин кошумча кыймыл- 

аракетин билдируучу этиштин озгочо бир формасы, дайыма кантип? кандай? канчага чейин? 

качантан бери? эмнеликтен? эмнеге? деген суроого жооп берип, негизги кыймыл-аракеттин 

кандайча аткарылгандыгын, мезгилин, себебин, максатын билдирет.」「副動詞というのは、副詞

的な動作を表す動詞の特別な形の一つであり、いつも「どうやって」、「どのように」、「いつまで」、

「いつから」、「なぜ」、「どうして」という質問に答え、本動詞の動作がどのように実現されたの

か、動作の時間、原因、目的を表すものである」と記述している。 

 

(14) Ümüt 	
 	
 uyal-ïp             	
 	
 kïzara   tüš-tü. 

    ウムット	
 恥ずかしくなる-CVB 	
  赤く   なる-PST1 

	
  「ウムットは恥ずかしくなって、赤くなってしまった。」 

 

	
 ここでは、uyal-ïp（恥ずかしくなる）が「動詞語幹+-(ï)p副動詞接尾辞」の形式をなしており、
この-(ï)p 副動詞が「どうして」という質問に答え、後続する本動詞が表す事態の理由を表して
いる。 

	
 副動詞には、 次のような副動詞の変種が存在する。  

	
  -a/-e/-y 

  -ïp/-ip 

  -ganča/-genče  

-gïča/-giče  

-ganï/-geni  

-galï/-geli 

  -mayïn(ča)/-meyin(če)  

 

	
 これらの副動詞は、①	
 jönököy čakčïldar「単純副動詞」16である-a/-e/-y、-ïp/-ip と、②	
 tataal 

čakčïldar「複合副動詞」-ganča/-genče、-gïča/-giče、-ganï/-geni、-galï/-geli、 -mayïn(ča)/-meyin(če) と

の 2つに分類される。 

	
 この２つの類のうち単純副動詞すなわち ïp/-p、-a/y は、本動詞と一番よく組み合わされるも

のとして知られている。学校文法では、oku-p čïk 「読んでしまう」の-ïp副動詞接辞は過去を表

す接尾辞であり、kat-a sal「隠してしまう」の-a/y 接辞は、現在を表す接尾辞で時制に関するも

のとして取り扱われる17。しかし、現代キルギス語ではこれらの副動詞接尾辞は時制に関わるこ

                                                   
16 副動詞接尾辞「-a/y」と「-(ï)p」には、それぞれ母音調和にかかわる異形態がある。 
-a/yは、子音で終わる語では -a, -e, -o, -öとなり、母音で終わる語では、-yとなる。 
-ïpは、子音で終わる語では -ïp, -ip, -up, -üpとなり、 母音終わりの語では -pとなる。 
17 Oruzbaeva (2004: 14) Kïrgïz til ilimiを参照されたい。 
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と以外に、それぞれ異なる文法的な意味を含んでいると指摘されている。 
	
 以下の用例では、構文上から見ると、「動詞の語幹+ ïp、a/y副動詞+ jat補助動詞」という形
になるが、副動詞によって意味が異なる。	
  
	
  
(15)	
 Al 	
 basseyn-ge  	
 	
 	
  bar-a   	
 	
 	
 	
 jat-a-t. 

 	
 	
  彼	
 プール-DAT 	
 	
   行く-CVB  	
 	
 	
 jat-PRS-3SG 

	
 	
  「彼はプールに行く途中だ。」 

 

(16)	
 Al 	
 basseyn-ge 	
 	
 	
 	
 bar-ïp	
 	
 	
 	
 	
 jat-a-t. 

	
 	
   彼	
 プール-DAT 	
 	
   行く-CVB  	
 	
  jat-PRS-3SG 

	
 	
  「彼はプールに通っている。」 

 
 これらの用例において、(15)は〈進行〉（向かっている途中）の意味になり、(16)は動作が繰り
返されているので〈反復〉（よく行く）の解釈になる。	
  
	
 本論文では、上の①の単純副動詞形の中で-ïp が用いられた補助動詞の jat-、tur-、otur-、jür-

を対象とし、当該副動詞を-(ï)p と表記する。 それは、この副動詞接尾辞の場合、本論文の対象
である各補助動詞が〈動作の進行〉というアスペクト的な意味を表すためである。以下、-(ï)p
副動詞の意味について概説する。 
 
4.4.3 -(ï)p副動詞の意味  
	
 Oruzbaeva et al., Red (2009: 453）はこの副動詞の意味について次のように述べている。 
① Кобунчо негизги кыймыл-аракеттин кандайча кандай муноздо аткарылгандыгын 	
 	
 

корсотот. Ошону менен бирге ошол негизги кыймыл-аракеттен мурда болгон кыймылды 

билдирет. (p.453)「主に、主要な動作がどのように実現したのかを示す。それと同時にその主

要な動作より先に行われた動作を表す。」 

 

(17) Daniyar 	
 öč-üp       bar-at-kan 18  	
  ot-tu    üylö-p     küy-güz-dü. 

    PSN	
 消える-CVB 	
 	
 行く at-PART    火-ACC  吹く-CVB   火をつける-CAUS-PAST1 

	
 	
 「ダニヤルは消えそうになった火を吹いてつけた。」 

 

②	
 Негизги кыймыл-аракеттин аткарылыш себебин корсотот. （p.453）「主要な動作の実現に

至った原因を示す。」 

 
                                                   
18 baratkanは、本来の bar-a jat-kan からの音韻縮約形で前接動詞と接合した形となっているが、意味
の面においては両方とも変わらないものと考える。なお、この形は主に話しことばにおいて用いられ

る。 
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(18) Bala 	
 kork-up 	
 	
 	
 	
 	
 ïyladï. 

    子	
   怖がる-CVB        泣く-PAST1	
  

	
  「子供は怖がって泣いた。」 

 

③ Негизги кыймыл-аракеттин аткарылыш мезгилин корсотот.（p.453）「主要な動作の実現の時

間を示す。」 

 

(19) Men  aga      iš-ten       kelat-ïp19       joluk-tu-m. 

    私	
 	
 彼-DAT   仕事-ABL  来ている-CVB     会う-PAST1-1SG 

 	
 「私は彼に仕事から帰る途中で会った。」 

 

④	
 Максатты билдирет. （p.453）「目的表す。」  

 

(20)	
 Mïnda     Sultan-dï       izde-p     	
  kel-gen-biz. 

     ここに	
 	
 スルタン-ACC   探す-CVB  	
 	
 来る-PAST2-1PL 

	
 	
 「ここにスルタンを探しに来ました。」 

 

⑤ Негизги кыймыл-аракеттин кандай денгээлде болгондугун олчомун билдирет.（p.453） 

「主要な動作がどの程度行われたか、という動作の程度を表す。」 

 

(21) Jamgïr kayradan 	
 küčö-p 	
 	
 	
  jaa-y 	
 	
 	
 bašta-dï. 

  	
 雨	
   再び	
 	
 	
  強まる-CVB	
   降る-CVB	
  始める-PAST1 

   「雨は再び強く降り始めた。」 

 

	
 このように-(ï)p 副動詞は、いろいろな意味で使われやすい。リズムを取りやすいため、特に
詩などでもよく用いられる20。そして、否定の場合も -bay 接尾辞を用いることに問題はない。

なお、次の例では進行同化により-payとなっている。 

 

(22) šaš-ïp   	
 kel-di         と   šaš-pay    kel-di 

	
 	
 急ぐ-CVB 来る-PAST          急ぐ-NEG  来る-PAST 

   「急いで来た」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「ゆっくりと来た」 

 

                                                   
19 kelatïpも baratkanと同様に kel-e jat-ïpからの音韻縮約形である。 
20 Oruzbaeva et al., Red (2009)はこのように述べているが、実際には本論文で示している小説や新聞
などの例文にも-(ï)pが用いられている。 
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 以上のように-(ï)p 副動詞は多様な意味を表し、多様なジャンルで用いられる使用頻度が高い
副動詞であると考えられる。 
 
4.5 キルギス語の分析的（合成的）動詞形式について  

Oruzbaeva et al., Red (2009)では、動詞が合成的な手続きによって形成されるという方法は古代
から広く使われている形式であると述べられている。合成的な形式は二つかそれ以上の動詞の結

合から成り立ち、一つの複合動作を表す。意味的な面では互いに関係を持たない語ではなく、一

方を欠くと成り立たないような意味をもった動詞である。 
	
 Tohnina (2006)によれば、チュルク諸語で分析的動詞形式は複合動詞の概念に誤解されること

がある。両方とも二つの動詞が結合して作られていることは確かであるが、複合動詞と分析的動

詞の主な違いとして、複合動詞は意味的に二つの動詞の意味をほぼ対等に結合しているのに対し

て、分析的動詞形式は前項動詞が語彙的な意味を担い、後項動詞が主として文法的機能を果たし

ている。分析的動詞形式によって、以下の３つの文法カテゴリーの意味が表示される。 
 
①モダリティ	
 	
 	
 	
 	
 「oku-y     al-ba-dï」 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 読む-CVB	
 取る-NEG- PAST1	
 「読めなかった」 
②アスペクチュアリティ「oku-p 	
   jiber-di」 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 読む-CVB	
 送る-PAST1	
 「読んでしまった」 
③テンポラリティ	
 	
 	
 「oku-p	
     jat-a-t」 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 読む-CVB	
  jat-PRS-3	
 「（今）読んでいる」	
  
しかし、分析的動詞形式はその他に以下の文法的な意味も表せる。 
 
④動作の試みを表す：	
 	
 je-p 	
 	
 	
 	
 	
 kör	
  

                  	
 食べる-CVB	
 	
 見る 「食べてみる」 

キルギス語の動詞 kör は、日本語の「見る」と同じ意味であり、本動詞と補助動詞として文法

的な意味を表すのが日本語と共通している。 

 

⑤授受関係を表す：ayt-ïp	
 ber（誰かのために行われる動作） 

                話す	
 あげる	
 「話してあげる」 

jaz-ïp 	
 al（自分のために行われる動作） 
書く	
 取る	
 「書き取った」 
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 Karïbaev and Kasïmova（2001）は V-(ï)p jat-、 V-(ï)p jür-、 V-(ï)p tur-、 V-(ï)p otur-のような動

詞の結合21形式で現れる同音異義語の問題について指摘している。一つの文の中に５つ６つまで

の動詞が連鎖して使われることもある。 

 

(23) Süy-gön    at-tar-ïŋ-dïn           bir-in      min-ip      al-ïp 

	
 	
 好く-VN    馬-PL-2:POSS-GEN    一つ-ACC   乗る-CVB    取るーCVB 

	
 	
 čaa-p             bar-ïp     kel-ip         tur-ba-i-sïŋ-bï? 

	
 	
 乗って走る-CVB   行く-CVB    来る-CVB       tur-NEG-PRS-2SG-Q 

	
 	
 「好きな馬に乗って行ったり来たりしていれば？」 
 
そして、同書では、動詞の結合の３つの種類を以下のようにまとめている。 

①	
 V-p V = sal-ïp jat形式の場合：両方の動詞がそれぞれ語彙的な意味を保っており、分析的動

詞形式とも複合動詞とも解釈でき、区別が難しい。 
 

(24)	
 Birok,    	
 anïn    	
 bul 	
 	
 söz-ü-nö	
    	
   Ešen	
 	
  	
 išen-be-y  	
  

  	
 	
 しかし	
 	
 彼:GEN	
  この	
 	
 言葉-3:POSS-ACC	
 	
 PSN	
    	
 信じる-NEG-CVB    	
   

      ěšik-ke	
     	
 kulpu 	
 	
 sal-ïp	
 	
 	
      	
 jat-kan.   

      ドア-DAT    	
 鍵	
   	
 かける-CVB      	
  jat-PAST2 

 
  この文は二通りに解釈できる。 
	
 	
 １）「エシェンは 彼の言葉を信じないでドアに鍵をかけようとしていた。」 
	
 	
 ２) 「エシェンは彼の言葉を信じないでドアに鍵をかけて寝た。」 
 
 １）の場合は、過去において鍵をかけている最中だったという意味になるが、２）の場合は、
jatが本動詞の意味「横たわる」、つまり「寝る」という意味で使われている。 
	
 また、次のような同様な例もあり、oylon-up jatatは二通りに解釈可能である。すなわち、「（今）

考えている」と「考えながら横たわっている」であり、後者では本動詞の意味で前者は補助動詞

として使われている。 
しかし、muštaš-ïp jatat のような動作動詞の場合、横たわりながら喧嘩する（口喧嘩ではない

方）ということが考えられないので、ここでは「（今）喧嘩をしている」という意味に限られる。 
②	
 V-p V= kir-ip čïk形式の場合：両方とも語彙的な意味が保たれておらず、一つを欠くと成り

                                                   
21 動詞の結合とはロシア語の глагольное сочетаниеを筆者が訳したものである。本動詞と補助動詞か
ら成る形式の前項動詞が語彙的な意味を担い、後項動詞が文法的機能を果たしている場合に、分析的

（合成的）動詞と呼ぶことにするが、キルギス語における動詞の結合とは、-ïp副動詞と接続した動
詞のうち後項動詞が文法的な意味でも語彙的な意味でも用いられる形式のことをいう。 
 



23 
 

立たない語句を表す。kir-ip čïkは文字通り「入って出る」だが、「誰かの家に招待されたの

で、家に入り、用事を済ませて、帰った」という意味になる。 
	
  

③	
 V-p V=oyno-p  jat 形式の場合：-p副動詞が後接する動詞は語彙的な意味を保ち、jat補助動

詞は文法的な意味で使われ、いわゆる分析的動詞である。 
 
	
 本論文では、主に③のような補助動詞が文法的な意味を担う分析的形式を考察の対象とするが、

①と②のような動詞の結合も排除することなく、適宜言及していく。 
 
4.6 本論文の言語資料  
本論文では、言語資料として実例を収集し、考察と分析を行い、各補助動詞形式の文法的な意

味を記述するという方法をとる。 
 
4.6.1 資料の選定方法  
本節では、本論文で考察・分析の対象とした言語資料について述べる。用例の収集に際しては、

主なものとしてウェブ上の作品データを利用した。キルギス語を対象とした言語コーパスは現時

点では開発されていない。用例収集に当たってはどの時代の作品かも注意する必要がある。例え

ば、1950 年代の作品のみから用例を抽出すると、大分月日が流れてしまっていることから来る
「古さ」が挙げられるだろう。最新のキルギス語の動向を追う場合には、その年代の作品では言

語使用の事態を反映していないのではないかという疑念が生じる恐れがある。しかしながら、今

回の研究の用途に照らした場合、その対象がいずれも基本的な語であると考え、その時代の作品

でも十分目的を果たすことができると判断した。 
	
 本研究では、文字言語資料を研究対象とする。用例収集の際にできるかぎり多様なジャンルか

ら用例を集めることを心掛けた。文字資料として最近の流行小説、新聞や雑誌などから用例の収

集を行った。 
	
 最近の流行小説とは、キルギスの独立後（1991 年以降）に書かれた小説のことである。これ
らの作品をキルギスのサイト http://www.literatura.kg/、 http://bizdin.kg に掲載されている書
籍から収集した。最終アクセス日は、2016 年 1 月 30 日である。新聞や雑誌は 2010 年〜2016
年に出版されたものを対象とした。 
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4.6.2 資料から得られた用例数  
 
〈表 8〉	
 本論文全体の用例数 

補助動詞 -(ï)p副動詞接尾辞 合計 

 用例数 割合 
jat- 426 29% 
tur- 503 34% 
otur- 233 16% 
jür- 321 21% 
合計 1483 100% 

 
	
 この表には、各補助動詞の用例数として-(ï)p副動詞接尾辞の場合のみを示している。	
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第１章	
 	
 先行研究の概観と問題点	
 

 
0．本章の概要   
	
 本章は、本論に入る前段階の導入としての位置付けにある。 
  第１節では、一般言語学的な観点から動詞のアスペクトとテンスを概観し、ロシア語の体とア
スペクトカテゴリーを例に確認する。アスペクト研究はロシア語の体の研究を基盤にして始めら

れたと言っても過言ではない。このことを踏まえて、外国語とりわけ日本語から見た筆者の母語

であるキルギス語のアスペクトについて論じていく礎とする。 
第２節では、現代日本語のアスペクト研究の現状及び研究史や日本語の基本的なアスペクト体

系を示し、文法的アスペクト「〜テイル」の意味と語彙的アスペクトと運動動詞の相関関係につ

いて検討をする。現代日本語の研究の中で、アスペクト研究は、比較的、研究の進んだ分野であ

ると言われている。確かに、多くの研究者がアスペクトについての研究論文を発表しているし、

記述的な研究によって多くの事実が明らかになっている。 
	
 第３節では、まず、キルギス語における動詞のアスペクトの先行研究を概観して、研究対象の

補助動詞が関わっている現在形の種類と特徴を述べる。そして動作の進行を表す補助動詞を含む

形式 V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-に関する先行研究を概観し、問題点をあげる。 
	
  
１．一般言語学の観点から見た動詞のアスペクトとテンス  
	
 一般言語学の枠組みから、テンスとロシア語の「アスペクト（аспект; aspect,）」のカテゴリー

を概観する。また、ロシア語の言語体系内でアスペクトを表す主要な言語形式の一つである「体」

という文法カテゴリーについて確認する。 
 
1.1 テンス  
 	
 アスペクトにもっとも近い文法範疇は知られるとおり動詞のテンス範疇である。多くの言語
研究史ではアスペクトとテンスの範疇が混同されたこともまれではなく、多くの場合、ある言語

学者はアスペクトに属するものとして扱い、またある言語学者はテンスの分野に入るものとして

扱っており、論争は現在まで続いている。 
 	
 テンス（Tense・時制）という範疇とアスペクト（Aspect・相）という範疇はいずれも時制に

関するという点では類似している。しかし、それぞれの時間に関係する仕方が異なるため、明確

に区別して理解する必要がある。 
 	
 テンスには、発話時点と出来事時との外的関係をとらえるテンス（絶対的テンス）と発話時
と参照時との外的関係をとらえるテンス（参照時テンス22と呼ぶ）とがある。絶対的テンスにつ

いては Comrie (1976: 1-2)に倣い、次のように定義する。 
 

                                                   
22 参照時テンスは相対的テンスとも呼ばれる。 
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 Tense relates	
 the time of the situation referred to to some other time, usually to the  

	
 	
 	
 	
 moment of speaking.                                      Comrie (1976: 1-2) 

     （テンスは、さしだされた場面 situation の時間を別の時間にふつうは発話の瞬間   
        momentに関係づける。                                  (山田訳 1988: 10） 
	
 	
 	
 	
 Since tense locates the time of situation relative to the situation of the utterance, we may  

	
 	
 	
 	
 describe tense as deictic. 

       （テンスは、発話時の場面との関係において、場面の時間を位置づけるので、指示      
       的 deicticである、ということができる。                      (同書: 10) 
 
テンスとは、話し手がある場面（situation）を述べる際に、場面を構成する運動や状態が、発話

時（speech time）を基準として時間的にどういう位置にあるかということを示すための文法的な

カテゴリーである。特に、運動を表す場面に注目すると、発話時と出来事時との外的関係を捉え

る文法的なカテゴリーということになる。 
 

(1) a 私、手紙を書くわよ。 
b 私、手紙を書いたわよ。 

(2) a 鈴木が手紙を書いているわよ。 
	
 	
 	
 	
 b 鈴木が手紙を書いていたわよ。 
 
	
 (1a)と(2a)の「書く」と「書いている」は、発話時を基準にして、発話時以後に「書く」、あ
るいは、発話時と同時に「書いている」という運動及び状態がそれぞれ存在することを示してい

る。これに対し、(1b)と(2b)の「書いた」と「書いていた」は、発話時を基準にして、発話時以
前に、運動及び状態がそれぞれ存在していることを示している。 
 このように、日本語の場合、「スル（シテイル）・シタ（シテイタ）」という文法的な形によって
示される運動及び状態を、発話時を基準にして、以前（過去）に位置づけるか、同時（現在）に

位置づけるか、以後（未来）に位置づけるか、という対立がテンス（絶対的テンス）である。 
	
 一方で、発話時と参照時との外的関係をテンスとして捉える場合、参照時テンスがある。

Reichenbach (1947)は、動詞の時制論の中で発話時と出来事時だけでは、完了（perfect）と過去

（simple past）を区別することができないことから「参照時」を設けることによって、この問題

を解決しようとしている。 
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1.2	
 アスペクト  
	
 ロシア語の動詞には、主にアスペクトの意味を表すカテゴリーとして、体 видという文法的（形

態的）カテゴリーが備わっている。ほぼすべての動詞が、完了体（совершенный вид）か不完了

体（несовершенный вид）に属するとされる。このような言語的特徴を有するため、ロシア語に

おいては、アスペクトのカテゴリーと他の文法的カテゴリーとの相関関係についてしばしば取り

上げられ、議論の対象となっている。 
	
 一般言語学の分野における、アスペクトというカテゴリー23についての本格的な試みは、

Comrie (1976)によるものが最初と考えてよいだろう。Comrie (1976)は、様々な言語に見られる言

語現象を調査・分析し、スラヴ諸語における体の研究での学術上の蓄積（主に Maslov (1959), 

Bondarko (1971)）を基盤としつつ、そこでの成果をスラヴ諸語以外の様々な系統の言語に適用・
検討するという方法で、アスペクトというカテゴリーを一般言語学の観点から述べようと試みた。 
	
 そこでの述べ方によれば、アスペクトは、「ある状況の時間的な内部構造の様々な捉え方

（different ways of viewing the internal temporal constituency of a situation）」を表すものであり、完

了相（perfective）と不完了相（imperfective）にまず大きく二分される。完了相とは、ある状況

を構成する異なる別個の相に分割することなく、その状況を一つの全体として見る捉え方（the 

view of a situation as a single whole, without distinction of the various separate phases that make up that 

situation）を表すものである(Comrie 1976: 16)。それに対して、不完了相とは、状況の内部構造
に基本的に注意を向けているものであり、ある状況を内部から捉えた上で、時間的な内部構造を

明示的に示すものである (Comrie 1976: 16-24）。 
以下、ロシア語の体が内包する、性質の異なる二つの意味の対立軸について考えてみる。 
ロシア語において、アスペクトの意味を表す機能を担っている、主たる言語形式の一つである

「体」のカテゴリーの示す意味的対立の具体例について見てみよう。 
	
  
(3)      On 	
  pisal          	
 	
  	
 knigu.	
  
         彼	
 	
 読む-IPFV-PAST-M	
 	
 本:ACC        
        「彼は（その時）本を書いていた。」 
 
(4)      On  	
 napisal             	
  knigu. 
         彼	
 	
 読む-PFV-PAST-M   	
 本:ACC           
        「彼は（その時）本を書いた。」 
 
	
 不完了体が用いられている、前者の例では、完了のニュアンスを含まないので、発話の瞬間と

同時に進行中の「過程」を表している。また、不完了体の文は文脈が異なれば、当該状況の「反

                                                   
23 本論文では日本語とキルギス語に関する文レベルの対照を主な目的とするため、談話レベルのテ
クスト的機能については基本的に扱わない。 
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復性」、「習慣性」などの意味を表すことができる。それに対して、完了体が用いられている、後

者の例では、その後の結果や状態について言及する姿勢が表される「完了」を表している。ここ

には、状況の在り方について、異質のものが混在していることが分かる。 
 
1.3 アスペクトというカテゴリー  
 一般言語学的の枠組からのアスペクトに関する記述は、Plungyan (2011)における記述に多くの

点で拠っている。その理由は、現在のロシア語アスペクト論においては、様々な研究者がそれぞ

れの概念や術語を乱立させながら用いているとも言えるような状況の中 Plungyan (2011) は一般

言語学的な枠組みからの考察を行い、術語の対比なども試みているからである。 
	
 Plungyan (2011: 384)によれば、自然言語における状況を捉える際には、「状況」を構成する以
下の断片が最も重要であるという。 
 

①   準備の段階（подготовительная стадия） 
② 	
 開始点（начало） 
③ 	
 中間（середина） 
④ 	
 終了点（финал） 
⑤ 	
 結果の段階（результативная стадия） 

 
① の「準備の段階」とは、ある状況がこれから生じるという特徴が存在している状態」を指す。 
②の「開始点」とは、ある状況が生じていない状態から、生じている状態へ移行する瞬間である。

③の「中間」とは、上の「開始点」と下の「終了点」との間を指す。④の「終了点」とは、ある

状況が生じている状態から、生じていない状態へ移行する瞬間を指す。⑤の「結果の段階」とは、

ある状況が終了したあとに生じる状態を指す。 
 
話者によってこのような認識・把握された状況のどの部分（局面）を、話者の主観に基づいて、

聞き手にどのように提示するかというのが、アスペクトの表す文法的機能であると言ってよいだ

ろう。 
Plungyan (2011)は、アスペクトの意味をまず、大きく以下の二つに分けている。 
① 	
 一次的アスペクト（первичный аспект） 

② 	
 二次的アスペクト（вторичный аспект） 
 
	
 これらは、それぞれ線状的アスペクト（линейный аспект）、数量的アスペクト（количественный  

аспект）とも呼ばれる。 
	
 一次的アスペクトとは、その発生の過程において原初的なアスペクトであるということから一

次的と名付けられている。この一次的アスペクトは、状況を構成している部分を指し示すもので
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ある。これに対して、ある状況が持つ、元々の状況の性質が別の異なる状況の性質を持ったもの

として認識されることがある。この場合、この新たな性質は二次的なものということになり、そ

れに応じて、アスペクトの意味も一次的なものから二次的なものへ変化することになる。このよ

うなアスペクトの意味を、二次的アスペクトと呼んでいる。 
 
1.3.1 一次的アスペクト（первичный аспект） 
	
 Plungyan（2011）によれば、一次的アスペクトには以下のような７つの型があるとしている。 

① 前望相（проспектив） 
② 起動相（инцептив） 
③ 持続相（дуратив） 
④ 進行相（прогрессив） 
⑤ 終結相（комплетив） 
⑥ 結果相（результатив） 
⑦ 完了相（перфект） 

 
	
 以下、それぞれを詳しく述べる。 
	
 ①の「前望相（проспектив）」は、英語の be going to doとフランス語の allerなどの形式によっ

て表されるアスペクトである。つまり、分析的な構造で、未来時制と翻訳されることが多い。ロ

マンス諸語、ゲルマン諸語などの他に、チュルク諸語、バントウー諸語などに見られる（Plungyan 

2011: 288）。 
②の「起動相（инцептив）」は、上述した「状況」の開始点を表すアスペクトである。 
③の「持続相（дуратив）」と④の「進行相（прогрессив）」は起動相と前望相が示す「状況」

の中間に位置付けられる。持続相という表現は、当該状況が、静態的な状態の場合でも、動的な

プロセスの場合でも用いられる。それに対して、進行相は、限りのあるプロセスについて言う場

合に用いられる。すなわち、動的でかつ持続している状況を表すのに限って用いられるアスペク

トが進行相である。 
	
 ⑤の「終結相（комплетив）」は上記の「状況」のうち終了点を表すアスペクトである。限り

のあるプロセスが、その自らの終結点に到達したことを表す。（Plungyan 2011: 289） 
	
 ⑥の「結果相（результатив）」と⑦の「完了相（перфект）」は結果の段階を表すアスペクトで

ある。この両方の間にある差異は、次のようにまとめることができる（Plungyan 2011: 290）。結
果相は当該動作が生じた後の状態について述べているだけなのに対して、完了相の場合には、当

該動作が生じた後の状態を述べるのではなく、発話時点よりも前の状況を意味しているという点

で結果相とは異なる。 
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1.3.2 二次的アスペクト（вторичный аспект）  
	
 ある動詞の状況の性質（X）が、別の異なる状況の性質（Y）に変化することでアスペクト形
式が表す意味にも変化が生じることがある（Plungyan 2011: 295）。これを二次的アスペクトとい
う。二次的アスペクトとして、以下のような５つの型があるとしている。 

①	
 反復相（итератив） 

②	
 習慣相（хабитуалис） 

③	
 多回相（мультипликатив） 

④	
 単一相（семельфактив） 

⑤  配分相（дистрибутив） 
 
	
 この二次的アスペクトは数量的アスペクト（количественный аспект）とも呼ばれる。以下、

それぞれについて述べる。 
①の反復相（итератив）は、ある動作が、ある一定の期間において、反復することを表す。 

②の習慣相（хабитуалис）は、定期的に反復される動作を表し、それが当該動作の主体の特徴付

けになることもある。③の多回相（мультипликатив）は、多数回にわたり反復される動作を表す。

それに対して、そうした状況の一回を表現するのが、④の単一相（семельфактив）である。⑤の

配分相（дистрибутив）は、次々と連続して同種の動作が生じることを表すものである。 
 
1.4  ロシア語の体のカテゴリーの持つ文法的意味  
	
 ロシア語の動詞は、ほぼ全てに体のカテゴリーが備わっており、それらの動詞は完了体もしく

は不完了体のどちらかに属している。この体のカテゴリーは、主に、上に見た、種々のアスペク

トの意味を表す主たる言語形式として機能している。 
	
 体のカテゴリーの文法形式が表す意味は一般的意味（общее значение）あるいは不変的意味

（инвариантноe значение）と個別的意味（частнoe значение）とに大きく二分される。 

	
 個別的意味とは、個々の文において、ある特定の条件において現れてくる意味を指す。それに

対して一般的意味とは、ある文法形式が、あらゆる用法において共有していると考えられる意味

のことである（Remčukova 2007:12）。 
	
 一般的意味とは、統語論的、意味論的文脈などの可変的要素を排除した後に残る、当該の文法

形式に共有されている、抽象度の高い意味を指す。 
	
 本論文の目的が、体のカテゴリーの一般的意味の諸相を直接論じることではないため、ここで

はこうした意味があることを指摘するにとどめ、以下では不完了体の個別的意味を確認する。 
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1.5 不完了体の個別的意味  
	
 不完了体の個別的な意味については、様々な研究者が分類を行っている。ここでは Bondarko 
(1971)での記述を中心に見ていく。Bondarko (1971)は、師にあたる Maslovの研究を発展させる

形で、体のカテゴリーの表す意味の体系的な記述を行っている。 
Bondarko (1971)では、以下のような不完了体の個別的意味を挙げている(1971: 24-36)。 
① 具体的過程の意味	
 	
 	
 （конкретно-процессное значение） 

② 制限のない多回性の意味（неограниченнo-кратное значение） 

③	
 一般的事実の意味	
 	
 	
 	
 （oбобщеннo-фактическoe значение） 

④	
 怛常的・不断の動作の意味（постояннo-непрерывнoe значение） 

⑤	
 潜在的・性質的動作の意味（потенциальнo-качественнoe значение） 

⑥	
 制限のある多回性の意味	
 （ограниченнo-кратнoe значение） 

 
これらに対応する例文を見ながら、それぞれの個別的意味を確認していく。まず、①の「具体

的過程の意味」である。 
 
(5)  Kogda ya   vošyol, 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Lyuba    	
   sidela  

	
 	
 いつ	
 私	
 入る-PFV-PAST-M  リューバ	
     座る-IPFV-F	
   

	
 	
 na stule 	
 	
 i 	
 	
 	
 	
 	
   čitala 	
 	
 	
 	
 	
 	
  gazetu. 

	
 	
 椅子	
 	
 そして	
 	
 	
   	
  読む-IPFV-PAST- F   新聞-ACC 

	
 「部屋に入ると、リューバは椅子に腰掛け、新聞を読んでいた。」 

 

(6)  Včera   ya	
  celïy	
 	
 	
  	
 den` 	
 rešal 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 zadaču. 

     昨日	
  私は	
 間ずっと	
 	
 日	
 	
 解ける-IPFV-PAST-M  問題-ACC 

    「昨日私は一日中ずっと問題を解けていた。」 
 
これは、具体的な、つまり時間軸に一定の位置を占め、かつ動作がその完遂に向かって進行して

いる過程にあるものとして動作を提示している。(Bondarko 1971: 24) 
 
	
 ②の「制限のない多回性の意味」は、以下のような例で見ることができる。これは無制限に反

復する動作を表す（Bondarko 1971: 27）。 
 

 (7)	
 Kajdïy god 	
 Lyuba	
 	
  priezjala 	
 	
 	
 	
 	
 	
 k nam na dve 	
 nedeli. 

	
 	
 	
 毎	
 	
 年	
 	
 リューバ	
 来る-IPFV-PAST-F  	
 	
 私たち	
 	
 2	
 	
 週-PL  
	
 	
 「毎年リューバは二週間の予定で私たちの家にやってきた。」 
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 ③の「一般的事実の意味」は、当該動作があるのかないのか（あったのか無かったのか）を現

在と切り離して表すというのがその基本的な意味である。(Bondarko 1971: 29) 
 
(8)	
 Ya uje 	
 	
 zapolnyal 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 anketu. 	
 	
 	
 Začem	
  je 	
 ešyo raz? 

	
 	
  私	
 もう	
 書き込む-IPFV-PAST-M   アンケート	
 なぜ	
 	
 	
 	
 もう一回 
	
  「アンケートはもう記入しました。どうしてもう一度やれというのですか。」 
 
④の「恒常的・不断の動作の意味」は、完遂の途上にある動作が、途切れることなく恒常的に

進行していることを表している。 
 
(9)	
 Zemlya   vrašaetsya 	
 	
 	
 vokrug 	
 	
 solnca. 
     地球	
 	
  廻る-PRS-3  	
 	
 周り        太陽 
	
   「地球は太陽の周りを廻る。」 
 
⑤の「潜在的・性質的動作の意味」は、主体の持つ性質や特徴としての動作を潜在的な可能性

として提示する。(Bondarko 1971: 28) 
 
(10)	
 Anna 	
 	
 	
 govorit 	
              na četïryoh  yazïkah. 

	
 	
  アンナ	
 	
 	
 話せる-IPFV-PRS-3SG  ４つ	
 	
 	
    言語-PL 
    「アンナは４ヶ国語が話せる。」 
 
	
 次の例に見られるように、⑥の「制限のある多回性の意味」は、完了体の「一括化の意味」の

場合と同様に、「dva raza（二回）」、「neskol`ko raz（何度か）」といった回数を表す指標を伴って、

（有限の回数として）反復する動作が表される（Bondarko 1971: 31）。 
 
(11)	
 Dva raza  vïpadal              zazimok,  nasïpal            sugrobï. 
	
 	
 	
 二	
 回	
 	
 雪降る-IPFV-PST-M    冬	
 	
 	
 作る-PFV-PAST-M   雪山 
     「二度雪が降って、雪の山を作った。」 
 
そして、ロシア語の体のカテゴリーが持つ、大きな言語的な特徴の一つとして、動詞が不定詞と

いう形態であっても、（例えば、時制のカテゴリーとは異なり）体のカテゴリーが保持されると

いう点がある。 
	
 以上、少数ではあるが、不完了体の個別的意味を見てきたが、個々の動詞の語義に対する日本

人とキルギス人の捉え方とロシア語のアスペクトの捉え方とは異なる。例えば、日本語の「死ぬ、

起きる、終わる」は変化動詞で、「読む、走る、食べる」は動作動詞になる。日本語の変化動詞
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は完了体に対応するが、動作動詞は不完了体に対応する。したがって、ロシア語の体が表す動詞

の語義の意味と日本語との対応を正確に理解しないと誤解が生じる傾向がある。キルギス語の動

詞のアスペクトは日本語と同様、合成的な形式で補助動詞によって実現され、本動詞の語彙的な

意味によってアスペクト的な意味が決まるため、補助動詞と本動詞の結合する条件の記述と説明

が大きな課題となる。 
 
2．現代日本語のアスペクト研究の現状  
	
 本節では、次の二つの点について概観・考察を行う。 
 
①	
 現代日本語のアスペクト研究史 
②	
 現代日本語の基本的なテンス・アスペクト体系 
 
2.1	
 現代日本語のアスペクト研究史  
	
 現代日本語のアスペクト研究史は、戦前から今日に至るまでの長い研究史をもっている。中で

も、金田一 (1950)と奥田(1977)による研究は、今日のアスペクト研究の根源を成すもので、そ
の研究史的意義が極めて大きい。 
	
 金田一 (1950)は、最初に「〜テイル」がアスペクト形式であることを確認した上で、「〜テイ
ル」と動詞との相関性を明らかにした。そして、奥田（1977）が、「ル（タ）」を「テイル（テ
イタ）」に対立するもう一つのアスペクト形式であることを論証し、こうして現代日本語のテン

ス・アスペクト体系が確立されたとされている。 
	
 金田一（1950）は、その当時の学校文法で唱えられていた形式主義的な観点からの分析方法
を批判して、「〜テイル」を一つの有意味なアスペクト単位として認め、「〜テイル」との共起関

係を中心に動詞分類を行った。その動詞分類は、次のように藤井（1966: 99-100）によってまと
められている。 
 
	
 第一種	
 状態動詞。「ている」をつけることのできないもので、時間を超越した概念を表	
 	
  
	
 	
 	
 	
 	
 す。（例、「ある」「いる」「話せる」「値する」等） 
	
 第二種	
 継続動詞。「ている」をつけることができ、つけると動作が進行中であることを 
	
 	
 	
 	
 	
 表すもの。ある時間内続いて行われる動作・作用を表す。（例、「読む」「書 
	
 	
 	
 	
 	
 く」等） 
	
 第三種	
 瞬間動詞。「ている」をつけることができ、つけると動作・作用が終わって、そ 
	
 	
 	
 	
 	
 の結果が残存していることを表すもの。瞬間に終わってしまう動作・作用を表す。（例、

「死ぬ」「結婚する」等） 
	
 第四種	
 いつも「ている」のつけた形で状態を表すのに用いられ、単独の形で動作・作 
	
 	
 	
 	
 	
 用を表すために用いられることのないもの。（例、「そびえる」「おもだつ」等）  
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 金田一（1950）は、上記の四種の動詞のうち、「〜テイル」をもたない第一種動詞と「〜テイ
ル」しか用いられない第四種動詞を除いて一般化を試みている。その結果第二種動詞は「〜テイ

ル」と共起し、動作の進行を表すことから継続動詞、そして第三種動詞は「〜テイル」を用いる

と結果の残存を表すことから瞬間動詞と一般化している。つまり、継続動詞と瞬間動詞の相違を

動作の時間の長さから求めたのである。しかしこの動詞の分類は、周知のようにあとで見る奥田

（1977）によって批判されている。 
	
 以上、金田一（1950）は、「〜テイル」がアスペクト形式であることを確認した上で、「〜テ
イル」との関係から動詞分類を行っている。その後、金田一（1950）のアスペクト研究は、鈴
木（1976）、藤井（1966）、吉川（1973）などに影響を与え、当時のアスペクト研究の主流を占
めることになる。しかし、「〜テイル」との関係から動詞の語彙的アスペクトに偏っていたため、

アスペクトの全体像を描くところまでに至らなかったといえる。 
	
 上述したように、金田一（1950）の限界は、次のように奥田 (1977: 87)によって明らかにさ
れている。 
	
  
	
 	
 「アスペクトの理論的な研究において、まず、はじめに考慮しておかなければならな	
  
	
 	
 いことは、hanasite-iru、kaite-iru、aruite-iru、odotte-iru、aratte-iruのような形態 

	
 	
 論的なかたちが動詞のアスペクトであるとすれば、hanasu、kaku、aruku、odoru、 

    arauのような、suruで代表される形態論的なかたちもアスペクトであって、これら 

	
 	
 の、ふたつのかたちが «つい»をなしながら、oppositionalな関係のなかにあるとい 
	
 	
 う事実である。ところが、金田一から吉川にいたるまでの研究においては、この事 
	
 	
 実はまったくといってよいほど無視されている。」	
 	
 	
 	
 	
  
 
	
 また、奥田(1977: 89)は、次のように、「動詞」の、ふたつのアスペクチュアルなかたちは、
一方がなければ他方もありえないという、きりはなすことのできない有機的な関係のなかにあ

る。」と述べ、「ル（タ）」を完成相として、「テイル（テイタ）」を継続相として位置づけ、これ

らの形式は相補的な対立関係を成していることを主張した。 
	
 このことは、現代日本語のアスペクトが、完成相と不完成相（＝継続相）の対立を成す形態論

的なカテゴリーであることを、初めて確認したことになる。そして同時に、ここから文法的アス

ペクトと語彙的アスペクトの分離と統合による本格的なアスペクト研究が始まったことを意味

する。 
	
 奥田は、語彙的アスペクト研究に大きな影響を与え、それまでの動詞分類の中心にあった金田

一(1950)の動作の時間の長さによる動詞分類は、奥田 (1977)によって最終的に否定され、主体
のあり方に代替されたのである。 
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 (12) 廊下へ出てみると、もう刑事たちは、遥かかなたを走っている。 
      「動作の継続」 
	
 (13) 傍に、この間、三枝が見かけた女子事務員が、べったりくっつくように 
	
 	
 	
 	
 座っている。   	
 	
 	
 	
 	
 「変化の結果の継続」 
 
	
 奥田は、動詞が「〜テイル」と共起し、(12)のように動作の継続として解釈されるか、(13)の
ように変化の結果の継続として解釈されるかは、動詞の語彙的意味における性格の違いにあると

し、前者の動詞を動作動詞、後者の動詞を変化動詞と一般化した。動詞二分法の誕生である。 
	
 その後、奥田の研究は、工藤 (1982、1995)に受け継がれ、現代日本語のアスペクト研究の主
流となり、今日に至ることになる。しかし、奥田の研究に問題点がまったくないわけではない。

これまで、森山 (1984)、三原 (1997)などによって、奥田 (1977)の動詞二分法にも問題がある
ことが指摘されている。24 
	
 工藤 (1995)は、テンス・アスペクトのテキスト的機能を研究対象に取り入れ、テンス・アス
ペクト研究に新たな展開をさせ、高く評価を得ている。しかし、工藤 (1995)の理論的なベース
は、奥田 (1977)のテンス・アスペクト研究のパラダイムをそのまま受け継いでいるため、奥田
の延長線にあるといえる。 
 
2.2 現代日本語の基本的なアスペクト体系  
ここで、現代日本語のアスペクト体系について明確にしておきたい。 

	
 奥田 (1977)は、「ル」、「タ」、「テイル」、「テイタ」をテンス・アスペクト形式として 
認めた上で、無標形式（unmarked form）と有標形式（marked form）による相補的な対立関係を

成すテンス・アスペクト体系をまとめている。表にすると次のようになる。 
 
＜表 9＞現代日本語のテンス・アスペクト体系 

	
 	
 	
 	
 	
 アスペクト 
テンス 

 
	
 	
 完成相 

 
継続相 

非過去 ル テイル 
過去 タ テイタ 

 
	
 奥田 (1977)によれば、現代日本語の基本的なテンス・アスペクト体系は、＜表 9＞のように、
まず、「ル（テイル）」と「タ（テイタ）」が基本的には〈非過去：過去〉でテンス的に対立し、

そして「ル（テイル）」と「タ（テイタ）」が基本的には〈完成相：継続相〉でアスペクト的に対

                                                   
24 三原 (1997: 117)は、一つの運動動詞が動作の継続も結果の継続も表す場合があるとし、奥田の動
詞二分法で「テイル」の意味記述が尽きる訳では決してないと指摘している。一方、森山 (1984: 73)
は「設ける、見つける、終える」などの動詞を挙げ、“進行中の意味にならない主体動作動詞”と指摘
している。 
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立する。つまり、それぞれの形式は二重の対立を成す形式として、すなわちテンスとアスペクト

という文法的意味を同時に表す形式として位置づけられている。 
	
 日本語の動詞は、すべてが「ル」と「テイル」が共起し、対立を成しているわけではない。日

本語の状態動詞「ある、いる、できる」のように、ル形しか持たないものと、「優れている、そ

びえている」のように「テイル」形しか共起できない動詞類がある。これらの動詞は、どちらか

一方の文法的アスペクトが欠けているため、アスペクトの対立が存在しない動詞として分類され

ている。 
	
 このような状態動詞の他、もう一つ文法的アスペクトの対立を成さない一群の動詞がある。そ

れは「存在する」と「存在している」のように、形式上にはル形とテイル形の対立があるものの、

意味的に完成相と不完成相との対立を成さない動詞として位置づけられる。 
	
 したがって、基本的なアスペクト体系を成す動詞とは、状態動詞と「存在する」のような動詞

を除外した運動動詞、すなわち下記のように形式上では「ル」、「テイル」を共に用いることがで

き、意味的には完成相と不完成相の対立を成す動詞が該当する。 
 
	
 (14) それから一時間ほどぼくは乱雑な小部屋のなかで太郎と遊んだ。 

〈完成相〉 
	
 (15) 枯れた藤棚の下に、ぼろを着た子供が二人でめんこをして遊んでいる。 

〈継続相〉 
	
 (14)の「遊ぶ」、(15)の「遊んでいる」は、「ル」と「テイル」を用いて完成相と不完成相の対
立を成している。 
	
 以上のことから、現代日本語の基本的なテンス・アスペクトの体系を成す動詞は運動動詞に限

られる。そして、これらの動詞は、基本的には「ル」と「テイル」と共起し、完成相と不完成相

という文法的カテゴリーを表し分ける。 
	
 このように、現代日本語の不完成相（＝継続相）の研究は、「テイル」の表すアスペクト的意

味と運動動詞の持つ語彙的意味は不完成相（＝継続相）の解明に重要な役割を果たしているとい

える。 
	
 以下では本稿の研究対象であるアスペクト、特に継続相（＝不完成相）に焦点を当てて、文法

的アスペクトと語彙的アスペクトについて検討していく。 
 
2.2.1  文法的アスペクト「〜テイル」の意味  
	
 この節では継続相がどのように捉えられてきたのか、工藤 (1982)を取り上げ、見ていく。	
  
	
 現代日本語の継続相を表す文法形式「〜テイル」は、いくつかの意味を持っている。現在、「〜

テイル」の表す意味は、動詞の語彙的意味との関係から、大きく基本的意味〈動作の継続〉、〈変

化の結果の継続〉と派生的意味として〈パーフェクト〉、〈反復〉、〈単なる状態〉に分けられる25。 

                                                   
25 以上の「〜テイル」の表す名称と分類は、工藤(1995)に従ったものである。 
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2.2.2 工藤  (1982、1995) 
	
 工藤 (1982)では、理論的な枠組みの中で「〜テイル」の表す意味について詳細な分析を行っ
たことで知られている。工藤 (1982: 53-54)は、奥田 (1977)による形態論的なテンス・アスペク
ト研究のパラダイムを受け継いで、「〜テイル」の表す意味を次のように５つにまとめている。 
 
  ①基本的意味 
 (16)  a.	
 廊下を先生が歩いている。       〈動きの継続〉 
	
 	
 	
  b.	
 玄関の戸が開いていた。	
 	
 	
 	
    〈変化の結果の継続〉 
 
  ②派生的意味 
 (17)  a.	
 私達は去年の三月に結婚している。	
 〈現在有効な、過去の運動の実現〉 
	
 	
 	
  b.	
 私は朝日新聞を読んでいる。	
 	
     〈反復〉 
	
 	
 	
  c.	
 太陽は地球から遠く離れている。	
   〈単なる状態〉 
      
	
 工藤 (1982)は、その後工藤 (1995)へとさらに発展するが、工藤 (1995)では派生的意味を中
心に豊富な実例を用いて詳細な分析を行った。その際に、上記の(16a)の〈動きの継続〉は〈動
作の継続〉へ、そして(17b)の〈現在有効な、過去の運動の実現〉は〈パーフェクト〉へと、そ
の名称を変更している。 
	
 ここでの基本的意味には(16a)のような〈動作の継続〉と(16b)のような〈変化の結果の継続〉
が属しており、これらのアスペクト的意味は、継続という意味を持っている点においては共通し

ているものの、何の継続であるかにおいて対立していると工藤は述べている。 
	
 それに対して、派生的意味26には、上記の(17)のように〈パーフェクト〉、〈反復〉、〈単なる状
態〉があるとし、それぞれの意味を次のように定義している。 
 
(a) パーフェクト: 後続時点における、それ以前に成立した運動の効力の現在をあらわす 
もの 

 (b) 反復：幅広い期間において繰り返し起こる、ポテンシャルな運動をとらえるもの 
 (c) 単なる状態：もはや時間のなかでの展開性を問題にしなくなって、ものの性質や、空 
    間的配置関係をとらえるもの 

     (工藤 1995: 39) 
 
	
 本論文も、工藤（1995）と同様「〜テイル」には二種のタイプがあるという立場をとる。す
なわち、二つの基本的意味を、現代日本語の継続相を実現する文法的アスペクト形式として位置

づける。そして派生的意味のうち、パーフェクトと反復は、それ自身アスペクト性が認められる

                                                   
26派生的意味は準アスペクト的意味とも呼ばれる。 
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ことから、本論文も文法的アスペクト形式から派生したものと見なし、準アスペクト形式として

位置づけておく。 
 
2.3  語彙的アスペクト  
現代日本語の継続相は、基本的に「運動動詞＋テイル」という構造の上で、動作の継続と変化

の結果の継続という二つのアスペクトの意味が実現される。「〜テイル」という継続相を実現す

る文法的形式と、「〜テイル」と共起する運動動詞の語彙的意味との相関関係を考察することが

本節の目的である。 
 
2.3.1「〜テイル」と運動動詞の相関関係  
	
 現代日本語のアスペクト研究史では、継続相を実現する文法的形式「〜テイル」が二つのアス

ペクト的意味を表すことから、「〜テイル」の意味と動詞分類との相関関係が重要な研究テーマ

の一つとして扱われてきた。動詞分類には、最も知られているものとして、金田一 (1950)の時
間の長さと奥田 (1977)の主体のあり方によるものが挙げられる。 
	
 この時間の長さと主体のあり方という概念を取り入れることによって、現代日本語のアスペク

ト研究は発展し、多くの事実が明らかにされるに至った。 
	
 そこで、現代日本語の語彙的アスペクトを明確に記述していくためにも、二人による動詞分類

を考察する必要があると思われる。以下では、金田一 (1950)の時間の長さと奥田 (1977)の主体
のあり方について検討を行う。 
 
2.3.2 動作の時間の長さ（金田一 1950）  
	
 金田一 (1950)は「〜テイル」との共起関係から運動動詞を四種類に分け、さらに時間の長さ
をもとに継続動詞を動作の進行を表すものとして、瞬間動詞を結果の残存27を表すものとして位

置づけている。 
 
① 継続動詞：動作・作用がある時間内続いて行われる動詞 
 	
 	
 	
 読む、書く、洗う、見る、飲む、歩く、考える、燃える、散る、… 
② 瞬間動詞：動作・作用が瞬間に終わってしまう動詞 
 	
 	
 	
 死ぬ、点く（電燈が）、消える、到着する、止む、結婚する、剃る… 
      (金田一 1950: 10) 
	
 金田一 (1950)の動詞分類（進行相と結果相との関係に限っていえば）は、継続動詞＝(動作進
行)、瞬間動詞＝(結果の残存)という動詞二分法である。これは、動作・作用が持続的であるか瞬
間的であるかという時間の長さによる一般化である。しかし、この時間の長さによる動詞分類は、

                                                   
27 〈結果の残存〉という文法的な意味は、先行研究で出されたまま使用している。 
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その後奥田 (1977)を始めとし28、多くの先行研究から次のような点が問題として指摘された。 
 
	
 (18) 	
 a.	
 庭に桜の花弁が散っている。 	
 	
  （継続動詞） 
	
        b.	
 桜の花弁がヒラヒラと散っている。	
 	
 	
 （継続動詞） 
     	
 (三原	
 1997: 117) 
	
  
	
 (19)  a.	
 その僧と行きあったとき、みんなびっくりしました。その僧はまだ若い人で、	
  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 頭はすっかり剃っています。	
 	
 	
 	
 	
 	
 （瞬間動詞） 
 
	
 	
 	
 	
 b.	
 大書院の老師の部屋へゆく。そういうことの巧い副使さんが、老師の頭を 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 剃っている。	
 	
 	
 	
 	
 	
   	
 	
 （瞬間動詞）	
 （金閣寺） 
 
	
 金田一(1950)は(18)の「散る」を(18a)のように継続動詞として分類しているので、その「〜テ
イル」の意味は、〈結果の残存〉と(18b)のように〈動作の進行〉を表している。 
	
 また、(19)の「剃る」は瞬間動詞と分類しているので、「〜テイル」のアスペクト的な意味は、
(19a)のように〈結果の残存〉として用いられる。しかし、瞬間動詞の「剃る」は、(19b)のよう
に〈動作の進行〉としても用いられる。	
  
	
  
2.3.3	
 主体のあり方	
 (奥田 1977) 
	
 前節で見た金田一 (1950)による動詞分類は、奥田 (1977)によって批判され、最終的には次の
ように動作動詞と変化動詞へと修正された。 
 
	
 (20)  a.動作動詞：動作の持続を実現する動詞グループ 
	
 	
 	
 	
 歩く、飛ぶ、話す、踊る、洗う、砕く、割る、食べる、飲む、話す… 
	
     	
 b. 変化動詞：結果の継続を実現する動詞グループ 

                                                   
28 奥田 (1977)は、金田一(1950)による「動詞二分類」における問題点について次のように指摘して
いる。 
 「金田一春彦の一般化が正当ではないことは、二、三の動詞を引き合いに出すだけで、十分である。
例えば、瞬間動詞は瞬間的に終わる動作（あるいはうごき）をあらわすものであるはずだが、hutoru、
yaseru、hageru、iku、kaeruのような動詞がさししめす動作（あるいはうごき）は、けっして瞬間的な
ものではない。だが、これらの動詞は、site-iruというかたちで、アスペクチュアルな意味の（二）（＝
〈結果相〉）を実現するがゆえに、瞬間動詞でなければならない。tataku、ataru、suretigau、matataku、
kiruのような動詞は、アスペクチュアルな意味の（一）（＝〈進行相〉）を実現するがゆえに、継続動
詞だがこれらがさししめす動作は瞬間的、あるいは瞬間的にちかいものである。kekkonn-suru、
syusyoku-suruのような動詞が瞬間動詞であるか、継続動詞であるか、という愚劣な質問がでてくる。
そんなことで、《動作の長さ》という方向での一般化が、アスペクトとかかわっておこなう、動詞の

語彙的な意味の一般化として失敗であることが、だれの目にもはっきりしている。」（奥田 1977 : 
97-98） 
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 行く、帰る、入る、座る、死ぬ、煮える、壊れる、倒れる、痩せる… 
      (奥田 1978: 93)29 
 
	
 上記の動詞分類は、主体のあり方という観点から行った分析であり、(20a)のような動詞には
動作という語彙的意味が、(20b)のような動詞には変化という語彙的意味が内在されているとし、
奥田は前者を動作動詞、後者を変化動詞と命名した。奥田 (1977:)による、いわゆる動詞二分法
を簡単にまとめると、次のようになる。 
 
〈表 10〉動詞二分法 
動詞の語彙的意味 運動動詞 アスペクト的意味 
動作 動作動詞 動作の継続 
変化 変化動詞 変化の結果の継続 

 
動作という語彙的意味を持つ動作動詞は、「〜テイル」と共起すると〈動作の継続〉を表し、変

化という語彙的意味を持つ変化動詞は〈変化の結果の継続〉を実現する、と奥田はいう。 
	
 奥田の動詞二分法における問題点は、〈表 10〉でまとめた二つの動詞のグループに納まらない
動詞があるなど、これまですでに多くの研究者からその問題点が指摘されている。 
	
 以上、現代日本語における文法的アスペクトと語彙的アスペクトの基本的なことを概観したが、

それぞれにはいくつかの問題点があることも確認した。 
 
 3. キルギス語のアスペクト形式に関する捉え方  
	
 歴史的にキルギスはロシアと同じ時代を歩み、キルギスは経済的にも、精神的にも自由の存在

であったと言えば歴史的に嘘になるだろう。当然、キルギス語の研究も科学を代表とするロシア

語と密接に関係している。第一に、科学的な情報の入手はすべてロシア語を通してとなっており、

ソビエト言語学は科学としてロシア語の科学的な研究の発展に寄与し、多くの言語学者は伝統的

な考え方で育てられてきた。特に社会主義の時代、ロシア語は他の言語より優位の立場にあり、

文字のない時代が長かったキルギス語は、ロシア語の優位性を認めている。一方、ロシア語のみ

からことばの一般性を引き出し、それをキルギス語に対して無批判に適用したりするという、人

間のことばの本質を無視した方法をとってきたことも否めない(Karïbaev and Kasïmova 2001: 5-9)。 

	
 現代日本語についても、英語をはじめとする欧米の諸言語をもとにして開発された考え方をそ

のまま日本語に当てはめようとする姿勢が強かった(井上 2002)。 
	
 以上の条件の下で、キルギス語を含むチュルク語の動詞のアスペクトの問題の提起は、ロシア

                                                   
29 上記の(20)で挙げた動詞は、奥田 (1977)ではすべてローマ字で挙げられているが、便宜上、
漢字かな混じりの表記で記す。 
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語を代表とするスラヴ語の vid（体）の外的な類似の意識と結びつき研究が始められたが30、同

じ語族の言語間さえ、相違点が十分あり得るから、語族が異なるスラヴ諸語とチュルク諸語には

当然ロシア語の体のようなものがキルギス語にも存在すると言うことはできない。さらに、問題

を複雑にしているのは、概念や術語が乱立していることである。同一の概念が使われても必ずし

も同じ現象が示されてこなかった。また、用語法自体がキルギス語の現象を説明するのに適切に

機能しているかどうか問い直そうという努力も特に行われてこなかった。 
	
 キルギス語を含むチュルク諸語のアスペクトは、ロシア語に vid、すなわち動詞の完了体と不
完了体の区別があるのとは異なり、動詞の合成的な形式（補助動詞）や時制のカテゴリーの区別

に緊密に関わっているということが多くのキルギス語学者によって指摘されている31。ロシア語

学のアスペクトつまり、体（vid）の tür というキルギス語訳の用語がそのまま使われている。
そして、国語として標準化された文法でも文法カテゴリーとして個別に扱われず、テンスのカテ

ゴリーとして扱われているのである。 
	
 チュルク諸語の動詞のアスペクトを見る時に重要なのは、当然異なる言語の観点からみてはい

けないということであろう。キルギス語の文の構成を把握するには、様々な種類の文、その使わ

れ方を注意深く観察し、背後にある一般的なパターンがあるかどうかを考える必要がある。 
	
 チュルク諸語研究の中で動詞のアスペクトを理論的に説明する試みが Nasilov (1989)によって

行われ32、ウズベク語の言語資料を例に機能・意味的観点から語彙的に動詞の示す様々な局面に

より種類別に分類する Aktionsart33を中心に論を展開している。それは Bondarko (1987)において

提唱されたアスペクチュアリティーという概念を基に、文法的・形態的カテゴリーとしてのアス

ペクトを構文論的及び語彙的な Aktionsartと分離する研究成果に基づくものであった。動作の経

過が示す内容が、形態的、形成的あるいは統語論的な環境によって表示されるという機能意味論

的カテゴリーが対象となる。このように理解すると、動詞のアスペクトは必ずしも二項対立的に

表示されねばならぬという基準設定から脱することができる。普遍的な基準のもとでキルギスの

学者が動詞の結合という矛盾した定義を行うことになったのは二項対立の基準に合わなかった

ことが原因であろう。動詞結合は語彙単位ではないので、辞書に載っていない。さらに動詞の結

合はチュルク諸語の研究では統一した用語がなく、多様な用語が用いられているため、問題をよ

り複雑にしている。キルギス語の文法では複合動詞と補助動詞という用語を使用しているが、そ

れ以外に分析的動詞や迂言的動詞という用語がしばしば使用されているからである。 
	
 これらのことを踏まえると、キルギス語では動詞アスペクトに関しては次のようにまとめるこ

とができる。 
 
                                                   
30 Nasilov, D (1989) Problema tyurkskoy aspektologiiによる。 
31 Oruzbaeva, B (2004)	
 Kïrgïz til ilimiを参照されたい。 
32 Nasilov (1989)が指摘しているように、チュルク諸語に属する言語はどれも補助動詞の数がお	
 	
 
よそ 20種類である。 

33 語彙範疇としてのアクツィオーンスアールトのこと。 
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・	
 キルギス語を含むチュルク諸言語のアスペクト研究は、ロシア語に vid、すなわち動詞の完
了体、不完了体の区別があるのとは異なり、動詞の合成的な形式（補助動詞）や時制のカテ

ゴリーの区別に緊密に関わっている。 
・	
 キルギス語学では、アスペクト的動詞の問題が十分議論されていない。キルギス語にはロシ

ア語の体のようなものが存在しないという論拠を示す必要がある。  
・	
 キルギス語学ではアスペクトの意味を表示する言語単位の問題を巡る研究が行われていな

い。ある時にある言語学者の主張を証拠として引用するだけで、実際の言語資料に基づいた

分析がなされていない。 
 

	
 以上のことに関して、チュルク諸語の研究者 (Baskakov1969、Serebrennikov1958、Dmitriev1962、

Ganiev1963、Nasilov1989)の研究を踏まえて、現代チュルク諸語は完了体と不完了体のようなカ

テゴリーが存在しないとする説が一般的になっている。 
	
 キルギス語のアスペクトは多くの場合、「本動詞+副動詞接尾辞+補助動詞」で表されるが、若
干動詞から動詞を派生する接尾辞によっても表現される。     
	
 Karïbaev and Kasïmova（2001）では、形態的にマークされた動詞を以下の接尾辞パターンに分
類し、多回性を表すとしている。 
 
①-	
 kïla, -kula, -kile, -külö	
 「何度も…する」、「…しまくる」などのように、激しく力をもった

動作の反復を表す 
 	
 	
 čap （たたく）čapkïla（何度もたたく） 

 	
 	
 ur（殴る） 	
 urgula（何度も殴る） 

 	
 	
 soz（伸ばす）sozgula（伸ばしまくる） 

 	
 	
 tep（蹴る） 	
 tepkile（何度も蹴る） 

 	
 	
 öp （キスする）öpkülö（何度もキスする） 
 
② -la, -lo, -le, lo	
 （何度も…する） 

   čïmčï（つまむ）čïmčïla（何度もつまむ） 

   sïypa（なでる）sïypala（何度もなでる） 

   atake（お父さん）atakele（何度もお父さんと言う） 
 
③ -mala, -molo, -mele, -molo	
 （何度も…する） 

   sura（聞く）suramala（色々聞く） 

   čeč（決める）čečmele（解きまくる） 

   čiy（線を引く）čiymele（いっぱい線で書き込む） 
 



43 
 

④ -ïlda, -ulda, -ilde, -üldö	
 （何度も…する） 
   tars et/de（パーンとなる/する）	
 	
 tarsïlda （ガン/花火の音が何度もする）    

   küŋk-et-ti（ひとことつぶやく）	
 	
 küŋküldö（何度もつぶやく） 
 
	
 以上、形態論的な手続きによって動詞から別の動詞を派生する４つの接尾辞パターンに分類さ

れた動詞類を見てきた。キルギス語の研究では、このような多回性を表すという Karïbaev and 

Kasïmova（2001）の指摘は初めて取り上げられたものである。 
 
3.1 現代キルギス語の動詞の語形成と動詞の分類  
	
 本節では、キルギス語の動詞の語形成と動詞の分類に関して Oruzbaeva et al.,Red (2009)、
Abduvaliev (2008)を取り上げる。これらの先行研究は異なる観点から現代キルギス語の動詞につ

いて記述している。Oruzbaeva et al., Red (2009)は動詞の語形性に重点をおいているが、Abduvaliev 

(2008)は動詞の意味に重点をおいて記述している。 
 
3.1.1 Oruzbaeva et al., Red (2009) 

Oruzbaeva et al., Red (2009)は、キルギス語の動詞の語形成を２種類に分けている。 
	
  
	
 	
 ①	
 形態論的な手続によって形成される動詞 
	
 	
 ②	
 統語論的な手続によって形成される動詞 
	
  
①	
 の形態論的な手続によって形成される動詞とは、名詞や動詞、形容詞に様々な尾辞が

つくことによって作られる動詞のことをさす。以下では、生産性が高い接尾辞の順に簡単

に紹介する。 
 

• 名詞に -la34がついている場合  
bïčak（ナイフ）	
 bïčak-ta（ナイフで切る） 

	
 	
  tokmok（殴り）	
 tokmok-to （殴る） 

	
 	
  suu（水）	
 	
 	
  suu-la（濡らす） 

	
 	
  iš（仕事）	
 	
 	
 iš-te（仕事をする） 

	
 	
  ört（火）       ört-tö（燃やす） 

	
 	
  muz（氷）      muz-da（冷やす） 

 

� 形容詞に-laがついている場合 

	
 	
  taza（きれい）	
 taza-la（きれいにする） 

                                                   
34 la-接尾辞は 12種類の異形態を作る。 



44 
 

	
 	
  kooz（奇麗）	
 	
 kooz-do（飾る） 

 

� ロシア語からの借用語についている場合 

	
   asfal`t（アスファルト）	
 asfal`t-ta（アスファルトする） 

	
   gips（石こう）	
 	
 	
 	
 	
 gips-te（石こうする） 
 
• 名詞に -lanがついている場合  

 -lan接尾辞がつくことによって作られる動詞は、主に自分自身にむけた動作を表す。 
	
 	
  oy（考え）	
 	
 	
 oy-lon（考える） 

     sïymïk（誇り）	
 sïymïk-tan（誇りに思う） 

     namïs（威信）	
 	
 namïs-tan（威信をもつ） 

     arïz（文句）	
 	
 	
 arïz-dan（文句を言う） 
 
• 名詞に -lašがついている場合  
	
 名詞に-laš接尾辞がつくことによって、二人又は三人以上の主体が一緒に動作を相互に	
  
	
 行うことを表す。 

	
 	
 akïl（知恵）	
 	
 	
 	
  akïl-daš（相談する） 
	
 	
 tamaša（冗談）	
 	
 	
 tamaša-laš（冗談を言う） 

	
 	
 koš（さようなら）	
  koš-toš（さようならを言う） 

 

	
 	
 また、いつも何人かで相互に行うだけではなく、一人で行う動作の場合もある。 

	
 	
 jardam（手助け）	
 	
 jardam-daš（手助けをする） 

	
 	
 jakïn（近い）	
 	
 	
 	
 jakïn-daš（関係をよくする） 

	
 	
 kömök（協力）	
 	
 	
 kömök-töš（協力する） 

 

• その他 
	
 ここからは生産性が低い接尾辞 -a; -ar; -sa; -ša/-šï; -ča/-čï; -kar/-kyr; -ïk/-ik; -ay/ey; -tar/-dar 	
  

	
 から成り立つ動詞の例をあげる。 

	
 	
 küč（力）	
 	
 küčö（強くなる） 

	
 	
 jaš（歳）	
 	
  jašar（若くなる） 

	
 	
 ak（白）	
 	
  agar（白くなる） 

	
 	
 suu（水）	
 	
 suusa（喉が乾く） 

    uyku（眠り）	
 uykusura（眠くなる） 
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 語幹が簡単に分裂できないもの 

	
 	
 ěěrči（後ろからついて来る）	
 čarča（疲れる） 

	
 	
 uyatkar（恥をかかせる）	
 	
 sakay（治る）	
 	
 aŋtar（裏返しにする） 

 
②	
 の統語論的な手続によって形成される動詞とは、名詞と動詞の組み合わせから作られ

る動詞のことをいう。この類の動詞には以下の補助動詞がある。 
・	
 ět- 
	
 ětは単独で用いられない動詞である。擬声語・擬態語や名詞などと組み合わされること	
  
	
 が多い。 
	
  tars-tars ět（ガチャガチャする） 

	
  jardam ět（手伝う） 
	
  sabïr ět（我慢する） 
 
・	
 de- 
	
 de-は数が少ないが、et-と同じく擬声語・擬態語と組み合わされることが多い。 
	
 tars de（パーンとする） 

	
 oh de（疲れた時のため ooh と言う） 
 
・	
 bol- 

	
 bol-は語彙的な意味をもった（なる）の意味で単独でも用いられる。 
	
 naarazï bol（不満になる） 

	
 kaza bol	
 （死亡する） 

	
 adam bol	
 （人間になる） 

	
 dos bol	
 	
 （友達になる） 

 
・	
 kïl- 

	
 kïl-も語彙的な意味をもった（する・やる）の意味で単独で使われる。 

	
 talap kïl（要求する） 

	
 šïltoo kïl（言い訳をする） 

	
 ubada kïl（約束する） 
 
	
 Oruzbaeva et al., Red (2009)は、統語論的な手続によって形成される動詞として、複合動詞をあ

げている。複合動詞は、さらに①名詞＋補助動詞	
 	
 ②動詞+補助動詞によるものに大別される
としている。 
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 ①名詞+補助動詞  
	
 これらは名詞の格と以下の補助動詞によって文中での様々な意味を表す。 
	
 主格 	
   ašïk bol 	
   	
 （好きになる） 

	
 与格	
  	
 kaygï-ga sal	
   （悲しむ） 

	
 対格	
  	
 karïz-dï joy	
  	
 （借金をなくす） 

	
 位格 	
 	
 öküt-tö kal    	
 （後悔する） 

	
 奪格	
 	
  til-den  kal	
 	
 	
 （話せなくなる） 
	
  

	
 ②  動詞+補助動詞  
	
 この種の動詞は-(ï)p 副動詞、または-a/y 副動詞と組み合わさり、ある複合動作を示すとして
いる。そして次のような文法的な意味に応じて使用する補助動詞が異なってくる。 
 

a) 動作の発展・方向性を表す補助動詞	
  

kel-（来る）＝kir-ip kel（入る+来る＝入って来る） 

ket-（行く）＝kač-ïp ket（逃げる+行く＝逃げてしまう） 

bar-（行く）＝al-ïp bar（持つ+行く＝持って行く） 

 

b) 動作の進行を表す補助動詞 

jür-（動く）＝ayt-ïp jür（言う+動く＝言い続ける） 

tur-（立つ）＝küt-üp tur（待つ+立つ＝待っている） 

jat-（横たわる）＝oyno-p jat（遊ぶ+横たわる＝遊んでいる） 

otur-（座る）＝ugu-p otur（聞く+座る=聞いている） 

ber-（あげる）＝ič-e ber（飲む+あげる＝飲み続ける） 

tüš-（降りる）＝ïrda-y tüš（（もう少し）歌う+降りる＝歌い続ける） 

 

c) 動作の終了を表す補助動詞 

tašta-（やめる）＝ïrgït-ïp tašta（捨てる+やめる＝捨ててしまう） 

sal-（入れる）＝jaz-ïp sal （書く+入れる＝書いてしまう） 

koy-（置く）＝jasa-p koy （作る+置く＝作っておく） 

jiber-（送る）＝iči-p jiber（飲む+送る＝飲んでしまう） 

kal-（残る）＝sakta-p kal（守る+残る＝守ってしまう） 

čïk （出る）＝oku-p  čïk（読む+出る＝読んでしまう） 

al-（取る）＝tög-üp al（こぼす+取る＝こぼしてしまう） 
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 以上、動詞の形態論的と統語論的な手続によって形成される動詞を見てきた。Oruzbaeva et al.,	
 

Red (2009)では、それぞれの動詞が形成される接尾辞や補助動詞の意味が詳しく記述されている。

②の統語論的な手続によって形成される動詞の中で b)の動作の進行を表す補助動詞である jür-、

tur-、jat-、otur-は本研究の対象になる。 
 
3.1.2	
 Abduvaliev (2008) 
Abduvaliev (2008)は、キルギス語の動詞を 4 つのタイプに分類している 。  
 
	
 	
 〔1〕Kïymïl ětišter（動作動詞） 

	
 	
 〔2〕Abal ětišter（状態動詞） 

	
 	
 〔3〕Özgörüm ětišter（変化動詞） 

	
 	
 〔4〕Sezim ětišter（感情動詞） 

 

Abduvaliev (2008: 156-158)は、それぞれの動詞のタイプについて、次のように記述している。 
 
〔1〕Kïymïl etišter（動作動詞） 
	
 	
 動作動詞は、動作を明確に表し、動作主体と動作客体によってさらに分類される。 
	
 a) 主体が動きをし、何かの為に向かうことを表す動詞が入る。jügür-（走る）、čurka-（走る）、

bas-（歩く）、jort-（探し回る）、čap-（早く走る）、ur-（叩く）、kayt-（戻る）、čïk-（出る）、

kötörül-（上がる）、kalkï-（浮かぶ）、serüündö-（散歩する）、tara-（広がる）(kabar taradï 情

報が広がった) 、tarka-（別れる）などである。これらの動詞の場合、主体自身が動作をす

ることになる。 

	
 b) 客体を変化させるような意味を示す動詞が入る。 kaz-（掘る）、kurut-（根絶する）、mayla-

（油で塗る）、samïnda-（石けんをつける）、kötör-（あげる）、alïp ber-（取ってあげる）、alïp kel-

（持ってくる）、jür-（動かす šaxmattï「チェスを」、kartanï （トランプを）などである。 これ	
  
らの動詞の場合、主体の動作が客体を変化させる。 
 

〔2〕Abal etišter（状態動詞） 
	
 これらは動作ではなく、主体のなんらかの空間的な状態を表わす。このタイプは otur-（座る）、

jat-（横たわる）、tur-（立つ）、bol-（なる）などが属する。 
 
(21)  Stol-do     čalka-lap     	
   Asan    agay 	
  oltur-a-t. 

     椅子-LOC  寄り掛かる-CVB   アサン	
 先生    座る-PRS-3 
    「椅子に寄り掛かってアサン先生は座っている。」 
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 (22)  üč okuuču  üč  	
 burč-ta    	
 tur-a-t. 

      三 生徒   三    角-LOC      立つ-PRS-3 
   「三人の生徒が三ヵ所の(部屋の)角に立っている。」 
 
	
 Abduvaliev (2008: 156-157)によれば、これらの例文での olturatと turatという動詞は動作では

なく、アサン先生と 3 人の生徒のある場所での空間的な状態を示している。状態動詞は文脈に
よって決定される。人や物が何らかの空間的な状態にあるということは、動作が行われ、それが

終了したということを表す。したがって、その裏には動作が含意されているため、このような動

詞のことを状態動詞という。状態動詞は、複合形式でも用いられるとしている。 
 
(23)   Orto-do	
 	
   il-in-gen	
 	
 	
 	
     kooz 	
 	
 lyustra  üy-dü	
    jarïk 	
 	
  

	
 	
 	
 真中-LOC   掛ける-PASS-PART    美しい    照明     家-ACC   明るい  

    	
 kïl-ïp	
 	
     tur-a-t. 

    	
 する-CVB    立つ-PRS-3 

	
 	
 	
 「真ん中にかかっている美しい照明が家中を明るくしている。」 
 
(24)   Biz-din 	
 	
 mektep-tin  klass	
    bölmö-lör-ü	
 	
  

	
 	
 	
 私達-GEN   学校-GEN   クラス    教室-PL-3:POSS  

dayïma 	
 taza 	
   bol-up	
 	
 	
  tur-a-t. 

いつも   綺麗な   なる-CVB     立つ-PRS-3 

   	
 「私達の学校の教室はいつも綺麗になっている。」 
 
〔3〕Özgörüm etišter（変化動詞） 
	
 	
 変化動詞は客体あるいは主体の数および質の面からなんらかの変化を受けたことを表し、次

のような動詞が属する。agar-（白くなる）、jaša-（柔らかくなる）、tülö-（色あせる）、toy-（満

腹になる）、čanay-（腹一杯になる）、kampay-（腹一杯になる）、ičirken-（身震いする）、semir-

（太る）、arïkta-（痩せる）、az-（痩せる）、öŋdön az（青白い顔になる）などである。 
 
(25)  Akmat-tïn	
 	
  bak-kan 	
 	
 	
 mal-ï 	
 	
 	
 	
   bïyïl 	
 jakšï 	
 	
 semir-di.  

   	
 PSN-GEN   育てる-PART    家畜-3:POSS 	
   今年 	
 良い 	
 太る-PST1 

    「アクマトが育てている家畜は今年、よく太った。」 
 

Abduvaliev (2008: 157)によれば、動作を表しているとは考えにくい動詞の semirdi（太った）

は、物の動作ではなく、質の面から変化したことを表し、徐々に質の変化が起こっていることが

分かる。もちろん、物の数の変化や質の変化は動作の結果によって生じるものである。その為、
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これらの動詞は動作を表しつつ、 数や質の変化を表わす動詞だと呼ばれていると述べている。 
 
 〔4〕Sezim etišter（感情動詞） 
	
 	
 感情動詞は、客体あるいは主体が動作を起こすのではなく、認識という行為の意味のみを表

し、以下のような動詞が属する。ěste-（思い出す）、tüšün- （分かる）、oylo-（考える）、uk-

（聞く）、tïŋša-（立ち聞きする）、bil-（知る）、süy-（愛する）、sez-（感じる）、kör-（見る）、

ěšit-（聞く）、bayka-（観察する）、baamda-（理解する）などである。このような動詞は行われ

たあるいは行われる動作を示さない。しかし、これらの動詞が示す語彙的な意味から考えると

明確な動作が行われないにしても、なんらかの結果的な動作、認識的な動きが存在する。

(Abduvaliev 2008: 158) 
 

(26)  Ušunday 	
 	
 mazmun-da  kat	
  jaz-gan-ï-n 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ěste-di.  

	
 	
  このような  内容-LOC 	
 手紙  書く-VN-3:POSS-ACC       思い出す-PST1 
「このような内容で手紙が書かれていたことを思い出した。」 
 

 動詞 estedi (思い出した)には、動作自体はないが、主体の認識や考えの中の動作の結果は存在す
ると Abduvaliev (2008: 158)は述べている。 
	
 上では、Abdubaliev (2008)のキルギス語の動詞分類とそこで挙げられている例文をそのまま引
用したが、それぞれの動詞分類には全ての動詞が属しているわけではなく、典型的だと思われる

もののみが示されている。また、ここでは、jür-を除き、jat-、tur-、otur-が状態動詞に分類され

ていることを強調しておきたい。これらは、本動詞として使われる場合、それぞれが jat-（横た

わる）、tur-（立つ）、otur-（座る）の状態を表し、（横たわっている）、（立っている）、（座ってい

る）と訳される。 
 
3.2 現在形：単純現在形と複合現在形  
	
 キルギス語の現在形には単純現在形（jӧnӧkӧy učur čak）と複合現在形(tataal učur čak )の両形式
が認められている。 
 
3.2.1 単純現在形  
	
 単純現在形には、動詞の語幹に直接接続する派生接尾辞として、次の 2種類がある。 
(i) 動詞の語幹に-aまたは-ïという接尾辞+人称語尾35を構成することによって成り立つもの  
(ii) 動詞の語幹に-uuda または-oodo36の-uu/-oo という分詞の接尾辞と-da または–do 位格語尾に

                                                   
35 キルギス語は名詞述語、形容詞述語と同様に、動詞述語にも主語を表す人称語尾を必要とし、人
称語尾はそれぞれの述語の語末に追加される。このことに関しては、本論文の 12-13 頁のキルギス語

の文法的特徴を参照のこと。 
36 キルギス語には母音調和があるので、-üüdö/ -öödöになる場合もある。 
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よって成り立つもの 
 
	
 キルギス語のテンスの研究者である Tursunov (1959)においては、単純現在形の(i)の種類は、

現在において行われる動作を表すという基本的な意味以外に、文の中にある語彙的な条件によっ

て以下の意味を表すとしている。 
 
①	
 文中に時を示す副詞成分が現れて、発話時点で動作が行われなくても、長い時間前から行わ

れている動作を表す場合: 
 
(27)  Al 	
 Burma-nïn	
  tobu-n-da            	
 	
 kečke	
 ürön	
  tazala-š-a-t. 

     彼	
 ブルマ-GEN グループ:3POSS-LOC 	
 	
 	
 ずっと	
 	
 種	
 精査する-RECP-PRS-3PL 

「彼はブルマのグループでずっと前からシードを精査している。」 
 

② 一般自然現象を表す場合: 
 

(28)  Jer 	
 	
 ӧz 	
 	
 ogu-n-da 	
    	
 	
 aylan-a-t. 	
 	
 	
     
	
 	
 	
 地球	
 自分	
 軸-POSS-LOC	
 	
    回る-PRS-3SG	
   	
  

	
 	
 「地球は自分の軸を回っている。」 
 
③ 時折繰り返して行われる動作の場合: 
 
(29)  ... ěki jag-ïn-dagï-lar-ga         birde    	
 kïyïgï  menen 

        二	
 側-POSS:3-LOC-PL-DAT  ある時	
 	
   横	
  と 
 kara-sa,     birde    aldïrtan        alaya    kara-y-t. 

	
 	
 見る-COND	
 ある時	
  前から	
     じっと	
 見る-PRS-3 
     「左右にいる人々をある時横から見たり、ある時前からじろじろ見たりしている。」 
 
④ ずっと前から動作が始まっており、現時点でも行われている動作を表す。いわゆる長期的な
動作を表す場合: 
 
(30)  Ošon-don beri 	
 jeti-nči 	
 	
 lampa 	
 šiše-siz 	
 	
 	
 	
 küy-ö-t. 

      それ-ABL     ７番目	
 	
 ランプ	
 ガラスなしで	
    火がつく-PRS-3 
	
 	
  「それから七番目のランプはガラスなしで火がついている。」 
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(31)  Ĕrmek ěköö-büz ar išembi	
  sayïn kečkurun šaar-dan kel-üüčü 	
 avtobus-tu 	
 tos-o-buz.	
  	
 	
 	
 	
 	
  

      PSN 二人:1:PL 毎土曜日	
 ごと	
 夕方	
 街-ABL 来る-VN バス-ACC 	
 迎える-PRS-1:PL 

      「エルメクと二人で毎土曜日の夕方に町から来るバスを迎えに行きます。」 
 
⑤ 過去に行われた動作、いわゆる歴史的な現在の場合: 
 
(32)  Bala-nï	
 	
 Ayïmjan 	
 törö-dü 	
 	
 bol-up, 	
 	
 	
 döŋ-dö    	
 otur-gan 	
  

	
 	
 	
 子供-ACC 	
 PSN 	
 	
 生む-PST1 	
 なる-CVB 	
 丘-LOC    	
 座る-PART 

	
 	
 	
 Bektur-ga 	
  süyünčü            bar-a-t.      Ïyla-p   	
 	
  otur-gan    Bektur 

      PSN-DAT 	
 いい知らせ           行く-PRS-3  泣く-CVB   	
 座る-PART  PSN 

      özü   min-ip   	
  jür-üüčü  toru kaška at-ïn   	
    süyünčü-gö     	
 	
 	
 ber-e-t. 

      自分	
 乗る-CVB 	
 動く-VN    白 黒   馬-3:POSS 	
 いい知らせ-DAT 	
 	
 あげる-PRS-3 	
  

   「アイムジャンが赤ちゃんを生み、丘に座っているベクトルによいニュースを知らせる。泣
いていたベクトルは自分が乗っていた馬をよい知らせをしてくれた人にあげる。」 

	
  
また、この種類の単純現在形の動詞に助動詞 ěleが付加される場合、過去に起きた動作を表すよ

うになる。次の例を見よう。 
 
(33)   Al	
  	
 šaar-da   	
 jašay-t       ě le. 
       彼	
 	
 都会-LOC  	
 住む-PRS-3 	
 ěle 
 	
    「彼は都会に住んでいた。」 
 
なお、過去に行われた動作について尋ねる場合、ěle	
 の前に bが付き、bel-eになる。 

 
(34)   Al	
  šaar-da   	
 jaša-y-t       bel-e? 

       彼	
 都会-LOC 	
 住む-PRS-3  	
 Q-ele 
	
 	
   「彼は都会に住んでいたの？」 
 
(35)   Ušul   jak-ta	
  biröö 	
 altïn 	
 	
 sat-a-t	
 	
 	
  ěken. 
	
 	
 	
 この   辺-LOC  誰か	
 	
 金	
 	
 	
 売る-PRS-3 	
  ěken 
     「この辺で誰か金を売っているようだ。」 
 
ここでは、助動詞 ěkenによって、現在行われている動作について誰かから聞いた意味、または、

偶然聞いた意味を表す。 
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次に、単純現在形のもう一つの種類を見ていこう。(ii)に示したように-uuda/-oodoは-uu/ -ooと

いう分詞の接尾辞と-da -do位格語尾によって成り立つ。 
この現在形は使用範囲が限られ、特に文献などでしか使用されず、以下のような意味を表す。 
 
①	
 ある動作・出来事が発話時点において行われ、継続される動作を表す場合: 
 
(36)  Karangïlïk    parda-sïn       jamïn-ganday   	
 	
 köl  üstün  iŋirt   kaptoo-do. 

      闇	
 	
 	
 	
 カーテン-POSS:3  冠る:REFLのように  湖	
  上	
   夕暮れ	
 覆う-PRS 

	
 	
 「闇のカーテンをかぶったように湖は夕暮れに覆われている。」 

 

②	
 文脈によってある動作・出来事が昔から継続され、現在も続けられ、将来も続けられる場合: 
 
(37)	
 Ayïl –kïštak-tar-da	
  ěl-ge	
 	
    bilim 	
 berüü	
  	
  iš-i-nin	
 	
 	
 	
 	
  

	
 	
 	
 田舎-PL:LOC	
 	
 	
  国民-DAT	
 	
 教育	
 	
 あげる	
   仕事-POSS-GEN	
   

	
 	
 	
 abal-ï 	
 	
 	
 	
  jïl 	
 	
 sayïn	
 	
 	
 	
  jakšïr-uuda.	
  

	
 	
 	
 状況-POSS:3	
 	
  年	
 	
 ごと	
 	
 	
 	
 	
 よくなる-PRS 

	
 	
 	
 「田舎で学校教育機関の水準が毎年上がっている。」 
 
3.2.2 複合現在形  
	
 次は、本研究の対象である補助動詞 jat-、tur-、otur-、jür-によって構成される複合現在形を見

る。この複合現在形は、動詞の語幹に-(ï)p 副動詞接尾辞と補助動詞 jat-、tur-、otur-、jür-が後

接することによって作られ、動作の進行を表す。(Tursunov 1959, Oruzbaeva et al., Red 2009) 

 

本動詞の語幹-(ï)p 副動詞接尾辞+補助動詞  jat-  

本動詞の語幹-(ï)p 副動詞接尾辞+補助動詞  tur- 
本動詞の語幹-(ï)p 副動詞接尾辞+補助動詞  otur- 

本動詞の語幹-(ï)p 副動詞接尾辞+補助動詞  jür- 

 
	
 Tursunov (1959)では、複合現在形の形式は一般に動作・出来事が発話時点において行われてい

ることを示していても、本動詞や補助動詞の意味によって動作・出来事の時間軸上の展開を明確

に示すアスペクトと厳密に関係してくると述べている。現在でもこのような指摘が主流である。

しかし、動作の進行を表す上記の補助動詞について包括的に記述する研究は未だに行なわれてい

ないのが現状である。 
	
 また、キルギス語の伝統文法書では以上の補助動詞は現在形の形としてしか認められていない。 



53 
 

しかし、以下のとおり、これらは、過去形37、未来形でも用いられる。 
 
(38)   Bir neče  kün     töšök-tön       tur-bay    ïyla-p     jat-tï.	
 	
 	
   

	
 	
 いくつ	
  日       寝床-ABL   起きる-NEG  泣く-CVB  jat-PAST1 

    「何日か寝床から起き上がらないで、泣いていた。」（単なる過去） 

 

(39)	
  Bir neče kün      töšök-tön    tur-bay         ïyla-p    	
 jat-kan.   	
 	
   

	
 	
 いくつ	
 日      寝床-ABL  起きる-NEG      泣く-CVB	
  jat-PAST2  

    「何日か寝床から起き上がらないで、泣いていた。」（過去のある特定の日について述べ

る場合） 

 
(40)   Bir neče kün     töšök-tön   tur-bay    ïyla-p   	
 	
  jat-ïptïr.	
 	
 	
   

	
 	
 いくつ	
 日     寝床-ABL  起きる-NEG 泣く-CVB 	
 jat-PAST3 

 「何日か寝床から起き上がらないで、泣いていたそうです。」（誰かに聞いた場合又は発見） 

 

(41)   Bir neče	
  kün    töšök-tön   tur-bay   	
 	
 ïyla-p    	
 	
 	
 jat-ču.	
 	
 	
   

	
 	
 いくつ	
  日       寝床-ABL  起きる-NEG 	
 泣く-CVB 	
 	
 jat-PAST4 

   「何日か寝床から起き上がらないで、（よく）泣いていた。」（誰かの過去の習慣について） 

 
(42)	
  Ošol kez-de  töšök-tön     tur-bay        ïyla-p     jat-kan    bol-o-t. 38 

	
 その時-LOC  寝床-ABL   起きる-NEG	
 	
 泣く-CVB  	
 	
 jat-PART なる-PRS-3 

	
 「その時（彼は）寝床から起き上がらないで泣いているだろう。」	
  

 

                                                   
37 キルギス語の過去を表す時制には、以下の４つの区別が存在する。 

aykïn ötkön čak	
 (PST1: 確定過去)	
 	
 	
 	
 	
 kapïskï ötkön čak (PST3: 不定過去) 
belgisiz ötkön čak (PST2: 不確定過去)	
 	
 	
   adat ötkön čak 	
 (PST4: 習慣過去) 

aykïn ötkön čak（PST1）は、動詞の語幹に-dïという接尾辞が付加され、単なる過去に行われた動作
を表し、比較的近い過去の動作を示す。belgisiz	
 ötkön čak（PST2）は、動詞の語幹に-ganという接
尾辞が付加され、終了時期を明確にさせる必要のない一般的な動作の完了、完了した結果の状態、あ

るいは過去の経験などを表す。kapïskï ötkön čak（PST3）は、動詞語幹に-ïptïrという接尾辞が付加さ
れ、時期や実現がはっきり確認されていない過去の動作を表す。人から聞いた動作や予想外の動作、

推定に基づく過去の動作などを示す。adat ötkön čak（PST4）は、動詞語幹に-čuという接尾辞が付加
され、過去の繰り返しや経験などを表す。また、現在も続いている習慣的な動作を表す場合もある。

なお、ここで使われている過去形の各用語は B. Tokubek (2009) Learn the Kyrgyz Languageでの英語訳
に倣い、Past Definite Tenseを確定過去、Past Indefinite Tenseを不確定過去、Unexpected Past Tenseを
不定過去、Past Habitual Tenseを習慣過去とした。 
38 この文にある ošol kez-de（その時）は文全体を未来の解釈にしているが、kačan barsam töšök-tön     
tur-bay ïyla-p jat-kan bol-o-t.とすると、kačan barsam（いつ行けば）のように条件法を取ると、「いつ行
っても寝床から起き上がらないで泣いている」として現在の意味で使われることになる。 
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上記の(38)〜(41)には過去形の接尾辞として -dï（確定過去）、-gan（不確定過去）、-ïptïr（不定過

去）、-ču（習慣過去）という４つの種類があり、それぞれ補助動詞の語幹に接続され、過去にお

いて行われた出来事を表している。(42)は「jat+kan分詞+bol-o-t(なる-PRS-3)」とう形式で未来の

意味を表す例である。 

	
 Serebrennikov (1979)は、以上の複合現在形は英語の Present Continuous Tenseに相当するものだ

が、この 4つの補助動詞が be動詞の代わりに使われると指摘している。 
 
(43)   a.  Al  	
 kat    jaz-ïp     	
 otur-a-t.          

    	
     彼	
 	
 手紙	
 	
 書く-CVB   otur-PRS-3SG 
 「彼は手紙を書いている。」 
 
       b.  Soldat-tar  	
 tizil-ip   	
 	
 tur-a-t.	
      

     	
     兵士-PL  	
 	
 並ぶ-CVB 	
 tur-PRS-3PL 
 「兵士が並んでいる。」 
 
	
      c.   Kïz    radio  	
  ug-up      jat-a-t.	
 	
    

     	
     女の子	
 ラジオ	
 聞く-CVB	
  jat-PRS-3SG	
  
  「女の子はラジオを聞いている。」 
 

 d.  Bala	
 	
  koroo-do     oyno-p    jür-ö-t.	
   

            男の子	
 外-LOC	
 	
 	
 遊ぶ-CVB  jür- PRS-3SG 

 	
 「男の子は外で遊んでいる。」 
 
	
 これらの用例では、いずれの場合においても人がどんな姿勢で動作を行っているかということ

が関係してくる。つまり、それぞれの基本的な意味が完全になくなっている訳ではなく、ある程

度残っていると思われる。例えば、(43a)は「彼は手紙を座って書いている」、(43b)は「兵士が
立って並んでいる」、(43c)「女の子は横になってラジオを聞いている」、(43d)は「男の子は庭で
動きながら遊んでいる」という意味を持っている。もっとも(43c)は他のものと比べ、動作が行
われる場所、動作主の姿勢に関係なく自由に使われるから、制約がなく、どの動詞に付加しても

発話時における動作を表し得るので中立とも言える。残りの「tur-」、「jür-」、「otur-」は、動詞の

種類によっては結びつきにくいものもある。この点に関しては、ターライベク	
 キズ(2007)の論
文を引用したい。	
 	
  
 
	
 発話時における動作・出来事を表す場合、「-tur」、「-otur」、「-jür」は動詞の種類に結びつ 
	
 きにくいものがある。「-tur」は移動動詞には用いられない。「-otur」は活動性の強い動詞	
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 や自然現象を表す動詞、移動動詞（「行く」、「来る」）には付加されない。もともと動作 
	
 動詞である「-jür」は、状態性の動詞（「寝る」など）には用いられない。一方「-jat」に 
	
 はそのような結びつきの制約がなく、どの動詞に付加しても発話時における動作・出来 
	
 事を表し得る。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 (ターライべク キズ 2007: 312)  

 
	
 しかし、この中で otur-と tur-は、実際の例と少し異なる。それは、otur-も tur-も移動動詞「行
く」、「来る」、「走る」、「動く」、「歩く」と結合することがあり、otur-の場合、動作がある継続す
る時間の間中断せず行われていることを表す（例 čurka-p otur-a-m（私は走っている）、jür-üp 

otur-a-m（私はどこかに行く途中である）、bas-ïp otur-a-m（私は歩いている））が、tur-の場合、（例

čurka-p tur-a-m、bas-ïp tur-a-m）当該動作が定期的に行われることを表す。 

	
  

3.3  本動詞としての  jat-、 tur-、otur-、 jür-の意味  
	
 単純現在形のこの形は「jat-、jür-、tur-、otur-＋-a 現在形の接尾辞＋人称語尾」によって構成
される。この形式の場合、補助動詞としてではなく、本動詞として語彙的な意味を示すものとし

て使われ、発話時点での状態を表す。 
 
(44)  Men-in     jakšï     sanaš-kan      agay-ïn-tuugan-darïm      jana     
      私-GEN    いい	
    思う-PART 	
    先生  親戚-PL:1POSS    と	
 	
  

      kayïn-dar-ïm-dïn              bardïgï    mïn-da        otur-a-sïnar. 
      義理の親戚-PL:1POSS-GEN      皆	
 	
    ここ-LOC      座る-PRS-2PL 

	
    「私のいい先生や親戚と義理の親戚の皆様はここに座っている。」 
 
(45)  Ušintip	
  Kanïbek,    tattuu   	
 kïyal-dïn	
    kučagï-nan     čïga      

	
 	
 	
 こうして	
 PSN  	
   甘い	
 	
  夢-GEN 	
     抱き-ABL	
     出る-CVB  

      al-bay,         kubanïčtuu         tur-a-t. 

      al-NEG-CVB       嬉しい	
       立つ-PRS-3SG 

     「こうしてカヌベックは甘い願望の抱きから出られなく、喜んで立っている。」 
 
(46)   Anda-sanda onto-p,    	
 	
 	
 	
 tïk-tïk   jötöl-üp,      Sansïz 	
 jat-a-t. 

	
 	
   時々	
 	
 	
 うめき声する-CVB	
 	
 	
 	
 咳をする-CVB	
 	
 PSN    横たわる-PRS-3SG 

	
    「時々うめき声をしながら咳をしてサンスズは横になっている。」 
 
(47)  -Begim!  Tetigin-de    ördök 	
 	
 jür-ö-t… 

      ベギム	
 あそこ-LOC  アヒル	
 	
 動く-PRS-3SG 

	
    「ベギム！あそこにアヒルがいる。」 
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 上記の(44)〜(47)は、それぞれ otur-、tur-、jat-、jür-の本動詞の例である。このように単独で用

いられる場合、本動詞の意味になり、発話時点において行われている状態を表す。 
 
(48)  Bir künü  ěl-de     tur-sa-m,    on	
  	
 kün-ü         too-do	
 	
  jür-ö-m. 

	
 	
   一日	
 人々-LOC  	
 立つ-COND-1 	
 十	
 	
 日-3:POSS	
 	
 山-LOC 	
 動く-PRS-1SG 

 	
 	
 「一日人々と住んでいれば、10日間は山にいる。」 

 

	
 この(48)においては、tur-と jür-は語彙的な意味の「立つ」、「動く」より、両方とも「いる」と

いう意味で使われている。また、jat-、jür-、otur- 動詞は文中に現れている名詞の格によって、
現在形を表したり、未来形を表したりする。 
 
(49)	
  Al  	
 oorukana-da 	
  jat-a-t.        

	
      彼	
 	
 病院-LOC	
 	
 横たわる-PRS-3SG 

      「彼は病院に入院している。」 

 

(50) 	
 Al  	
 oorukana-ga   jat-a-t.        

       彼	
 	
 病院-DAT	
 	
 横たわる-PRS-3SG 

	
 	
   「彼は病院に入院する。」 

 
ここでの jat-は、語彙的な意味「横たわる」は「入院する」の意味で用いられている。しかし、
(49)と(50)は構文上同様な形をしていても格が異なることによって実現する出来事の時間が異
なる。名詞が位格の場合、現在形を表し、名詞が与格の場合、未来形の意味を表す。また、Karïbaev	
 

and Kasïmova (2001)は(49)が不完了体の意味になり、(50)が完了体に当たると指摘している。 

 
(51) a. Men 	
 stul-da	
  otur-a-m.       	
    b. Men	
  stul-ga	
  otur-up 	
 jat-a-m. 

	
 	
 	
 私	
 	
 椅子-LOC	
 座る-PRS-1-SG         私	
 椅子-DAT	
 座る-CVB	
  jat-PRS-1SG 

     「私は椅子に座っている。」            「私は椅子に座ろうとしている。」 

 

	
 (51a)の例においては otur-は本動詞で、単純現在の形で「座る」という語彙的な意味で用いら
れている。しかし、(51a)のように名詞が位格の場合、椅子に座っている状態を表しているが、
(51b)のように名詞が与格の場合、座る動作が時間的過程の途中にあることを表す。したがって、
日本語の「椅子に座っている」は、進行の意味なのか、状態の意味を表しているのかが不明であ

り、キルギス語では格の役割が重要になっている。 
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(52)  Men 	
 šaar-da 	
 tur-a-m. 

      私	
 	
 都会-LOC 立つ-PRS-1SG 
 	
   「私は都会に住んでいる。」 
 
(53)   Men 	
 šaar-ga	
  tur-a-m. 

	
 	
 	
 私	
 都会-DAT   立つ-PRS-1SG 

 	
   「私は都会に住もうとしている。」 
 
(54)   Men šaar-da 	
 	
 jür-ö-m. 

       私	
 都会-LOC  動く-PRS-1SG 

 	
   「私は都会にいる。」 
 
(55)   Men šaar-ga   	
 jür-ö-m. 

	
 	
 	
  私	
 都会-DAT  動く-PRS-1SG 

   	
  「私は都会に行こうとしている。」 
 
	
 このように jür-、tur-は単独でも本動詞として用いられる場合、語彙的な意味である「動く」「立

つ」の他に「生きる」、「いる」、「ある」などの意味で使用される。(53)と(55)の例においては、
名詞が与格の場合、未来において行われる動作を表す。これは、「住もうとしている」と「行こ

うとしている」という未来の意味で使われるのがもっとも自然である。 
 
(56)	
  Orozbek 	
 	
 Karl-Marks 	
 kӧčӧ-sün-dӧ 	
 	
 	
 	
  tur-a-t. 

	
      PSN	
 	
 	
 通りの名	
 	
 	
 通り-POSS-LOC	
 	
    立つ-PRS-3SG 
     「オロゾベックはカルルマルクス通りに住んでいる。」 
 
(57)	
  Jalgïz 	
 	
 uulu-m 	
 	
 	
 	
 	
 Kasein 	
 kazat-ta	
 	
 	
 	
 jür -ӧ-t. 

	
 唯一一人	
 息子-１SG:POSS	
 PSN	
 	
 戦争-LOC	
       動く-PRS-3SG 

	
     「一人っ子の息子カセインは戦争に行って戦っている。」 
 
(56)と(57)の例においては、位格名詞とともに使われる tur-は、位格名詞によって現在「住んで

いる」の意味になり、jür-は一般に「いる」という意味だが、文脈によって「戦っている」と訳
すことができる。このように、本動詞の意味は、位格名詞と与格名詞の使われ方や文脈によって

拡大する。 
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3.4	
 補助動詞  jat-、 tur-、otur-、 jür-の先行研究	
  
3.4.1	
 Yunusaliev (1949) Vspomogatel`nïe glagolï v kïrgïzskom yazïke 

	
 Yunusaliev39 (1949)は、キルギス語の一番古い先行研究であり、ソビエト時代に書かれたキル

ギス語学の研究史で補助動詞を初めて取り上げた先行研究である。同氏は、補助動詞は豊かな文

法的意味を表すと述べ、これらの知識が翻訳する上でも重要なポイントとなると記述し、以下の

ロシア語からキルギス語への翻訳を挙げている。 
 
ロシア語: 

(58)  Ivan	
 Ignatič、zametiv 	
      vo mne znaki neudovolstviya  i    vspomniv    

 	
 	
 PSN	
 	
 	
 気づく-PAST-PRF    私	
 サイン	
 不満	
 	
 	
     思い出す PAST-PRF 

     svoyo  obeščanie, 	
 smutilsya 	
          i	
  	
 	
 ne	
  znal, 	
 	
 	
 što	
 otvečat. 

     自分    約束     照れる PAST-PRF-M  そして  	
 	
 NEG 知る PAST-IMPF 何答える 

	
 「イヴァン・イグナティチは私の不満な顔を見て、約束したことを思い出し、 
   何と答えればいいかわからなくて困ってしまった。」	
  
 

キルギス語: 

(59)  Ivan	
  Ignatič 	
 men-in   naarazï	
  bol-gon-um-du	
 	
      bayka-y 	
  	
   

 PSN	
 	
 	
       私-GEN	
 不満足	
  なる-VN-1:POSS-ACC	
   気づく-CVB	
 	
  

 koy-up,  özü-nün     ubada-sï 	
  	
 	
 êsine    	
 tüš-ö	
    	
 kal-ïp,	
   

 置く -CVB	
 自分-GEN  約束-POSS	
 	
  記憶    	
 乗る-CVB	
   残る-CVB	
 	
 	
 	
 	
  

 ontoysuzdan-ïp	
 ket-ti    da,	
  êmne dep 	
         joo-p 	
       ber-er-in	
 	
 	
  

  てれる-CVB    行く-PST1       何	
 と言う-CVB  	
 答え-CVB	
 	
 あげる-PRS:３	
  

  bil-bey 	
 	
       kal-dï. 

  知る-NEG-CVB	
   残る-PST1 
 	
 「イヴァン・イグナティチは私の不満な顔を見て、約束したことを思い出し、何と答えれば	
 	
  
	
 	
 いいかわからなくて困ってしまった。」 
 
この（59）の例では、従属節と主節の述語が、副動詞と補助動詞の組み合わせで構成され、（58）

のロシア語の述語が本動詞だけで表せるのとは異なり、キルギス語の場合には本動詞に koy-、

kal-、ket-補助動詞が必ず後接されると述べている。 
	
 次に、Yunusaliev(1949)では構文論的な観点から補助動詞を 2つのタイプに分けて考察してい
る。 
 

                                                   
39 Yunusaliev (1949)はキルギスでも入手できない状況で、オリジナル文献はモスクワのレーニン図書
館に保管されているため、ここでは紹介論文（avtoreferat）を取り上げる。	
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 a) 	
 Деепричастие сложное сказуемое （直訳：複合副動詞述語） 
	
 この複合副動詞述語の中で最後の述語だけが時制と人称語尾の接辞をとり、残りの副動詞は連

続して人称などによって変化しないと述べ、以下の用例を挙げている。 
 
(60)   Men   köpurö-dön	
      öt-üp	
    bar-a	
  	
   jat-ïp,	
 	
  

      私は	
   橋-ABL	
 	
 	
    渡る-CVB	
  行く-CVB	
 	
 jat-CVB	
 	
 	
  

	
 	
 	
 jïgïl-ïp	
 	
 	
 ket-e	
 	
 	
 	
  	
 jazda-p 	
 	
 	
 	
 	
 	
   kal-dï-m. 

      転ぶ-CVB	
 	
 行く-CVB	
      しそうになる-CVB	
     	
 残る-PST1-1 
     「橋を渡ろうとした時、転びそうになった。」 
 

b） Деепричастно –причастное сложное сказуемое（直訳：複合副動詞分詞述語） 

  これは、分詞の êken、êle、turabymïnbï、čïgarmïn40の中でいずれかが用いられる述語のことを

いう。 
 
(61)   Men	
 jïgïl-ïp	
    ket-e	
        jazda-p 	
 	
     kal-gan      êle-m. 
       私は	
 転ぶ-CVB  行く-CVB	
 しそうになる-CVB	
 	
 残る-PST2	
  MOD-１	
  
      「私は転びそうになっていた。」 
 
	
 また、述語としての副動詞の組み合わせが連続し、理解することが困難な場合があると次の例

を示している。 
 
(62)  Muunu-m 	
 boš-op	
  	
      čïda-y	
        alba-y 	
 	
 bar-a	
    	
 jat-a-m. 

	
    関節-POSS:１	
 弱くなる-CVB	
 我慢する-CVB	
 取る-NEG	
 	
 行く-CVB 	
 jat-PRS-1 

   「我慢することができなくなっている。」 

 
（62）における述語の部分→ čïda-y  al-ba-y	
 bar-a	
 jat-a-mのうち最初の čïda-yは本動詞とし

ての意味を保っているが、残りの動詞は語彙上の意味を失って、文法的な意味を表している。ま

た、同氏はロシア語の体の存在を意識してチュルク諸語では、単純動詞が単独である場合、運動

の区分（開始、継続、完了）を表すことができない。そのために「本動詞+副動詞接尾辞+補助
動詞」という構造を用いて表すと主張しているが、キルギス語の場合にも「本動詞+副動詞接尾
辞+補助動詞」という形式で動作の開始や動作の継続などを表すと考える。 
	
 以上のことをまとめるとキルギス語の補助動詞とは、本動詞が持っている意味を中心として、

何らかの意味を補完する役割を果たすものである。つまり、本動詞だけでは表すことのできない

文法的な意味が、補助動詞を添えることによって具現化されるということである。 

                                                   
40	
 これらは、日本語では助動詞の「そうだ」に相当する。	
 



60 
 

 
3.4.2 	
 Yudahin (1965) Kirgizsko-russkiy slovar` 

	
 Yudahin (1965)はキルギス語・ロシア語辞典である。以下、jat-、tur-、otur-、jür-の項目を順に

引用する。 
 
3.4.2.1	
 補助動詞 jat- 
	
 jat-については、補助動詞として２つの意味が記述されている。 
	
 まず、同辞典の 239 ページに«в роли вспомогательного глагола ①  обычно выражает 

длительность действия, соответствие действия данному моменту» （補助動詞として機能して
いる時、通常、現時点における動作の持続を表す）という記述があり、以下の例文を挙げている。 
 
(63)	
 oyno-p       jat-a-t 

      遊ぶ-CVB    jat-PRS-3 

     「彼は遊んでいる。」 

 

(64)	
 biz 	
 	
 	
 jat-ïp       	
 jat-kan-da 

     私たち	
 	
 横たわる-CVB   jat-PART-LOC 

	
 	
 「私たちが寝ようとしている時」 

 

(65)	
 ubakït  	
 öt-üp       jat-tï. 

      時間	
 	
 過ぎる-CVB  jat-PST 

     「時が過ぎていた。」 

 

	
 次に同辞典の同ページに② «с предшеств. формой на ганы намерение быть готовым вот-вот 

сделать что-либо»（前接動詞は副動詞の-ganïと組み合わさり、何かをするつもりであるという

意味を表す。）という記載があり、以下の例文を挙げている。 
 
(66)	
 ket-keni   jat-a-t. 

      帰る-CVB  jat-PRS-3 

    「彼は帰ろうとしている。」 
 
 
(67)	
 erteŋ 	
 ekzamen 	
 	
 ber-geni      jat-a-bïz. 

      明日	
 	
 試験	
 	
 	
 	
 あげる-CVB    jat-PRS-1PL 

     「私たちは明日試験を受けるつもりである。」 
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 そして、jat-には以下のような慣用表現もあり、同ページに обычно неодобр. он всем существом 

предается（напр. почуяв выгоду, вкусную еду и т.п）（誰かの良くない態度について:何かに夢中に

なる時、例えば、得を感じた時、美味しい料理を見たときなどに使われる。）という説明が付さ

れている。 

 

(68)	
 jat-ïp        ič-er	
  

     横たわる-CVB  飲む-（者） 

   「自分の努力ではなく、誰かに頼って生活する人」 
 
(69)	
 jat-a         kal-a-t 
      横たわる-CVB  残る-PRS-3SG 

	
 	
 「（何かをすぐにでも手に入れたいとき）」 
 
3.4.2.2 	
 補助動詞 tur- 
	
 tur-については 269ページに«в роли вспомогательного глагола указывает на длительность или 

постоянство действия, на пребывании в каком-либо состоянии»（補助動詞として機能するとき、

動作の持続、あるいは、なんらかの状態にある時の動作の恒常性を示す）という記述があり、次

の例文を挙げている。 
 
(70)	
 kel-ip      tur 

      来る-CVB   tur:IMP 

     「また時々来なさい（これを自分の習慣にしてください）」 

 

(71)	
 bil-ip     tur-up      jašïr-a-t 

      知る-CVB  tur-CVB    隠す-PRS-3SG 

     「彼は知っていて（わざと）隠している。」 
 
3.4.2.3	
 補助動詞 otur- 
	
 otur-については 68 ページに«в роли вспомогательного глагола, указывает на длительность 

действия; встречается и в форме отуру »（補助動詞として機能する場合、動作の持続と連続を

表す。そして oturuという形式でも表示される。）と記述され、次の例文を挙げている。 

(72)	
 jaz-ïp     otur-u 

      書く-CVB   otur-PRS-3 

「彼は書いている。」 
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(73)	
 ište-p     otur-u-mun 

	
 	
 	
 働く-CVB   otur-PRS-1SG 

「私は働いている。」 
 
3.4.2.4 	
 補助動詞 jür- 
	
 jür-については 274ページに«в роли вспомогательного глагола придает действию основного 

глагола характер длительности, постоянства»（補助動詞としての機能を果たす場合、本動詞の

動作に持続や恒常性性質を加える。）と記載され、次の例文を挙げている。 

 
(74)	
  al   Frunze-de     oku-p           jür-ö-t. 

      彼	
 フルンゼ-DAT  勉強する-CVB    jur-PRS-3SG 

「彼はフルンゼで勉強している。」 
 

(75)	
  bul 	
 kitep-ti   oku-p     jür. 

この	
 本-ACC   読む-CVB  jur:IMP 

     「この本を読み続けてください。」 
 
(76) 	
 murda da 	
 	
 sotto-l-up        jür-gön    adam. 

以前	
 	
 も	
 裁く-PASS-CVB     jür-PART   人 

 	
 「この人は以前も裁かれたことがある。」 
  

	
 以上、Yudahin (1965)に記載されている補助動詞 jat-、tur-、otur-、jür-の記述を紹介した。ここ

では、各補助動詞として機能する場合の簡潔な説明しか記述されていない。各補助動詞の共通点

として「動作の持続」、「動作の恒常性」や「動作の連続性」の用語が使われている。しかし、そ

れぞれはどのように区別され、いかなる条件で使い分けられているのかについて記述がない。 
 
 
3.5 文法書の記述  (Oruzbaeva et al., Red 2009) Azïrkï kïrgïz adabiy tili 

	
 ここでは、Oruzbaeva et al., Red (2009)から jat-, tur-, otur-, jür-の項目を引用し、補助動詞として

機能する場合、どのような文法的な意味を実現するかについて例文を挙げながら記述する。 
 
3.5.1	
 補助動詞 jat- 

Oruzbaeva et al.,Red (2009: 396)の jat-の項目では、  «ып формасындагы чакчылдар менен 

айкашып, жардамчы этиш катары колдонулганда, кыймыл-аракеттин коптон бери болуп 
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жаткандыгын, кийинчерээк да созула тургандыгын билдирет» (-ïp副動詞と組み合わさり、補助
動詞として機能する場合、動作が以前から行われていて、その後も継続することを示す。)と記
述（下線は筆者による）され、次の例文を挙げている。	
  

 
(77)  Kol-don  kel-gen     	
 	
 dayardïg-ïn      	
 	
   kör-üp, 
	
 	
 	
 手-ABL  来る-PART 	
 	
 	
 準備-3:POSS-ACC 	
  見る-CVB 

	
 	
   jol-go     	
 dayardan-ïp   	
 	
 	
 	
  jat-a-t. 

	
 	
   道-DAT  	
 	
 準備する-CVB   	
 	
 	
   jat-PRS-3SG 

	
   「できるかぎりの準備をして、旅の準備をしている。」 
 
(78)   Jooptuu 	
 	
 išter-ge  	
  	
 jaštar-dï    	
 	
 körsöt-üp     	
 	
  jat-a-t. 

	
 	
 	
 責任ある	
 	
 仕事-DAT  	
 	
 若者-ACC    	
 見せる-CVB  	
 	
 	
 jat-PRS-3SG 

	
 	
 	
 「責任ある仕事に若者を紹介している。」 
 
	
 また、同書 397ページでは «мындай татаал этиштер кээде азыркы учурда жаныдан гана 

башталып жаткан кыймыл-аракетти	
 да билдирет»（このような複合動詞は時々、現時点での

動作の開始を表す）と指摘し、次の例文を挙げている。 
 
(79)  Bala-nï   	
  jönöt-üp        	
  jat-a-bïz. 

	
 	
 	
 子供-ACC  出発させる-CVB  	
   jat-PRS-1PL 

	
 	
  「子供を送っている。」 
 
3.5.2	
 補助動詞 tur- 

Oruzbaeva et al.,Red (2009: 396)の tur-の項目では、«ып формасындагы чакчылдар менен 

айкашып 	
 айтылганда, кыймыл-аракеттин узакка созулгандыгын, же дайыма болуп 

тургандыгын билдирет»（-(ï)p副動詞と組み合わさったとき、動作が長く継続していること、あ
るいは動作がいつも行われることを表す。」と記述（下線は筆者による）され、以下の例文を挙

げている。 
 
(80)  Bul  	
 jol   šaar-da-gï	
 	
   čoŋ	
 	
  köčö-lör-dün   biri  

	
 	
 	
 この	
 	
 道路	
 町-LOC-ky  大きい	
 	
 道路-PL-GEN  一つ 

 

	
 	
 	
 bol-gon-duktan, 	
 	
 mašina-lar	
 	
 	
 	
  tïn-bay   öt-üp      tur-a-t. 

	
 	
 	
 なる-PART-ために	
 	
 車-PL     	
 	
 休む-NEG  通る-CVB  	
 tur-PRS-3SG 

	
  	
 「この道は町の大きな道路の一つなので、車が絶えることなく走っている。」 
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(81)  Bul	
  kïr-dan  	
 aylana-nïn 	
 bardïgï 	
 	
 körün-üp    	
 tur-a-t. 

	
 	
 	
 この	
 丘-ABL  周り-GEN  	
 全部	
 	
 	
 	
 見える-CVB  	
 tur-PRS-3SG 

	
 	
 「この丘から周りの全部がよく見えている。」 

 

	
 また、同ページに «тур  жардамчы этиши менен бирге мезгил-мезгили менен кайталанып 

турган кыймыл-аракетти да билдирет »（補助動詞 tur-は時折繰り返される動作のことも表す）

として、次の文を挙げている。 
 
(82)  Kïz-ï-nïn     da 	
 kelin-in 	
 	
 	
 	
 	
 	
 da     jol-u-n         tos-po-y,  

	
 	
 	
 娘-3:POSS:GEN も	
 義理の娘-3:POSS-GEN  も  道-3:POSS-ACC  妨げる-NEG-CVB 

	
 	
 	
 likbez-ge           alar-dï       özü	
 	
 	
 	
 	
 jiber-ip    	
 tur-a-t. 

	
 	
 	
 教育プログラム-DAT  彼ら-ACC  自分	
 	
   	
 	
 送る-CVB     tur-PRS-3SG 

    「娘の道も義理の娘の道も妨げないで教育プログラムに参加できるように自分から 
行かせている。」 

 
	
 さらに、396ページに«бул жардамчы этиш  контекстке ылайык кээде кыймыл-аракеттин 

учурда болуп жаткандыгын да билдирет »（この補助動詞は文脈によって動作が現時点で行って

いることを示す）とあり、次の例文を挙げている。 
 
(83)  Kün 	
 alay-dülöy     tüš-üp 	
      jaa-p     tur-a-t. 

	
 	
   太陽	
 めちゃくちゃ	
 降りる-CVB	
 	
 降る-CVB  tur-PRS-3SG 

	
 	
 「空が真っ暗になって強い雨が降っている。」 

 

	
 そして、同ページに «Эгерде тур жардамчы этиши -a /-y формасындагы чакчылдар менен 

айкашып, озү откон чактын –ган формасында айтылса, дайыма болуп туруучу адаттанган 

кыймылды абалды туюндурат.»（前接動詞が-a /-y副動詞接尾辞で、tur補助動詞が、-gan接尾辞

の過去形で使われる場合、動作・状態がいつも習慣的に起こることを表す）として、次の例文を

挙げている。 
 
 
(84)  Samtïr 	
 	
 kün	
 	
  ïsï-p          tur-sa   	
 da, 	
   dayïma   ěski  

     PSN	
     	
 日	
 	
 	
 暑くなる-CVB  tur-COND  も	
   いつも	
   古い 

     čepken-in           kiy-ip   	
 	
 	
 jür-ö   	
 	
  tur-gan. 
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     コート-3:POSS:ACC  着る-CVB 	
 	
 動く-CVB 	
  	
 tur-PST2 

    「サムテイルは暑くてもいつも古いコートを着ていた。」 

 
	
 最後に、同ページに«Эгерде-a /-y формасындагы чакчылдар менен айкашкан тур жардамчы 

этиши буйрук ынгай формасында турса анда кыймыл-аракеттин убактысынча кыска моонотко 

иштелишин билдирет» （もし同じ-a /-y副動詞接尾辞と組み合わさり、補助動詞の tur-が命令の

形で使われたら、短い時間で継続する意味を表す）という記述があり、次の例文を挙げている。 
 
(85)  Sen   aldïŋkï 	
  kašat-ka  	
  tur-a      	
 	
  tur.  

     あなた	
 前の	
  	
 門-DAT  	
 立つ-CVB 	
 	
 	
   tur :IMP 

     Men 	
 artï-n-dan         	
 jet-ip     	
   bar-a-m. 

     私	
 	
 後ろ-2:POSS-ABL    着く-CVB 	
  	
 行く-PRS-1SG 

    「あなたは前の門で待っていなさい。私は後ろから付いて行く。」 
 
3.5.3  補助動詞 otur- 
	
 Oruzbaeva et al.,Red (2009: 397)の otur-の項目では、  «отур жардамчы этиш катары 

колдонулганда, дайыма −ып формасындагы чакчыл этиш менен айкашып айтылат. Контекстке 

карай кыймыл-аракеттин белгилүү бир убакыттан тартып азыркы мезгилге чейин 

созулгандыгын, үстүбүздогү учурда да болуп жаткандыгын билдирет»（otur-が補助動詞として使

われる時はいつも-(ï)p 副動詞接尾辞と組み合わせ、文脈によって動作はある時から現在まで継
続し、発話時点でも行われていることを表す）としいう記述（下線は筆者による）があり、次の

例文を示している。 
 
(86)  Meyli   köz-ün       ač-sa,     	
 	
 apa-sï    	
  baš-ïn   	
 	
  jöl-öp,  

      PSN	
  目-3:POSS 	
 	
 開ける-COND  母-3:POSS	
 頭-3POSS  	
 寄りかかる-CVB 

      köz-ü-nün       jaš-ïn   	
 	
  köldöt-üp,  	
  ïyla-p    	
  	
 otur-a-t. 

      目-3:POSS-GEN  涙-3:POSS 	
 流す-CVB 	
  泣く-CVB 	
  	
 otur-PRS-3SG 

	
 	
 「メイリが目を開けるとお母さんは頭を寄りかけて涙を流して泣いていた。」 
	
  
	
 また、 397 ページに «кээде кыймыл-аракеттин белгилүу бир убакыттын аралыгында 

болгондугун, созулгандыгын билдирет»（時々ある動作が限られた時間内に行われ、継続している

ことを表す）という記述があり、次の例文を挙げている。 
(87)   Tünü 	
     boyu 	
 	
 tütün    ěě-ler-i-nin            	
 at-tar-ï-na  

夜-3:POSS	
 	
 間中	
 	
  煙	
 	
 	
 持ち主-PL-3:POSS-GEN     名前-PL-3:POSS-DAT 

čačïm  	
 kagaz-dar-ï-n      	
 	
  jaz-ïp   	
  	
 oltur-uš-tu. 
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招待	
 	
  紙-PL-3:POSS-ACC   	
  書く-CVB  	
 	
  oltur-RECP-PAST1 

「夜中にずっとお客さんの宛名に招待状を書いていた。」 
 

	
 また、同ページに  «кыймыл-аракеттин сүйлоп жаткан учурда болуп жаткандыгын 

туюндурат»（発話時点に動作が行われていることを表す）という記載があり、次の例文を挙げ

ている。 
(88)  Mïna,  jooker-ler 	
 	
 üčün  	
 	
 jïluu   baypak   	
 tok-up     otur-a-m. 

ほら、   軍人-PL    ため	
 	
   暖かい	
   靴下	
     編む-CVB 	
  otur-PRS-1SG 

「ほら、軍人のため、暖かい靴下を編んでいる。」 
 
	
 そして、 «кээде  контексттеги мезгилдик мааниге карай кыймыл-аракеттин келечекте 

болорун билдирип калат» （文脈の時間副詞によって動作が将来行われることを表すことがある。）

という同ページの記載があり、次の例文を挙げている。 
 
(89)  Erten    delegat-tar-dïn     süylö-gön   söz-ün           jaz-ïp      otur-a-m. 

      明日	
 	
 訪問団-PL-GEN    話す-PART   話し-3:POSS  	
  書く-CVB 	
 	
 otur-PRS-1SG 

     「私は明日訪問団の話を書く。」 
 
3.5.4 補助動詞 jür- 
	
 Oruzbaeva et al.,Red (2009: 396)では	
 jür-について、 «Жүр. Бул этиш -ып формаларындагы 

чакчылдар менен айкашып айтылганда кыймыл-аракеттин үзгүлтүк менен	
 	
  узакка	
 	
  

созулушу корсотулот» （jür は-(ï)p	
 副動詞と組み合わさった時、動作が時折、長く持続するこ

とを表す。）と記述し、次の例文を挙げている。 

(90)  Sakalduu-lar-dïn	
 	
 bul 	
 ěmne-si 	
 degen 	
 söz-ün    ěki-üč   kiši-nin	
 	
 	
 	
 	
   

	
 	
  髭のある-PL-GEN  これ	
 何-POSS  という	
 	
 言葉-POSS  2-3     人-GEN 

	
  	
 baš-ï 	
 	
  košul-a      kal-gan     	
 jer-de    Omur  dale ayt-a 	
  koy-up  jür-dü. 

	
  頭-3:POSS	
 加わる-CVB しまう-PART ところ-LOC PSN まだ	
 言う-CVB 置く-CVB jür-PST1-3 

	
  「年配の方々のこれはどういうことという言葉を 2-3人が集まったところでオムルは言    
    い続けていた。」   
 
	
 また、同ページで «Жардамчы этиш жүр кээде контекстке карай үзгүлтүксүз созулган 

кыймыл-аракетти  билдирет» （補助動詞 jür-は、時々文脈によって連続して持続する動作も

表す。）と述べ、次の例文を挙げている。 

(91)  Men  ökmöt-tün  	
 	
 mildet-in     atkar- ïp     jür -ö-m. 
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     私は	
 政府-GEN  	
 	
 仕事-3:POSS 	
 する-CVB    jür-PRS-1SG 

「私は政府の仕事をしている。」 
 

	
 そして、同396ページで «Жүр жардамчы этиши-a /-y формасындагы чакчылдар менен айкашса, 

анда чакчыл формадагы биринчи компоненти жүр жардамчы этиши менен бирге аткарыла 

турган кошумча кыймылды билдирип калат.»（補助動詞のjür-は副動詞の-a /-yと接続されると、

前接する動詞が補助動詞のjür-と同時に実現される動作を表すことになる。）と述べ、次の例文

を示している。 

(92)   Ooruluu  bala-nï    kör-ö      	
 jür . 

病気の	
  子-ACC	
   見る-CVB    jür:IMP 

「病気の子供のことを配慮しておいて。」 
 

	
 以上、Oruzbaeva et al., Red (2009)に示されている	
 jat-、tur-、otur-、jür-補助動詞の記述を紹介

した。前述した辞典の Yudahin (1969)で述べられていることが基本的に繰り返されている。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
      

	
 Oruzbaeva et al., Red (2009)は各補助動詞の文法的な意味について代表的な例を示し、簡潔な記

述でとどまっており、それぞれの使い分けや、それぞれの共通点である、〈動作の進行〉につい

ても具体的にどのような相違点があり、補助動詞が接続される本動詞の関わり方がどのようにな

っているかについても言及されていない。jat-、tur-、otur-、jür-は語彙的な意味がある程度残っ

ており、完全に文法化されているとはといえないが、その中で、前接する動詞の種類によって〈動

作の進行〉の意味を表すだけではなく〈変化の結果の状態〉という文法的な意味を表す。しかし、

少なくとも以上に取り上げた伝統文法書では、〈動作の進行〉と〈動作のくりかえし〉の意味が

中心に記述され、〈変化の結果の状態〉の文法的な意味は無視されている。 
 
3.6  アクマタリエワ (2014) 
	
 アクマタリエワ(2014)は、キルギス語の持続を表す補助動詞 jat-、tur-、otur-、jür-を対象にし

て、大量の実例に基づき、工藤 (1982)の研究方法を参考に補助動詞に先行する主動詞の語彙的
な意味に注目して補助動詞の文法的な意味について論じた研究である。その文法的な意味は、補

助動詞の種類によって決まるのではなく、文の他の要素も関係してくると主張し、それらの条件

を具体的に提示している。 
	
 同論文では「主動詞の意味的なタイプ」から動詞全体を「動作動詞」、「変化動詞」、「状態動詞」、

「内的感情動詞」の４つのグループに分類し、V-(ï)p と V-a/y jat-の各補助動詞が後接すると、

なんらかのアスペクト的な意味が生じると述べている。その例として、動作動詞によって〈動作

の持続〉、変化動詞によって〈変化の結果の状態〉というアスペクト的な意味が表されるが、こ

れらのアスペクト的な意味が、一定の語彙的・文法的な条件の下では、動作動詞が〈変化の結果

の状態〉の意味を表し、変化動詞が〈動作の持続〉を表す場合がでてくるであるとしている。状
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態動詞、内的感情動詞に各補助動詞が後接する場合、基本的に〈状態〉という文法的な意味を表

すとアクマタリエワ自身が認めている。 
	
 このような主動詞の意味的なタイプが、一番参考になるのは、各補助動詞がどのような種類の

主動詞と組み合わされ、どんな動詞とは結合しないかということであろう。例えば、動作動詞は、

V-(ï)p otur と V-(ï)p jürがもっとも多く現れていることと、変化動詞の場合は、V-(ï)p jatと V-(ï)p 

tur の数が他の補助動詞より多いということなどである。そして、主動詞の意味的タイプの分類

では jat 形式の場合、《主体の再帰的な動作を表す動詞》があるが、このような分類は tur 形式

には欠けており、その代わり、《主体の視覚・聴覚活動動作を表す動詞》が取り出されている。

他の補助動詞形式にみられた《自然現象の動きを表わす動詞》、《主体の生理的な動きを表わす動

詞》は、V-(ï)p jür-形式には現れない。V-(ï)p jür-形式に現れる状態動詞の場合は、他の補助動詞

と異なり、《主体の空間的な関係を表わす動詞》、《主体の擬態的な様態を表わす動詞》のタイプ

の動詞が出て来なくて、V-(ï)p jür-形式に特有の《主体の状態的な性質を表わす動詞》のタイプ

が取り出され、この類の動詞の場合、主体の〈状態的な性質〉を表わすと位置付けたことなどで

ある。以上のようなことは大量の実例に基づき明らかになっている点で評価できる。 
	
 その一方、賛同できない点もいくつかある。以下、アクマタリエワ(2014)が述べているそれぞ
れ補助動詞の考察の中から重要だと思われる点を取りあげ、述べていく。これは、この方法の妥

当性を検討する上でも、本研究を進める上でも不可欠なことだと考えられる。 
 
①	
 各補助動詞の構文的な位置、すなわち主節と連用節における場合の述語が区別されず、一つ

の基準で分析されていること。語幹に様々な接辞が付くことによって、文中で使われている

語間のつながりが明確になるという膠着言語の性質から見ると、連用節で補助動詞が現れる

場合に付加される接辞と主節で現れる場合の接辞が異なるので、当然、それぞれは異なる文

法的な意味を表すことになる。 
	
 例えば、次の連用節における述語の用例では、otur-が、tarazalap oturup（検討し続けて）とい

うように、動作がくりかえして行われ、主体の〈動作のくりかえし〉の意味を表していると主張

している。  
 

(93)	
 	
 ...ošo-nun  baarï-n	
 	
 	
  kayra-kayra 	
 tarazala-p	
 	
  oltur-up 

	
 	
 	
 	
 それ-GEN 全て-ACC	
 再び	
 再び 	
 検討する-CVB 	
 otur-CVB 

 

	
  	
 	
 	
 biz-ge   baškar-uu-nun       parlamenttik 	
 	
 ïŋgay-ï 	
    tuura	
 	
   

	
 	
 	
 	
 私達-DAT指導する-VN-GEN   議会制	
 	
 	
 	
 方式-3:POSS 正確 

    	
   kel-ěěr-i-ne             köz-übüz     jet-ti.     (Ěrkin Too•No2)  

	
 	
 	
 	
 来る-AOR:3:POSS-DAT 目-1PL:POSS  着く-PAST1 

	
 	
   「…それらを何回も検討し続けて、私達は議会制が正しいことに気がつきました。」	
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 （アクマタリエワ 2014: 165、（343）の例文） 
 
	
 しかし、この用例を tarazalap oturat のように主節文に変えると、（検討している）のように主
体の〈動作の進行〉の意味が生じる。つまり、連用節では、tarazalap oturup の-up副動詞接尾辞

で現れているために、主体が動作をくりかえしているように思われるにすぎない。 
 
(94)  Al   ěmi  Kïtay  mamleket-i-nen    kel-ip    	
 jat-kan  

	
    そして 今 PLN   政府-3:POSS-ABL 来る-CVB	
  jat-PART  

	
    jük-tör   tokto-bo-gon-u             menen  

	
    荷物-PL  絶える-NEG-PART-3:POSS 	
 と 

 	
   ötö      ěle   	
 az     kölöm-dö    bol-gon.         (Kïrgïz Tuusu･№57) 

 	
   とても EMPH 	
 少ない 	
 量-LOC    	
 なる-PST2  

	
   「そして、今、中国政府からきている荷物は絶えないが、量はとても少なかった。」 

(アクマタリエワ 2014: 84、(78)の例文) 

 

	
 (94)の場合も jat-は kan 分詞の形式で連用節に現れる場合、常に「〜テイル」と訳される。こ

の場合、〈動作のくりかえし〉の意味を表すとされているが、主節文に置き換えると〈動作の進

行〉を表すことになると思われる。このように連用節の場合と主節文の場合と区別せず分析して

いるので、それぞれの補助動詞が表す文法的な意味が異なってくる。 
 

②	
 複数主語による動作が文法的な意味に影響しているということ。例えば、(95)の ooru-p 

ja-tï-ša-t「病気になっている」と(96)の ajïraš-ïp  jat-a-bïz「離婚している」は両方とも複数主

語であるが、(95)では〈動作のくりかえし〉を表しているのに対して、(96)では〈変化の結

果の状態〉を表しており、これらの違いがどうして生じているのだろうか。(95)に Kiyinki  

ubak-ta（最近）が最初にあるから〈動作のくりかえし〉を表すとしても、(96)における ajïraš- 

ïp jat-a-bïzは「離婚しようとしている」の意味で〈変化の結果の状態〉ではなく、現在進行

中の〈動作の進行〉を表すと考えられる。 
 
 (95)	
  Kiyin-ki  ubak-ta 	
 jaštar-ïbïz-dïn	
 	
     50 	
 	
 payïz-ï  

	
 	
 	
 	
 後-kï   時期-LOC  若者-1PL:POSS-GEN         パーセント-3:POSS  

	
 	
 	
 	
 kantamïr  ooru-su	
 	
  menen  köp	
  ooru-p 	
 	
 jat-ïš-a-t.	
     (Šookum･№7) 

	
 	
  	
  血管 	
   病気-3:POSS で    多い    痛む-CVB 	
 	
 jat-RECIP-PRES-3  

	
 	
 	
 「最近、若者の 50 パーセントの層は血管の病気で多く悩んでいる。」	
  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （アクマタリエワ 2014: 90、(96)の例文） 
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 (96)  Birok 	
   amal-sïz 	
 	
 ajïraš- ïp   jat-a-bïz. 	
 	
 (Kanïbek) 

       しかし	
 	
 仕方-NEG	
 	
 離婚-CVB   jat-PRES-1PL 

     「しかし、仕方なく離婚している。」	
 	
 	
 (アクマタリエワ 2014: 94、(109)の例文) 

 

③	
 主動詞自体の語彙的な意味が〈動作の開始〉や〈変化の進展〉という文法的な意味に影響す

ること。例えば、《主体の漸進的な変化を表す動詞》のグループに入る動詞の例として、以

下の(97)、(98)の「増える」「育つ」などを挙げているが、主体（物事）の変化が一定の方
向に進展するということは、動詞自体の語彙的意味からくるものだと思われる。つまり、こ

こでの〈変化の進展〉という文法的な意味を表すのは補助動詞 jat-からくるものではない。 
 
(97)  Antkeni 	
 	
 migraciya	
  tolkun-u 	
 	
 kïskar-mak 	
 	
 tursun,  

	
 	
  というのは 	
 移民 	
 	
 	
 波-3:POSS	
 	
  減る-VN 	
 どころか 

	
 	
  jïl-dan- jïl-ga 	
 	
 küčö-p 	
 	
 jat-pa-y-bï. 	
 	
 	
 (Kutbilim･№4) 

	
  	
 年-ABL 年-DAT	
  増える 	
 	
 jat-NEG-PRES-Q  

	
 	
 「というのは、移民の波が減るどころか、年ごとに、増えているじゃないか。」 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （アクマタリエワ 2014: 95、(111)の例文） 
 
(98)  Anda     jalgïz  karagay ös-üp    tur-a-t.	
 	
  (Turmuštan jaralgan čoku) 

	
 	
   あそこ:LOC 唯一 木    育つ-CVB  tur-PRES-3  
	
 	
  「あそこに唯一一本の木が育っている。」	
 	
  

	
 （アクマタリエワ 2014: 143、(274)の例文） 
 
3.7  先行研究の問題点  
	
 キルギスの先行研究を整理した結果、以下のような問題点があることが分かった。 
• 伝統的な文法書では、本研究の考察対象である４つの補助動詞 jat-、tur-、otur-、jür-が動作

の進行を表す「複合現在時制」として位置づけられている。しかし、これらは過去形でも

未来形でも使用される。 
• キルギス語の動詞がアスペクトの観点から研究されていない。その理由は、補助動詞の数

が多くあり、本動詞や副動詞接尾辞など他の要素との関連性が関わってくるからである。

同じ構文的な形式であっても、本動詞・補助動詞・複合動詞と見る場合があり、文法的な

役割を果たしているのか、本動詞の意味で使われているのかが区別する基準がない。 
• Oruzbaeva et al., Red (2009)では、各補助動詞の文法的な意味について代表的な例を示し、簡

潔な記述にとどまっており、それぞれの使い分けや、それぞれの共通点である、〈動作の進

行〉についても具体的にどのような相違点を持っているのか、補助動詞が接続される本動

詞の関わり方がどのようになっているのかについて言及されていない。jat-、tur-、otur-、jür-
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は語彙的な意味がある程度残っており、完全に文法化されているとはいえないが、その中

で、前接する動詞の種類によって〈動作の進行〉の意味を表すだけではなく〈変化の結果

の状態〉という文法的な意味を表す。しかし、〈動作の進行〉と〈動作のくりかえし〉の意

味が中心に記述され、〈変化の結果の状態〉の文法的な意味は無視されている。 
• アクマタリエワ(2014)では、各補助動詞の構文的な位置、すなわち主節における述語の場

合と従属節における述語の場合とが区別されず、一つの基準で分類されている。 
• アクマタリエワ(2014)では、複数主体による動作が変化の結果の状態などの文法的な意味

に影響していることを説明していない。 
• アクマタリエワ(2014)では、主動詞自体の語彙的な意味が動作の開始や変化の進展という

文法的な意味に影響を与えることを論じていない。 
 
4. 第１章のまとめ  
	
 第１章の第 1 節では、まず一般言語学から見た動詞のアスペクトとテンスについて、主に
Comrie (1976)と Plungyan (2011)を取り上げ、アスペクト研究がロシア語から出発したとされ
るので、ロシア語における「アスペクト」と「体」についても大まかに概観した。本研究は、主

にアスペクトの中で不完了体を中心に考察するので、ロシア語の不完了体の文法的な意味を取り

上げた。そして、第 2 節では日本語のアスペクト研究の現状と日本語の基本的なアスペクト体
系を明確にした後、文法的アスペクト研究として工藤 (1995)、語彙的アスペクト研究として金
田一 (1950)と奥田 (1977)を取り上げ、「〜テイル」と運動動詞の相関関係を中心に述べた。こ
れらは、キルギス語の補助動詞のアスペクト的な意味を考察する際に参考になると思われたから

である。そして第 3 節では、キルギス語のアスペクト的な補助動詞に関わる諸記述を行い、先
行研究の問題点をあげた。研究対象である補助動詞 jat-、tur-、otur-、jür-に関する先行研究とし

て辞書と文法書などによる意味について述べた。これらの先行研究では、jat-、tur-、otur-、jür-

について取り上げられており、様々な文法的な意味が指摘されている。Oruzbaeva et al.,Red (2009)
による文法書の場合、各補助動詞の文法的な意味について代表的な例をあげて説明しているが、

どのような語彙的・文法的な条件の下でその文法的な意味が実現されるのかについて示されてい

ない。なお、最近の新しい研究としてアクマタリエワ(2014)があげられる。この研究は補助動詞
を構成する本動詞の語彙的な意味がアスペクト的意味の実現に関与していると考えられ、動詞分

類を行い、大量の実例に基づき各補助動詞のアスペクト的な意味を考察していることは重要な点

であるが、主に 3つの点で賛同できないことを述べた。 
	
 この第 1 章で概観した日本語とキルギス語の先行研究を踏まえ、筆者の研究の立場をまとめ
ると以下のようになる。 
� キルギス語の補助動詞を考察する際に、日本語の文法的アスペクトとして工藤 (1995)の「～

テイル」の文法的な意味である〈動作の継続〉と〈変化の結果の状態〉及び文中での語彙的
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な条件によって生じる〈反復〉41という三つのアスペクト的な意味に注目する。なお、〈パ

ーフェクト〉を除外する。 
� 工藤 (1995)とアクマタリエワ (2014)と同様の方法で分析する。具体的には各補助動詞のア

スぺクト的な意味が前接する本動詞の語彙的な意味によって異なるという分析を行い、その

際に本動詞を動作動詞、変化動詞、状態動詞、内的感情動詞の４つに分類する。 
	
 以下の 2 章と 3 章ではこうした立場を前提に論じていく。すなわち、この第１章を踏まえた
上で、次の第 2 章では、日本語の進行アスペクト「～テイル」から見て、基本的に主節に現れ
るキルギス語の補助動詞 jat-、tur-、otur-、jür-の文法的な意味を考察し、第 3章では日本語の従
属節を出発点にして、キルギス語のアスペクト・テンス形式を比較対照し、そこから再度日本語

のアスペクト・テンス体系を見ることにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                                   
41 本論文では〈動作のくりかえし〉としている。 
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第２章	
 言語資料に基づくキルギス語の進行を表す補助動詞の考察 
  
0.  本章の概要  
	
 この章では、V-(ïp) jat-、V-(ïp) tur-、V-(ïp) otur-、V-(ïp) jür-形式が主に主節に現れる場合に生

じるそれぞれの文法的な意味について考察する。考察するに当たり、日本語のアスペクト・テン

ス体系を扱った工藤 (1995)の研究方法を採用してキルギス語のアスペクト形式を詳述したアク
マタリエワ(2014)に基づき、本動詞の分類の基準として動作動詞、変化動詞、状態動詞、内的感
情動詞の４つを設定する。すなわち、本章では日本語の進行アスペクト「〜テイル」とその研究

方法の観点からキルギス語の補助動詞を考察していく。その理由は、日本語を通して見ると、ロ

シア語では十分に捉えられなかったキルギス語のアスペクト形式がうまく捉えられるからであ

る。 
 

１．  V-(ï)p jat-形式:	
 補助動詞が jat-の場合  
1.1 本動詞が動作動詞の場合  
	
 V-(ïp) jat-形式において、本動詞 Vが動作動詞の場合、以下の(1)〜(3)の用例は、現在におけ
る〈動作の進行〉を表す。まず、人間の動作を表すものを見る。 
 
(1)   Azïr biz 	
 	
 kïrgïz,      orus  	
  til-inde           okutuu   mektep-ter  üčün 

    	
 今	
 私達	
 キルギス	
 	
 ロシア	
 	
 言語:3POSS-LOC 	
 教授する	
 学校-PL   ため 

  	
  okuu   plan-ïn-ïn          dolboor-un    	
  talkuula-p       jat-a-bïz.  (Kutbilim) 	
 	
 	
 	
  

     カリキュラム:3POSS-GEN   プロジェクト-ACC 議論する-CVB   jat-PRS-1PL 

   「今、私達がキルギス語、ロシア語で教授する学校のためにカリキュラムのプロジェ	
 	
 	
 	
  
	
 	
 クトを議論している。」 
 
(2)  Azïr  joob-u-n          küt-üp      jat-a-bïz.   (Super.kg) 

     今   返事-3:POSS-ACC  待つ-CVB    jat-PRS-1PL 

    「今、返事を待っている。」 
 
(3)	
 Ĕmi 	
 	
   ĕki 	
    sabak-tï   birdey    bilgen     adis-ter      jogorku  

   	
 今	
       二つ	
   科目-ACC  同時	
    知る-VN   専門家-PL	
   高い 

   	
 okuu	
 	
   jay-lar-da       dayarda-l-ïp             jat-a-t. （Kutbilim） 

   	
 勉強する	
  所-PL-LOC     準備する-PASS-CVB        jat-PRS-3 

  「今は（以前と異なり）二つの科目がよく分かる専門家の育成は高等教育機関で行われてい
る。」 
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上記の例のように、発話時の「今」を示す azïr、ĕmiが用いられている場合、現在の意味が明確

に示され、発話時において動作が進行中であることが分かる。しかし、それと同時に(1)の「議
論する」ことと(3)の「育成が行われている」こととが長い時間を必要とする動作であるため、
発話時において動作が進行中であるとしても、発話後も動作が続くと考えれば、〈動作のくりか

えし〉の意味を表すことになる。 
第１章の 3.2 節で述べた、キルギス語における単純現在形の本動詞の語幹に-a/-y 接辞を付加さ
せたものがどのように異なるかも併せて考察していきたい。 
	
 (1)を talkuula-y-bïzに、(2)を küt-ö-büzに、(3)を dayarda-l-a-tにというように単純現在形に変え

ると、「これから議論する」、「これから待つ」、「これから行われる」というような未来の意味に

なるので、補助動詞 jat-が使われる場合とは異なり、発話時点での「動作の進行」を表す意味に

はならない。 

	
 次の(4)〜(6)の例では、「今」を表す語が使われずに、過去のある時点における動作の進行を表
していることがわかる。 
 
(4)  Dal 	
 ošol 	
 ubak-ta    men-in   	
 baldar-ïm         pianino-do  

    丁度	
 その	
   時-LOC	
  私-GEN	
 	
 子供たち-1:POSS	
 	
 ピアノ-LOC 

  	
 oynogon-du     üyrön-üp  	
 	
 jat-ïš-kan. 	
 	
 	
 	
 (3 jaštan kiyin keč) 

    弾くこと-ACC 	
 習う-CVB	
 	
 	
 jat-RECP-PAST2 

   「丁度その時に、私の子供たちはピアノを習っていた。」 
 
(5)	
 Anï   	
 jalpï 	
 okurman-dar  özünčö 	
   baala-p       oku-p  jat-ïš-tï. (Sïngan kïlïč) 

    それ-ACC 一般	
 読者-PL    自分で  	
 	
 評価する-CVB 	
 読む-CVB jat-RECP-PAST1 

   「それを一般の読者それぞれが評価し、読んでいた。」 
 
(6) 	
 Abil-biy 	
  ĕl-din      tür-ü-n          kara-p,   	
 söz 	
 	
 jüyo-sü-n  

   	
  PSN	
  	
 	
 人々-GEN     顔-3:POSS-ACC  見る-CVB 言葉	
   流れ-3:POSS-ACC 

  	
 	
 jogot-po-y           süylö-p      jat-tï.	
 	
 	
 (Sïngan kïlïč) 

   	
 なくす-NEG-CVB     話す-CVB    jat-PAST1 

  	
 「アビルビイは人々の顔を見て、話の流れに沿って話していた。」 
 
	
 以下の(7)〜(11)の例は、主体の動作が発話時の前から始まっていて、現在も進行中であること
を表している。 
 
(7)	
 Antkeni 	
 	
 	
 	
 	
 köp	
 	
 	
  	
 ilim-der  	
 	
 	
 juuru-l-uš-up,       

     なぜかと言うと	
 	
 多い	
 	
 	
 	
 科学-PL 	
  	
 	
  練る-PASS-RECP-CVB  
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 birig-ip        	
  jat-ïš-a-t.	
 	
   (Kutbilim) 

   	
  統合する-CVB   	
 jat-RECP-PRS-3 

  	
 「なぜかと言うと、多くの科学は統合されている。」 
 
(8)  Ošonduktan   bazistik 	
 	
 okuu 	
    plan-ïn-da        	
 	
 kĕĕ 	
 bir  

     だから	
 	
 	
  基本的な	
  勉強 	
 計画:3POSS-LOC 	
  	
 	
   ある	
 一つ 

     predmet-ter	
     integratsiyalan-ïp   	
 	
 	
 jat-a-t.	
   (Kutbilim) 

     科目-PL          統合される-CVB          jat-PRS-3 

    「だから基本的なカリキュラムにある科目は統合されている。」 
 
(9)  Birok     biz-din    	
  	
 bilim 	
 	
  berüü-dö  
    しかし	
   私たち-GEN	
    教育 	
 	
 	
 あげる-LOC 

    kompyuter-ge         keč 	
 	
   üyröt-üp     	
 jat-a-bïz.	
 	
 (Kutbilim) 

    コンピューターLOC   遅い	
 	
    教える-CVB     jat-PRS-PL1 

   「しかし、私たちの教育ではコンピューターの科目は遅れて教えられている。」 
 
(10)  Siz42  mukaktan-ïp     	
 čert-ip   	
 jat-a-sïz,    tarïh-ï     	
  karangï. (Küünün sïrï) 

     あなた	
 モタモタする-CVB	
 弾く-CVB jat-PRS-2 	
 	
 歴史-2:POSS 	
 暗い 

   「あなたはモタモタして弾いている。曲の説明は不明である。」 

 
(11) Kara-Suu rayon-unda 60 üy-bülö ĕlektr ĕnergiya-sïz	
 jaša-p	
 	
  jat-a-t. (Ïntïmak.kg) 

    カラスウ	
 区-LOC 	
 60 	
 家族	
 	
 電気-なし	
 	
 暮す-CVB 	
 jat-PRS-3 

   「カラスウ区に住んでいる 60家族は電気がないなかで、生活している。」 
 
	
 しかし、(11)の動作の進行は、単純現在形の jaša-y-t でもを表せるが、補助動詞が使われる場

合とどう異なるかというと、補助動詞の jat-があると以前は電気があって何の不自由もなく生活

していたが、最近では電気がない困った生活をするようになっているというニュアンスがあるの

に対して、単純現在形の場合にはそのようなニュアンスがなく、元々電気なしで生活してきたこ

とが含意されている。日本語でも「今は電気のないところで苦労している」というニュアンスを

「生活し続けている」という表現で表すことができると思われる。 
	
 以上、動作動詞の場合、ある時点における〈動作の進行〉という意味を表わす場合について考

えてきたが、先行研究でも指摘されているように V-(ï)p jat-形式は、必ずしも〈動作の進行〉の

意味だけを表すわけではない。例えば、文中に kündö（毎日）、jïl sayïn（毎年）、apta sayin（毎）」

などのように動作の頻度を表す副詞が現れる場合、V-(ï)p jat-形式は、〈動作のくりかえし〉とい

                                                   
42 sizは sen（あなた、君）を敬称する形である。 
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う文法的な意味を担うことになる。 
 
(12)	
 Apta	
  sayïn 	
 makala 	
 jaz-ïp	
 	
 	
  kïrgïz	
 	
 	
 ĕli-ne  

 	
 	
 週	
 	
 ごと	
 	
 記事	
 	
 	
 書く-CVB 	
 キルギス	
 	
 民-DAT  
      tarbiya 	
 	
 ber-ip 	
 	
 	
 	
 jat-a-sïŋ .	
  (Men miŋ jïl jašadïm) 

	
 	
 	
 教養 	
 	
 	
 あげる-CVB	
 	
 	
  jat-PRS-2SG 

	
 	
 「毎週、記事を書いて、キルギス人に教養を与えている。」 
 
(13)	
 Kïrgïzstan-da  	
 jïl sayïn   aydooču-lar-dïn   kübölüg-ün  

    	
 キルギス-LOC  	
 年 ごと  運転手-PL-GEN   免許証-3:POCC-ACC 

    	
 al-gan-dar	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 köböy-üp 	
 	
 jat-a-t. 	
 	
 (de-facto.kg) 

    	
 取得する-PART-PL    	
 	
 増える-CVB 	
 jat-PRS-3SG 

  	
 「毎年、車の免許取得者は増加している。」 
 
(14)	
 Al 	
 apasï-n	
 	
 	
  sagïn-ïp,	
 	
 	
  kündö 	
 ïyla-p 	
 	
 jat-a-t. (super.kg) 

    	
 彼は	
 母-3:POSS	
 会いたがる-CVB	
 毎日	
 泣く-CVB   jat-PRS-3SG	
  

   	
 「彼はお母さんに会いたがって、毎日泣いている。」 

	
  

	
 (14)の用例は、泣くことは必ずしも発話時点において主体の動作が持続している過程を表さず、
発話時点前から始まっていて、その後も継続している可能性がある。jat-はキルギス語母語話者
にとって動作の始まりや終わりの表示なしで用いられると考えられる。その動作がどのくらい持

続しているかは jat-だけではなく、文脈によって決まってくる。 
	
 次の用例では、「雨/雪が降る」のような自然現象を表す動作動詞の場合、jat-は〈動きの持続〉
43という文法的な意味を担う。 
 
(15)	
 A ĕšik-te   bol-so      balbalaktagan, 	
 alma 	
 	
 gül-dör-ü-nö  

	
 	
 	
 外-DAT なる-COND    真っ白の	
 	
 	
 リンゴ	
 	
  花-PL-3:POSS-DAT 

	
 	
   okšo-gon       kar  jaa-p       jat-tï．	
 	
 	
 	
 	
 (Almalar güldöyt) 

      似ている-VN    雪	
 降る-CVB   jat-PAST1 

     「外には真っ白なリンゴの花のような雪が降っていた。」 
 
	
 後述の(16)の例に見られる kiyは日本語の「着る」に対応するが、日本語の「着る」は動作動

詞と変化動詞の両方の資質を持つ動詞である。 

                                                   
43 アクマタリエワ(2014)は〈動きの持続〉という用語を使用しているが、筆者も主に人の場合に〈動
作の進行〉、自然現象の場合に〈動きの持続〉という用語を使うことにする。 
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 ①今、着物を着ていますが、上手に着られないので、手伝ってください。（動作動詞） 
	
 ②あの青い色の着物を着ている人は田中さんです。（変化動詞） 
①は動作動詞で、今着つつある、進行中を表すが、②はもうすでに着物は着ていて、着物を着た

結果の状態を表している。これらに対して、キルギス語は、(16)のように、今進行中の意味で動
作動詞として使われる場合に jat-を用いる。しかし、(17)のように着物を着ている結果の状態を
表す場合は tur-と置き換えることで、〈変化の結果の状態〉を表すことになる。 
 
(16)  Anïn	
  karbalasta-p  	
 šaš-ïp  	
 	
  kiyin-ip      	
 	
 jat-kan-ïn  

    	
 彼-GEN 慌てる-CVB 	
 急ぐ-CVB 	
 着替える-CVB 	
 	
 jat-PART-ACC  

	
 	
 	
 Kudaybergen       bayka-p:  (Kara šumkar) 

	
 	
 	
 PSN	
 	
 	
 	
 	
 	
   気づく-CVB 

 	
 	
 「彼が大急ぎで着替えているのをクダイベルゲンが気づいて：」 
 
(17) 	
 Tigi 	
 kök 	
 kimono 	
 kiy-ip        tur-gan    adam 	
 Tanaka. 

    	
 あの	
  	
 青色	
 着物	
 	
 	
 着る-CVB 	
  tur-PART  人	
 	
 	
 PSN 
	
 	
  「あの青色の着物を着ている人は田中さんです。」 
 
	
 次に、キルギス語における動作動詞の一つである移動動詞の場合を見る。この移動動詞は次の

3つの形式の中で用いられる。なお、①と②の形式には jat-だけではなく、tur- と jür-も使うこと

ができるが、③の形式においては jat-のみが使われる。さらに、この形式の移動動詞２の位置に

現れる bar-a jat-a-t と kel-e jat-a-tは音韻縮約されて、それぞれ baratat- と keltat-として使われる。

このことが文法化されてきていることを意味していると思われる。 
 
①「移動動詞-(ï)p jat-」形式で現れる場合 
②「V-(ï)p 移動動詞-(ï)p jat-」形式で現れる場合 
③「移動動詞１V-(ï)p移動動詞２ -(a/e) jat-」形式で現れる場合 

 
	
 以下、それぞれを順に見ていく。 
 
①「移動動詞 -(ï)p jat-」形式で現れる場合  
	
 移動動詞が本動詞として現れる場合、(18)〜(22)の複数主体の場合、発話時点前から継続して
いる〈動作のくりかえし〉を表すが、(23)〜(25)から分かるように、同じ移動動詞でも単数主体
の場合は現時点での〈動作の進行〉を表すことになる。 
 



78 
 

(18)	
 Biz-din  	
  aldan-ïp        čet ölkö-gö     čïg-ïp 	
 	
     jat-kan 44 

      私達-GEN  騙される-CVB   外	
 国-DAT  出かける-CVB    jat-PART 

      kïz-kelin-der-ibiz-din         san-ï     köböy-üp       jat-a-t.    (azattïk.kg) 

      女子−妻-PL-1PL:POSS-GEN   数-ACC   増加する-CVB  jat-PRS-3SG 

     「騙されて外国へ出かける女子達の数は増加している。」 
 
(19)  Šayloo-ču-lar 	
 dobuš   berüü-gö    	
  kel-ip      jat-ïš-a-t. （super.kg） 

   	
  投票-者-PL    投票	
 	
 あげる-VN-DAT  来る-CVB 	
 jat-RECP-PRS-3 

  	
  「投票者達は投票するために来ている。」 

 

(20)  Köö-nün küzgü	
  kün-dörü 	
 kïzïktuu	
 	
  öt-üp       jat-tï.    (Kara šumkar) 

     金-GEN 秋	
 	
 	
 日-PL  	
 	
 面白い	
    過ぎる-CVB   jat-PAST1 

    「金色の一色の秋の日が楽しく過ぎていた。」 
 
(21)  1990-jïl-dar-dïn   	
 baš-ïn-da 	
   mamlekettik 	
 	
 kvota 	
 boyunča  

      1990年-PL-GEN   初め-3:POSS-LOC	
 国立	
 	
 	
 クォータ	
 によって 

      student-ter  kel-e     bašta-gan,     azïr da     kel-ip    jat-ïš-a-t.  (azattïk.kg) 

	
 	
   学生-PL   来る-CVB  始める-PAST2  今	
 も	
  来る-CVB  jat-RECP-PRS-3 

     「1990年代初頭から国のクォータ制度によって、学生が来始め、今も来ている。」 

 

(22) …ayrïm ěl    ökül-dör-ü       öz    kaaloo-lor-u      menen        

      ある 国民	
 代表-PL-3:POSS 自分	
 希望-PL-3:POSS    と	
  

      deputat-tïktan  ket-ip    jat-ïš-a-t.         (ktrk.kg/post)                                   

      議員-ABL     行く-CVB jat- RECP-PRS-3 
     「ある国民代表者達は自分の希望で議員職を辞任している。」 
 
(23)	
 Menimče,   biz-de        jalpï   ulut-tu    bir 	
  maksat-ka     bašta-gïday 

    	
 私の考えで	
 私たち-LOC 一般	
 民族-ACC 一つ	
 希望-DAT      始める-ため	
  

   	
  lider 	
 čïk-pa-y         jat-kan-ï-nïn        negizgi   sebebi  ulut  bol-o    

   	
 リーダ	
 出る-NEG-CVB    jat-PART-3:POSS-GEN  主な	
 理由	
 民族	
 なる-CVB  

  	
  al-ba-y, 	
    	
 ramatïlïk     Alïm Toktomušev    ĕske 	
 sal-gan    uruučulduk  

   	
 取る-NEG-CVB 	
 死んだ人	
 	
 PSN	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 記憶	
 	
 残す-VN   部族主義 

   	
 degen köödök 	
 kurak-tan 	
 ös-üp 	
 	
 čïg-a 	
 al-bay 	
 	
 jat-kan-ïbïz-da.	
 (Kutbilim) 

   	
 と	
 幼い	
 	
 時期-ABL 	
 成長する-CVB 	
 出る-CVB 取る-NEG	
 jat-PART-1PL-LOC 

                                                   
44 この場合の čïg-ïp jat-kanを「出かけている」より「出かける」とする方が適格である。 
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   「私の考えでは、国民全体を一つの夢に向かわせるためのリーダーが出ていない。その      

	
 	
  主な理由はなくなったアリム・トクトムショフの言うとおり、部族主義という幼い頃から	
  
	
 	
  考えが抜けられないからである。」 
 
(24)  Al  jumuš-u-nan     	
 ket-ip      jat-a-t.	
 	
 （super.kg） 

      彼	
 仕事-2:POSS-ABL   行く-CVB  jat-PRS-3 

	
 	
 「彼は仕事を辞めようとしている。」 

 

(25)	
 Šumkar   kol-u-na       kel-gen-den    berki  anïn 	
 kïyal-jorugun 

      鷹	
 	
 	
 手-3:POSS-LOC 来る-PAST-ABL 	
 後	
   彼の	
 	
 性格出来事 

	
  	
  köz aldï-nan tasma-day      čuba-p        ötkör-üp     jat-tï. （Kara šumkar） 

	
 	
 	
 目	
 前-ABL 映画-のように	
 並べる-CVB  	
 通す-CVB  	
 	
 jat-PAST1 

  	
 「目の前で鷹が初めてきた頃から今までを彼は映画のように映していた。」 
 
②「V-(ï)p 移動動詞 -(ï)p jat-」形式で現れる場合  
	
 この「V-(ï)p 移動動詞-(ï)p jat-」形式は、「移動動詞-(ï)p jat-」と同様に、複数主体による用例

が多い。この用例でも、jat-は、主体の〈動作の進行〉の意味を表す。 
 
(26)  Alïp-satuuču-lar      arzan  unaa-lar-dï 

      買う- 売る-者-PL    安い	
  車-PL-ACC 

      Rossiya-dan     al-ïp      kel-ip      jat-ïš-a-t. 	
 (barakelde.kg) 

      ロシア-ABL    取る-CVB   来る-CVB   jat-RECP-PRS-3 

     「商売をする人たちはロシアから安い車を持って来ている。」 
 
(27)	
 Alar atayïn  šaar-dan     jer jemiš  sat-ïp         kel-ip     jat-ïš-a-t. (super.kg) 

     彼ら	
 わざと	
 都会-ABL	
 フルーツ	
 売る-CVB    来る-CVB  jat-RECP-PRS-3 

  	
 「彼らはわざと都会からフルーツを買ってきている。」 

    
	
 なお、(26)と(27)の補助動詞 jat-を tur-や jür-に置き換えると、「動作のくりかえし」の意味を表

す。しかし otur-に置き換えると、意味が通じなくなる。 
 
③「移動動詞 1V-(ï)p 移動動詞 2-(a/e) jat-」形式の場合  
	
 ターライベクキズ(2007: 319)が述べているように、「走る」、「歩く」、「泳ぐ」、「飛ぶ」などの
移動動詞の場合には、単に jat-を添えるだけでは「〜テイル」で示されるような移動の進行を表
すことができない。そうした意味を表すには「V1-V2(bar-a/kel-e) V3(jat)」という形式をとること



80 
 

が必要になる。つまり、čurka-p bar-a jat-a-m（走って行く途中、または走って行こうとしている）、

bas-ïp kel-e jat-a-m（歩いて来ている途中、または歩いて来ようとしている）という形式になって

初めてある方向に向かっての移動の進行を表す。このように、キルギス語ではある方向に向かっ

ての移動の進行を表すためにはこの形式にしなければならない。 
	
 Oruzbaeva et al.,Red（2009: 331）でも、同じ様に«бар» «кел» «кет» деген негизги компоненттер 

менен айкашкан учурда жардамчы этиш “жат” аркылуу кыймыл	
 -аракеттин онүккон процесс 

сыяктуу созулушу корсотүлот ошону менен бирге багытты билгизүү мааниси да орун алат．（「行

く」「来る」「帰る」という動詞と組み合わさった場合、補助動詞 jatによって動作の進化した
プロセスと同時に方向を示す意味も表示される。）という記述がある。 
 

(28)  Alïm 	
 kaškar         tarap-ka   ket-ip    bar-a       jat-kan45. 

    	
 PSN  カシュカル	
 	
 方向-DAT	
  行く-CVB 	
 行く-CVB  jat-PAST2  

 	
 	
 「アルムはカシュカル方面へ行っていた。」 

 

ただし、この文は「V1(ket-(ï)p/V2(bar-a) jat-」形式であり、「V-(ï)p 移動動詞-(ï)p jat-」形式とは異

なるものである。この「V1(ket-(ï)p/V2(bar-a) jat-」形式では、前半に以下のような移動動詞が来る。 

	
  

	
 	
 bas「歩く」、čurka「走る」、uč「飛ぶ」、süz「泳ぐ」など 

	
 	
 bas-ïp kel-e/ bar-a jat-a-t	
 	
 	
 （歩いて来て/ 行っている） 

	
 	
 čurka-p kel-e/ bar-a jat-a-t	
 	
  （走って来て/行っている） 

	
 	
 uč-up ke-le/ bar-a jat-a-t.	
 	
 	
 （飛んで来て/行っている） 

	
 	
 süz-üp kel-e/ bar-a jat-a-t	
 	
 	
 （泳いで来て/行っている） 

 
(29)  Nečen jïl-dan   beri    birgeleš-ip	
 	
 	
  tur-up	
 	
 	
  kel-e	
 	
 	
  jat-a-bïz, 

	
 	
 	
 いくつ	
 年-ABL から	
 一緒になる-CVB 立つ-CVB 	
 来る-CVB 	
 	
 jat-PRS-1PL 

	
 	
 	
 dalay ele 	
 tuz 	
 	
 	
 tat-ïp 	
 	
 	
 jür-ö-büz.	
 （super.kg） 

      いっぱい	
 	
 塩	
 	
 	
 食べる-CVB  jür-PRS-1PL 

   	
 「私たちはもうだいぶ前からお互いを支え合い、一緒に時間を過ごしている。」 
 
	
 この（29）の V2である kelは、伝統文法書では語彙的な意味で使われると述べているが、こ

れは事実と反する。なぜなら、V2としての kelは文法的な意味を示しており、kel-e jat-a-bïzの本

動詞の tur-（支える）を実現するための文法的な要素だと思われるからである。kel-（来る）は

V1である turと一緒に使われ昔から現在という方向性と進行の意味で使われている。ロシア語や

                                                   
45 baratkanは話し言葉としてよく用いられるが、最近では書き言葉としてもよく使われるようになっ
ている。 
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日本語に訳すと kelは訳されない。以下の(30)〜(32)は、「意見が言われている」「沈んで行っ
た」「登りつつある」とだけ訳され、ある方向に向かって進行していることを表している。 

 

 

(30)	
 Mumiya-nyn   jaralïš-ï       jönündö 	
 	
 ar kim    ar kanday  

      ミライ-GEN    出現-3:POSS について	
  それぞれ	
   多様な	
  

pikir-ler   aytïl-ïp         kel-e        jat-a-t.	
 	
 	
   (Tarïh) 

      意見-PL	
 言われる-CVB   来る-CVB   	
 jat-PRS-3 

  	
 「ミライの出現については今まで色々な意見が言われて来ている。」 

 

(31)   Kün 	
 	
 bat-ïp   	
  bar-a       jat-kan.  (作例) 

	
 	
 	
 太陽	
 	
 沈む-CVB 	
 行く-CVB  	
 jat-PAST2 

   	
 「太陽が沈んでいった。」 

 

(32)   Kün  čïg-ïp     kel-e        jat-a-t.	
 （作例） 

      太陽 	
 昇る-CVB 	
 来る-CVB  	
  jat-PRS-3 

  	
 	
 「太陽が昇りつつある。」 

 

なお、*Kün  čïg-ïp   kel-ip   jat-a-t. や*Kün 	
 	
 batïp    bar-ip       jat-kanが不自然な

文になるため、V２には(i)p副動詞を使うことができない。 

	
 (31)と(32)をそれぞれ直訳すると「太陽が沈んで行っている」と「太陽が昇って来ている」と

なるが、他の言語に訳すとき「行く」「来る」という語彙的な意味は省略され、文法的な意味で

使われる。つまり、bar-a jatの「行っている」は発話者から遠ざかる方に向かって弱まっていく

ことを表すのに対して、kel-e jatの「来ている」は発話者の方に向かって来るので動作の上昇を

表す。例えば、öl-üp bar-a jat-kan（死につつあった）は少しずつ意識をなくしつつ死にかけてい

る状態を表すのに対して、tiril-ip kel-e jat-kan は（生き返えりつつあった/意識が戻っている）状

態を表す。 

	
 そして、この「移動動詞１V-(ï)p移動動詞２ -(a/e) jat-」形式の移動動詞１の代わりに他の動詞
が来ることがある。以下のような対義語をもつ動詞の場合、bar-a jatと kel-e jat	
 が用いられ、

主体の動作がある方向に向かって進行していることを表している。そして、V1には必ずしも移

動動詞が来るわけではなく、bar-a jat-a-t と kel-e jat-a-tは音韻縮約されてそれぞれ baratat- と

keltat-のように使われ、文法化していると思われる。日本語に直訳すると次のようになる。 

 
	
 čïg-ïp bar-a jat-at  vs.  kir-ip kel-e jat-a-t	
 	
 	
    「出ていっている	
 入ってきている」 

	
 ačïl-ïp bar-a jat-a-t vs. bürköl-up kel-e jat-a-t 	
     「晴れていっている	
 曇ってきている」 



82 
 

	
 čoŋoy-up bar-a jat-a-t vs. kičirey-ip kel-e jat-a-t 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「大きくなっていっている	
 小さくなってきている」 

	
 ěrip bar-a jat-a-t vs. toŋ-up kel-e jat-a-t	
 	
 	
       「溶けていっている	
 凍ってきている」 

	
  

tol-up bar-a jat-a-t vs.böksör-üp kel-e jat-a-t	
 	
  

	
                              「いっぱいになっていっている	
 少なくなってきている」 

	
 köböy-up bar-a jat-a-t vs. azay-ïp kel-e jat-a-t 	
 「増加していっている	
  減少してきている」 

	
 semir-ip bar-a jat-a-t vs. arïkta-p kel-e jat-a-t	
 	
 	
 	
 	
 「太っていっている	
 痩せてきている」 

 

1.2 本動詞が変化動詞の場合  
	
 変化動詞とは、その動作が起こる前と後で変化が生じている動詞のことをいう。また、瞬間に

終わってしまう動作を表し、その結果が残っていることを表しているので、瞬間動詞ともいう。

変化動詞は、基本的に主体の〈変化の結果の状態〉の意味を表す。つまり、動作が終わった後に、

主体の変化した状態が持続することになる。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
	
 V-(ï)p jat-形式の特徴は、以下の(33)と(34)が示しているように動詞「死ぬ」と組み合わさり、
必ず眼前で「死んでいる」状態を表すことである。日本語では「死ぬ」は変化動詞で〈変化の結

果の状態〉の意味を表しているとされているが、キルギス語も同じ用法をもつと言えるだろうか。

V-(ï)p jat-形式は、「現在＋進行アスペクト」の意味が中心的であるが、この無意識的な状態変化
を表す動詞「死ぬ」と結合できるのは、jat-の語彙的な意味「横たわる」に深く関わっていると
考えられる。キルギスの日本語学習者も日本語の「死んでいる」という文を「死につつある」と

誤解し、〈変化の結果の状態〉の意味で捉えにくいのもその理由である。次の２つの例の文脈か

ら分かるように、両方とも眼前で死んでいる人を指している。 
 
(33) …öl-üp     jat-kan   kiši-nin   öl-gon-ü-nö            da    

     死ぬ-CVB  jat-PART  人-GEN   死ぬ-PART-3:POSS-ACC も 

     išene  	
 	
 	
 	
 	
 al-gan 	
 	
 	
 jok-mun.             （Bašï jok čabandes） 

     信じる-CVB 	
 	
 	
 al-PART  	
 NEG-1SG 

   「そこの人が死んでいることを信じられなかった。」 
 
(34)	
 Ušu-lar-dïn   ič-i-nde           čalka-sï-nan          tüš-üp       kïbïla-nï	
  

     これ-PL-GEN	
 	
 中-3:POSS-LOC	
 仰向け-3:POSS-ABL   降りる-CVB   祈り側-ACC 

     betten-ip     öl-üp	
 	
  jat-kan 	
 Serikbay	
  körün-du.	
 (Dürbölöŋ zaman) 

     向かう-CVB  死ぬ-CVB  jat-PART   PSN    見える-PAST1  

 	
 「これらの中に仰向けになって祈りの方角に向いて死んでいるセリクバイが見えた。」 
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 これらの文では、人が「死ぬ」途中（あるいは「死にかけている」）のではなく、もうすでに

「死んだ」後の変化した結果の状態を表している。このように「死ぬ」という動詞に関しては補

助動詞 jat-が使われ、他の補助動詞（tur-、otur-、jür-）を使うことができないのが特徴である。

死んでいる姿が必ず眼の前に存在しなければならないという条件がある。もし眼の前になければ、

「死ぬ」に-gan 接尾辞の不定過去形、または〈動作の完了〉を表す別の補助動詞 kal-が使われ、

補助動詞 jat-は不要になる。 

	
 なお、変化動詞と補助動詞の jat-が用いられていても、主体の〈変化の結果の状態〉でも〈動

作46の進行〉の意味でも使われる用例がある。下の(35)〜(38)の ura-（倒れる）、küy-（燃える）、

tokto-（止まる）、jayna-（広がる）などの動詞を含む形式が該当し、ある時点における〈動作の

進行〉と〈変化の結果の状態〉の両方の文法的な意味を表せると考えられる。すなわち、眼前に

倒れている状態、燃えている状態、止まっている状態を表す時に jat-が使われるが、その状態は
現在進行中なのか、結果として眼前に残っているのかで二つの文法的な意味を表すと考えられる。

キルギス語の先行研究でも、jat-が〈変化の結果の状態〉を表すと記述されていないのは、jat-が
進行アスペクト形式として捉えられているからと考えられる。 

 

(35)	
 Sovetter   Soyuz-un-da	
 	
 	
  salïn-gan 	
 	
 	
 	
 mektep-ter 	
  bügünkü  

   	
 ソビエト	
  連邦-3:POSS-LOC	
 建てられる-PART	
  学校-PL	
 	
   今日 

kündö 	
  ura-p 	
 	
 	
 	
 jat-a-t. 	
 	
 	
 (barakelde.org/news) 

日	
 	
  	
 倒れる-CVB 	
 jat-PRS-3 

   「現在、ソビエト時代に建てられた学校は倒壊しつつある。」 
 
(36)	
 Ïsïk-Köl 	
 oblus-un-da 	
 tyan šyan karagay-larï küy-üp	
  jat-a-t. (bulbul.kg) 

     イシククル	
 州-3:POSS-LOC	
 天山	
 トウヒ-PL	
 燃える-CVB	
  jat-PRS-3  

   「イシククル州では天山トウヒが燃えている（燃えつつあった）。」 

 

(37)	
 Kömür 	
 kazuu-ču,	
  kïš, 	
 	
 sement 	
 	
 čigar-uuču  

     炭	
 	
 	
 掘る-VN	
 	
 ブロック	
 セメント	
 	
 出す-VN 

     iškana-lar 	
 tokto-p 	
 	
 	
 jat-a-t.	
 	
 	
 (kabarordo.kg) 

	
 	
  工場-PL	
 	
 止まる-CVB	
  jat-PRS-3 

   「炭、ブロック、セメントを作る工場は止まっている。」 
                                                   
46 ここでの動作とは、工藤 (1995: 70)が外的運動動詞（開ける、切る、殺す、食べる、見る、読む、
たたく、歩く、遊ぶ、動く、座る、行く、死ぬ、枯れる、曇る、結婚する）に対して用いている意味

のことを指す。すなわち、外的運動動詞（dynamic verb）は、時間のなかに成立（開始）・展開・消
滅（終了）し、場合によっては、結果を残す、ものの動態的な運動をとらえている動詞らしい動詞で

ある。したがって、本論文での動作は、以上の工藤（1995: 70）の定義に基づき、本来の動作よりも
広い意味で用いることにする。 
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(38)	
 Ördök,  kazdar 	
 	
 	
 top-top   bol-up,   	
 	
 biröö	
  	
 uč-sa,      

 	
 	
 アヒル	
 ガチョウ	
   いっぱい	
   なる-CVB 	
  一人 	
 飛ぶ-COND 

    	
 biröö 	
 kon-up,     saz-dïn	
  	
 bet-in   	
 	
 	
 ber-be-y      

     一人	
  着く-CVB	
 	
  沼-GEN 	
  面-3:POSS      あげる-NEG-CVB 

 	
 	
 jayna-p        jat-ïš-kan      	
 	
  ĕken.         (Kara šumkar) 

	
 広がる-CVB  	
 	
 jat-RECP-PAST2    	
 	
 MOD 

「アヒルとガチョウは一緒になって、飛んだり、止まってりして沼の表面に広がっていた。」 
 
(39)	
 Sögüp         jiber-e     tašta-p           oktos  ber-ip          bar-ïp,       

     悪態つく-CVB  しまう-CVB しまう-CVB     急なジャンプする-CVB 行く-CVB 

   	
 özün- özü   araŋ   toktot-up      	
 	
  jat-tï.   (Kara šumkar) 

   	
 自分自身	
 やっと	
 止めさせる-CVB 	
   jat-PAST1 

   「悪態をつくことを、自分自身でなんとか止めさせていた。」 
 
(40)	
 Apa 	
 	
 men-den	
  ĕmne-ni  jašïr-ïp  	
 jat-a-sïz?   (super.kg) 

	
 	
  母	
 	
 	
 私-ABL    何-ACC   隠す-CVB  jat-PRS-2 

   	
 「お母さん、何を隠しているの？」 
 
	
 上記の(39)と(40)の本動詞は変化動詞であるが、これらも現在進行中の動作を表し、〈変化の
結果の状態〉の意味を表すと位置付けるのにはー考の余地がある。 
	
 アクマタリエワ（2014）では、(41)の baš koš-（結婚する）の例をみると、複数主語による動

作であるから、jat-は、主体の〈動作のくりかえし〉の意味を表すが、(42)の（離婚する）の場
合には〈変化の結果の状態〉の意味を表すと主張している。しかし、発話時点で複数の主語が（結

婚する）行為を行っているので、発話時前から始まっており、現在も継続しているので〈動作の

進行〉として取ることができる。（離婚する）も発話時点で離婚しようとしている最中で、まだ

離婚していない状態として捉えるのが直感的に妥当である。ここでは、〈変化の結果の状態〉の

意味ではなく、両方とも〈動作の進行〉の意味を表すと考えられる。 
 
(41)	
 Akïrkï    ubaktar-da  	
 	
  jaran-dar 	
 ubaktïluu  sotsialdïk jana  materialdïk 

	
 	
 	
 最後	
 	
 	
 時-PL-LOC      住民-PL   一時的	
    社会的	
 	
 と	
 	
 経済的 

abal-dar-ïna           kara-p      baš koš-up 	
 	
 	
   jat-ïš-at. 	
 (kabarordo.kg) 

 	
 状況-PL-3:POSS-ACC   見る-CVB  結婚する-CVB	
 	
 	
  jat-RECP-PRS 

  	
 「最近、人々は相手の社会的地位と経済的状況を見て結婚している。」 
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(42)	
 Biz 	
  ajïraš-ïp 	
 	
 	
  jat-a-bïz, 	
 	
 	
 birok 	
 	
 anïn 	
 sebeb-ter-in  

私たち	
 離婚する-CVB 	
 jat-PRS-1PL	
 しかし	
  それの	
 理由-PL-ACC 

	
 	
 ayt-uu-ga        mildet-tüü     ĕmes-min.  (super.kg) 

  	
 言う-VN-DAT    義務-ADJ	
 	
 	
 ない-1SG 

 	
 「私たちは離婚しようとしているが、その理由を説明する義務はない。」 
 
	
 なお、これらの用例に現れる jat-を他の補助動詞（tur-、otur-、jür-）に置き換えることはでき

ない。 
 
1.3	
 本動詞が状態動詞の場合  

V-(ï)p jat-形式では、補助動詞 jat-が本動詞として元々状態動詞であり、「横たわっている」の

意味で使用されることと研究対象である 4 つのうち jür-（動く）を除き、tur- （立っている）、

otur-（座っている）も状態動詞であることは既に述べた。これら 4つの動詞が本動詞として使わ
れ、どのような補助動詞と組み合わせると状態を表すことができるのだろうか。以下の用例を見

よう。 
 

(43)	
 Men bügün 	
 kečke  üy-dö   	
  jat-tï-m/          bol-du-m.	
 （作例） 

    私	
 今日	
 	
 ずっと	
 家-LOC 横たわる-PAST-1/	
 	
 なる-PAST-1SG 

	
 「私は今日ずっと家にいた。」 

 

(44)	
 Al   tamak  bïsh-kïča     	
 	
 	
 jat-ïp 	
 	
 	
 	
 	
 tur-du.	
 （作例） 

	
 	
 彼	
 ご飯	
  出来上がる- まで 	
  横たわる-CVB 	
 	
 tur-PAST 

	
 「彼はご飯が出来上がるまでは横になっていた。」 
 
(45)	
 Kalïŋ kar-dï   üŋküp kir-ip  kork-up     jat-ïp   ukta-p      kal-a-sïŋ.   (M.m.j j) 

      厚い	
 雪-ACC  入る-CVB  怖がる-CVB  jat-CVB  眠る-CVB   残る-PRS-2SG 

      「厚い雪の中に入って、怖いまま横になっているとき眠ってしまう。」 

 
	
 (43)は、jat-が本動詞として使われ、日本語の「いる」に対応している。また、同じ意味での

（いる）は bol-（なる）によっても表されている。さらに(44)が示しているように（いる）とい

う状態の持続は、本動詞の jat-が補助動詞の tur-（立つ）とのみ結合して、jat-ïp tur（横になって

いる）状態となり、ある一定の時間における持続した状態を表すようになる。これに対して(45)

の補助動詞 jat-は語彙的な意味で使われており、前接する動詞の kork-（怖がる）の次に来る ukta-

「眠る」と直接関係し、「怖いまま横になっている時に眠ってしまう」という意味が読み取れる。 

	
 以下の用例では、必ずしも jat-の語彙的な意味が関わっているとはいえない。 
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(46)	
 Fasol’ 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 kanča-dan      bol-up       jat-a-t? 
   	
 ふっくら花まめ	
 	
 	
 いくら-ABL	
   なる-CVB      jat-PRS-3SG 

    「ふっくら花まめはいくらになっていますか？」 

 

(47)	
 Küŋgöydö-gü 	
 kïrgïzdar     alay-dülöy 	
 bol-up 	
  jat-a-t.   (Dürbölöŋ zaman) 

      山の太陽向け  キルギス人-PL	
 パニック	
 なる-CVB  jat-PRS-3PL 

     「山の太陽の側にいるキルギス人はパニックになっている。」 
 

(48)	
 «Te  say-da      ĕmne  bol-up     jat-a-t       ĕken?» dep    oylo-du    čal  

	
 	
 	
 あの	
 河床-DAT 何	
 	
 なる-CVB 	
 jat-PRS-3	
     MOD	
 と  考える-PAST	
 爺 

    	
 beš-inči	
  kabat-ta      tur-up.    (Almalar güldöyt) 

    	
 5番目	
 	
 階-DAT	
 	
   立つ-CVB 

   	
 「あの河床はどうなっているのかなとお爺ちゃんは５階にいながら考えた。」 
 
	
 これらの場合には、jat-の本来の語彙的な意味、つまり、「横たわる」という意味を表わしてい

ると考えられない。したがって bol-のような（なる）の意味を表す動詞と共起する場合には、jat-

は、主体の〈変化の結果の状態〉の意味を表しているといえる。 

以上、文学作品から確認できたのは、V-(ï)p jat-形式に現れることができる本動詞は状態を表

す動詞 bol-だけである。 

 

1.4本動詞が内的感情動詞の場合  

この類の本動詞が用いられる場合、V-(ï)p jat-形式は、ある時点における〈心理的な状態〉と

いう文法的な意味を表わす。 
 

(49)	
 Al ĕmi 	
 azïr	
  körköm gimnastika 	
   jön 	
 	
 gana       suluu-luk, 

それでは	
 今	
 	
 	
 体操	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ただ	
 	
 だけ	
     綺麗-NMZL 

mïktï  	
  kelbet-ten  	
 tïškarï    	
 umtuluu-nu,	
 	
     kayrattuu  

完璧	
  	
  体-ABL	
   	
 以外	
  	
 	
 	
 前進する-ACC	
   	
 心強い 

bol-uu-nu 	
  	
  	
  üyröt-ör-ün  	
      tüšün-üp 	
 	
   	
 jat-a-m.（super.kg） 

	
 	
 	
 なる-VN-ACC	
 	
 	
 学ばせる-FUT-ACC	
  分かる-CVB	
      jat-PRS-1SG 

 	
 「今、体操はただの綺麗な体を作るだけはでなく、精神的にも前向きにさせることがわかっ
てきている。」 

 
(50)	
 Men ošol	
  üčün	
  tolkundan-ïp‚  	
  kuban-ïp 	
   jat-pa-y-mïn-bï. (Ěkinči ömür) 

私 その 	
 為   	
 	
 興奮する-CVB 	
 喜ぶ-CVB  	
  jat-NEG-PRS-1SG-Q 
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 「私はそれによって、興奮して、喜んでいるのじゃないか。」 
 
(51)	
 Ayt-uu-dan 	
 	
 uyal-ïp	
 	
 	
   jat-kan-dïr. (Kanïbek) 

言う-VN-ABL  恥じる-CVB 	
 	
 jat-PST2-MOD 

「言うことを恥ずかしがっているかもしれません。 
 
(52)	
 Šumkar-dï  kör-gön-dör-ünön           da 	
 	
 	
 kör-ö   elek 	
 	
 el-der  
    	
 鷹-ACC   見る-PART-PL-3:POSS-ABL    も      見る-CVB ない	
 	
 人-PL 

    	
 türkün tür-gö 	
 	
 sal-ïp        daŋazala-p    	
 	
    jat-ïš-tï.   (Karašumkar) 

    	
 色々-DAT    	
  入れる-CVB  	
 褒める-CVB     	
 	
  jat-RECP-PAST1 

	
 	
 「鷹を見ていない人でも盛んに鷹を褒めていた。」 
 
(53)	
 Kolu-butu    	
 	
  bayla-n-ïp,      	
 	
 kapasta           korduk	
  tart-ïp  

    	
 手	
 足-3:POSS 	
 	
 縛る-PASS-CVB	
  バードケージ-LOC 	
 侮辱	
 	
 吸う-CVB 

    	
 jat-kan 	
 	
 itelgi-ler-dey 	
 	
 	
 	
 	
 bol-gon       jok.  (Karašumkar) 

    	
 jat-PART 	
  鷹-PL-のように	
 	
 	
 	
  なる-PART    ない 

	
 	
 「手足が結ばれ、バードケージで虐められている鷹のようにならなかった。」 
 
(54)	
 Köpčülük	
 	
  učur-da 	
   mugalim-der 	
  mina	
  ušul  
	
 	
 	
 多く	
 	
 	
 	
 	
 時-LOC    教師-PL	
  	
   	
 ほら	
 	
 この 

    	
 ayïrmačïlïk-tar-dï 	
 	
  bil-be-y       	
  jat-ïš-ïptïr.    (kutbilim) 

	
 	
 	
 違い-PL-ACC    	
 	
 知る-NEG-CVB  	
 	
 jat-RECP-PAST3 

	
 	
 「多くの場合、教師達はこのような違いを知らなかったようだ。」 
 
	
 (54)の bilの本動詞（知る）は否定形で使われているが、同じ動詞を肯定の意味で使うと不自
然な文になる。なお、日本語の「知っている」の意味を表すには、キルギス語では本動詞 bil-と

補助動詞を用いて bil-ip jat-a-mではなく bil-e-mのように単純現在形の-eを使う。 
 
(55)	
 Bul 	
  bilim 	
 	
  berüü-nün    	
  jaŋï	
 	
    traektoriya-sï-n,  

	
 	
 	
 これ	
  教育	
  	
 あげる-GEN   	
 新しい	
     観点-3:POSS-ACC 

jaŋï	
 	
   filosofiya-sï-n        köpčülük      učur-da       mugalim-der  

新しい	
  哲学-3:POSS-ACC   	
 多い	
       	
 場合-LOC    	
  教師-PL 

    	
 sez-be-y          jat-kan-ïn     Abakir 	
 	
 Mamïtov	
 	
  belgile-di.   (kutbilim) 

感じる-NEG-CVB  jat-PART-ACC   PSN   	
   PSN          指摘する-PAST1 
	
  「多くの場合、教師達はこの教育の新しい観点、新しい哲学的な観点を感じていない	
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 ことをアバキル・マミゥトフさんは指摘した。」 
 
(56)	
 Ošondon  mugalim-der    čočula-p      jat-ïš-a-t. （super.kg） 

    	
 それから	
  教師-PL      怖がる-CVB   jat-RECP-PRS-3 

「このようなことから教師は怖がっている。」 
 
(57)	
 Kiyinki  mezgil-de    baldar-dïn          san-ï        ös-üp  

    	
 最近	
 	
  時期-LOC   子供たち-GEN       数 3:POSS   増える-CVB 

   	
  jat-kan-dïgïn     bayka-p        jat-a-bïz.	
 	
 	
  (Kutbilim) 

   	
  jat-VN-ACC       気づく-CVB      jat-PRS-1PL 

	
 	
 「最近、子供の数が増えていることに気づいている。」 
 
(58)	
 Ošol     kökürög-ün-dö    kal-gan     ün-süz  

   	
 その	
 	
   胸-3POSS-DAT    残る-VN    声-なし 

   	
 kïykïrïk   azïr       kïyna-p         jat-tï.	
 	
 	
 	
 (super.kg) 

 	
 	
 叫び	
 	
 	
  今	
      苦しむ-CVB     jat-PST1 

	
 	
 「その胸に刻んだ声なしの叫びは今も私を苦しませていた。」 
 

(55)～(58)の例は、ある時点における〈心理的な状態〉という文法的な意味を表わす。 

 

1.5	
  jat-形式の過去と未来における〈動作の進行〉を表す場合  
 

	
 今回の言語資料から V-(i)p jat-の場合、以下の構文形式が現れていることが分かる。 
①「-(ï)p  jat-kan  PART  bol-PAST3-人称語尾」形式 

②「-(ï)p  jat-kan  PART	
 eken MOD」形式 

③「 -(ï)p  jat-kan  PART  bol-PRS-人称語尾」形式 

 

  以下、それぞれを見ていく。 

① 「 -(ï)p jat-kan PART bol-PAST3-人称語尾」形式  

	
 「jat-補助動詞＋kan 分詞＋bol PAST3+人称語尾」の形式は過去における〈動作の進行〉を表

す。この形式は、〔jat補助動詞+-kan分詞+bol動詞の語幹+習慣過去形の-ču接辞〕を付加させた

形である。これは他の過去形の接辞-dy、-kan、-ïptïrが使えないことが特徴である。 

(59)と(60)の用例は、過去における進行中の動作を表す。 
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(59)	
 Ěki jïl-dan  beri	
  biz-din 	
 	
  kolxoz	
      öz	
  küč-ü 	
 	
 	
  menen 

     二 年-ABL  から   私達-GEN    コルホーズ 自分   力-3:POSS    と 

     jaŋï 	
 	
 mektep	
  kur-up	
      jat-kan	
 	
   bol-ču. 	
 	
 	
 	
 (Birinči mugalim) 

     新しい   学校 	
  建てる-CVB	
  jat-PART 	
    なる-PST4 

   「二年前から私たちのコルホーズは、自分達の力で新しい学校を建てていたんだ。」 
 
(60)	
 Ěki kün murun  al  bul 	
 jer-de     kitep  sat-ïp    jat-kan    bol-ču. (Poezd. b.) 

   	
 二	
 日	
 前	
   彼	
 ここ  土地-LOC  本	
  売る-CVB  jat-PART  なる-PAST3 

  	
 「二日前、彼はこの辺で本を売っていた。」 

 
 これらの文においては、過去にあることが行われていたが、現在はなんらかの理由で中断して
行われていないという現在との対比の意味を表しているのが重要な点である。すなわち、(59)
は「以前学校を建てていたが、今は建てていない」、(60)は「前は本を売っていたが、今は売っ
ていない」という意味になる。 
 
② 「 -(ï)p jat-kan PART eken MOD」形式  

	
 この形式も上記と同様、過去においての動作の進行中を表すが、eken というモダリティによ

って、間接的に誰かに聞いた出来事を相手に伝える時に使われ、上記とは異なるタイプに位置づ

けている。 
(61)  … kaza bol-gon  adam  buga čeyin 	
 andan	
  	
 baška 	
 da  	
 	
 kïsïm-dar-dï  

       亡くなる-PART  人	
  これまで	
    それより	
 	
 以外	
 も	
 	
 	
 	
 苦労-PL-ACC 

      körsöt-üp,     ayïl-ga    tïnčtïk    ber-bey      jat-kan    eken. 	
 	
 (jumgal.kg)  

      見せる-CVB   村-DAT   平和	
     あげる-NEG   jat-PART    MOD 

 「亡くなった人は今までもそれ以外に村の人々に苦労をかけ、迷惑をかけていたそうだ。」 
 
(62)	
 Ayt-kan-day	
 	
       kalïŋ 	
 toodak    	
 otto-p          jat-kan   eken.   (K. š) 

    言う-PART-のように	
  厚い	
 野生のカモ	
   放牧する-CVB   jat-PART   MOD 

  	
 「言われたとおり、多くの野生のカモが放牧していたようだ。」 
 
③ 「 -(ï)p jat-kan PART bol-PRS-人称語尾」形式  

	
 この形式は、①のタイプが過去における動作の進行を表すのとは対照的に、未来における〈動

作の進行〉を表す。 

 

(63)	
 Dagï 	
 bir neče	
   jïl	
  öt-kön        soŋ	
  men-i   da 	
 	
 ošondoy 

	
 	
 	
 また	
 	
 いくつか	
 年	
 過ぎる-PAST2  後	
 	
 私-ACC も	
  そのよう 
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 iygilik-ter 	
 	
  küt-üp    	
  jat-kan    	
  bol-o-t. (kloop.kg) 

   	
 成功-PL 	
 	
 	
  待つ-CVB     jat-PART   	
 なる-PRS-3 

	
  「後、何年か過ぎたら、私もそのような成功が待っているだろう。」 

 

(64)	
 Sebebi, 	
 	
 dal 	
 	
 	
 ošol 	
 učur-da   suu 	
 	
 bet-i-nen           milliondogon  

     なぜならば	
 ちょうど	
 その	
 時-LOC    水	
 	
  表面-3:POSS-GEN    数百万 

     suu molekula-lar-ï     aba-ga      kötör-ül-üp,        buulanuu  protsessi 

	
 	
  水 	
 分子-PL:3POSS	
 空気-DAT   上がる-PASS-CVB   蒸気する プロセス 

    	
 jür-üp           jat-kan      bol-o-t.    (Wikipedia, tuman) 

	
 	
  行われる-CVB     jat-PART    なる-PRS-3 

   「なぜならば、ちょうどその時水の表面から数百万の分子が上昇し、蒸発が生じるように
なっているからである。」 

 
	
 これらは、未来におけるある時点で、ある条件のもとで実現されるという意味を表し、jat-以
外に tur-に置き換えることができる。 
 
1.6 まとめ  
	
 以上、V-(ï)p jat形式について本動詞を動作動詞、変化動詞、状態動詞、内的感情動詞に分類し

て、それぞれの場合に実現される文法的な意味について見てきた。基本的に動作動詞の場合、〈動

作の進行〉や〈動きの持続〉を表し、文中での言語的な条件によって〈動作のくりかえし〉や反

復を表すこともできる。変化動詞の場合には、同じ文でも、〈動作の進行〉と〈変化の結果の状

態〉の両方の文法的な意味を表せると考えられる。すなわち、眼前に横たわっているある状態を

表す時に jat-が使われるが、その状態は現在進行中なのか、結果として眼前に残っているのかで
二つの文法的な意味を表すことになる。しかし、キルギス語の伝統文法書では、V-(ï)p jat形式の

〈変化の結果の状態〉の用法について触れていない。 

	
 本章では、V-(ï)p jat形式における結合可能な動詞と補助動詞について述べてきたが、結合でき

ない動詞もある。それは、tap-（見つける）、okšoš-（似る）、(svet) küy-（（電気）が点く）、öč-

（消える）bil-（知る）（肯定）などのような結果の面だけ有する動詞類である。 

	
 そして、キルギス語の伝統文法書では jat-、tur-、jur-、otur-形式は現在形の一種類として位置

付けられているのに対して、本研究では、「-(ï)p  jat-kan PART bol-PAST3-人称語尾」形式と「V-(ï)p  

jat-kan PART bol-PRS-人称語尾」形式によって、V-(ï)p jatが現在形だけではなく、過去と未来に

おける〈動作の進行〉を表すことを確認した。 
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2. 	
 V-(ï)p	
 tur- 形式:補助動詞が tur-の場合	
 

2.1	
 本動詞が動作動詞の場合	
 
	
 動作動詞に tur-が後接すると、基本的にある一定の時間における〈動作の進行〉という文法的

な意味を表す。主体が立って行うことのできる活動動作を表す動詞が多く現れ、また、それと同

時に tur-の語彙的な意味で本動詞になる用例がある。 
	
 下の(65)は jïrga-p tur「喜んでいる」というようにある一定の時間における〈動作の進行〉と

して捉える可能性はあるが、前後の文脈によって「起きる」の意味で本動詞として使われている

ことが明確になっている。しかし、(66)〜(69)の用例は、「立って見ている」、「立って待ってい
る」、「立って聞いている」のような解釈もできる。その場合、tur-は補助動詞ではなく、本動詞

になり、前接する動詞は付帯的な役割で使われることになる。その一方、補助動詞として使われ

る場合、ある一定の時間における〈動作の進行〉という文法的な意味を表す。(68)の場合、文中
に位格名詞が現れることによって、「立って待っている」の意味が明確にとれる。 
 
(65)  Oygon-so-m       	
 	
 taŋ at-ïp          	
 	
 	
 kal-ïptïr.  

    	
 目を覚ます-COND-1   夜明けになる-CVB  	
 	
 残る-PAST3 

    	
 Köŋül-üm     čalk-ïp         	
    jïrga-p        tur-du-m.   (M.m.j. j) 

    	
 気分-1:POSS  すっきりする-CVB    喜ぶ-CVB    起きる-PAST-1SG 

	
 	
 	
 「目を覚ますと夜明けになっていた。気分がすっきりして、喜んで起きた。」 

 

(66)  Kïz   aldï-nda      	
 tur-gan  	
  adam-ga 	
  išen-erin   je     	
 	
 išen-be-sin 

     女性	
 前-3:POSS-LOC 立つ-VN 	
 人-DAT  	
 信じる-ACC また  	
 信じる-NEG-ACC 

     bil-bey          tikte-p    tur-du.	
 	
 	
 	
 (super.kg) 

     知る-NEG-CVB 	
 見る-CVB   tur-PAST1 

    「女性は前に立っている人を信じて良いかどうか分からなくて立っていた。」 
 
(67)	
 Uuru akča-nï   al-a-t da      ket-pe-y        	
 küt-üp      tur-a-t.    (Kabusname) 

    	
 泥棒	
 金-ACC 取る-PRS-3 帰る-NEG-CVB 	
 待つ-CVB  tur-PRS-3SG 

   	
 「泥棒はお金を取ったまま、帰らないで待っていた。」 
 
(68)	
 Al mïna ušul	
  jer-de  özü-nün     joldoš-un    küt-üp    	
 tur-a-t. (Toolor kulaganda) 

      彼	
 ここ	
 場所-LOC 自分-GEN	
 友人-3:POSS	
 待つ-CVB	
  tur-PRS-3	
  

「彼はここで自分の友人を待っている。」 
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(69)  Oyno-gon   baldar-dïn     	
 	
 čïŋïlda-gan   	
 ün-dör-ün     

 	
 	
 	
 遊ぶ-PST2	
  子供-PL-GEN	
   騒ぐ-PART	
   声-PL-ACC 

 	
 	
 ug-up          	
 tur-du.	
 	
 	
  (Küünün sïrï) 

 	
 	
 聞く-CVB       	
  tur-PST1 

   	
 「彼は遊んでいる子供たちの賑やかな声を聞いていた。」 
 
	
 V-(ï)p tur-形式の場合、基本的にある一定の時間における〈動作の進行〉という文法的な意味

を表す。これは、V-(ï)p jat-形式の場合に現れる〈動作の進行〉という文法的な意味とは異なる

ものである。V-(ï)p jat-形式の場合、発話時において主体の動作が進行している過程を表すが、
V-(ï)p tur-形式の場合、必ずしも発話時において動作が進行しているとは限らない。例えば、動

詞 süz-「泳ぐ」を例に jat-と tur-の文法的な意味について考えてみよう。 
 
(70)	
  Köl-dö 	
 	
   süz-üp 	
    	
 jat-kan-da 

	
 	
 	
 湖-LOC	
 	
 	
  泳ぐ-CVB     jat-PART-LOC 

	
 	
 	
 čög-üp    	
 	
 ket-e        jazda-dï-m.       (super.kg) 

	
 	
 	
 溺れる-CVB   行く-CVB    しそうになる-PAST1-1SG  

	
 	
 「私は湖で泳いでいる時に、溺れそうになった。」 
 
(71)	
 Men kel-giče    sen 	
 	
 bul	
  jer-de 	
 	
 	
 süz-üp 	
 	
 	
 tur. (Altïn küz) 

私	
 来る-CVB  あなた	
 この ところ-LOC  泳ぐ-CVB	
 	
  tur:IMP 

「私が来るまであなたはここで泳いでいてください。」 
 

(70)の süz-üp jat -の場合、発話時において主体の「泳ぐ」という動作がちょうど行なわれていて、
〈動作の進行〉という文法的な意味を表す。一方、(71)の süz-üp turの場合、発話時の現在では

なく、私が来るまでのある一定の時間だけ泳ぐという〈動作の進行〉の意味を表している。なお、

(70)と(71)の jat-と tur-は互いに置き換えることができない。 
 
	
 次の(72)は本動詞の jaša（住む）が、補助動詞 tur-と単純現在形の接辞によって発話時点で進

行していることを表しているのではなく、過去のある時点で未来に住むことを考えていたことと、

その住む期間がある一定の時間、すなわち夏だけであるため、tur-が使われている。しかし、日

本語訳では「住んでいる」と訳すことができず、本動詞の「住む」としている。 
 
(72)	
 Biz 	
 	
 bul   	
 üi-dö    jay   ay-la-rïn-da        gana  	
 	
 jaša-p 

私達  	
 この  	
 家-LOC  夏	
   月-PL-3:POSS-LOC  だけ	
 	
 住む-CVB 
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tur-a-bïz    	
 dep   oylo-gon-buz,       	
  birok…	
 (barakelde.kg) 

tur-PRS-1PL  	
 と	
 	
 思う-PAST2-1PL      	
 しかし 

   「私たちはこの家に夏の間だけ住もうと思っていたのですが…」 
 
 	
 また、動作の頻度を表わす「毎週」、「いつも」などの副詞によって、ある一定の時間におけ
る〈動作の進行〉の意味が、〈動作のくりかえし〉の意味を表すことになる。次の用例の場合、

「ジムに通う」という動作が毎日、繰り返して行われることを表す。 
 
(73)	
 Men sport klub-da        tïn-ba-y          mašïg-ïp    tur-a-m.	
 (super.kg ) 

    	
 私	
 スポーツクラブ-LOC 休む-NEG-CVB 	
 する-CVB    tur-PRS-1SG 

   	
 「私はスポーツクラブへ休むことなしに通っている。」 
 
(74)	
 Ar	
  juma	
  sayïn	
  ar 	
  kimi-si    	
  kezek 	
 	
 menen 

    	
 各 	
 週 	
 	
 ごと	
  各 	
 	
 誰-3:POSS    順番 	
 	
 	
 と 

    	
 čakïr-ïp         	
 tur-uš-a-t.   (Turmuštan jaralgan čoku.) 

    	
 招待する-CVB    	
 tur-RECP-PRS-3 

   	
 「毎週、皆が順番に招待し合っている。」 
 
	
 次の用例では、経験や習慣を表わす接尾辞-ču がつくことによって、過去における〈動作 
のくりかえし〉の意味が示されている。 
 
(75)	
 Ošol učur-da  juma  sayïn  muzïka 	
 krujogu-na   bar-ïp     tur-ču-mun. (super.kg) 

その 時-LOC	
  週    ごと 	
 音楽	
 	
 	
 サークル-DAT	
 行く-CVB 	
 tur-PST4-1SG 

 	
 	
 「その頃、毎週、音楽のサークルに通っていた。」 
 
	
 なお、V-(ï)p tur-形式の場合、tur-の語彙的な意味が読み取れない用例も存在する。例えば、(77)
の arïlt-（忘れさせる）、(78)の ïyla-（泣く）などの動詞の場合、必ずしも立って行っている動

作とはいえない。(76)〜(81)の用例は人ではなく物が主語で使われ、ある一定の時間における〈動
作の進行〉ではなく〈変化の結果の状態〉の意味を表している。 
 
(76)  Mïnday   sar-sanaanïn     nečenderi     	
 	
 Kökümbay-dïn  

この	
    心配-GEN    	
  いくつか	
    	
 	
  PSN-GEN 

kan  tamïr-ïn-da    tünü   boyu  tïnïm-sïz      jügür-üp    tur-du. 	
  (K. š.) 

脈-3:POSS-LOC    	
 夜	
 	
 間中	
 継続-NEG     走る-CVB   tur-PAST1 

「このような心配事がいくつかあって、コクムバイは一晩中、胸がドキドキしていた。」 
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(77)	
 Orkestr-din          muzïka-sï       köŋül-dü      kök-kö     učur-up,  

     オーケストラ-GEN 	
 音楽-3:POSS 	
 気分-ACC	
  	
  空-DAT	
    飛ばせる-CVB 

dilkaygï-dan      arïlt-ïp           tur-du.  (Toolor kulaganda) 

悲しみ-ABL	
    忘れさせる-CVB     tur-PAST 

「オーケストラの音楽は気分を盛り上げて、悲しみを忘れさせてくれた。」 

 
(78)  Jurög-ü 	
 	
 	
   ïyla-p 	
 	
 	
 	
 tur-ganda..... 

     心臓 3:POSS     泣く-CVB	
 	
     tur-PART-LOC 

	
 	
 「心低泣いている時に…」 
 
(79)	
 Kanat-tïn   küü-sü-nön           zuu-zuu      ĕt-ken        gana  	
 ün-dör 

    	
 翼-GEN  	
 動き-3:POSS-ABL     擬音語	
 	
  という-PART	
  だけ	
    音-PL 

    	
 asman-dan  	
 	
 jer-ge	
 	
       ugul-up 	
 	
 	
 	
 	
 tur-du.    (Kara šumkar) 

   	
  空-ABL  	
  	
  土地-DAT	
      聞こえる-CVB       tur-PAST1 

  	
 「空から翼の動きで出された音だけが聞こえていた。」 
 
(80)	
 Ančalïk 	
 ïrak ěmes	
   jer-den      üy 	
  körün-üp	
    tur-du… (B. j.č) 

     そんなに	
 遠い	
 ない	
 ところ-ABL  家	
   見える-CVB    tur-PAST1 

	
  「そんなに遠くないところに家が見えていた。」 

 

(81)	
 Al ĕmi   Nataša-nïn           men-den   küdör-ü       üzül-böy,    sagïn-ïp  

   	
 その	
 	
 PSN-GEN	
   	
 	
 	
 	
 	
 私-ABL	
 期待-3:POSS	
   絶つ-NEG	
 恋しくなる-CVB  

  	
  jür-gön-ü,     men-in    üylön-gön―        üylön-bö-gön-üm           tuurasïndagï 

 	
   jür-PART-ACC   私-GEN	
 結婚する-PART	
  結婚する-NEG-PART-1:POSS	
   について	
  

 	
   kabar-dï     anïkta-p      	
  bil-gisi 	
  	
   kel-geni	
       anïn   

  	
  情報-ACC   確かめる-CVB	
  知る-たい-3 	
   来る-CVB	
     彼女-GEN	
  

   	
 bul   kat-ïnan           dapdaana      körün-üp     tur-a-t.	
 (Orus kïzï Nataša) 

    この	
 手紙-3:POSS-ABL	
 はっきりと	
 	
 	
 見える-CVB     	
 tur-PRS-3	
  

「それで、ナターシャは私に期待して、会いたがっていること、そして私が結婚したかどうか

を確かめたがっていることがこの手紙からはっきり読み取れる。」 
 
	
 以下の(82)〜(84)の動詞の場合、自然現象のある一定の時間における〈動きの持続〉という文
法的な意味を表す。 
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(82)	
 Bul 	
 tilke-de 	
 	
 jïl 	
 	
 boyu 	
 jaan 	
 	
 jaa-p 	
 	
 	
 	
 	
 tur-a-t. (super.kg) 

    	
 この 	
 地域-LOC	
  年 	
 中 	
 	
 	
 雨 	
 	
 	
 降る-CVB 	
 	
 	
 tur-PRS-3SG 

   	
 「この地域では、一年中雨が降っている。」 
 
(83)	
 Bügün	
  kün  	
 sonun   bol-up  	
 	
  tiy-ip     	
  tur-a-t. 	
 (Astra gülü) 

今日	
  太陽  	
 	
 素敵   なる-CVB	
  照らす-CVB 	
 tur-PRS-3SG 

  	
 「今日は、太陽がとてもよく照らしている。」 
 
(84)	
  …den soolug-un   jakšï	
  bol-so, 	
 	
 	
 balpaktap   kar  jaa-p       tur-sa, 

        健康-2:POSS 	
 	
 良い	
 なる-COND     ふわりと	
  雪	
  降る-CVB   tur-COND 

      sonor     buz-up        kar	
   keč-ip       jür-sö-ŋ…   (M.m.j. j) 

      新鮮な雪  壊す-CVB  	
   雪	
    歩く-CVB   jür-COND-2SG 
  	
 「健康でいれば、ふわりと雪が降って、降ったばかりの雪の上を歩いていると…」 
 
	
 V-(ï)p tur-形式では、本動詞が移動そのものを表す場合、補助動詞の tur-は、主体の〈動作のく

りかえし〉の意味を表す。tur-の場合、本動詞の kel-（来る）、bar-（行く）、ket-（行く）、čïk-（出

る）、kayt-（戻る）が現れる。 

 

(85)	
 Biz-ge 	
 	
  	
 kel-ip	
 	
 	
 	
 tur-gula、	
 	
 	
 	
 bol-gon 

     私達-DAT  	
  来る-CVB	
  	
 tur-2PL:IMP 	
 	
 	
 なる-PART 

     jardam-dar-ïbïz-dï 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ber-e-biz.	
 	
 	
  (Men miŋ jïl jašadïm) 

     手伝い-PL-1PL:POSS-ACC 	
 	
 	
 与える-PRS-1PL 

  	
 「私たちの方に来るようにしてください。できる限り、手伝いをしてあげます。」 
 
	
 また、本動詞が並列的に現れる場合にも、〈動作のくりかえし〉の意味が生じる。 
 
 (86)	
 Ošol	
  altï 	
 	
 kün-dün 	
 	
 bir-in	
 	
  da 	
 	
 kur     	
  kaltïr-gan  

      その	
 	
 ６	
 	
 日-GEN 1	
 	
 日-ACC 	
 も	
 	
 	
 空っぽ	
 	
 	
 残す-VN 

      jok	
  Mambetalï,	
 	
 	
  tünküsün    	
 üy-dö    	
 	
 	
 	
 bol-up,  

      ない	
 	
 PSN	
 	
 	
 	
 	
 	
 夜中	
 	
 	
 	
 	
 家-LOC 	
 	
 	
 	
 なる-CVB 

      kündüzündö	
 uya-ga  	
 	
 bar-ïp-kel-ip        	
 	
 	
 tur-du. (Kara šumkar) 

      昼	
 	
 	
 	
 	
 巣-DAT 	
 	
  行く-CVB来る-CVB 	
 	
 	
  tur-PAST1 

    「その 6日間、一日も休まないで、マムべタルは夜中家にいた。お昼は巣に行ったり  
     来たりしていた。」 
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2.2 本動詞が変化動詞の場合  
	
 V-(ï)p tur-形式に現れる変化動詞の場合、主体の動作が終わった後に、その主体の状態が持続

することを表す。これらの場合も主語がほとんど物であり、〈変化の結果の状態〉の意味を表す。

たとえば、以下のような用例である。 
 
(87)	
 Ošo  bešene-ge 	
 jazïl-gan 	
 	
   tagdïr  tabïšmag-ï-nïn   jandïrmag-ïn  

     その 運命-DAT	
 書かれる-PART	
 運命	
 謎-3:POSS-GEN	
 解け方-ACC 

kütüü-nün   	
 özü kün-dön    	
 kün-dü   jarat-ïp 	
 	
 	
 tur-a-t.	
 (Toolor kulaganda) 

待つ GEN	
 	
 自分	
 日-ABL	
 	
 	
 日-ACC	
 発生する-CVB   tur-PRS-3	
  

   「その運命の謎を解くのを待つことは新たな日につながっている。」 
 
(88)	
 Keč-ki 	
 iŋir-de	
 	
  bölmö-dö-gü 	
 	
 	
 üstöl-dö	
 	
  šaytan 

    	
 夜-kï 	
 夕-LOC 	
 	
 部屋-LOC-kï 	
 	
 	
 机-LOC 	
 	
  鬼 

    	
 čïrak 	
 	
 	
 ülpüldö-p	
 	
  küy-üp	
 	
 	
 	
  tur-gan.  (Čalgïnčïlar) 

    	
 ろうそく 	
 	
 微かに 	
 	
 	
 燃える-CVB 	
 	
 tur-PST2 

  	
 「夕方、部屋にある机の上で鬼ロウソクが微かに灯っていた。」 
 
(89)	
 Kalïŋ top  	
  keŋse    	
 al-dïn   	
  tügöl 	
 kama-p         al-gan 	
 	
 soŋ, 

	
 	
 	
 太い	
 団	
  	
 事務所	
  	
 前-GEN  	
   全部	
 	
 閉鎖する-CVB  取る-PAST 後 

    	
 bir azga 	
 tïmtïrs	
  bol-up    tur-du…	
 	
 	
 	
 	
  (Dürbölöŋ zaman) 

	
 	
 	
 一	
 少し	
 静か	
 	
 なる-CVB	
 tur-PAST 

	
 	
 「多くの人々が事務所の前を閉鎖した後に、少しの間静かになった。」 

 

(90)	
 Jalgïz  biz-din      kol-ubuz-dan         iš   	
  atkaruu      kïyïn 

    	
 一人	
  私達-GEN    手-3PL:POSS-ABL    仕事	
    果たす-VN    困難 

    	
 bol-up      	
  tur-a-t.	
 	
 	
 	
  (Dürbölöŋ zaman)  

  	
 	
 なる-CVB       tur-PRS-3SG 

	
  	
 「私達だけで仕事を進めることが困難になっている。」 

 

(91)	
 Ar dayïm  kün menen  tün    alma-š-ïp             tur-a-t.  

いつも   昼     と    夜    交代する-RECP-CVB   tur-PRS-3SG 

 	
 「いつも昼と夜が交代している。」 
 
(92)	
 Dagï 	
 	
 kaytala-p 	
 	
 	
 	
 koy-ču 	
 	
   nerse, 	
 jalpï   okuu jüktöm  

    	
 また	
 	
 繰り返す-CVB	
 	
  置く-PART  	
 もの 	
  全体	
 カリキュラム 
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 tolugu  menen 	
  saktalï-p	
 	
 	
 	
  tur-a-t.     (Kutbilim) 

    	
 満	
 	
 	
 と	
 	
 保管する-CVB	
 	
    tur-PRS-3SG 

	
 	
 「また繰り返して言うが、カリキュラムの全体象は保管されている。」 
 
(93)	
 Köl-dün   bet-i-ne          gül-dör   ös-ö-t,        ös-kön      gül-dör 

	
 	
 	
 湖-GEN  表面-3:POSS-LOC  花-PL   咲く-PRES-3   	
 咲く-PART  花-PL 

    	
 künügö   ěki-ge          köböy-üp       tur-a-t.    (super.kg) 

    	
 毎日	
  	
 ２-DAT         増える-CVB     tur-PRS-3SG 

	
 	
 「湖の表面に花が咲いていて、その花の数が毎日２倍に増えている。」 
 

(94)	
 Tüš oop,	
 	
 	
  kün	
  boz čaŋgïl 	
 tart-ïp 	
 	
 	
 tur-gan. (Almalar güldöyt) 

     昼	
 過ぎる-CVB 外	
 グレー	
 	
 	
 染める-CVB	
  tur-PAST2	
  

	
 「お昼をすぎて外はグレーに染められていた。」 
 
(95)	
 Al ĕmi sïrt-ta    alma-lar   	
 bajïray-ïp       güldö-p    	
 tur-a-t. (Almalar güldöyt) 

     それで	
 外-LOC リンゴ-PL 	
 奇麗になる-CVB 	
 咲く-CVB	
 	
  tur-PRS-3SG 

    「外ではリンゴの花がきれいに咲いている。」 
 
(96)  Mambetalï kol tiygiz-gen 	
 	
 sayïn 	
 söök-tör-ü 	
 	
 kïčïra-p 	
 	
 tur-du.(Kara šumkar) 

      PSN     手	
 	
 触れる-VN ごと	
 骨-PL-3POSS 	
 きしむ-CVB	
  tur-PAST1 

    「マムべタルは手が触れる度に骨がきしんでいた。」 
 
(97)  Bügün   a-nïn     jürög-ü da        baštagï-dan da     bir  baškača  

今日	
  彼-GEN   心臓-3:POSS        前-ABL  	
    	
  一 	
 違う 

katuu    sog-up,      tamïr-ï-nïn      kagïšï    kulag-ï-na    jeti-p tur-du.  (K.š) 

	
 強い	
    心拍する-CVB 脈-3:POSS-GEN 打ち方  耳-3:POSS-DAT 着く-CVB tur-PAST1 

「今日は彼の心拍は前より強くなり、脈が聞こえていた。」 
 
(98)  Keregenin47    baš-ïn-da            ilin-ip           tur-gan    

壁-GEN     上-3:POSS-LOC        掛けられる-CVB    tur-VN 

kuš mĕĕley-in    al-ïp 	
 	
 	
   	
 kiy-ip… (Kara šumkar) 

鷹手袋-ACC     取る-CVB 	
    する-CVB  
「壁に掛けられている鷹手袋をとって手にして…」 
 

                                                   
47木で作られたユルタ（モンゴルのゲルと同様）の壁のことである。 
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(99)	
 Jaš ayal-dïn     bütkön boyu  kozgol-gon sayïn  šarakta-p  ün  čïg-ïp    tur-du. (K.š) 

   	
 若い	
 女-GEN   全部体	
 	
 動く-VN  度に	
 騒ぐ-CVB 声	
 出る-CVB 	
 tur-PAST1 

「若い女性の体が動く度に賑やかな声を出していた。」 
 

(100)  birde ïldïy、	
 	
 birde öydö	
       uč-up       tur-up,   anan     tik    

ある時	
 低い	
 あるとき高い	
 	
 飛ぶ-CVB	
 tur-CVB  そして	
 まっすぐ 

atïl-ïp     kel-ip       döböčö-gö  je     čoŋ-uraak  taš   bol-so 	
 ošo-nun 

飛ぶ-CVB 来る-CVB	
   岩-DAT	
 また   大きい    石	
 なる	
 	
 その-GEN 

üstü-nö    ĕki    kanat-ïn      irme-bey        otur-up      kal-a-t. (Kara šumkar) 

上-DAT	
 二つ	
  羽-3:POSS	
  まとめる-NEG	
 	
 座る-CVB  kal-PRS-3SG 

「ある時は低く、ある時は高く飛び、そしてまっすぐ飛んできて岩や大きい石の上に羽を

広げて止まってしまう。」 
 
	
 (100)の用例の、tur-は従属節で使われ-(i)p 副動詞（ここでは-up）に前接しているが、この場

合、日本語に訳すと「飛んでから」という意味になり、〈動作の進行〉も〈動作のくりかえし〉

も表さず、〈変化の結果の状態〉を表すと言える。 
 
2.3	
 本動詞が状態動詞の場合  
	
 V-(ï)p tur-形式の場合、補助動詞の tur-が擬態的な様子を表す動詞とともに使われる用例が現れ

るのが特徴的である。(101)のような主語が人である場合には、〈一時的な状態の持続〉を表して
いるが、(102)と(103)のように主語が物である場合には〈恒常的な状態〉を表す。そして(101)
の例では「ニコニコしながら立っていた」とも解釈が可能であるが、主語が物である(102)と(103)
においては「立つ」の語彙的な意味で使われていると解釈することができない。 
 
(101)	
 Ošentse da  mïskïldagan-day 	
 	
 jïlmay-ïp 	
 	
 	
 	
   tur-gan. 	
 	
 (Ěne měěrimi) 

     	
 それでも   バカにする-MOD 	
 	
 ニコニコする-CVB  	
 tur-PST2 

    	
 「それでも、バカにしたようにニコニコしていた。」 
 
(102)	
 Kïlïč-tïn   sïnïg-ïnday      töbö-dö       jïldïz-dar  jarkïr-ap         tur-du.(M.j.j.) 

    	
 刀-GEN   破片-のように	
  頭の上-LOC    星-PL   キラキラする-CVB     tur-PAST1 

	
 	
  「刀の破片のように星が空にキラキラしていた。」 
 
(103)  ...biyik  dubal-day 	
    düküy-üp 	
 	
      tur-gan 

高い      壁-MOD 	
 	
  切り立つ-CVB	
       tur-PART 
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tokoy-du	
  karay	
 	
    jügür-üp	
     jönö-š-tü. 	
 	
 	
 	
 	
 	
 (Čalgïnčïlar) 

  森-ACC 	
 	
 方面 	
 	
 	
 走る-CVB 	
   出発する-RECP-PST1 

  「...高い壁のように切り立っている森の方をめざして、走り始めた。」 
 
 

2.4  本動詞が内的感情動詞の場合  
	
 V-(ï)p tur-形式において、主体の感情を表す動詞が用いられる場合、基本的にある一定の時間

における〈感情状態の持続〉を表すが、その一方で、tur-が本動詞に対して付帯的な状況が与え

られると解釈することもできる。すなわち、ある一定の時間「考えながら立っていた」、「感じな

がら立っていた」、「悲しんで立っていた」ということである。 
 
(104)	
 Kanïbek köpkö	
  čeyin 	
 	
 	
 	
 oylo-n-up 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 tur-du. 	
 (Kanïbek) 

PSN 	
 	
 長く 	
 まで 	
 	
 	
 	
 	
 考える-REFL-CVB	
 	
 	
  tur-PST1 

「カヌベクは、長い時間考えていた。」 
 

(105)	
 Karïpbek	
 	
  künöökör  jigit  ušul    ěken-in 	
 	
 sez-ip        tur-du.	
 (Super.kg) 

     	
 PSN	
       容疑者	
   男性	
 	
 この	
 MOD-ACC	
  感じる-CVB  tur-PAST1 

「カルプベクは容疑者がこの男性であるのを感じていた。」 
 
(106)	
 Üy-gö   kel-se-m,     apa-m      kat-tï   oku-p,   kapalan-ïp tur-uptur. (M.m.j.j.) 

    	
 家-DAT 来る-COND-1  母-1:POSS  手紙-ACC  読む-CVB  悲しむ-CVB tur-PAST3 

 	
 	
 「家に帰ったら、お母さんが手紙を読んで悲しんでいた。」 

 

2.5	
 まとめ 
	
 動作動詞に tur-が後接すると、基本的にある一定の時間における〈動作の進行〉という文法的

な意味を表わす。また、動作の頻度を表わす副詞などが添えられることによって、ある一定の時

間における〈動作の進行〉の意味が、〈動作のくりかえし〉の意味を表すようになる。主体の立

って行うことができる活動動作を表す動詞が多く現れ、また、それと同時に tur-が語彙的な意味

の本動詞として使われる用例がある。その場合、tur-は補助動詞ではなく、本動詞となり、前接

する動詞にとって付帯的な役割で使われることになる。 
	
 tur-の語彙的な意味が読み取れない用例も存在するが、その場合、主語が物に限られる。 
変化動詞に後接すると〈変化の結果の状態〉の意味が表される。 
	
 そして、jat-形式と同様に、 tur-形式も現在形の一種類として位置付けられているのに対して、

本研究では以上の補助動詞が現在だけではなく、過去と未来においての〈動作の進行〉を表すこ

とを確認した。 
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3. 	
 V-(ï)p  otur- 形式:補助動詞が otur-の場合	
 
	
 この第 3 節では、V-(ï)p otur-形式において、補助動詞としての otur-が本動詞の動作動詞、変化

動詞、状態動詞、内的感情動詞それぞれとどのように結びつくかについて考察する。しかしなが

ら、その前に otur-が本動詞の意味で使われている用例を確認しておく。次の(107)の用例は、単

純現在の形になっており、日本語に訳すと「座っている」というように「〜テイル」が用いられ

る。この例では、奪格名詞相当の「-den obočo」によって、「座っている」状態が時間的に過程の

途中にあることを表している。 

	
 

(107)  Kanïbek  	
 	
 čogul-gan    ěl-den    obočo, 	
 	
 	
 	
 	
 aylana-nï 

       カヌベック	
  集まる-PART  人々-ABL  横に	
 	
 	
 	
 周り-ACC   

        kara-p    	
 jalgïz    	
 	
  otur-a-t. 

       見る-CVB  たった一人	
 	
 	
 	
 座る-PRS-3SG 

	
 	
  「カヌベックは集まった人々から離れて、周りを見てたった一人で座っている。」 
 

これに対して、(108)の用例を見ると、「座っている」は本動詞として使用されている過去の「座
っていた」というように「タ」形になっている。 
 
(108)	
 Kanïbek 	
 čïnï-nï       al-ïp     Anarhan-ga        jakïn 	
 	
 otur-du. 

	
 	
 	
 カヌベック	
 茶碗-ACC  取る-CVB  アナルハン-DAT 近い	
 	
 座る-PST1 

	
 	
 	
 「カヌベックは茶碗を持って、アナルハンの隣に座っていた。」 
 
(109)  Men 	
 sen-i       tigi 	
  tarap-tan  	
  izde-p        jür-sö-m,  

    	
 私	
 	
 あなた-ACC  そこ	
  方向-ABL   探す-CVB    jur-COND-1SG 

	
 ušul 	
 	
 jer-de     	
 otur-gan   ěken-siŋ. 

	
 この	
 	
 場所-LOC  	
 座る-PST2  MOD-2SG 

「私はあなたをあの方向で探していたら、この辺に座っていたのね。」 

 

(109)は文中に位格名詞の jer-de が現れることによって、話し手が見つかった時に、もうすでに

「座っている」状態であり、眼前でその状態が継続していたことを表している。 

   

 

 

 

 

 



101 
 

3.1 本動詞が動作動詞の場合  
	
 V-(ï)p otur-48形式は、主体のある時点における〈動作の進行〉の意味を表す。これが成立する

ためには、(110)の oku-や (111)süylö-のように本動詞が座って行うことができる主体の活動動作

を表す動詞でなければならない。(110)のように、場所を示す位格がついている場合には、ある

時点における〈動作の進行〉の意味がより明瞭に表れる。なお、位格が現れる場合、主体が座っ

て動作を行っていることが読み取れる。 
 
(110)  Sara  	
  skver-din	
  arasïna  koyul-gan  	
 skameyka-lar-dïn  

     	
 サラ	
 	
 公園-GEN	
 	
 中	
  	
 置く-PART	
 	
 ベンチ-PL-GEN	
  

birin-de   	
  jalgïz 	
  kitep  	
 oku-p    	
  	
 otur-du.    (K.k.S) 

	
 	
 	
 一つ-LOC	
 	
 一人	
 	
  本  	
 	
 読む-CVB  	
 	
  otur-PST1 

 「サラは公園の中にあるベンチに座って一人で本を読んでいた。」 

 

(111)  Jïldïz 	
    menen        köpkö	
 	
    	
 süylö-šü-p       otur-du. 

      ジルデイス	
 と	
 	
 	
 	
 	
 長い時間	
 	
 	
 	
 話す-RECP-CVB	
 	
  座る-PST1 

    「ジルデイスと長く話していた。」 
   
	
 以下の(112)〜(114)の用例は、位格名詞が現れなくても、ある時点における〈動作の進行〉の

意味を表す。これらの例においては、座って行われていることが明確に読み取れる。 

 

(112)	
 Kudaybergen 	
 	
 	
 Kara	
 šumkar-dï 	
 	
 köpkö  čeyin 

 	
 	
  クダイベルゲン	
    黒い	
 鷹-ACC 	
 	
 	
 長く 	
 まで 

 	
 	
 	
 kol-u-nan	
 	
 	
 	
  tüšür-bö-y	
 	
 	
 	
  tikte-p 	
 	
 	
 oltur-du.	
  (Kara šumkar) 

      手-3:POSS-ABL 	
 	
 降ろす-NEG-CVB 	
 見る-CVB 	
  otur-PAST1 

    	
 「クダイベルゲンは黒い鷹を長い時間手から離さないで見て (座って )いた。」 
 
(113)	
 Ĕki köz-ü     	
 bürküt 	
 uya-dan	
 	
  öt-üp, 	
 	
 	
 	
 	
 keter-ketkenče 

     	
 二	
 目-2:POSS 	
 鷹	
 	
 巣-ABL 	
 	
 	
 通る-CVB 	
 	
 	
 	
 帰る-まで 

 	
   	
 anïn 	
 	
 	
 	
 ooz-un 	
 	
  kara-p 	
 	
 oltur-ču. 	
 	
 	
 	
 (Kara šumkar) 

     	
 それ-GEN 	
 	
 口-ACC 	
 	
 見る-CVB 	
 otur-PAST3 

   	
 「彼は帰るまで、ずっと鷹の巣を見ていた。」 

 

(114)	
 …ošolor-don	
  uya-nï 	
 	
 tart-ïp 	
 	
 al-gan 	
 	
 	
 mïnday 	
 	
 	
 baatyr-lar-dï  

	
 	
 	
 それら-ABL	
  巣-ACC 	
 取る-CVB 	
 取る-VN 	
 このような	
 	
 英雄-PL-ACC 

                                                   
48 otur-は書き言葉において oltur-という形で現れることもあるが意味の面で違いがない。 
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  Mambetalï ömür-ü-ndö  	
 	
 bir-inči jol-u  	
      kör-ü-p    	
 oltur-a-t. (Kara šumkar) 

   	
 	
 PSN 	
 	
 人生-3:POSS-LOC 	
 一回	
 目-3:POSS   見る-CVB  	
  otur-PRS-3SG 

 	
 「彼らから巣を取ってしまった英雄をマムベタルは人生で初めて見ている。」 
 
	
 このように、otur-が本動詞として本来もっている意味は文法的な意味に影響しており、otur-

が補助動詞なのか本動詞なのかが明確ではない場合がある。このことに関して、アクマタリエワ

（2014:56）では、以下の２つの場合を挙げている。 
 
	
 	
 ①副動詞と動詞の表す動きが継起的である場合 
	
 	
 ②副動詞の表す動きが動詞にとって付帯状況的である場合 
 
アクマタリエワ(2014: 56)では、	
 ①の場合について次の例を挙げ、説明を付している。 
	
 	
 Kanïbek  üy-gö  	
 kir-ip     	
 otur-du. 

 	
  PSN    家-DAT 	
 入る-CVB 	
  otur-PST1 

	
 「カヌベックは家に入って、座った」 
 
	
 	
 副動詞 kiripと oturの結びつきが弱く、それぞれが「入る」、「座る」という動作を別々	
  
	
 	
 に表している。２つの動作が別々なので、上の例の副動詞と oturの間に stolgo「椅子 
	
 	
 に」、或は kečke「ずっと」などのように位格場所名詞や副詞などを挿入することがで 
	
 	
 き、こうしたことによっても、それぞれの oturの意味に変化は生じない。 

(アクマタリエワ 2014: 56) 
	
 アクマタリエワ(2014: 56)では、このように本動詞に付随する V-p 副動詞と補助動詞 otur-の

結びつきが弱いとし、名詞や副詞を挿入しても otur-の意味に変化は生じないと述べている。以

上の①と②の分類に従うと、(115)の用例は副動詞と動詞の表す動きが継起的であると言えるが、
(116)〜(118)の場合はそうだと言えるであろうかやや疑問が残る。 
 
(115)	
 Asan 	
 	
 döŋ-gö   kel-ip      otur-du. 

    	
 アサン	
 	
 丘-DAT  来る-CVB  座る-PST1 

 	
  	
 「アサンは丘に来て座った。」 
 
この文は容易にアとイの二つの独立文に分解することができ、もとの文の意図と大きく変わらず、

意味も十分通じる。 
	
 	
 ア．	
 Asan 	
 	
 döŋ-gö   kel-di     「アサンは丘に来た。」 

	
 	
  	
 	
 アサン	
 	
 丘-DAT  来る-PST1 
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イ． Asan 	
 	
 döŋ-gö    otur-du.	
 	
 「アサンは丘に座った。」 

     	
 	
 アサン	
 	
 丘-DAT   座る-PST1 

 

(116)  Stol-dun   burč-u-nda  	
 Volkov	
 	
 	
  kaltïra-p     otur-gan.	
  (Dürbölöŋ zaman) 

  	
  	
 机-GEN   角-3POSS-LOC  PSN	
      震える-CVB   otur-PST2 

 	
 	
 「机の角にヴォルコフは震えて (座って )いた。」 
 
(117)  Kapitan 	
 menen   Kanïbek	
 	
  köpkö 	
 meltire-p   otur-uš-tu. (Uč ölüm) 

	
 	
 	
 キャプテン	
 	
 と	
 	
 PSN	
 	
     長い	
 	
 黙る-CVB  otur-RECP-PST1 

	
 	
 	
 「キャプテンとカヌベクは長い間黙って (座って )いた。」 
 
(118)	
 Anarhan	
  	
 šïlkïy-ïp 	
 	
 otur-du. 

      アナルハン	
 下向く-CVB  otur-PST1 

	
 	
 「アナルハンは下を向いて（座って）いた。」 
 
	
 (116)〜(118)はアクマタリエワ(2014)の②の分類に従うと、副動詞の表す動きが動詞にとって
付帯状況的である。すなわち、これらの例では、「震えた状態のまま」、「黙った状態のまま」、「下

を向いたまま」の状態で「座っている」という意味になる。また、上記(116)〜(118)の用例は(115)
とは異なり、別々の動作として捉えにくく、otur-を削除してしまうと意味が通じなくなる。これ

らの場合、本動詞か補助動詞かが明確に規定できないので、「座って」を括弧に入れてある。 
	
 この②の分類〔副動詞の表す動きが動詞にとって付帯状況的である場合〕には、以下のような

動詞がある。これらはすべて瞬間動詞である。 
 

kir-ip otur＝入って座る 
čïg-ïp otur＝上がって座る 

tüš-üp otur＝降りて座る 

kel-ip otur＝来て座る 

ač-ïp otur＝開けて座る 

bar-ïp otur＝行って座る 

učuraš-ïp otur＝挨拶して座る 

 
	
 V-(ï)p otur-形式において、本動詞としての otur-の語彙的な意味としての「座っている」が読み

取れない用例も存在する。たとえば、(119)における jür-üp（走る）、(120)における küt-üp（待つ）

などの動詞の場合、必ずしも座って行っている動作とはいえない。また、（120）のように文中
に 8 jïldan beri「8年前から」などのような時間の起点や終点を明示して表す副詞が現れる場合、
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ある時点における〈動作の進行〉の意味が表されるが、「8 年の間ずっと」というニュアンスが
生じる。 
(119)	
 Ušunday 	
 	
 alakula 	
 menen   	
  jür-üp    	
  	
 otur-up,      bir kez-de 

このような	
 	
 急ぎ	
 	
 	
 と	
 	
 	
 	
 	
 走る-CVB	
 	
 	
 otur-CVB 	
 	
 	
 ある時-DAT 

köčönün     orto  čenin-de 	
 bir	
  kaldaygan   darbaza-ga   tokto-š-tu.  

通り-GEN	
 	
 真中 側-LOC	
 	
 一	
 	
 大きい	
 	
 	
 門-LOC	
 	
 	
 止まる-RECP-PST1 

 「このような急ぎで走っていて、ある時通りの真ん中にある大きい門の前に止まった。」 
 

(120)	
 Joro-nun   	
 kïz-ï   	
 	
  8  jïl-dan  beri 	
 	
 	
   ěr-ge      tiy-bey,   

    	
 PSN-GEN    娘-3:POSS  	
   8 年-ABL から	
 	
 	
 	
 旦那-DAT  出る-NEG 

    	
 Muslimahun-du  	
 	
 	
  küt-üp    	
  otur-gan    imiš. 

    	
 PSN-ACC  	
 	
         待つ-CVB  	
 	
 otur-PART   MOD 

  	
 「ジョロの娘は結婚しないで、ムシルマフンを８年間ずっと待っていたそうだ。」 
 
	
 以下の(121)〜(124)の用例は補助動詞の otur-が副動詞-up とともに従属節に現れている場合で

ある。このような場合、日本語に「〜し続ける」という意味になり、ある時間内で動作が継続さ

れ、最後に何かが結果の形で現れるのが特徴である。 
 
(121)	
 Ata-bala ar kaysïnïn bašïn        	
 	
 ayt-ïp     	
 	
 	
 koburaš-ïp     oltur-up, 

父子	
 	
 	
 色々	
 	
 頭-3:POSS-ACC	
 	
 話す-CVB 	
 	
 喋る-RECP-CVB	
  otur-CVB 

bayagï bürküt 	
 	
 uya-nïn tušu-na	
 	
  kel-iš-ti. 	
 	
 	
 	
 (Kara šumkar) 

その	
  鷹      	
 巣-GEN 前-DAT 	
 	
 	
 来る-RECP-PAST1 

    	
 「父と子は色々なことについて喋り続けて、その鷹の巣の前に来た。」 
 
(122)	
 Ata-bala 	
 süylö-š-üp  	
 	
 	
 	
 oltur-up,	
 	
 	
 	
 	
  üy-lör-ü-nö 	
 kanday    

      父	
 子	
 	
 話し合う-CVB 	
 	
 	
 otur-CVB 	
 	
 	
 	
 	
 	
 家-PL-DAT 	
 どう 

      jet-ken-in        	
 bil-bey    	
 	
  kal-ïš-tï.	
 (Poezddegi baarlašuu) 

      着く-PAST-ACC 	
 	
 知る-NEG 	
 	
 しまう-RECP-PAST 

    「親子は話し合っていて、家にいつ着いたのかわからなくなった。」 
 
(123)	
 Al 	
 ěl 	
 arala-p 	
 	
 	
 	
    bas-ïp 	
 	
 	
 	
 otur-up 
      彼   民 	
 	
 回る-CVB 	
 	
 	
 歩く-CVB	
  	
 	
 	
 otur-CVB 

      too-nun   booru-n-dagï 	
 	
 	
 akïrkï	
  bir   	
 tam-ga  	
  jet-ti.  (A.u.t.) 

 	
 	
  山-GEN   側-3:POSS-DAT 	
 	
 最後	
  一	
 	
 	
 家-DAT 	
 着く-PST1 

    「彼は、人々の家を回り、歩き続け、山側にある最後の家にたどり着いた。」 
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(124)  Janakï ĕki itelgi korku-p	
 	
 	
  kal-ïš-kan-bï 	
     biyikte-gen-den	
 	
  biyikte-p  

先	
   二	
 鷹	
 怖がる-CVB   残る-RECP-PART-Q  高める-PART-ABL 	
 高める-CVB 

otur-uš-up,     tunuk  asman-dïn kindig-i-ne  kir-ip   ket-ken-dey 	
 bol-uš-tu. (K. š.) 

otur-RECP-CVB 透明 空-GEN  臍-3:POSS-DAT 入る-CVB 行く-PARTなる-RECP-PAST1 

   「先の二羽の鷹は怖がってしまったのか遠く飛び続けて、透明の空に入ってしまった  
    ように見えた。」 
 
	
 次に(125)〜(128)の用例では、本動詞が主体の移動を表しており、〈動作の進行〉という意味を

表すことができない。これらの文において、「来る」という動作がすでに行われ、otur-によって
その〈変化の結果の状態〉の意味が表されている。 
 
(125)	
 …jazda 	
 yua-dan   	
 karma-l-gan           	
 kara   šumkar-dï   tartuula-p, 

 	
 	
 	
  春-LOC 巣-ABL 	
 	
 	
 捕まる-PASS-PAST  	
 	
 黒い	
 	
 鷹-ACC 	
  贈呈する-CVB 

koy 	
 tukum   ümtöt-üp    	
 	
 kel-ip     	
 	
 oltur-a-t.	
 	
 (Kara šumkar) 

羊	
 	
 子孫	
 	
 	
 期待する-CVB 	
 来る-CVB 	
 	
 otur-PRS-3SG 

「春に巣で捕まった黒い鷹を贈呈して、その代わりに羊をもらうことを期待して来  
ている。」 
 

(126)	
 Jenijok-toy 	
 	
 uluu 	
 akin-dar-ï-bïz-dïn     	
 	
  	
 körköm  	
   döölöt-tör-ün-dö  
PSN-のように 	
  偉大	
 	
 詩人-PL-3:POSS-GEN 	
   	
 アート 	
    遺産-PL-3:POSS-LOC 

katïl-gan 	
 tarbiya 	
 	
 jarayan-dar-ï-na 	
 	
 	
 	
 	
 kayradan 	
 	
 baš otu-buz  

潜む-VN  教養	
 	
 	
   課程-PL-3:POSS-ACC 	
      もう一回	
 	
 	
 頭-PL 

menen 	
 kir-ip, 	
 	
 ruhaniy 	
 	
 	
 baylïk-tar-ï-bïz-dï	
 	
 	
 	
 baldar-ï-bïz-dïn  

と	
 	
 入る-CVB 	
 精神的な	
 	
 豊富-PL-1PL:POSS-ACC 	
 	
 子供-1PL:POSS-GEN  

bilim-i-ne        aykalïštïruu   učur-u      kel-ip     otur-a-t. 	
  

教育-3:POSS-DAT 組み合わせる- 時-3:POSS 来る-CVB otur-PRS-3SG 

「ジェニジョクのように偉大な詩人の遺産課程に改めて専念して、精神的な豊さを子供たち

の教育と組み合わせる時が来ている。」 
 

(127)	
 Al   ulam   joluna  tuš kel-e    kal-gan         darak-tï    buyta-p      öt-üp, 

     	
 彼	
  また	
 道	
    前  来る-CVB 	
 残る-PART    木-ACC	
   避ける-CVB	
 通る-CVB 

 	
 	
 	
 öpkö-sü    köb-ö   entik-kenine     	
 kara-bay,   	
   jügür-üp      otur-du. (K.kS) 

肺-3:POSS	
 膨らむ-CVB 息くるしくなる-ACC   見る-NEG  走る-CVB 	
  	
 otur-PAST1 

	
 	
 	
 「彼女は道にあった木を避けて通り、息が苦しくなることも気にせず走っていた。」 
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(128)	
 Ošol 	
 otuz   jïl      ömür-ü-nün       	
 iči-nde   	
 mïnday    	
 šumduk, 

     	
 この	
 	
 30	
  年	
    人生-3:POSS-GEN 	
   中-LOC 	
 	
 このような 	
  不遜 

 	
 	
 	
 mïnday  	
 	
  kïzïk     	
 okuya-nï    	
   birinči 	
   jolu 	
  kör-üp, 

    	
  このような	
  面白い    	
 出来事-ACC	
     一番 	
 	
  目	
 	
   見る-CVB 

 	
     birinči   jolu 	
  üstü-nön 	
  čïg-ïp    	
   oltur-a-t.   (Kara šumkar) 

     	
 一番	
   回	
 	
  上-GEN 	
  出る-CVB   	
  otur-PRS-3SG 

 「この 30年間の人生の中で初めてこのような不遜な出来事に遭遇している。」 
 
3.2 本動詞が変化動詞の場合  
	
 V-(ï)p otur-形式では、本動詞が変化動詞の場合にも補助動詞 otur-に語彙的な意味がある程度残

っており、その変化した状態がある時点まで継続することを表す。以下の用例では、〈変化の結

果の状態〉を表している。 
 
(129)	
 Buga čeyin  	
 	
 bïlk ĕt-pey 	
 	
 senek	
  	
 bol-up 	
 	
 	
 oltur-gan 

これ まで	
 	
 	
  動く-NEG 	
 	
 	
 固い	
 	
 	
 なる-CVB 	
 	
 otur-PART 

biz-ge 	
 	
 	
 	
 Tomo	
  karïya 	
   söz	
 	
  bašta-dï.   	
 (Kara šumkar) 

私たち-DAT    PSN	
   お爺さん	
 	
 言葉	
 	
 始める-PAST1 

「今まで動くことなく、固まって (座って )いたトモは話し始めた。」 
 

(130)	
 Alar-dïn   	
 aldï-n-da       ĕle      Kudaybergen	
 	
  kara šumkar-dï  

彼ら-GEN    前-3:POSS-LOC        	
 	
 PSN      	
 	
  鷹-ACC 

tuur-dan  	
  koluna         	
 al-ïp       kondur-up    oltur-gan.  (Kara šumkar) 

台座-ABL 	
 手-3:POSS-DAT 	
 取る-CVB	
 乗せる-CVB    otur-PAST2 

「彼らの前でクダイベルゲンは黒い鷹を手に乗せて (座って )いた。」 
 
	
 次の(131)と(132)のように、otur-が副動詞-upとともに従属節に現れている場合、「〜し続ける」

の意味が強くなり、〈変化の結果の状態〉を表しているとは言えなくなる。 
 
(131)	
 Ulam biröö  sözü-nün       ayagï-na       čïk-kan-da,       ĕkinči-si	
 	
  bašta-p  

また	
 一人	
 話-3:POSS-GEN  終わり-DAT  来る-PART-LOC  二人目始める-CVB 

oltur-up   ubakït-tïn 	
 kanday	
  öt-kön-ün 	
  bayka-bay 	
 	
 kal-ïš-ču.	
 (Altïn küz) 

oltur-CVB 	
 時間-GEN 	
 どう	
 	
 過ぎる-PART	
 気づく-NEG しまう-RECP-PAST 

「一人が話し終わったら、二人目が話し始めていて、時間がいつ過ぎたのか気付かなかっ

た。」 
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(132)	
 Kökümbay-dïn üstü-nö   kel-gende       bir-den tĕĕp     tüšür-üp 	
 	
 oltur-up,  

     	
 PSN-GEN	
   上-DAT	
 	
 来る-PART-LOC	
 一つ	
 蹴る-CVB	
 下す-CVB otur-CVB	
  

     	
 Kökümbay-dïn tegere-gin  ördök-tör-gö toltur-up     üymöl-öp 	
 	
 tašta-y-t.	
 (K.SH) 

   	
   PSN-GEN	
   周り-ACCアヒル-PL    溢れる-CVB	
 いっぱいになる-CVBしまう-PRS-3 

  	
 「（鷹が）コクムバイの上に来たら、アヒルを一羽ずつなげ下ろし続けて、彼の周り	
  
	
 	
 	
 はアヒルでいっぱいになってしまった。」 
 
	
 	
 次の用例では、主体に見られる〈変化の結果の状態〉の意味を表している。つまり、ここで

は、kiy-（着る）という動作がすでに行われており、着た後の変化の結果の状態を表している。 
 
(133)	
 33 jïlï  biz  kiy-ip      otur-gan  kiyimi-biz menen 	
 ĕle 	
 kal-dï-k. (azattïk.kg) 

       33 年	
 私達	
 着る-CVB  otur-PART  服-1PL  と	
 	
 	
 MOD  残る-PAST1-1PL 

     「1933年に私達には着ていた服だけが残った。」 
 
	
 V-(ï)p otur-形式には、以下の(134)〜(137)のように〈動作の進行〉を表す文法的な意味ではな
く、本動詞の意味として使われているとも考えられない用例がある。これらの場合では otur-が

現在形の接辞で使われているが、〈変化の結果の状態〉の意味を表している。例えば、(134)は発
話時前にすでに手紙が書き始められて、その後も書き続けられているという訳ではない。手紙が

もう書き終わり、完了の意味になっている。すなわち、前接動詞が限界動詞であれば、もう終了

した出来事になり、otur-を使うことによって、その出来事に対して話者の評価が関与していると

考えられる。すなわち、なんらかのモダリティ的な意味を表している。(134)は後悔の意味、(135)
は仕方がない状況、(136)は自分が悪いということの承認、(137)はこれからずっと払わなければ
ならない状態の意味を表している。 
 
(134)	
 Menin  bul   katï-m       dagï	
 	
 abdan	
  keč	
 	
  jazïl-ïp     otur-a-t. (B.k.m) 

 	
 	
 	
 私-GEN この	
 手紙-1POSS  また	
 とても	
 遅い	
 書く-PASS-CVB  otur-PRS-3SG 

	
   	
 「私のこの手紙も非常に遅れて書かれている。」 

 

(135)  Zunnahun 	
   kama-t-ïp       otur-a-t.  (Sirender guldögön maalda) 

    	
  PSN	
 	
      逮捕する-CAUS   otur-PRS-3SG 

 	
 	
 「ズンナフンに逮捕されてしまった。」 

 

(136)  Men  	
 	
 bagï-ŋ-dï       	
  bayla-p  	
 	
  otur-a-m.  (Belgisiz kïzdïn mahabatï) 

   	
   私	
 	
 	
 幸せ-2POSS-ACC  	
 縛る-CVB 	
  	
 otur-PRS-1SG 

	
  	
  「私はあなたを不幸にしてしまっている。」 
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(137)	
 … 300 boo	
  čöp 	
 	
 	
 berese	
  bol-up	
    otur-a-m.  (Jïlandïn  süyüüsü) 

       	
 300  本	
 	
 牧草	
 	
 返済	
 	
 なる-CVB   otur-PRS-1SG 

    	
 「300束の牧草を返さなければならないことになっている。」 

 

3. 3	
 本動詞が状態動詞の場合  
	
 V-(ï)p otur-形式の場合、V-(ï)p tur-形式の状態動詞と同様に、本動詞には主体の擬態的な様子を

表す動詞類が現れる。実際、こうした場合、otur-（座っている）が本動詞として使われる用例で

ある。例えば、以下の(138)〜(140)では、ある時点における状態の持続を表している。 
 
(138) 	
 …čet-te   bir 	
 	
 kïz	
 	
 	
 	
  muŋay-ïp     otur-a-t. (super.kg) 

   	
  	
 横-LOC  一人	
 	
 女性	
 	
 	
 	
 悲しむ-CVB  	
 otur-PRS-3SG 

 	
 	
 	
 「横にいる一人の女性は	
 悲しんで（座って）いる。」 
	
 	
   
(139)  Kapitan 	
 menen   Kanïbek	
 	
  köpkö 	
 meltire-p   otur-uš-tu. (Üč ölüm) 

	
 	
 	
  キャプテン	
 	
 と	
 	
 PSN	
 	
   長い間	
 	
 黙る-CVB  otur-RECP-PST1 

	
 	
 	
 「キャプテンとカヌベクは長い間黙って (座って )いた。」 
 
(140)	
 Anarhan	
  	
 šïlkïy-ïp 	
 	
 otur-du. (Sirender guldögön maalda) 

      PSN	
 	
 	
 	
 下向く-CVB 	
  otur-PST1 

	
 	
  「アナルハンは下を向いて（座って）いた。」 
 
	
 これらの用例でも分かるように、「座っている」の意味が完全になくなっているわけではない。

主体の「悲しんで座っている」、「黙って座っている」、「下を向いて座っている」という状態が明

確にとれるからである。 
 
3. 4	
 本動詞が内的感情動詞の場合  
	
 V-(ï)p otur-形式において現れる内的感情動詞は変化動詞の次に使用頻度が高い動詞類である。

これらの場合も、otur-が本来もっている（座っている）という意味が文法的な意味に全く影響し

ていないとは言えない。すなわち、「座って悲しんでいる」、「座って考えている」、「座って喜ん

でいる」というように解釈できるし、その状態がある時点まで持続しているとも解釈できる。 
 
(141)	
 Kačan  bar-sa-m    al üy-dö    kapalan-ïp   otur-gan  bol-o-t. (M.m. j.) 

    	
 いつ	
  行く-COND-1 彼	
 家-LOC 悲しむ-CVB  otur-PART なる-PRS-3SG 

	
 	
  「いつ行っても彼は家で（座って）悲しんでいる。」 
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(142)	
 Al 	
 köpkö 	
 unčuk-pa-y          oylo-n-up          otur-du.  (Üč ölüm) 

 彼 	
 長い間  話し出す-NEG-CVB   考える-REFL-CVB  	
 otur-PST1 

  「彼は長い時間黙って（座って）考えていた。」 
 
(143)  Baarï  jok-tu   	
 bil-ip      	
 otur-uš-a-t.	
 	
 	
  (Kanïbek)	
   

 	
 全て  無-ACC  知る-CVB  	
 	
 otur-RECP-PRS-3PL 

	
 	
 「みんな無いこと（貧しさ）を（座って）知っている。」 
 

(144)	
 …čet-te   bir 	
 	
 kïz	
 	
 	
 	
  kuban-ïp     otur-a-t. (super.kg) 

   	
    横-LOC  一人	
 	
 女性	
 	
 	
 喜ぶ-CVB      otur-PRS-3SG 

 	
 	
   「横にいる一人の女性は（座って）喜んでいる。」 
 
3. 5 まとめ  
	
 第３節では V-(ï)p otur-形式に現れる本動詞のタイプによって表される文法的な意味について

見てきた。 
	
 動作動詞の場合、基本的にある時点における〈動作の進行〉という文法的な意味を表す。しか

し、この場合、「座っている」という本動詞の意味で使われているのか、補助動詞として使われ

ているのかを規定するのが難しい。一方、変化動詞の場合には、（座っている）という本動詞の

意味がなくなっており、補助動詞として機能しているが、その場合に、何らかのモダリティ的な

意味が生じている。また、otur-形式が副動詞の-up とともに従属節の中に現れると、当該の動
作が「〜続けていく」という意味になる。そしてその場合には、述語に来る出来事が前件の出来

事の影響を受け、何らかの結果として残ることを表している。 
	
 さらに、本動詞が移動動詞として述語に現れる場合は、〈変化の結果の状態〉の意味を表す。

また、bil-（知る）、kiy-（着る）などの本動詞と組み合わさった場合も〈動作の進行〉ではなく、

〈変化の結果の状態〉の意味を表している。 
	
 最後に内的感情動詞の場合は、ある時点における〈感情の持続〉を表すと同時にその状態が「座

ったまま」行われているというニュアンスが含められている。 
 
4.	
 	
 V-(ï)p jür- 形式:補助動詞が jür-の場合  
	
 前節と同様にこの第 4節でも、V-(ï)p jür- 形式において jür-が本動詞として用いられる用例の

確認から始める。次の(145)と(146)においては、それぞれの主語は人と物であり、形容詞（sergek、

iygiliktuu）+ jür- で構成され、「すっきりしている」と「うまくいく」のように訳される。また、

(147)においては、「行われる」という意味で用いられている。 
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(145)	
 Sen barï-dan  	
 murda  karïluu  bol-so-ŋ,       sergek 	
  jür-ö-sün. (M. m. j.j) 

    	
 君	
 	
 全部-ABL	
 先	
 	
  強い	
 	
 なる-CVB-2 	
 すっきり   jür -PRS-2SG 

	
 	
 「何よりも強い体を持っていれば、いつもすっきりしている。」 

 

(146)	
 A  	
 degende           	
  iš-i-m   	
 	
 	
 	
 iygilik-tüü 	
 	
  jür-dü. (M. m. j.j) 

    	
 あ	
 	
 と言う-PART-LOC 	
  仕事-1:POSS 	
 	
   成功-ADJ	
 	
 	
 	
 jur-PAST1 

	
 	
 	
 「最初は仕事がうまく行った。」 

 

(147)	
 Maydan	
  biz-din 	
  jer-den 	
  alïsta－batïš-ta 	
  jür-üp    	
 jat-a-t. (M. m. j.j) 

    	
 戦争	
 	
 私達-GEN 	
 土地-ABL 	
 遠い-LOC  西-LOC	
  jur-CVB  	
 jat-PRS-3 

  	
 「戦争は私達のところから遠く西で行われている。」 

 

4.1	
 本動詞が動作動詞の場合  
	
 V-(ï)p jür-形式において、本動詞としての動作動詞は、補助動詞の jür-と組み合わさって主体

の〈動作の進行〉という文法的な意味を表す。これまでみてきた補助動詞と異なって、V-(ï)p jür-
形式の場合では、ište-（働く）、oyno-（遊ぶ）、izde-（探す）、kïl-（する）、šaš-（急ぐ）などのよ

うに移動を伴う持続的な動作動詞が多く現れるのが特徴的である。これは、jür-がもつ語彙的な
意味の（動く）から来ていると思われる。 
 
(148) 	
 Ĕl   munu menen da šorpo-šileŋ-den	
  öksü-bö-y    ookattan-ïp  jür-üš-tü. (Ürkün) 

       人々	
 これ  と	
 	
 スープ-ABL	
 	
 	
 	
 困る-NEG	
 生きる-CVB    jur-RECP-PAST1 

「人々はこのようなスープがあるから食料に困らず生きていた。」 
 
(149) 	
 Al bizdin     kel-iš-i-biz-di        murdatan ĕle	
  küt-üp 	
  jür-üptür.  (K. k.E) 

      	
 彼	
 私-GEN	
 来る-RECP-3PL:POSS-ACC	
 前	
 	
 待つ-CVB  jur-PAST3 

     	
 「彼は私たちの来ることを前から待っていたそうだ。」 
 
(150) 	
 Čatïr-dï 	
 	
 kara-sa-m	
 	
 	
 	
  aga-m 	
 	
 	
 	
 	
 karïndaš-tar-ïm 

      	
 テント-ACC 見る-COND-1SG	
  兄-1SG:POSS 	
 	
 妹-PL-1SG:POSS 

        menen 	
 	
 oyno-p 	
 	
 	
 jür-ö-t.    (Turmuštan jaralgan čoku) 

        と 	
 	
 	
 	
 遊ぶ-CVB 	
 	
 	
 jür-PRS-3SG 

      「私がテントを見たら、兄が妹達と遊んでいた。」 
 
 上の用例では、ookattan-「（食べて）動いて生きる」、küt-「動いて待っている」、oyno-「動いて

遊んでいる」というニュアンスが含まれており、主体の動作が動いて行われることを意味する。
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次の例も同様なことがいえる。 
 
(151)  Al 	
  dayïma	
   šaš-ïp 	
 	
  	
 jür-ö-t 	
    ěmnegedir. (super.kg) 

 彼は	
 いつも	
  急ぐ-CVB 	
 	
 jür-PRS-3SG    なぜか 

 「彼はなぜかいつも急いでいる。」 
 
	
 また、以下のような主体の長期的な活動動作を表す動詞に jür-が後接する場合、主体の長期に
わたる〈動作の進行〉の意味を表す。 
 
(152)  Zarla-p      jür-üp    	
 	
 bala-luu     bol-uš-kan       (super.kg) 

      懇願する-CVB  jür-CVB 	
 	
 	
 子供-ADJ	
 なる-RECP-PAST2 

 「（ずっと）懇願し続けて、子供ができた。」 
 

(153)	
 Mektep-te  baldar-ga   tarïh  sabag-ïnan  ber-ip      ište-p     jür-ö-m.    (T.m.) 

     	
 学校-LOC  子供達-DAT  歴史	
 科目-ABL あげる-CVB勤める-CVB  jür-PRS-1SG 

    	
 「学校に勤めて、子供達に歴史を教えている。」 

 

(154)	
 Oš 	
 šaar-ïn-dagï     jaš  üy bülö-lör-dün deerlik 60 	
 payïzï 	
 	
 mïyzamduu   nike 

    	
 オシュ町-3:POSS-LOC 若い	
 家族-GEN  	
 約	
 	
 	
 60	
 パーセント	
 法律的	
   結婚 

     	
 kagazï 	
 	
 jok,	
   šariyat   nike-si     menen	
  jaša-p       jür-ö-t.  (kabarordo.) 

	
 	
 	
  紙-3:POSS ない	
 シャリア	
 結婚-3:POSS	
 と   	
 住む-CVB      jur-PRS-3SG 

	
 	
   「オシュ市の若い家族の約 60パーセントは法律上の結婚証明書無しで、シャリア（イ 
	
 	
   スラム教の法）結婚法のもと一緒に暮らしている。」 
 
	
 なお、V-(ï)p jür-形式の場合に特徴的なのは、まず、動作の開始を表す副詞相当句と共 
起して現れることである。時間の起点や終点を明示して表す beri（～から）、čeyin（～まで）を

含む副詞相当語句が使用されることがある。これらの副詞相当句が jür-と共起する場合、主体の
長期にわたる〈動作の進行〉の意味が補強される。 
 
(155)	
 Agam-dïn  dos-u     köp   jïl-dan beri  čet ölkö-dö  ište-p    jür-ö-t. (super.kg) 

  	
  	
 兄-GEN  友人-3:POSS 沢山 年-ABL      外国-LOC    働く-CVB   jür-PRS-3SG 

	
 	
 	
 「兄の友人はもう大分前から外国で働いている。」 
 
(156)  Men  bul    sözün       köpkö   čeyin  unut-pa-y         jür-dü-m. (A.s.k) 

私	
 	
 この	
 言葉-3:POSS 長い間	
 まで	
 忘れる-NEG-CVB    jur-PAST1-1 
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「私は（彼）の言葉をいつまでも忘れないでいた。」 

 

(157)	
 Körsö     	
 al 	
 ěki jïl-dan beri	
    men-i	
 	
  	
 alda-p 	
 	
 	
 jür-üptür (super.kg) 

   見る-COND  	
 彼	
 二 年-ABL から 	
 私:ACC 	
 だます-CVB 	
 jür-PST3 

  	
  「彼は二年前から私をだましていたみたい。」 
 
(158)	
 Dos-u     köp-tön beri  čet ölkö-gö  	
 ište-p 	
 kel-genge  čakïr-ïp  jür-gön. (Bötön j. b.) 

 友人-3:POSS	
 長い間-ABL 	
 外国-LOC  働く-CVB 来る- CVB 呼ぶ-CVB jur-PAST3 

 「友人はずっと前から外国で働くように私を呼んでいた。」 

 

(159)	
 Rasim 	
 mïrza,	
 	
  men	
  siz-di 	
 	
 	
 	
 	
 köp-tön 	
 	
 beri 	
 	
 	
 	
 	
 süy-üp 	
 	
 	
  

	
     PSN	
 	
 ミスター	
 	
 私	
 	
 あなた-ACC 	
 	
 たくさん-ABL前から	
  	
 	
 愛する-CVB 	
  

      jür-gön   	
 bir  	
  jaš    kïz-mïn.   (Tuyuk mahabat) 

      jur-PART  	
 一人	
   若い	
   女-1SC 

    「ラシムさん、私はあなたをずっと前から愛している一人の女です。」 
  
	
 jür-は、次の(160)ような sayïn （毎回）、(161)のような anča-mïnča（小数）などのような動作

の頻度を示す副詞と共起する場合、〈動作のくりかえし〉の意味を表わす。 

 
(160)	
 Kečki  jumuš-u    bütk-ön        sayïn   	
 	
 biz-dikine  kel-ip 	
  	
 jür-dü. (P.b.) 

  夜	
 	
  仕事-3:POSS  終わる-PART ごと 	
    私達-DAT	
 来る-CVB	
  jür-PST1 

	
 	
  「夜の仕事の帰りごとに私達のところに来ていた。」 
 
(161)	
 ...kïz kez-i-nde        šaar-ga       ket-ip,   kiyin   okumuštuu 

        女 時期-3:POSS-LOC 都会-DAT    行く-CVB 後   	
  学者 

       bol-gon-u-n           anča-mïnča 	
 	
 	
 ug-up	
 	
   jür-gö-m. (Birinči mugalim) 

       なる-VN-3:POSS-ACC   何回か          聞く-CVB 	
  jür-PST2:1SG 

「...少女時代に都会に行って、その後学者になったことを何回か聞いていた。」 
 
	
 以下の(162)〜(165)のような例は、過去において行われた長期間にわたる〈動作の進行〉を表
す。 
(162)	
 Ĕl 	
  ürk-üp       ket-ken-den     kiyin Tüp-tün    	
 bay-larï,   kïrgïz 

	
 	
 	
 民	
 	
 逃げる-CVB  ket-PAST-ABL  	
 後	
 チュプ-GEN  金持ち-PL  キルギス 

jeri-ne     kel-ip,    	
 	
 čöp čaap,    ěgin 	
    sal-ïp	
 	
  jür-čü ĕken.	
 (Kïyïn kezeŋ) 

   	
 土地-DAT 	
 来る-CVB	
 	
 	
 草	
 刈る-CVB  種まき  入れる	
 jur-PAST3 MOD 



113 
 

	
 	
 「人々が逃げてしまった後チュプの金持ちがキルギスの地に来て、草を刈って、農業  

	
 	
 していたそうだ。」 

 

(163)	
 Ošondoy kenen   imeriliš-tin  birinde 	
 	
  ördögü 	
 jok,	
  kazï jok 	
 	
 atayïlap 

	
 	
 	
 そのような	
 広い	
 湖-GEN	
 一つ-LOC	
   アヒル	
 無い	
 ダック	
 無い	
 わざと 

irge-p koy-gon-doy 	
 	
 	
   bir öŋčöy  ak kuu-lar  süz-üp	
 	
  jür-gön eken.(K. š) 

選定する-CVB置く-のように	
 同色	
   白 鳥-PL  泳ぐ-CVB   jur-PAST2  MOD 

 「そのような大きい湖なのにアヒルもダックもいなく、選ばれたかのように白鳥だけ	
 	
 	
  

	
 が泳いでいた。」 

 

(164)	
 Kočkor-Ata-nïn 	
 	
 	
 	
 	
 öndür-ün 	
 	
 kïdïr-ïp 	
 	
 	
 	
 	
 jür-üš-üp 	
  

	
 	
 	
 コチュコル	
 アタ-GEN 	
 草原-ACC	
 	
 歩き回る-CVB	
  	
   jur-RECP-CVB 

      bir da 	
 	
 	
 toodak 	
 	
 tap-pa-y	
 	
       	
 	
 	
 koy-uš-tu.  (Kara šumkar) 

      一つ	
 も	
 	
 野生のカモ	
 見つかる-NEG-CVB	
    置く-RECP-PAST1	
  

    「コチュコル・アタの草原を歩き回っても、一匹の野生のカモも見つからなかった。」 
 
(165)	
 Čïnïkan	
  	
 kel-gen-de 	
 	
 	
   Toktosun 	
   tur-up, 

 	
 PSN 	
 	
 	
 来る-PART-LOC   	
  PSN 	
 	
 	
 立つ-CVB 

 	
 arï－beri	
 	
  bas-ïp 	
 	
 jür-gön. 	
 	
 	
 (Küyümdüü jurök) 

 	
 あちこち	
  	
 歩く-CVB	
 	
  jür-PST2 

  	
 「ティニカンが来た時、トクトスンは立って、あちこち歩いていた。」 
 

4.2 	
 本動詞が変化動詞の場合  
	
 V-(ï)p jür-形式の場合、本動詞は動作動詞が圧倒的に多いが、変化動詞も少なからずある。変
化動詞の場合、以下の(166)〜(170)が示すように、基本的に主体の動作が終わった後に生じる〈変
化の結果の状態〉の意味を表す。こうした場合、jür-は本来の語彙的な意味としての「動く」の
意味ではなく、補助動詞として〈変化の結果の状態〉という文法的な意味を表すのに大きく関わ

っている。また、V-(ï)p jür-形式では、これまでの補助動詞とは異なり、人が主語となる文が多

い。 
 
(166)	
 Basa 	
 	
 men	
  da 	
 ušunday 	
 	
    bol-or-un           bil-ge-m,  

      ちなみに	
   私	
 	
 も	
 	
 このように	
   なる- FUT-ACC     知る-PAST2-1SG 

      bul     Uzak-tï     azgïr-ïp            jür-ö-t.	
 	
 	
 	
 (Durbölöŋ zaman) 

      これ	
  PSN-ACC   誘惑する-CVB        jur-PRS-3SG 

    「これはウザクを誘惑しているとちなみに私もこのように思っていた。」 
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(167)	
 El-di      büldür-üp 	
 	
 	
 	
    jür-gön 	
  kiši-ler 	
   jakïnda	
  toluk  

    	
 民-ACC  	
 不和にする-CVB      	
 jur-PART 	
  人-PL 	
 	
 近い内	
  完全 

	
   	
 karmal-ïp	
 	
 	
  	
 jaza-sïn 	
 	
 	
 	
   	
    tart-a-t.      (Durbölöŋ zaman) 

	
   	
 捕まえる-CVB 	
 	
 罪-3:POSS-ACC         取る-PRS-3SG 

  	
 「国民を不和にしている人々は近いうちに罪を問われる。」 

 

(168)	
 Ilgerte-den beri  bayla-p    jür-gön    jara-sïn         bügün  	
 sïrtï-na 

    	
 昔-ABL  	
 	
  結ぶ-CVB    jur-PART	
  傷-3:POSS-ACC 	
 今日	
 	
  表-DAT 

aŋtar-ïp      čïgar-ïp,   köz  aldï-na   jayna-tïp    sal-ganday   bol-du. (D.Z)                                                      

   	
  裏返す-CVB  出す-CVB   目   前-DAT  	
 広げる-CVB しまう-のよう	
 なる-PAST1 

  	
 「昔から残っている心の傷を今日は表に出し、目の前に広げてしまったようになった。」 

 

(169)	
 Alïstagï    biyik   	
 bet-te      jayil-ip        jür-gön     koylor 

       遠い	
    	
  高い	
   側-LOC   	
 広がる-CVB   	
 jur-PART     羊-PL 

     	
 jïbïra-gan       kurt-tay       	
 bol-up        körün-ö-t.    (Durbölöŋ zaman) 

     	
 はびこる-PART  虫-のよう	
 	
  	
 なる-CVB    	
 見える-PRS-3SG 

	
 	
 「遠くの高いところに広がっている羊ははびこった虫のように見える。」 

 

(170)	
 Satkïn 	
 	
 ěne-si-nen     	
 	
    kal-gan   	
 	
 	
 čepken-di 	
 	
 	
  

   PSN 	
 	
 	
 母-3:POSS-ABL 	
 	
  残る-PAST	
 	
 	
  ジャケット-ACC  

   köpkö	
  čeyin 	
 	
  kiy-ip	
 	
 	
 	
 	
  	
   jür-gön. (Jortuul) 

   長い	
   まで	
 	
   着る-CVB 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 jür-PST2 

     「サトクンはお母さんが残したジャケットを着ていた。」 
 
この(170)と次の(171)の場合、長時間にわたり、ずっと着ていたという点で主体における〈変化
の結果の状態〉の意味を表す。 
 
(171)	
 1937-38 jïl-darï	
 Aalï menen Tümönbay 	
 	
 kamalar-da	
 	
  	
 	
 	
 	
 da 	
 dal ušunday 

     	
 1937-38年-PL  	
 	
 	
 PSN と	
 	
 PSN	
 	
 	
 逮捕される-PART-LOC 	
 も	
 この	
 ような 

     	
 ěski   čepken     	
  kiy-ip    	
 	
 jür-üš-kön       tüsh-üm-dö.  (M m j j) 

	
 	
 	
  古い	
 ジャケット	
 	
 	
 着る-CVB  	
  jur-RECP-PAST2 	
  夢-1:POSS-LOC 

	
  	
 「私の夢の中で 1930年代にアールとトムンバイは逮捕される前にこのような古いジ 

	
 	
 	
 ャケットを着ていた。」 
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(172)  Al nečen jïl-dan beri ušunday     at menen   atal-ïp         jür-ö-t. (Čagïlgan) 

       彼	
 いつ	
 年-ABL   このような	
 名前	
 と  名付けられる-CVB  jür-PRS-3SG 

     「彼はもう大分前からこのように名付けられている。」 

 

(173)  Čoŋ 	
 	
 apa-m-dïn	
 	
     	
 süröt-ü        	
 men-de   ošol  

       大きい	
 母-1:POSS-GEN   	
 写真-3:POSS  	
 	
  私-LOC  その 

       boydon     sakta-l-ïp 	
            jür-ö-t.  (Alïkuldu süygön kïz) 

	
 	
 	
  まま	
 	
 	
 	
 保管する-PASS-CVB    jür-PRS-3SG 

	
 	
  「お婆さんの写真はそのまま保管されている。」 

 
	
 (172)と(173)の用例では、本動詞は受け身形で用いられ、〈変化の結果の状態〉の意味を表して

いる。このような意味を表すためには、主語は物であることが必要である。 

 

4. 3	
 本動詞が状態動詞の場合  
	
 V-(ï)p jür-形式には本動詞として状態動詞が使われる用例が見られない。これは補助動詞の jür-

がもともと本動詞として「動く」という意味をもっていることに起因していると思われる。すな

わち、本動詞の状態性と補助動詞 jür-がもつ動作性とが相容れないと考えられる。 
 
4. 4	
 本動詞が内的感情動詞の場合  
	
 V-(ï)p jür-形式において本動詞として内的感情動詞が補助動詞の jur-とともに使用される場合、

(174)〜(181)が示すとおり主体の長期にわたる〈心理的な状態〉を表す。 
 
(174)  Ini-si     ĕköö    tayake-si-nin         üy-ün-dö   	
    ašïkča 	
 	
 bol-up  

 弟-POSS:3 二人	
  伯父さん-3:POSS-GEN  家-3:POSS-LOC  余り	
 	
 	
 なる-CVB 

jat-kan-yn       köpt-ön 	
 	
 beri 	
  sez-ip      	
  jür-ö-t. (superinfo) 

	
 	
 	
 jat-PART-ACC	
 	
 長い間-ABL 前から  感じる-CVB  	
   jur-PRS-3SG 

「弟二人は伯父さんの家では必要でないことを前から感じている。」 

 

(175)  31-jïl-dan 	
 kiyin 	
 jürök 	
 ooru-dan	
 	
  japa čeg-ip       

      31 年-ABL	
  後	
 	
 心臓	
   病-ABL 	
 	
 苦しむ-CVB	
 	
   

      jür-gön  	
  čal-dïn	
       salamat-tïgï-na 	
    kara-p,  Yačevskiy-ler 1932-jïlï  

      jur-PART 	
 お爺さん-GEN  健康-3:POSS-ACC  見る-CVB	
 PSN-PL   1932 年	
  

	
 	
 	
 kïšïn-da   Vilne-de      jaša-š-tï.           (Emne	
 üčün)  

 	
 	
  冬-LOC    ビルネ-LOC   住む-RECP-PAST1 

   「1931年から心臓の病気で苦しんでいたおじいさんの健康のためにヤチェヴスキー家 
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 は冬にはビルネに住んでいた。」 

 
(176)  Ubagïnda Salijan Jigitov  kïrgïz-ga 	
     uluttuk 	
 jana 	
 	
 mamlekettik	
  degen 

	
 	
 	
  時期	
 	
 	
 PSN	
 	
 	
 	
 キルギス人-DAT	
 国民	
 	
 	
 と	
 	
 	
 	
 国家	
 	
 という 

 	
 	
   söz-dün maani-maŋïzïn čačïrat-ïp tüšündür-üp    jür-üp 	
 	
  öt-üp   ket-ti.   (Kutbilim ) 

	
 	
 	
  単語-ABL 内容	
 	
 	
 溢れる-CVB 説明する-CVB jur-CVB   通る-CVB 行く-PAST1 

	
   「サリジャン・ジギトフは国民と国家という単語の意味をずっと詳しく説明し続け  
	
 	
 て他界してしまった。」 
 
(177)  Jardam bermek	
  tügül 	
 	
 «a baykuš, 	
 buga     ĕmne-sin     ber-e-t»      de-p, 

手伝い	
 あげる	
 より	
 	
 可哀相に	
  この人-DAT	
 何-3:POSS	
  あげる-PRS-3  言う-CVB 

kay biröö  Kökümbay-ga 	
 	
 jolo-bo-y 	
 	
 sïrt 	
 sal-ïp 	
 	
 ušakta-p 	
 	
 jür-ö-t. 

	
 ある	
 人 PSN-DAT    	
 近づく-NEG-CVB     外	
 入れる-CVB	
 噂言う-CVB jur-PRS-3SG 

「手伝うことはなく「可哀相にこの人に何をしてあげられるだろう」とある人はコクムバイ

に近づかないで、陰で噂をしている。」 

 

(178)	
 Kudaybergen da 	
 	
 bir	
  kör-sö-m 	
     de-p,        ĕköö   teŋ   

	
 	
 	
  PSN	
 	
 	
 	
 も	
 	
 	
 一	
 見る-COND:1SG と言う-CVB  二人	
 とも   

biri-biri-ne    ĕŋse-p           jür-üš-čü. 

お互い-DAT	
 会いたがる-CVB   jur-RECP-PAST3 

「クダイベルゲンも彼女も二人ともお互いに会いたがっていた。」 

 

(179)	
 …atagï   alïsta-p       ket-ken    Tomo  degen  münüškör-dü     kör-sö-m  

	
 	
 	
 	
 名前	
 遠く行く-CVB  行く-PART  PSN	
 と言う	
 ホーカー-ACC    会う-COND-1 

de-gen-de 	
 	
     ak ĕt-ken-den tak ĕt-ip 	
 	
 jür-gön   kez-i-m. 

	
 言う-PART-LOC	
 	
 待ち通す-CVB	
 	
          jür-PART   時期-1:POSS 

	
 「有名なトモという人に会いたいと夢見ていたときだった。」 

 

(180)  Apa, maga   	
 köp-tön  beri 	
 	
 bir 	
 nerse-ni      ayt-a        al-ba-y 

 母	
 私-DAT	
 長い-ABL   から   一つ	
 もの-ACC    言う-CVB	
   取る-NEG-CVB 

kïynal-ïp    jür-ö-süz,     balkim     ayt-ar-sïz.	
 	
 (super.kg ) 

 困る-CVB   jur-PRS-2SC   多分	
 	
    話す-FUT-2SG 

	
    「お母さん、何か言いたいことを言えずに困っているの?良かったら話してくれない?」 
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(181)	
 Biz anïn 	
 	
 	
 čet-jaka-sï-n      ug-up    ayabay    okün-üp     jür-dük. (M.m. j. j) 

    	
  私達	
 それ-GEN  少し-3:POSS-ACC 聞く-CVB とても 後悔する-CVB  jur-PAST1 

 	
 	
 「私達はそれを少しだけ聞いてとても後悔していた。」 

 

 

4. 5 まとめ  
	
 第４節では、V-(ï)p jür-形式に現れる文法的な意味について考察してきた。本動詞が動作動詞

の場合、基本的に長時間にわたる〈動作の進行〉という文法的な意味を表す。これまでの補助動

詞と異なり、補助動詞の jür-がもつ語彙的な（動く）という意味は文法的な意味にそれほど影響

していないと考えられる。それは（動く）の意味からくる「動きながら何かをする」という意味

の性質に起因するものだと思われる。その裏づけとして、主語はほとんど人であり、物が主語で

ある用例は見られなかった。 
	
 また、文中に現れる期間を規定する副詞によって〈動作のくりかえし〉という文法的な意味が

表される。さらに、文中に副詞が現れなくても「ずっと、途切れなく」というニュアンスが含ま

れている用例があることも確認した。 
	
 変化動詞の場合には、〈変化の結果の状態〉という文法的な意味を表すが、変化動詞の数は動

作動詞よりも少ない。本動詞が受け身形をとり、物が主語である場合には〈変化の結果の状態〉

の意味を表す。 
	
 V-(ï)p jür-形式において特徴的なのは補助動詞の jür-が状態動詞と結合できないことである。 
	
 最後に内的感情動詞の場合、長期間にわたる〈心理的な状態〉という文法的な意味を表す。そ

して、他の補助動詞と同様に、過去形でも使用されることが確認できた。 
 
 
5. 第 2 章のまとめ  
	
 この章では、「V-(ï)p jat- 補助動詞」の形式に焦点を当て、補助動詞の jat-、tur-、otur-、jür-が

本動詞である動作動詞、変化動詞、状態動詞、内的感情動詞とどのように結びついて、それぞれ

の文法的な意味を表すかについて考察した。例えば、一般に補助動詞は本動詞の動作動詞と結び

ついて〈動作の進行〉、変化動詞と結びついて〈変化の結果の状態〉という文法的な意味が表さ

れる。しかし、これらの文法的な意味以外に、文中での語彙的・文法的な条件によって、〈動作

のくりかえし〉や〈変化の結果の状態〉を表す場合がある。この第 2章を締めくくるに当たり、

V-(ï)p jat- 形式、V-(ï)p tur- 形式、V-(ï)p otur- 形式、V-(ï)p jür- 形式という 4つの場合に分けて、

こうした文法的な意味および文中での語彙的・文法的な条件によって生じる意味についてまとめ

ることにする。 
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[1] V-(ï)p jat- 形式の場合  

	
 補助動詞の jat-は、他の補助動詞と同様に本動詞として単独で用いられる場合、語彙的な意味

を表す。jat-（横たわっている）は状態動詞で、文中に場所を示す位格名詞をともなって、「divan(ソ

ファ)+da(位格) jat-a-m(「横たわっている」-現在形接辞-人称語尾)」という形式で用いられる場

合には「ソファに横たわっている」という状態を表し、語彙的な意味で使われる。その一方で、

V-(ï)p jat-形式において jat-が補助動詞として用いられる場合は、他の補助動詞よりも文法化が進

んでおり、他の補助動詞と比べて汎用性があるといえる。 

	
 V-(ï)p jat-形式は、基本的に動作動詞が用いられる場合、〈動作の進行〉や〈動きの持続〉を表

し、変化動詞の場合は〈変化の結果の状態〉を表すことを様々な用例で確認した。しかし、変化

動詞の場合には、ある状態は現在進行中なのか、結果として眼前に残っているのかによって〈動

作の進行〉と〈変化の結果の状態〉の両方の文法的な意味を表せることもある。文中に kündö（毎

日）などのように動作の頻度を表す副詞が現れると、V-(ï)p jat-形式は、〈動作のくりかえし〉と

いう文法的な意味を表す。また、V-(i)p jat形式はほとんどの動詞と結合できるが、結合できない

動詞も少なからずある。それは、「見つける」、「似る」、「知る」などのような結果の面だけを問

題とする動詞類である。 

	
 そして、他の補助動詞と同様に jat-に過去形の接辞-dï/-kan/-ïptïr/-čuが後接することによって過

去において行われた〈動作の進行〉や〈動作のくりかえし〉を表す。また、jat- に-kan 分詞＋

bol-o-t(「なる」動詞に単純現在形接辞が付加されたもの)が後接する形式については、未来にお

いて行われる〈動作の進行〉を表す用例を示し、既存の文法書では現在形の一部として定着して

いるとの記述があるのに対して異をとなえ、これらの補助動詞は現在形ではなく、過去形でも未

来形でも使用されることを示した。 

	
 以下、jat-とともに用いられる本動詞の特徴について述べる。特に、動作動詞の代表として移

動動詞を例に挙げる。移動動詞は以下の 3つのグループに分けることができる。 
 
①  移動動詞 -(ï)p jat- 形式で現れる場合  
	
 移動動詞が本動詞として現れる場合、補助動詞の jat-は、(182)が示すとおり現在における〈動

作の進行〉を表す。下の(183)の tur-と(184)の jur-と比較してみると、(183)の場合は、定期的に「来

ている」という意味になり〈動作のくりかえし〉の意味を表す。(184)の場合は、「ずっと前から

来ている」という意味になるが、「話し手に見えないように来ている」という微妙なニュアンス

が感じられる。なお、この場合に otur-を用いることはできない。 
 
(182)	
 Šayloo-ču-lar 	
 dobuš   berüü-gö    	
  kel-ip      jat-ïš-a-t. （super.kg） 

   	
 	
 投票-者-PL   投票	
 	
 あげる-VN-DAT 来る-CVB 	
 jat-RECP-PRS-3PL 

  	
 	
 「投票者達は投票するのに来ている。」 
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(183)	
 Šayloo-ču-lar 	
 dobuš   berüü-gö    	
  kel-ip      tur-uš-a-t.  

   	
 	
 投票-者-PL   投票	
 	
 あげる-VN-DAT 来る-CVB 	
 tur-RECP-PRS-3PL 

  	
 	
 「投票者達は投票するのに来ている。」 

 

(184)	
 Šayloo-ču-lar 	
 dobuš   berüü-gö    	
  kel-ip      jür-üš-ö-t.  

   	
 	
 投票-者-PL   投票	
 	
 あげる-VN-DAT 来る-CVB 	
 jür-RECP-PRS-3PL 

  	
 	
 「投票者達は投票するのに来ている。」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

②  V-(ï)p 移動動詞 -(ï)p jat- 形式で現れる場合  

	
 この「V-(ï)p 移動動詞-(ï)p jat-形式」は、「移動動詞-(ï)p jat-形式」と同様に、複数主語による

用例がほとんどである。これらの用例でも、jat-は、主体の〈動作の進行〉の意味を表す。 

 

(185)  Alïp-satuuču-lar     	
 arzan  unaa-lar-dï 

     	
 買う- 売る-者-PL   	
 安い	
  車-PL-ACC 

       Rossiya-dan     al-ïp      kel-ip        jat-ïš-a-t. 	
 (barakelde.kg) 

       ロシア-ABL    取る-CVB  来る-CVB 	
 	
   jat-RECP-PRS-3PL 

      「商売者はロシアから安い車を運んで来ている。」 

 

 (185)の jat-は、tur-（立つ）と jür-（動く）に置き換えると、tur-は〈動作のくりかえし〉、 jür-

は「ずっと前からしている」という意味を表すが、otur-（座る）は使えない。 

 

③ 移動動詞 1V-(ï)p 移動動詞 2-(a/e) jat-〕形式で現れる場合  
jat-は bar（行く）と kel（来る）という移動動詞と組み合わさると、baratat と keltatこのように

音韻縮約した形で使われ、上記の①、②とは対照的に文法化が進んでいると言える。全体として

動作のある方向に向かって進行していることを表す。 
 
(186)  Kün 	
 	
 batïp     bar-a       jat-kan. 	
 	
  

       太陽	
 	
 沈む-CVB  行く-CVB   jat-PAST2	
 	
 	
  

 	
 	
  「太陽が沈みつつあった。」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

  	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

(187)  Kün   čïg-ïp     kel-e      jat-a-t. 

	
      太陽  昇る-CVB  来る-CVB   jat-PRS-3 

      「太陽が昇りつつある。」 
 
(186)と(187)は、補助動詞の jat-だけに見られる特徴で、他の補助動詞と置き換えることはでき
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ない。また、V-(ï)p jat-形式の場合、動詞の öl-（死ぬ）が現れるが、他の補助動詞の場合には現

れない。 

 
[2]  V-(ï)p tur- 形式の場合  

	
 補助動詞の tur-も本来は状態動詞で、本動詞として用いられる場合、（立っている）という意

味で使われる。その場合、jat-と同様に場所を示す位格名詞を必要とし、「ĕšik-(外)＋te(位格)	
 

tur-a-t(「立っている」＋現在形接辞＋人称語尾)」という形式で「外で立っている」という状態

を表す。 

	
 動作動詞に tur-が後接すると、「ある一定の時間における〈動作の進行〉」という文法的な意味

を表し、主体の立って行うことができる活動動作を表す動詞が用いられることが多い。したがっ

て(188)は「立って見ていた」という意味が含まれ、tur-に後接している過去形の接辞-du により

その動作が一定の時間内継続されたことを表す。 

 

(188)	
 Kïz   aldï-nda      	
 tur-gan  	
  adam-ga 	
  išen-erin   je     	
 	
 išen-be-sin 

    	
 女性	
 前-3:POSS-LOC  立つ-VN 	
 人-DAT 	
   信じる-ACC 	
 また    信じる-NEG-ACC 

    	
 bil-bey          tikte-p    tur-du.	
 	
 	
 	
 (super.kg) 

    	
 知る-NEG-CVB   見る-CVB   tur-PAST1 

  	
 「女性は前に立っている人を信じてよいのか信じてはならないのかが分からないまま 
	
 	
 	
 見ていた。」 
 
	
 次の用例は、「スポーツクラブに通う」動作が毎日繰り返して行われることを表している。 
 
(189)	
 Men sport klub-da       tïn-ba-y          mašïg-ïp    tur-a-m.	
 (super.kg ) 

     	
 私	
 スポーツクラブ-LOC 休む-NEG-CVB する-CVB   tur-PRS-1SG 

   	
 「私はスポーツクラブに休むことなしに通っている。」 

 

	
 一般に各補助動詞形式における変化動詞は、動作動詞の次に多く現れることが分かった。無意

志的な状態変化を表す動詞は、本論文が取り上げている 4つの補助動詞の場合に現れている。こ

のタイプの動詞が最も多く出現しているのは、V-(ï)p tur-形式の場合である。主語が物で本動詞

が瞬間動詞の場合、〈変化の結果の状態〉を表す。例えば、svet küyüp turat「電気がついている」、

tereze ačïlïp turat「窓が開いている」、mašina toktop turat「車が止まっている」などである。 

	
 しかし、tur-の語彙的な意味が読み取れない用例も数多くある。次の arïlt-（忘れさせる）は必

ずしも立って行っている動作とはいえない。この場合、ある一定の時間における〈動作の進行〉

を表す。 
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(190) 	
 Orkestr-din          muzïka-sï     köŋül-dü    kök-kö    učur-up,  

       オーケストラ-GEN 	
 音楽-3:POSS	
 	
 気分-ACC	
 	
 空-DAT	
 飛ばせる-CVB 

  	
 	
  dilkaygï-dan    arïlt-ïp      	
 	
  tur-du.     (Toolor kulaganda) 

       悲しみ-ABL	
  忘れさせる-CVB    tur-PAST1 

     「オーケストラの音楽は気分を盛り上げて、悲しみを忘れさせてくれた。」 

 

[3] V-(ï)p otur- 形式の場合  

	
 補助動詞の otur-も状態動詞で、本動詞として用いられる場合、（座っている）の意味で使われ

る。その場合、jat-と tur-の本動詞の用法と同様、場所を示す位格名詞を必要とし、「stul-(椅子)

＋da(位格)	
 otur-a-t(「座っている」＋現在形接辞＋人称語尾)」という形式で「椅子に座ってい

る」という状態を表す。 

 	
 V-(ï)p otur-形式は、基本的に、座って行うことができる主体の活動動作を表す動詞の場合、

主体のある時点における〈動作の進行〉の意味を表す。しかし、語彙的な意味としての（座って

いる）が読み取れない用例も存在する。たとえば、(191)のような kel-（来る）という動詞の場合、

必ずしも座って行っている動作とはいえない。この場合には、〈変化の結果の状態〉という文法

的な意味を表し、同時に他の補助動詞と異なり、モダリティ的な意味を表す。この場合、何らか

の出来事が起こり、そうしたやむをえない状況の結果として「ここに来ている」という意味にな

る。 

 

(191) 	
 Mïn-dan 	
 	
  bölök 	
   korgo-lor	
 	
    jer-im	
 	
 	
 	
   jok 

	
 	
 	
 	
 これ:ABL 	
 以外 	
    守る-PART 	
    地-1SG:POSS	
   無 

	
 	
 	
 	
 bol-gon-duk-tan   	
 	
  kel-ip	
 	
   	
 otur-a-m.      (Boorondun künü) 

	
 	
 	
 	
 なる-PART-duk-ABL   来る-CVB	
     otur-PRS-1SG 

       「ここ以外に身を守る場所がないため、来ている。」	
  

 

(192)  Menin  bul     katï-m       dagï	
 	
 abdan	
  keč	
  	
 jazïl-ïp          otur-a-t. 

 	
    私-GEN この	
 	
 手紙-1POSS  また	
 	
 とても	
 	
 遅い	
 	
 書く-PASS-CVB  otur-PRS-3SG 

	
     「私のこの手紙も非常に遅れて書かれている。」 

 

	
 (192)の物主語の場合、結果として手紙が話し手の目の前にあり、遅く書かれたことに対して

後悔の意味を含意し、〈変化の結果の状態〉という文法的な意味を表すことになる。 

このような用例が otur-には数多く見られ、otur-形式の特徴だといえる。 

	
 状態動詞は、擬態的な動詞と、otur-と tur-の場合に現れるのが特徴的である。 
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(193)  Anarhan	
   	
 šïlkïy-ïp 	
  	
 otur-du. 

      アナルハン	
  下向く-CVB    otur-PST1 

	
 	
 「アナルハンは下を向いて座っていた。」 

 

	
 上の用例では、下を向いた状態のままで「座っている」という行為をしたことを表す。つまり、

otur-にとって付帯的な状況である。この場合、主体の〈付帯的な状態〉を表すと位置付けた。こ

の用例では、otur-は本動詞であるのか、補助動詞であるのかが明確に規定できない。 

 

(194)	
 Ata-bala    süylö-š-üp 	
 	
 	
 oltur-up,      üy-lör-ü-nö          kanday    

      父	
 子	
 	
  話し合う-CVB   otur-CVB 	
 	
 家-PL-3:POSS-DAT    どう 

      jet-ken-in         bil-be-y             kal-ïš-tï. 

      着く-PART-ACC  知る-NEG-CVB      残る-RECP-PAST1 

    「親子は話し合っていて、家にどうやって着いたのかわからなくなりました。」 

 

	
 この(194)は otur-が従属節の中で用いられた例である。この場合、「座って話している」とは考

えにくく、ある一定の時間内に動作が継続され、その結果として後件にくる新たな状態が発生す

るという意味を表している。このような捉え方で使われる用例が多く見られる。 

 

[4] V-(ï)p jür- 形式の場合  

	
 補助動詞の jür-は、本動詞として使用される場合、「動く」や「いる」の意味で使われる。そ

の場合には、補助動詞の jat-、tur-、otur-と同様、場所を示す位格名詞を必要とし、「mektep-(学

校)＋te(位格)	
 jür-ö-m(いる＋現在形接辞＋人称語尾)」という形式で「学校にいる」という状態

を表す。 

	
 V-(ï)p jür-形式の場合、状態動詞以外のすべての種類の動詞が現れた。動作動詞の場合、主体

の〈動作の進行〉という文法的な意味を表わす。主語についていえば、V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、

V-(ï)p otur-形式の場合に人と物が主語で現れるのに対して、V-(ï)p jür-形式の場合は人主語が多い。 

	
 なお、V-(ï)p jür-形式の場合に特徴的なのは、時間の起点や終点を明示して表す副詞 beri（～か

ら）、čeyin（～まで）が使用されることである。これらは jür-と共起する場合、主体の長期にわ

たる〈動作の進行〉の意味が補強される。それと同時にモダリティ的な意味を表す。 
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第３章	
 日本語とキルギス語の従属節のテンス・アスペクト 
 

0. 本章の概要  
	
 従来、日本語のアスペクト研究の中心は主節における述語のテンス・アスペクトを対象にした

もの、あるいは、「スル」と「テイル」といった形態的に対立する表現に関する研究が主流であ

ったが、本章では従属節のテンス・アスペクトに注目する。キルギス語学の分野でも、主節の位

置のテンス・アスペクト形式について研究がある程度進められているが、従属節についての議論

は主節ほど活発に行われていない。そこで手順としては、日本語から出発して、キルギス語の従

属節のテンス・アスペクト形式の特徴を見ていき、そこから日本語の従属節におけるテンス・ア

スペクトの特徴を改めて見ることにも少し触れる。 
	
  
1.  日本語の従属節のテンス・アスペクト  
	
 日本語には時間を表す副詞節として、トキ（ニ）、アイダ（ニ）、マエ（ニ）、アト（デ）など

で終わる従属節がある。時間を表す従属節を含む複文が複数の出来事の様々な時間関係を表して、

主節、従属節の述語のテンス・アスペクトが絡み合ってくる。そうした時間を表す副詞節に現れ

る動詞のテンス・アスペクトは、日本語学習者にとって習得しやすくはない。特にトキ節の場合、

多岐にわたる複雑な様相を呈している。	
 マエ（ニ）とアト（デ）は、複数の出来事の時間的前

後関係を表すのに使われ、主節時基準49の違いによってル形とタ形を使い分けている。一方、ト

キ節には、「スルまえに」、「シタあとで」とは異なり、ル形やタ形のみならず、スル形、シタ

形、シテイル形、シテイタ形など様々な形式が現れる。また、主節時基準と発話時基準の両方が

許容されることもあるため、学習者が悩まされる。これらの副詞節は上記の格助詞の有無によっ

ても使い分けがある（寺村 1983、益岡 1997、岩崎 1993）ため、理解がさらに困難になる。	
 

	
 

(1)	
 a 本を読んでいる時に、友達から電話がかかってきた。	
 （主節時基準）	
 
b 本を読んでいた時に、友達から電話がかかってきた。	
 （発話時基準）	
 

	
 

(1a)では従属節のテンスが「読んでいる」というように「テイル」形になっているのに対し、

(1b)では「読んでいた」と「テイタ」形になっている。それぞれの違いは、（1a）では従属節の

「本を読んでいる」という事態が、「友達から電話がかかってきた」という主節時から見て、同

時であるとして「テイル」形になっている。（1b）では従属節の事態が、発話時から見て過去と

して「テイタ」形になっている。（1a）のように従属節のテンスが主節時を基準にして従属節事

態が前か後かあるいは同時かを表すものが相対的テンスであり、(1b)のように、従属節のテンス

が発話時を基準にして従属節が前か後かあるいは同時かを表すものが絶対的テンスである。	
 

                                                   
49 主節の時間を基準に従属節のテンスを判断する場合を主節時基準という。一方、発話時の時を基
準に従属節のテンスを判断する場合を発話時基準という。 
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「トキ」節に関する先行研究として寺村（1984: 322-323）は、次のように述べている。 

    	
 	
 英語では‘テンスの一致’の法則によって、主節の動詞が過去形のときは 

	
 	
 	
 ‘when･･･’節の動詞は現在形で使えないが、日本語では、たとえば、 

   	
 	
 〔９〕a日本へ来ルトキ、友ダチが空港マデ来テクレタ 

        	
 	
  b日本へ来タトキ、友ダチが空港マデ来テクレタ 

  の両方とも可能であり、しかも両者は明瞭に異なる内容を表わしている。主人公がたとえば

タイ人だとすると、〔９〕a の空港はバンコック、〔９〕b のそれは羽田か伊丹ということ

になろう。つまり、ここでは下線の‘現在形’は主節の動詞の表わしている時点（この場合は

過去）において‘来ル’という動作・でき事が未だ完了していないことを、‘過去形’はそれが

完了していたことを表わしている。つまりテンス的対立でなくしてアスペクト的対立である。  

 

この寺村(1984)は、従属節と関わりがあるタ形の意味をどう考えるかという問題と取り組んで

いる。基本的に、タ形の意味を①過去だけとするもの、②完了だけとするもの、③過去と完了の

両方とするものという３つの立場があるが、現在の主流の考え方は③となっていると言える。こ

のように、トキ節の研究に当たっては、出来事の様々な時間関係を表すテンスとアスペクトが絡

み合っているため、これらも慎重に考えなければならない重要な課題となっている。 

工藤（1995: 222）では、〈表 11〉が示すように、時間関係を表す複文について、時間的順序

性（タクシス）と時間的枠づけ方の観点からトキ節のみならず他の節の場合も含めて次のように

体系化している。 

	
 〈表 11〉	
 
	
 時期	
 期間	
 

共起（同時）	
 トキ（ニ）	
 アイダ（ニ）	
 

	
 

継起	
 

後続（—先行）	
 マエ（ニ）	
 マデ（ニ）	
 

	
 先行（—後続）	
 アト（デ）	
 カラ	
 

	
 

	
 時間を表す従属節は、従属節の出来事と主節の出来事の時間的順序関係の観点から、共起的時

間関係を表すグループと継起的時間関係を表すグループに分けている。また、時間的枠づけ方の

観点から、主節の出来事の成立時期を限定するものと、成立期間を限定するものに分けている。

さらに、継起的時間関係を表すグループには後続を示すものと先行を示すものがあるとしている。	
 

	
 本研究では、この分類の方法に従って後ほどキルギス語との比較対照を行う。なぜなら、両言

語を比較対照する上で、次の理由でこうした分類方法が適切だと考える。複数の出来事間の様々

な時間関係を表す共起性（同時性）を伴う表現として「トキ」、「アイダ」があり、継起性を伴

う表現として「マエ」、「マデ」、「アト」、「カラ」があり、これらの表現は主節・従属節の

テンス・アスペクト性と相関している。したがって、両言語の複文においてそれぞれの時間関係
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を表すためには、この分類がそれぞれの分析に欠かせない視点であると考えるからである。	
 

	
 そして工藤（1995: 229）は、主節、従属節の出来事のアスペクトと出来事間の時間関係を時
間的限界のアスペクト的観点から大きく次のように２つに分類している。	
 

	
 

〈表 12〉	
 

＜アクチュアルな時間的限界有＞	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＜アクチュアルな時間的限界無＞	
 

A B 

運動動詞完成相 運動動詞持続相 

A.1限界動詞 

	
 	
 完成相 

A.2 非限界動詞 

	
 	
 完成相 

 

運動動詞持続相 

 

存在動詞	
 

形容詞	
 

名詞述語	
 

開く、割れる、止まる、濡れる、	
 歩く、回る、遊ぶ、動く、降る	
 	
 	
 開いている、行っている、	
 	
 	
 いる、ある、	
 

入る、行く/開ける、割る	
 	
 	
 	
 	
 たたく、押す、見る、読む	
 	
 	
 	
 止まっている、開けている、	
 	
 痛い、忙しい、	
 

（以下 A、B に入る動詞などを一部省略）	
 

	
 

	
 Aに属するものは運動動詞完成相で、さらに A.1のような限界動詞と A.2のような非限界動詞

に分類される。一方、Bに属するものは①運動動詞の持続相及び、②「スル」と「シテイル」の

アスペクト対立のない存在動詞、形容詞、名詞述語である。	
 

	
 以上の A（運動動詞完成相）と B（運動動詞持続相）は、工藤（1995: 231）の時間の従属節（工

藤は従属文としている）において主節のアスペクトと次のように相関していると述べている。	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＜主文の述語＞	
 

• 時期	
 トキ、マエ、アト	
 	
 	
 A、B 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 トキニ、マエニ、アトデ	
 	
 	
 	
 	
   A     

• 期間	
 アイダ、マデ  	
       B (A.2)  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 アイダニ、マデニ         	
 	
   A	
 	
  

	
 	
 	
 

	
 時期を表す従属文において、ニまたはデがない場合は、どのようなタイプも主文の述語に来る

ことができるが、ニ（デ）がある場合は、基本的に A（運動動詞の完成相）に限られるとし、期

間を表す従属文においては、ニがつかない場合は Bまたは A.2のタイプに限定され、ニがある

場合は Aに限定されると説明している。 

	
 一方、工藤（1995: 233）では従属文のアスペクトとの相関性については以下のように示して
いる。	
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 ＜従属文の述語＞	
 

	
 	
 同時性（トキ、アイダ）	
 	
 	
 	
 	
 A、B 

	
 	
 継起性（マエ、マデ、アト、カラ） 	
 	
   A	
 	
 

	
 

	
 継起性を表す場合には、従属文の述語は A（完成相）に限定されるが、一方、同時的時間関係

の場合には、従属文の述語は A、Bどちらも可能である。これに対し、テンスと時間に関する従

属文と主文の相関性は、主文の述語は発話時との時間関係を表し、従属文の述語は、主文の出来

事時との時間関係を表す。従属文の述語が表す時間的意味には、２つのタイプが生じると述べて

いる。	
 

	
 １.「マエ、マデ、アト」のような＜継起的関係＞の場合は、主文の出来事時を基準とする＜

相対的テンス＞が前面化される。「トキ、アイダ」のような時間関係の場合のシテイル形式も発

話時ならぬ＜主文の出来事との同時性＞という相対的テンスとなるがゆえに、過去のことではあ

っても「昨日デパートで買い物をしているとき、財布をとられた」のように言える。	
 

	
 ２.「トキ、アイダ」のような２つの出来事が＜同時関係＞にむすばれている場合に、従属文

の述語としてスル形式、シタ形式が使われたときは、「マエ、マデ、アト」のような継起関係に

ある場合と異なり、主文の出来事時よりあと、あるいは出来事時よりまえという相対的テンス的

意味を実現しえなくなって、＜限界達成前の段階－限界達成後の段階＞というかたちでのアスペ

クト対立が前面化される。	
 

	
 

	
 学校に行くとき、鐘が鳴っていた。	
 ＜限界達成前の段階と同時＞	
 

	
 学校に行ったとき、鐘が鳴っていた。＜限界達成後の段階と同時＞	
 

	
 

	
 こうして、従属文の述語は、発話時との時間関係は主文にまかせて、主文の出来事との時間関

係を表すことを基本的任務とすることになる。そしてこのことによって、２つの出来事を１つの

文の中に統一的にまとめあげるのである。	
 

（工藤 1989: 174-175）	
 

	
 

	
 そして、工藤（1989: 21-22）はこうした対立が「テキスト（discourse）」のタイプが関係する

として、次のように述べている。	
 

	
 	
 	
 	
 従属文におけるスル、シタ、シテイル、シテイタの基本的使命は、その機能上主文	
 

	
 	
 	
 	
 の出来事時との時間関係をしめすことである。従って、従属文のテンス＝アスペ	
 	
 

	
 	
 	
 	
 クト対立の仕方にいくつかのバリエーションがあったとしても以上のすべてに	
 

	
 	
 	
 	
 おいて、発話時からぬ主文の出来事時との時間関係を問題とするという＜相対的テ	
 

	
 	
 	
 	
 ンス化＞の原則が働いている。２つの出来事を１つの文にまとめあげるとすれば、	
 	
 

	
 	
 	
 	
 従属文の述語がこのような意味＝機能をもってくるのは必然であろう。スル-シタ	
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 がアスペクト的に対立する場合でも主文と従属文との時間関係が同時であるとう	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ことが前提として存在する。にもかかわらず、従属文が発話時との関係を直接的に	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 表してしまう場合もある。この＜絶対的テンス化＞の現象は「シテイタとき」の場	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 合を除けば、基本的に＜はなしあい＞にあらわれ、＜かたり＝他の文＞には現れに	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 くい。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 さらに、三原（1992: 22）は従属節の時制に関して次のような視点の原理を提案している。	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 視点の原理（tense perspective）	
 	
 

a． 主節・従属節時制形式が同一時制形式の組み合わせとなる時、従属節時制形式は発	
 	
 	
 

話時視点によって決定される。	
 

	
 	
 	
 b．主節・従属節時制形式が異なる時制形式の組み合わせとなる時、従属節時制形式は	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 主節時視点によって決定される。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 三原のこの原理をトキ節に当てはめると、前述の「本を読んでいる時に、友達から電話がかか

ってきた」は「テイル、テキタ」である主節と従属節が異なる時制の主節時視点で、「本を読ん

でいた時に、友達から電話がかかってきた」は「テイタ、テキタ」である同一時制の発話時視点

となる。この原理の中心となるのは、主節・従属節で記述されている事態がどのような順序関係

で行われているのかという点である。	
 

	
 

以上が、寺村（1984）、工藤(1989、1995)、三原（1992）による日本語の従属節に関するテン

ス・アスペクトの先行研究である。こうした先行研究を踏まえ、先述した日本語の(1a)に見られ

る従属節の主節時基準（相対的テンス）と(1b)に見られる従属節の発話時基準（絶対的テンス）

の例については、キルギス語では、日本語に見られるような(1a)と(1b)の区別をせずに、一括し

て以下の(2)〜(5)の下線部のような表現が可能である。	
 

	
 

(2)	
 Men	
 kitep  oku-p     jat-kan-da      dosu-m      telefon   čal-ïp       kal-dï. 

     私	
 本	
  読む-CVB  jat-PART-LOC  友達-1:POSS 	
 電話	
   かかる-CVB 残る-PAST1 

	
 	
 「私は本を読んでいる/いた時に、友達から電話がかかってきた。」 

 

(2)では、キルギス語のテンス・アスペクトは「jat-補助動詞＋kan分詞+da位格」によって表示さ

れ、発話時基準のみで使われている。そして、第２章で補助動詞が主に主節の述語である場合、

どのようなアスペクト的な意味を表すのかを考察したが、周知のとおり、補助動詞 jat-以外に jür-、

tur-、otur-の使い分けがあり、従属節でも同様にこれらが連接して現れる。 
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(3)	
 Men kitep	
  oku-p     otur-gan-da      	
 dos-u-m     telefon   čal-ïp     kal-dï. 

     私は 本	
  	
 読む-CVB  otur-PART-LOC 	
  友達-1:POSS  電話	
 かかる-CVB 残る-PAST1 

	
 	
 「私は本を（座って）読んでいる／いた時に友達から電話がかかってきた。」 

 

以上 4つの補助動詞の中から jat-「横たわる」に加えて otur-（座る）が使われている。(3)の場合、

「座って読んでいた時」の意味が強く残る。しかし、残りの	
 jür-（動く）、tur-（立つ）は、(3)

の用例に関して言えば使えないが、(4)の用例では使うことができる。 

 

(4)	
 Men ötköndö  ušul  jer-de	
  bas-ïp      jür-gön-dö     sen-i     ĕste-di-m. 

    私は	
 この前	
  ここ 場所	
 歩く-CVB  jur-PART-LOC 	
  君-ACC	
   思い出す-PAST1-1SG 

  	
 「私はこの間ここを歩いていた時、君のことを思い出した。」 

 

(5)	
 Men  jol-du      kara-p      tur-gan-da      apa-m     	
 čakïr-ïp     kal-dï. 

     私	
 道路-ACC   見る-CVB   tur-PART-LOC 	
 母-1:POSS 	
 呼ぶ-CVB  残る-PAST1 

 	
 「私は道路を見ている／いた時、お母さんが呼んできた。」 

 

以上の(3)〜(5)は、それぞれは「座って読んでいる時」、「動きながら歩いている時」、「立っ

て見ている時」のように補助動詞の語彙的な意味が関係してくるので、ある程度わかりやすい。

一方、下の(6)のように抽象的な事柄について話す場合は、汎用性が高い jat-が用いられることが

多い。 

 

(6)	
 Ošon üčün  önör-gö	
  üyrön-üp 	
 	
 	
 jat-kan-da 	
 	
 	
 	
 jana 	
 bilim 	
 aluu-da 

   	
 だから	
   技術-DAT	
 	
 	
 勉強する 	
 	
 jat-PART-LOC     と	
 	
 教育	
  受ける-LOC 

     ooz-du  ač-ïp,       ubakït-tï  	
  tekke 	
  ketir-beš 	
 	
 	
 	
  kerek. (Kabusname) 

   	
 口-ACC  開く-CVB   時間-ACC   無駄	
 	
  行かせる-NEG 	
   必要 

   「だから勉強している/いた時に口を開けっ放しにして、時間を無駄にしない方がいい。」 
 
(7)	
 Biz    mektep-te   oku-p         jür-gön-dö      kompyuter-di           kantip  
  	
 私たち	
 学校-DAT  勉強する-CVB  jur-PART-LOC    コンピューター-ACC どうやって	
  

 	
  küygüz-ö-büz    ĕmne-ni bas-a-bïz    dep   oylon-gučaktï  sabak büt-üp	
  kal-ču. 

 	
 つける-PRS-PL 何-ACC 押す-PRS-PL と	
 考え-まで  授業	
 終わる-CVB しまう-PAST3 

「私たちは学校で勉強している/いたときにコンピューターをどうやってつけるか、何を押す

かを考えているうちに授業が終わってしまっていた。」 
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 このように、キルギス語は従属節にも４つの補助動詞は連接して現れる点が複雑であるかもし

れないが、日本語学習者にとって、「トキ」節の時制を発話時基準で限定するキルギス語と比べ

て日本語の「トキ」節は複雑である。	
 そこで第 2 節では、日本語のトキ（ニ）節から始め、第

3 節ではアイダ（ニ）節、第 4 節ではマエ（ニ）とアト（デ）節のテンス・アスペクトをめぐっ

てキルギス語と比較対照しながら考察していく。	
 

	
 

２．日本語とキルギス語の従属節におけるテンス・アスペクトの比較対照  
	
 この第 2節では、日本語とキルギス語の従属節の持つアスペクト的特徴について分析を試み、

従属節の出来事と主節の出来事の時間的順序関係の観点から共起的時間関係を表す日本語のト

キ（ニ）節とそれに対応するキルギス語の例を比較対照する。なお、同様に共起的時間関係を表

すアイダ（ニ）節は第 3節で行い、継起的時間関係を表すマエ（ニ）節、アト（デ）節を中心
とした考察は第 4節で行うことにする。 

 

2.1 共起的時間関係を表すトキ(ニ)節	
 
	
 前述したように工藤（1995）では、「トキ」節を共起（同時）関係を表すこととし、マエ(ニ)

やアト(デ)節が継起関係を表す場合と区別している。そして、継起性－同時性というタクシス関

係（時間的順序関係）により、従属文の述語形式が、アスペクト的意味を実現するか、相対的テ

ンス的意味を実現するか、絶対的テンス的意味を実現しうるかを決めていくと指摘している。こ

のように主節のテンスに比べ、従属節のテンスは難しい問題を含んでいる。	
 

	
 

	
 (8)	
 a.去年、ソビエトに行くときは、新潟からの船を使いました。	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 b.去年、ソビエトに行ったときは、新潟からの船を使いました。	
 

工藤（1989: 4）	
 

	
 以上の（8a）の下線が相対的テンス、(8b)の下線が絶対的テンスの例である。しかし、日本語

は基準設定によって、一見同じ文に見える「ル・テイル」と「タ・テイタ」の選択の使い分けが

あり、理解しにくい。特に相対的テンスを理解しないと、正しい日本語の文を作ることができな

い。主節の述語は発話時を基準とした絶対的テンスであるが、従属節の述語のテンスは主節の述

語を基準として、それより前に起きているか、後に起きているか、または同時に起きているかを

示す相対的テンスがある。このため、上記の副詞節のうち「トキ」節は非過去・過去の述語に接

続し、主節が過去でも、従属節には非過去の「ル」が現れたり、逆に主節が非過去でも、従属節

に過去の「タ」が現れることもあり、日本語学習者の誤用も多い。	
 

	
 寺村（1984）では、「トキ」節表現の一部しか取り扱っておらず、	
 それ以外の用法について

の分析が必要となる。そこで、本章ではキルギス語と対照を通して日本語の「トキ」節における

テンス・アスペクトの使用実態を包括的に明らかにする。	
 



130 
 

	
 まず、従属節としての「トキ」節と主節の可能な組み合わせを示してみる。具体的には、後続

する主節に現れるテンス・アスペクトを示す表現のうち「ル」形の場合を Aグループとし、「タ」

形を Bグループ、「テイル」形を Cグループ、「テイタ」形を Dグループとすると、各々グル

ープの主節に先行する従属節としての「トキ」節にはテンス・アスペクトを示す表現がそれぞれ

1～4 までの 4 種類ある。これらをまとめると〈表 13〉のようになる。	
 	
 
	
 

<表 13>	
 日本語の複文における従属節と主節のテンス・アスペクト	
 
	
 従属節	
 主節	
 

A 1.	
 スルとき	
 

2.*シタとき	
 

3.	
 シテイルとき	
 

4.*シテイタとき	
 

	
 

「ル」形	
 

B 1.	
 スルとき	
 

2.	
 シタとき	
 

3.	
 シテイルとき	
 

4.	
 シテイタとき	
 

	
 

「タ」形	
 

C 1.	
 スルとき	
 

2.	
 シタとき	
 

3.	
 シテイルとき	
 

4.*シテイタとき	
 

	
 

「テイル」形	
 

D 1.	
 スルとき	
 

2.	
 シタとき	
 

3.	
 シテイルとき	
 

4.	
 シテイタとき	
 

	
 

「テイタ」形	
 

	
 

	
 この表の従属節の中にある*の記号は、非文法的であることを表す。例えば、表中の A4にあ

る「*シテイタとき」は、主節が「ル」形の場合、それに先行する従属節内に「シテイタとき」

が現れると非文法的であることを示す。この表に対応する日本語の例文は、以下の 2.2節～2.5

節に示すことにする。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

2.2	
  主節が「ル」形の場合  
	
 A１  スルとき  
(9)	
 子供たちは、年間を通してプールで遊び、卒園する時にはほとんどの子供たちが顔を	
 	
 	
 
	
 	
 水につけることができるようになります。（「福祉の地域づくりをはじめよう」）	
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(10)	
 Baldar  	
 jïl 	
  boyu   	
 basseyn-ge   	
  	
 tüš-üš-üp      	
 	
 bakča-nï     	
 	
  

     子供たち	
  年	
 	
 ずっと	
 	
 プール-DAT 	
 	
 入る-RECP-CVB 	
 	
 幼稚園-ACC 	
 	
  

    	
 büt-üp 	
 	
 	
 	
 jat-kan-da     	
 	
 	
 	
 köbünčösü  bet-in    	
 	
 	
 suu-ga     

      終わる-CVB	
 	
 jat-PART-LOC 	
 	
 	
 	
 	
 多く	
 	
 	
 顔-3:POSS 	
 	
 水-DAT  

	
 	
 	
 sal-gandï	
 	
 	
 	
 	
  üyrön-üp     	
  kal-ïš-a-t. 

	
 	
 	
 入れる-PART-ACC  学ぶ-CVB	
 	
 	
 	
 残る-RECP-PRS-3PL 

 

	
 （9）の日本語の文において、主節の動作と「トキ」節の動作の時間的前後関係を見ると、主

節が示している「顔を水につけることができるようになる」のは従属節が表す「卒園する」前に

起こる関係となっており、このような場合は「ル」形が使われている。それに対し、（10）のキ

ルギス語では、構文として「顔を水につけることができるようになる」のは「卒園する」と同時

に起こることを示している。しかし、主節に補助動詞の kal-（残る）が用いられることによって

主節が示している事柄が「卒園する」前に起こるという意味が生じるため、（10）の文は全体と

して（9）の日本語と同様の解釈となっている。 

 

A２	
 シタとき  
(11)	
 *せきをした時に寝ている赤ん坊が目がさめる50。 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
(12)	
 Jötöl-gön-dö      	
  ukta-p 	
  	
 jat-kan  	
  bala   čoču-p            ket-e-t. 

      せきする-PART-LOC 寝る-CVB 	
 jat-PART 	
 子	
 びっくりする-CVB   行く-PRS-3SG 

 
	
 用例の(11)では、従属節の「せきをした」の「タ」は完了を表し、現在・未来を表す主節の「ル」
形と接続できない。一方、（12）のキルギス語では従属節に jat-が用いられず、「jötöl-（せきをす

る）の動詞語幹+-gön分詞+-dö位格」によって表され、主節は čoču-p ket-e-tのように単純現在形

を用いることができる。さらに čoču-p ket-tiのように過去形を使用することができ、日本語の方

は「咳をした時に寝ている赤ん坊が目を覚ました。」のように「タ」形の過去形を使用しないと

不自然な文になってしまう。 

 
A 3	
 シテイルとき  
(13)	
 さらに、話をしているとき、純子はときどき目を伏せ軽く笑いかけた表情をする。	
 

（『ある少年の愛と性の物語』） 

(14)	
 Anan  dagï  süylö-p    	
 	
 jat-kanda        	
 	
 Jyunko    keede     

      そして	
 も	
 話す-CVB 	
 jat-PART-LOC	
 	
  	
 	
 じゅんこ	
 	
 時々	
  

	
  

                                                   
50 この文は作例であり、日本語話者のチェックを受けている。 
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      köz-dör-ün   jašïnt-ïp    	
 	
 külümdö-gön-süy-t. 

      目-PL-3:POSS	
 	
 伏せる-CVB   微笑む-PART-のように-3SG 

 

(15)	
 例えば日本のサラリーマンは会議室で会議をしているとき、あまり発言しない。 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （『気くばりのすすめ』） 

(16)	
  Misalï	
   Japoniya-nyn     jumušču-lar-ï	
 	
 	
       jïynalïš  

    	
 例えば	
     日本-GEN     サラリーマン-PL:3POSS    会議	
  

      učur-un-da        	
  unčug-uš-pa-y-t. 

時-3:POSS-LOC      発言する-RECP-NEG-PRS-3SG 

 

(13)と（15）日本語の用例においては、従属節は「話をしている」、「会議をしている」のシテ
イルが動作の進行を表し、それぞれの主節は「ル」形の肯定と否定が現れている文である。それ

ぞれに対応するキルギス語の文は、（14）は süylö-p jat-kandaのように「補助動詞 jat-+-kan分詞」

に-da位格を後続させる形式と、（16）のような jïynalïš učurunda（「名詞+トキ」）という句で表

されている。 
 

A４	
 シテイタとき  
(17)	
 *さらに、話をしていたとき、純子はときどき目を伏せ軽く笑いかけた表情をする。	
 
	
 

A 4 「～テイタとき、〜スル」というパターンは手元にあるコーパスを利用して調べてみたが、
これに該当する用例は出てこなかった。三原(1992)の原理を用いて、文法的に合わない理由を述
べる。三原(1992)の原理 bに従えば、主節にある非過去形の「ル」が従属節の過去形「タ」に影
響を与えて、非過去の意味に解釈することが可能となると予測をする。しかし、事実は異なり、

(17)は非文法的であるため三原(1992)の原理 bは成立しない。これを回避するためには、主節が
「タ」形の場合に限り、原理 bが適用されるとするか、あるいは別の方法を考える必要がある。
今のところ筆者はその答えが明確ではないが、非過去形の「ル」が主節時視点で従属節の過去形

「タ」の時制を決定して非過去形の解釈を与えるほど強力ではなく、敢えてそうした解釈を与え

ようとするともともとの意図から逸脱するということが関連するかもしれない。 
そして、(17)は A3の「話をしているとき」を「話をしていたとき」に置き換えたら非文になっ

ているが、キルギス語は(14)の文と同じ文になり、従属節の形式は主節の時制に影響を与えず、
主節は現在形あるいは過去形でも、非文にならない。すなわち、「V-(ï)p+jat-kan-da」は過去、現

在、未来の時間について中和していると言える。 

	
 以上が、日本語において主節のテンス・アスペクトが「ル」形の場合、トキ節の使用実態と対

応するキルギス語の例を示したものである。 
最後に、Aグループに示した日本語の特徴及びキルギス語との相違点を概観してみる。 
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 キルギス語の「トキ」を表す時間副詞節には、上記の「-gan 分詞+da 位格」以外に、動詞の
語幹に「-gan分詞+kezde/ubakta/učurda/mezgilde/maalda/čakta/čende」という位格と合体した様々な

副詞が存在し、主節の動作・作用がどんな時に行われるかを表す（Oruzbaeva et al.,Red 2009: 718）。

これらはいかなる品詞と接続するかによって使い分けられている。例えば、「学生の時」のよう

に名詞と接続すると student kezdeのように使われる。しかし、「会議の時」だと kezde が使用で

きず、učurda 副詞に位格の前に所有接尾辞を付加させて、jïynalïš učurunda のように用いる。以

下は、「トキ」の時間副詞節に対応して動詞に ubakta、učurda、mezgilde という副詞が接続した

用例である。 

 

(18)	
 Küz ay-lar-ï       tol-up       tur-gan  ubakta, 	
 Kara-Alma 	
 tokoyu-nun 

      秋	
 月-PL-3:POSS 溢れる-CVB	
 tur-PART 時	
 	
 	
 カラ・アルマ	
 森-GEN 

	
 	
 	
 körk-ü	
       özünčö	
  bir 	
 šumduktuu.   (N.B) 

      景色-3:POSS	
 	
 特に	
 	
 一	
 	
 	
 美しい 

	
 	
 「秋が真っ盛りの時カラ・アルマ森の景色が特に美しい。」 

 

(19)	
 Mïltïk  atïl-ïp         jat-kan   učurda, 	
 siz	
 	
  ukta-p	
  kal-sa-ŋïz	
  kerek.	
 (T.S)  

	
 	
 	
 銃	
 	
 撃たれる-CVB jat-PART 時	
 	
 	
 あなた	
 	
 寝る-CVB 残る-COND-2 必要 

	
 	
 「銃撃されていた時にあなたは寝てしまったかもしれない。」 

 

(20)	
 Süröt sabag-ï         jür-üp        jat-kan   mezgilde, 	
 biz-din      klass-tïn  

	
 	
 	
 美術	
 授業-3:POSS	
 行われる-CVB jat-PART 	
 	
 時	
 	
 	
 私たち-GEN	
 クラス-GEN 

      ěšig-i        dayïma    ačïl-ïp           kal-a      tur-gan.     (A.T) 

ドア-3:POSS	
 いつも	
   開けられる-CVB	
  残る-CVB	
   tur-PAST2 

	
 	
 「美術の授業が行われている時私達のクラスのドアはいつも開いていた。」 
 
2. 3   主節が「タ」形の場合  
B１  スルとき  
(21)	
 私は結婚する時、着物は用意しませんでした。	
 	
 	
 （『Yahoo!知恵袋』（2005）） 

 

(22)	
 Men  küyöö-gö  tiy-er-de         kimono   dayarda-gan   ěmes-min. 

     私は	
 夫-DAT 結婚する- PART-DAT   着物	
   用意する-PAST ない-1SG 

 

 (22)の用例においては、これまで例示した-gan 分詞ではなく、-er未来分詞（母音調和のために

-ar がこの形になっている）が使われている。もし、（22）に-gan 分詞が用いられたら、「結婚し

た時」という過去の意味になる。しかし、(21)の日本語では「結婚する時」が非過去形の「ル」
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で表されているから、キルギスで語は「結婚する前」という意味で-er 分詞、すなわち未来形を

構成する接辞で表され、「結婚した時」とは異なる形式で示す。 

 

B 2	
 シタとき  
(23)	
 自転車を降りて歩き出したとき、階段を降りていく男を見かけたんだ。（『摩天崖』）	
 
(24)	
 Velosiped-den  tüš-üp     bas-ïp    bašta-gan-da       tepkič-ten   tüš-üp 

     自転車-ABL    降りる-CVB 歩く-CVB 始める-PART-LOC 階段-ABL  降りる-CVB 

     kel-e  	
 	
 	
 jat-kan   ěrkek-ti     kör-dü-m. 

来る-CVB   jat-PART   男-ACC    見る-PAST-1 

	
 

工藤	
 (1995)は主節におけるシタが表すアスペクト的意味を「パーフェクト」と呼び、従属節に

おいてトキの前に位置するシタが表すアスペクト的意味を「限界達成性」として両者を区別して

いる。これは、スル、シタ、シテイル、シテイタが、従属節の述語であるときには、主節の位置

にあるときとは異なるテンス・アスペクト的意味を表して、異なるテンス・アスペクトの対立を

なすということを意味している。(24)の下線部は、上の（22）と異なり、-gan 分詞で表示され、

日本語の過去形の「シタ」に対応する。	
 

	
 

B 3	
 シテイルとき  
(25)	
 研究と経営の両方に忙しくしているとき父に呼ばれてふるさとにもどり 
	
 	
 	
 結婚しました。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （『世界にかがやいた日本の科学者たち』）	
 

(26)	
 Izildöö   menen   birge 	
 	
 ište-p    jürgön-dö       ata-m 

	
 	
 	
 研究する	
 	
 と	
 同時	
 	
 	
 働く-CVB	
 jur-PART-LOC  父-1:POSS 

  	
  čakïr-ïp   	
 kal-ïp,  	
 	
 	
 ayïl-ïm-a            bar-ïp     üylön-dü-m.  

	
  	
 呼ぶ-CVB 	
 残る-CVB 	
 	
 故郷-1:POSS-DAT  	
 	
 行く-CVB  結婚する-PAST-1 

 

ここでの「忙しくしている」の「テイル」は動作の進行形で、アスペクト的に継続を表している。

この場合は、「忙しくしていた」にも置き換えられる。一方、キルギス語は jür-補助動詞で表さ

れている。発話時点で継続しているという意味で jat-も使用可能であるが、「働く」という動作

動詞を考えているから jür-の方が自然である。そして、（第 2 章で記述したように jür-は基本的

に長期的な活動を表す動詞と結合し、当該の動作をずっと前からしているという意味）補助動詞

が現れている時は、日本語でもキルギス語でもすでに働き始めていることが前提となっており、

(22)とこの点が異なっている。 
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B 4	
 シテイタとき  
(27)	
 校門のわきで立ち話をしていたとき、めぐみは聞き耳を立てていた。	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （『おしゃべりな天使たちの教室』）	
 

	
 

(28)	
 Mektep-tin  	
 darbaza-sï-nïn  	
 	
  janïn-da  	
  tur-gan     boydon  

     学校-GEN  	
 	
 門-3:POSS-GEN 	
  わき-LOC 	
 立つ-PART 	
 まま 

     süylöš-üp       tur-gan-da     	
 	
 Megumi    ug-up     tur-uptur. 

 	
 	
 話し合う-CVB   tur-PART-LOC  	
 	
 めぐみ	
 	
 	
 聞く-CVB 立つ-PAST3 

	
 	
  

(29)	
 Mektep-tin  darbaza-sï-nïn   janïn-da   tur-gan     boydon  

     学校-GEN  門-3:POSS-GEN  わき-LOC 立つ-PART 	
 まま 

     süylöš-üp       tur-sa-k     Megumi    ug-up     tur-uptur. 

 	
 	
 話し合う-CVB   tur-COND-1PL  めぐみ	
 聞く-CVB 立つ-PAST3 

 

 (27)の日本語の用例は「立ち話をしていた」の「立つ」がある関係で、キルギス語の用例(28)

でも tur-という「立つ」を表す補助動詞をともなって「立って話をしている」という形式が使わ

れている。しかし、(29)の用例のように「tur-補助動詞+sa条件」を表す-sa接辞の形式を用いて

トキの従属節を表すこともできる。直訳すると「立ち話をしていると」となる。この場合は、(28)

の tur-gan-daより条件法の-saを使うと、後件にくる事が「発見」の意味を表し、特殊なニュア

ンスが出る。 

以上の(28)と(29)では、意味的には相違がないが、-gan分詞や-sa条件詞が形式的には動詞語幹

に後続するものではなく、補助動詞に後続することが特徴的である。この点で、一般の条件文と

は異なり、主節の述語のテンスと従属節のテンスが一致し、同時に行われたことを表している。 

以上が、日本語において主節のテンス・アスペクトが「タ」形の場合、トキ節の使用実態と対

応するキルギス語の例を示したものである。 

最後に、Bグループに示した日本語の特徴及びキルギス語との相違点をまとめると次のように

なる。 

� 日本語では、Aグループの主節が「ル」形の場合と異なり、Bグループの主節が「タ」

形の場合には 4つの形式が使える。 

� 日本語の「～シタ時／～シテイタ時～スル」形式においては、従属節の「タ」形は完

了を表し、現在・未来を表す主節の「ル」形と接続できないが、キルギス語は従属節

の形式は主節の時制に影響を与えず、主節は現在形あるいは過去形でも、非文になら

ない。 

� 日本語においては従属節に非過去の「ル」形が来る場合、対応するキルギス語は-ar

未来分詞が使われ、過去の「タ」形が来る場合には-gan過去分詞が使われる。 
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� キルギス語ではトキの従属節を上記の-ar/-gan分詞+da位格の形式の他に「補助動詞+sa」

条件を表す-sa接辞を用いて表すこともできる。 

 

2.4	
 	
 主節が「テイル」形の場合  
C１	
 スルとき  

(30)	
 田舎に帰省するときなど遠出に合わせて、大きな買い物をするようにしています。 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （『Yahoo!知恵袋』） 

 

(31)	
 Ayïl-ga     kayt-aar-da          je  alïs   jak-ka        ket-eer-de,  
     田舎-DAT    帰省する-PART-LOC	
  又	
   遠い所-DAT    行く-PART-LOC  

    köptögön     nerseler-di      sat-ïp      al-ïp      tur-a-m. 

	
   多く          物-PL-ACC   買う-CVB   とる-CVB    tur-PRS-1 

 

C２	
 シタとき  
(32)	
 お酒を飲み過ぎた時に胃薬を飲んでいる。 
(33)	
 Arak  köp    ičken-de        aškazan-dïn  darï-sï-n        ič-ip   tur-a-m. 

 	
 	
  酒 たくさん	
 飲む-PART-LOC 胃-GEN   薬-3:POSS-ACC 飲む-CVB tur-PRS-1 

 

上記の(30)と(32)の日本語の文は、従属節がそれぞれ「ル」形と「タ」形となっているが、主

節は「テイル」形で共通している。このように、主節が「〜するようにしている」のように日常

的に行われていることを表す場合には、習慣として行っているという意味で tur-補助動詞（太文

字で示す）を使用するのが適切である。さらに、従属節における述語の形式は jat-と、補助動詞

のいずれも使用せず、「kayt(帰省する)/ič-(飲む)という動詞語幹+-arまたは-ken分詞（母音調和

のために-ganがこの形になっている）+位格」によって表される。 

つまり、従属節の「ル」形の場合に、-ar未来分詞と「タ」形の場合に-ken過去分詞が使われ、

出来事の時間関係を明確にする。 

 

C３	
 シテイルとき  

(34)	
 私は勉強をしている時、音楽を聴いている。 

(35)	
 Men  sabak  oku-p 	
 	
  jat-kan-da   	
 	
 muzïka   ug-a-m. 

      私	
 	
 勉強	
 	
 する-CVB 	
 jat-PART-LOC 音楽	
 	
 聴く-PRS-1 

 

	
 上の(34)の文においては、日常的に何かをしている際に何かをしているという意味で従属節と

主節の出来事が同時的な関係を示している。そして、従属節と主節にある述語の両方が動作動詞

で、動作の継続を表している点に特徴がある。これに対してキルギス語の(35)は、okup jat+kan
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分詞+da位格が用いられ、日本語の「テイル」との対応を見せている。しかし、主節の述語に ugu-p 

jat-a-m51のように jat-補助動詞は使用せず、日本語のような「テイル」形ではなく、ug-a-mのよ

うに単純現在形を使う点が日本語と異なっている。 

 

C４	
 シテイタとき  

(36)	
 *部屋を掃除していたとき庭に朝顔が咲いている52。 

(37)	
 *Men üy-dü  jïyna-p        jat-kan-da         kaymak 	
 gül 	
 güldö-p      tur-a-t. 

	
 	
 	
 私	
 家-ACC 片づける-CVB jat-PART-LOC      クリーム	
  花   咲く-CVB   tur-PRS-3 

 

(38)	
 Men üy-dü  jïyna-p        jat-kan-da         kaymak 	
 gül 	
 güldö-p      tur-uptur. 

	
 	
 	
 私	
 家-ACC 片づける-CVB jat-PART-LOC     クリーム	
  花   咲く-CVB     tur-PAST3 

 

この(36)のような「〜テイタ時〜テイル」形式の文は、日本語母語話者にとって不自然である。
キルギス語も(37)のように現在形だと不自然な文になるが、(38)のように過去形を使う方が自然
になる。日本語も「部屋を掃除していたとき、庭に朝顔が咲いていた。」とすると自然な文にな

る。その場合に従属節と主節の主語は一つではなく、主節の過去形が時期や実現がはっきり区別

されていない過去の動作を表す場合には-ïptïr不定過去を使用し、「私が掃除をしていたとき朝

顔が咲いていた」と言える。すなわち、いつ咲いたか分からないが、掃除をしていた時に朝顔が

咲いたことに気付いたという意味を表している。さらに注意を向けたいのが、tur-補助動詞の使

用である。第 2章で考察したように、ここでも変化の結果の状態というアスペクト的な意味を表

しているため tur-が使われていると言える。 

しかし、キルギス語の場合に従属節の形式は主節の時制に影響しないと述べたことが事実であ

れば、(37)は容認可能な文になるはずである。次の(39)はその例である。 

 

(39)	
  Men üy-dü  jïyna-p        jat-kan-da        	
  muzïka 	
 	
 ug-a-m. 

	
 	
 	
  私	
 家-ACC 片づける-CVB jat-PART-LOC      音楽   	
 	
 聴く-PRS-1 

	
 	
 	
 「私は部屋を掃除しているとき音楽を聴く。」 
 
	
 実際、この(39)は(34)と同様な文である。日本語の「私は勉強していた時音楽を聴いている。」
と言えないが、キルギス語は(39)のように言える。このことは何を意味するのだろうか。キルギ
ス語の(37)が容認不可能の理由は、主節に来る事柄と従属節に来る事柄の関係が結びにくくなっ

                                                   
51 jat-の他に習慣的に行っているという意味で補助動詞 tur-を使うことができるが、本動詞単独で使
う方が自然である。 
52 この文は作例であり、日本語話者のチェックを受けている。 
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ているため接続できないということかもしれない。しかし、動作主を一人にすれば、主節は現在

形で表せる。 
以上が、日本語において主節のテンス・アスペクトが「テイル」形の場合、トキ節の使用実態

と対応するキルギス語の例を示したものである。 
最後に、Cグループに示した日本語の特徴及びキルギス語との相違点をまとめると次のように

なる。 
� 日本語の「～スル時／シタ時～テイル」形式の場合に、キルギス語では主節に現れる

形式として「するようにしている」の意味で「-ïp tur-+-a現在形接尾辞+人称」が用い

られる 
� C3の「～シテイル時～テイル」形式の場合に、日本語の主節では「テイル」が使わ

れるのに対して、キルギス語の主節で jat-補助動詞ではなく、単純現在形が用いられ

る。 
� 一方、「〜シテイタ時～テイル」形式の場合には、日本語もキルギス語も容認不可能

な文になる。しかし、キルギス語は、動作主を一人にし、主節に来る事柄と従属節の

事柄を同じ人物が行うような文にすると自然な文になる。 
 

2.5	
 主節が「テイタ」形の場合  
D１	
 スルとき  

(40)a	
 私が学校に行くとき雨が降っていた。 

b	
 私が学校に行ったとき雨が降っていた。 

 

(41)a	
 Men  mektep-ke   barat-kan-da          	
 jaan  jaa-p      	
 jat-tï. 

	
  私	
  学校-DAT   行っている-PART-LOC 	
 雨	
  降る-CVB 	
 jat-PAST1 

b	
 Men  mektep-ke 	
 barat-kan-da	
 	
 	
 	
 	
  jaan	
  jaa-p	
 	
  	
 jat-kan. 

	
  私	
  学校-DAT   行っている-PART-LOC 	
 雨	
  降る-CVB 	
 jat-PAST2 

c	
 ??Men  mektep-ke 	
 barat-kan-da	
 	
 	
 	
 	
  jaan	
  jaa-p	
 	
  jat-ïptïr. 

  私	
  学校-DAT   行っている-PART-LOC 	
 雨	
  降る-CVB	
  jat-PAST3 

d	
 ??Men  mektep-ke	
  barat-kan-da 	
 	
 	
 	
 	
 jaan	
  jaa-p	
 	
 	
  jat-ču. 

	
   私	
  学校-DAT   行っている-PART-LOC 	
 雨	
  降る-CVB 	
 jat-PAST4 

 

(40a,b)に対応するキルギス語を示すと上記のように４通りがある。ただし、(41c,d)は不自然な

文になる。いずれも過去に起きた出来事であることが共通しているが、主節に現れる過去形の種

類で文のニュアンスが異なっている。これらの中で当該の日本語の文に一番適切な文は（41a）

の jaa-p jat-tïのような確定過去である。それに対して、(41b)のような主節に-kan接尾辞の過去形

を使う場合には前後の文脈が必要となる。すなわち、過去に起きたある特定の日について思い出
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して「その日学校に行っている時、雨が降っていた」という意味になる。次に、(41c)のような-ïptïr

不定過去と(41d)のような-ču習慣過去はこの文では不適切である。なぜなら、(41c)の場合には、

話し手が雨が降っていることを分っていないような文になり、学校に行く時に雨が降っていたの

を誰かに気づかされた時の発言になってしまい、非論理的になる。(41d)も習慣過去の場合には、

学校に行く際にいつも雨が降っていたと言えないために不自然な文となる。 

 

D２	
 シタとき  

(42)	
 私がここに来たとき、彼はもう夕食を食べ始めていた。 

(43)	
 Men  bul  jer-ge     kel-gen-de       al ěbak  tamak  je-p         bašta-ptïr. 

	
 	
 私	
  この	
 場所-DAT 来る-PART-LOC 彼もう	
 料理	
 食べる-CVB 始める-PAST3 

 

(42)の主節の「テイタ」は、通常の継続と異なり、「食べ始める」という行為が継続している

わけではない。この場合の「テイタ」は基準時以前に行われたことを示し、完了を表す。キルギ

ス語の場合は、je-p bašta-ptïrのように動詞 bašta-（始める）に-ïptïr接尾辞が付加された過去形が

用いられる。この接尾辞は不定過去を表し、上記の(41c)と同様に基本的に時期や実現がはっき

り確認されていない過去の動作を表し、人から聞いた動作や予想外の動作などを表すが、ここで

は、従属節の事態が生起する前に動作が始められ、「来たとき」も食べることが継続していたと

いう意味で使われている。このように過去完了の用法に対して、次のように従属節が「ル」形の

場合には、主節の「テイル」は未来完了を表すとされている。 

 

(44)	
 来週ここに来るときにこの本を読み終わっているだろう。 

(45)	
 Emki juma bul jer-ge	
  kel-eer-de	
 	
  bul 	
 kitep-ti 	
 oku-p 	
 büt-ö-t    boluš 	
 	
 kerek. 

	
 	
 	
 次	
 週	
 ここ-DAT	
 来る-PART-LOC この	
 本-ACC 読む-CVB 終わる-PRS-3 だろう	
 必要 

  

キルギス語の場合も、主節の oku-p 	
 büt-ö-tは未来における完了を表している。 

 

D３	
 シテイルとき  

(46)	
 あの雨が降っているとき、弟はサッカーをしていた。 

(47)	
 Ošol	
  kün-ü	
 jaan 	
 jaap 	
 jat-kan-da	
   	
 	
 ini-m 	
 futbol  oyno-p      jat-tï. 

	
 	
  その	
 日-3:POSS	
 雨	
 降る-CVB jat-PART-LOC 弟-1:POSS サッカーする-CVB  jat-PAST1 

 

(47)のキルギス語の場合には従属節にも主節にも補助動詞 jat-が使われて、-tï過去接尾辞を付加

することによって過去のある時点における動作の進行を表している。そして、他の補助動詞では

なく、２つの位置に jat-を使うことが特徴だと言える。これとは対照的に、次の(49)のキルギス

語の文が挙げられる。 
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D４	
 シテイタとき  

(48)	
 僕が会社で仕事をしていたとき、母は家事をしていた。 

(49)	
 Men firma-da ište-p  jür-gön-dö     üy jumuš-tar-ïn 	
 	
 apa-m  kïl-ïp 	
 	
  tur-ču.  

	
 	
 	
 私	
 会社-LOC 仕事する jur-PART-LOC  家事-PL-ACC母-1:POSS する-CVB tur-past3 

 

	
 上の(46)と(48)の従属節における「～テイル／～テイタ」と呼応する主節が「テイタ」形式の特徴

は、主語が一つではないということである。すなわち、(48)は「僕が会社で仕事をしていたとき、

僕は家事をしていた。」のように使えない。これに対して(49)のキルギス語は、従属部分には ište-p  

jür-gön-dö のように jür-補助動詞と主節は kïl-ïp  tur-čuのように tur-補助動詞が用いられている。

主節の述語は、習慣として行っているという意味で tur-補助動詞を使用することが適切である。

そして過去接尾辞として-čuを接続することによって過去における習慣のように毎日行われる動

作を表すことになる。次の(50)のキルギス語は従属節に同じ jür-補助動詞が用いられた例である。 

 

(50)	
 Soodager bak 	
 ič-in 	
 	
 	
 arala-p	
  	
 jür-gön-dö	
 	
 	
  bir-inen 	
 biri 	
 aš-kan 

	
 	
  商売者	
 	
 木	
 中-ACC 	
   歩く-CVB 	
 jür-PART-LOC 	
 	
 一-ABL 	
 一 	
 溢れる-PART 

   	
 ukmuš-tar-dï 	
 	
 kör-ö 	
 	
 	
 ber-ip, 	
 	
 ěmi 	
 	
 alar-dïn 	
 	
 	
 kaysï-nïsï-na  

     不思議-PL-ACC 見る-CVB   あげる-CVB  もう	
 それら-GEN   どれ-3:POSS-ACC 

	
 	
   taŋ kal-ar-ïn     da	
 	
  bil-be-y 	
 	
 	
  kal-dï. 

   	
  驚く-FUT-ACC   も	
 	
 知る-NEG-CVB  残る-PAST1 

  「商人は庭を歩いているとき次々優れた不思議を見ていてどれに驚くかは分からなくなってきた。」 

 

以上が、日本語において主節のテンス・アスペクトが「テイタ」形の場合、トキ節の使用実態

と対応するキルギス語の例を示したものである。 

最後に、Dグループに示した日本語の特徴及びキルギス語との相違点をまとめると次のように

なる。 

� 日本語とキルギス語では、どちらも従属節における「～テイル／～テイタ」と呼応する

主節が「テイタ」形式の特徴は、主語が一つではないということである。 

� 日本語の従属節は「～テイル／～テイタ」形式に時間を特定する要素があれば、キルギ

ス語は jat-補助動詞を使用し、出来事の進行を表す。 

� 全体的に言えることとして、主節では動詞の語彙的な意味は文法的意味に影響するが、

従属節では動詞の語彙的な意味が補助動詞の選択に関わる。 

 

	
 なお、第 2節を締めくくるに当たりキルギス語における小説からの従属節の実例とその日本語

訳を付記すると、以下の(51)～(55)のようになる。付記した理由は、これまでの議論とは逆の方

向でキルギス語の従属節におけるテンス・アスペクト形式から日本語を見てみると、日本語の従
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属節におけるテンス・アスペクト（例えば、「タ」形や「テイル」形など）が融合的で包括的で

あるという特徴が分かるからである。 

 

(51)	
  Šaar-ga  alïp     kel-gen-de         özü-nün 	
 ěmne	
  bol-up	
  jat-kan-ïn  

    	
 都会-DAT 取る-CVB 来る-PART-LOC  自分-GEN 何	
 なる-CVB	
  jat-PART-ACC 

      tüšün-bö-dü,        ayabay  zerig-ip        kusa bol-du. (Mumu) 

     分かる-NEG-PAST1 とても	
 退屈する-CVB   恋しい	
 なる-PAST1 

	
 	
 「都会に連れて来られた時に自分がどうなっているかわからなくて、とても退屈した。」 

 

(52)	
 Gerasim-di 	
 kïštak-tan	
  al-ïp 	
 	
 kel-iš-ken-de, 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Tat`yana  

	
 	
 	
 PSN-ACC 田舎-ABL 	
 取る-CVB 	
 来る-RECP-PART-LOC 	
 	
 PSN 

 	
 	
  anïn 	
 	
 ebegeysiz zor 	
 	
 tulkun 	
 kör-üp, 	
 ěsi oo-p 	
 	
 kal-a jazda-gan. 

 	
 	
  彼-GEN 巨大	
 	
 大きい	
 体型	
 見る-CVB    意識 なくす-CVB しそうになる-PAST2 

	
 	
 「ゲラシムを村から連れて来た時にタチヤナは彼の巨大な体型を見て、意識をなくし	
 	
  

	
 	
 	
 倒れそうになった。」 

 

(53)	
 …üy-dön  kir	
  juuy 	
 tur-gan    jay-ga    šaš-ïp     baratkan-da,   Gerasim-din  

   	
 	
 家-ABL 洗濯	
 洗う 立つ-PART ところ-DAT 急ぐ-CVB 行っている-PART-LOC 	
 PSN-GEN 

  	
 	
  janïnan čïmïn kuyun bol-up    čurka-p   ötüp     ket-ken     učur-larï   bol-gon. 

  	
  	
 隣-ABL ハエ	
 	
 なる-CVB 走る-CVB 通る-CVB 行く-PART とき-PL なる-PAST2 

	
 	
 「家から洗濯する場所に急いで行く時にゲラシムのそばを走って通ってしまうことが	
  

	
 	
 	
 あった。」 

 

(54)	
 Al 	
 biyik	
  kerebet-ten 	
 turgan-da, 	
 	
 	
 	
 kiyim-keče-si	
  bütündöy dayar 	
 ěken, 

  	
 	
 彼	
 高い	
 ベッド-ABL 	
 起きる-PART-LOC 洋服-3:POSS	
  全部	
 	
 用意	
 MOD 

 	
 	
  jüz 	
 čaykaš üčün hrustal` 	
 čara-ga	
  suu 	
 kuyul-up tur-a-t,  al 	
 kiyin-ip, 

	
 	
  顔 	
 洗う	
 	
 ため	
 クリスタル容器-DAT 	
 水	
 注ぐ-CVB tur-PRS-3 彼	
 着る-RECP-CVB 

 	
 	
 juun-up, 	
 	
 	
 	
 bul 	
 	
 jaŋï 	
 ukmuš-ka 	
 dagï	
  taŋ kal-ïp 	
 otur-du:	
 	
 stol-dun  

 	
 	
 洗う-RECP-CVB この	
 新しい	
 不思議-ACC も	
 	
 驚く-CVB	
 	
  otur-PAST1 机-GEN 

	
 	
  üstün-dö 	
 čay 	
 menen	
  kofe, 	
 alar-dïn	
 	
  janïn-da	
  tattuu 	
 tokočtor.(K.k.g) 

	
 	
 上-LOC 	
 お茶	
 と    コーヒー	
 	
 それら-GEN そば-LOC 	
 甘い	
 パン-PL 

「彼は高いベッドから起きた時に洋服が用意され、顔を洗うためのクリスタル容器に水が注いで

あった。彼は着替えて、顔を洗った後にまた新しい不思議に驚いている。テーブルの上にお茶と

コーヒー、そばには甘いパンが置いてあった。」 
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(55)	
 Ošentip	
 	
 	
 	
  jol 	
 	
 jür-üp	
 	
 	
  kelatkan-da	
 	
 	
 	
  	
 tün da	
  tüš-tü;. 

	
 	
 そうする-CVB 	
 	
 道	
 	
 歩く-CVB 	
 来ている-PART-LOC  夜	
 も	
 降りる-PAST1 

	
 	
 aylana	
  köz-gö	
  say-sa	
 	
 	
 	
  körün-güs 	
 	
 	
 	
 karaŋgï. 

    周り	
  目-DAT 	
 指す-COND 	
 	
 見える-NEG	
 	
  闇 

  「そうして帰っている時に周りは目を指しても見えないくらい真っ暗になった。」 

 

3．共起的時間関係を表すアイダ（ニ）節  

	
 日本語学習者はアイダ（ニ）節の格助詞「ニ」の有無による意味の違いを十分理解せず、アイ

ダとアイダニの使い分けについて戸惑うことがある。また、キルギス語では「トキ」と「アイダ」

形式を区別する表現がなく、トキ（ニ）、アイダ（ニ）を同一の表現で表している。例えば、次

の例がある。 

 

(56)	
 私は日本にいる間ロシア語を教えていました。 

(57)	
  Men Japoniya-da 	
 jür-gön   kez-de     orus til      üyröt-čü-mün. 

    	
  私	
 日本-LOC	
  いる-PART 間/時-LOC ロシア語	
 教える-PAST3-1 

   

この文を「私は日本にいる時ロシア語を教えていました。」と訳す可能性もある。2.2節で述

べたキルギス語の「トキ」節を表す時間副詞節に対応する「-gan分詞+kezde/ubakta/učurda/mezgilde/ 

maalda/ čakta/čende」という位格と合体した形式は日本語の「アイダ」節にも対応するので、こ

れらの使い分けについて触れておく。この時間副詞の使い方は前接する語の種類によって決まっ

てくると思われる。例えば、kezdeの前に来るのは student（学生）、jaš（若い）、bala（子供）

のように世代を代表する語である。mezgilde は季節を意味しているので jaz（春）、jay（夏）、

küz（秋）、kïš（冬）と共起し、jaz mezgilde（春に）のように使われる。kezde と mezgildeは互

いに置き換えることができない。それに対して ubakta、maaldaは主に動詞と接続し、uktap jatkan 

ubakta/maalda（寝ているとき/あいだ）のように用いられる。čaktaは一般的に azïrkï čakta（今の

時、現在）のように使われる。čendeは主に 8 čende（８時ごろ）のように時間を表す語に接続す

る。učurdaは名詞にも動詞にも接続させて使うことができるが、Eŋ kïyïn učurum apamdï jogotkon 

kün.「私が最も大変だった時は母を亡くされた日である。」における kïyïn učurumのような「形

容詞+ učurda」のように接続し、また、Lekciya učurunda ulam ěšikti karap tïnčsïzdanïp oturdu.「講

義の時何度もドアを見てイライラしていた。」における lekciya učurundaのように「名詞+učurda」

のように接続する。このような場合、učurdaは čaktaや čendeなどに置き換えられない。そして

（57）の例に関しては、kezdeの方が適切で učurda、mezgilde、maalda、čakta、čendeに置き換え

ると不自然になる。 
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格助詞（ニ）の有無について日本語の教科書や文法辞典などで説明されている53のは、「アイ

ダ」はその従属節で示された期間ずっとという意味を表し、主節には継続する動作や状態を表す

表現がくる。それに対して「アイダニ」は主節に点でとらえられるような瞬間的な表現が用いら

れ、その出来事や動作が従属節で示された期間の中のどこかの時点で起こったということを示し

ている。すなわち「アイダ」はその従属節で示された期間ずっとという意味を表し、主節にはア

イダ（ニ）はトキと同様、期間を表す表現であるため、その節にはいわゆる瞬間動詞を用いるこ

とができない。しかし、瞬間動詞であっても「〜テイル」形で、動きの結果を表す形にすればア

イダ（ニ）でも用いることができる。 

  

(58)	
 電気が消えている間、懐中電灯とろうそくで過ごした。 

	
 	
 	
 Svet   öčköndö/      öčük kezde fonarik jana sveča menen jaša-p       jat-tï-k. 

      電気	
 消える-PART-LOC/     懐中電灯 と ろうそく と 生活する-CVB jat-PAST1-1PL 

 

(59)	
 *2人が｛結婚する／結婚している｝間に、花束が届いた。 

      Ěköö üylön-üp        jat-kan-da     buket  gül-dü  al-ïp       kel-iš-ti. 

	
 	
 	
 2人	
 結婚する-CVB jat-PART-LOC   束	
    花-ACC 持つ-CVB  来る-RECP-PAST1 

 

	
 (59)は非文と判断されているが、「結婚している」事態が、以下のようにアイダ（ニ）節に現

れることができる。 

 

(60)	
 2人は結婚している間（に）、何度もホームパーティーを開いた。 

 

(61)	
 *Ěköö üylön-üp        jat-kan-da     bir kanča  jolu  oturuš     kïl-ïš-tï. 

	
 	
 	
 2人	
 結婚する-CVB jat-PART-LOC    一	
 いくつ	
 度 パーティー  する-RECP-PAST 

(62)	
 Ěköö üylön-üp     jaša-p        jür-gön-dö  bir kanča jolu 	
 oturuš 	
 	
 kïl-ïš-tï. 

  	
 2人	
 結婚する-CVB住む-CVB jur-PART-LOC  一	
 いくつ 度	
 パーティー する-RECP-PAST 

 

日本語の(60)は「結婚する」という動作の結果が継続しているという状態を表している。 

一方、キルギス語では、(61)のようにすると動作の継続として捉えられ、誤解される可能性があ

る。日本語の文を正確に理解した上で、(62)のように動作の結果が継続している状態と解釈し、

「2人が一緒に暮らしている間に」と語句を補って、やっと適格な翻訳ができるようになる。そ

して(61) は jat-のままでは非文になるが、(62)のように jür-を用いて、結婚している過程が継続

しているという意味になると容認可能になる。もう一つ重要な点は、キルギス語にはアイダとト

キの区別がなく、両方とも 「-gan分詞+-da位格」によって表されることである。 

                                                   
53 例えば、砂川 (1986)が挙げられる。 
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(63)	
 Men 	
 bolnitsa-da  jat-kan-da54            apa-m   dayïma   janïm-da   bol-du. 

  	
 	
 私	
 	
 病院-LOC 	
 横たわる-PART-LOC 母-1:POSS 	
 いつも	
 そば-LOC いる-PAST 

  	
  「私が入院していた間、母がずっとそばにいてくれた。」 

 

(64)	
  Men 	
 bolnitsa-ga  jat-kan-da            apa-m   dayïma   janïm-da   bol-du. 

  	
 	
 私	
 	
 病院-DAT 	
 横たわる-PART-LOC 母-1:POSS いつも	
 そば-LOC いる-PAST 

  	
  「私が入院していた間、母がずっとそばにいてくれた。」 

 
ここでも「トキ」と区別されていないが、bolnitsa-da位格名詞によってその期間ずっとという意

味が保証される。(64)のように bolnitsa-ga与格名詞になっていれば、入院した時というその期間

の一点だけを取り上げ、過去の出来事として位置づけられる。しかし、キルギス語話者は「トキ」

との区別ができず、日本語に（63）と（64）のどちらも「私が入院していた時、母がずっとそば

にいてくれた」と訳す可能性が高い。以下の例も同様である。 

 

(65)	
 彼女がコンピューターを使っている間、私は本を読んで待っていた。 

	
 	
 	
 Al komp`yuter  koldon-up  büt-küčö    men  kitep  oku-p   küt-üp      jat-tï-m. 

  	
 	
 彼女パソコン	
 使う-CVB 終わる-まで 	
 私	
 本    読む-CVB 待つ-CVB  jat-PAST-1 

 

(66)	
 Al komp`yuter  koldon-up  jat-kan-da    men  kitep  oku-p   küt-üp      jat-tï-m. 

  	
 	
 彼女パソコン	
 使う-CVB jat-PART-LOC 	
 私	
 本    読む-CVB 待つ-CVB  jat-PAST-1 

	
 「彼女がコンピューターを使っている間、私は本を読んで待っていた。」 

 

	
 しかし、(65)の用例は、「トキ」の副詞で表現できず、「終わる」を表す動詞を用いて、「使

い終わるまで」という形で表す方が違和感がない。(66)のように jat-補助動詞を使うと日本語の

「使っている時に」という解釈になるが、いつまで本を読んでいたのかはっきりわからない文に

なってしまう。次の(67)は büt-補助動詞が使われている用例で、「見終わるまで」という期間を

明示している。 

 

(67)	
 子供たちがテレビを見ている間、私は本を読んでいた。 

	
 	
 	
 Baldar	
 	
  televizor kör-üp  	
  büt-küčö 	
 	
 men  kitep   oku-p   jat-tï-m. 

	
   	
 子供たち	
 テレビ	
 見る-CVB	
  終わる-まで	
  私	
   本   読む-CVB	
 jat-PAST-1 

 

                                                   
54 bolnitsa-da jat-kan-daは「入院するとき」の意味であるが、もし病院ではなく、ベッドを使う
と töšök-tö jat-kan-da「ベッドで寝るとき」の位格名詞の場合「いつも、ずっと」の意味で使われ
る。ただし、与格名詞を用いて töšök-kö jat-kandaとすると不自然な文になる。 
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(68)	
 ゆうべ、寝ている間に地震がありました。 

	
 	
 	
 Kečinde ukta-p    jat-kan-da     jer   titire-di. 

    	
 ゆうべ	
 寝る-CVB jat-PART-LOC  土地	
 震える-PAST1 

 

(69)	
 私がご飯を食べている間に兄が来た。 

	
 	
   Men tamak	
  je-p      jat-kan-da     bayke-m    kel-di. 

	
 	
 	
 私	
 料理	
 食べる-CVB jat-PART-LOC 兄-1:POSS  来る-PAST1 

	
   	
  

 (68)と(69)の日本語の用例においては、主節に過程性がない場合はアイダ（ニ）を使うことが適

切だとされている。キルギス語は、ここでも「トキ」の副詞で表示され、「食べている時に」と

いう意味で解釈され、jat-補助動詞が使われている。すなわち、「食べ始めたが食べ終わってい

ない間」、その食べる過程のある一点で主節の出来事が起こることを表している。しかし、（68）

と（69）の用例では、主節に来る事態が従属節の示す期間内で継続しなければならないので、（67）

のように「終わる」という意味を表すキルギス語の補助動詞を添えて「～シオエルアイダ」とい

う意味を示すと「アイダ」の意味で用いることができる。 

 

(70)	
 大学に通っている間、ずっと京都に住んでいた。 

	
     Universitet-te  oku-p          jür-gön-dö 	
 	
 Kyoto-do  jaša-p     jür-dü-m. 

      大学-LOC  勉強する-CVB  	
 jur-PART-LOC	
 京都-LOC 住む-CVB jur-PAST-1 

 

(71)	
 両親が旅行をしている間、僕が毎日食事を作りました。 

	
 	
   Ata-ěne-m	
  sayakatta-p	
 	
  jür-gön-dö 	
 men 	
 kündö 	
 tamak 	
 jasa-ču-mun. 

      両親-1:POSS 旅行する-CVB jur-PART-LOC 私	
 毎日	
 	
 	
 料理	
 	
 作る-PAST3-1 

 

(72)	
 子供が寝ている間に洗濯をした。 
	
 	
 	
 Baldar 	
 ukta-p      jat-kan     kez-in-de          kir 	
 juu-p      al-dï-m. 

 	
    子供たち	
 寝る-CVB jat-PART   間-3:POSS-LOC    洗濯	
 洗う-CVB 取る-PAST-1 

	
     

	
 (70)～(72)は、キルギス語においてはトキに相当する形式である jür-gön-dö、kez-in-deが用いら

れている用例である。キルギス語の場合、アイダ(ニ)に対応する副詞が存在せず、トキを示す副

詞でカバーしているように考えられる。また、「アイダ」の意味は、「最初から最後までずっと」

というような表現であり、また「終わるまで」を示す補助動詞を補って表すことがある。 

 

(73)	
 Bas-kan-dï,   süz-gön-dü,      sïygalan-gan-dï       ušun-un    baarï-n 

     歩く-PART-ACC	
 泳ぐ-PART-ACC	
 滑る-PART-ACC	
 これら-GEN  全部-ACC 
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     bala  oyno-p     jat-ïp   	
  özdöštür-ö-t. 	
 	
 	
 	
  (3-jaštan kiyin keč) 

     子供	
 遊ぶ-CVB	
  jat-CVB	
 	
 身に付ける-PRS-3 

  「歩くことや泳ぐこと、滑ることなどこれらは子供が遊んでいるうちに身に付ける。」 
 

(74)	
 Telefon-du	
 	
  koy-up 	
 	
 jat-ïp 	
 	
 üškür-ün-dü. 

      電話-ACC 	
 置く-CVB	
  jat-CVB 	
 ため息つく-REFL-PAST1 

     「電話を切りながらため息をついた。」 

 

そして(73)の例のように、補助動詞の jat-と副動詞の-ïpを後接することによって「アイダ」の意

味を表したり、(74)のように「ナガラ」の意味を表したりすることができる。 

 

4.  継起的時間関係を表すマエ（ニ）節とアト（デ）節  

	
 前節で述べたように工藤（1995: 232-235）は、マエ（ニ）、アト（デ）を含む、トキ（ニ）、

アイダ（ニ）、マデ（ニ）、カラの各節における、テンス・アスペクトの体系を記述しようとし

たものであり、以下の 2つの指摘がある。 

 

	
 指摘１．マエ、アトなど、「ニ」「デ」がないものでは、主節の述語は運動動詞・完成相、運

動動詞・継続相、存在動詞、形容詞、名詞述語になる。マエニ、アトデなど、「ニ」「デ」があ

るものでは、主節の述語は運動動詞・完成相になる。 

	
 指摘２．マエニ、アトデなどが、シテイル（運動動詞継続相）と共起している場合は、そのシ

テイルはパーフェクトになる。 

 

(75) a	
 宿に着く前にお腹が痛くなった。 

b	
 *宿に着く前にお腹が痛かった。 

工藤（1995: 232） 

 

	
 (75a)の「痛くなった」というのは動作性の述語であり、この場合はマエニが適切であるが、(75b)

の「痛かった」というのは状態性の述語で、マエニでは不適切になるという。 

	
 指摘２については以下の例を見る。マエニ節の文で主節の動詞が「〜テイル」形であるが、こ

の「〜テイル」形はパーフェクトの解釈になることを確認されたい。 

 

(76)	
 釈放後の今村が初めて仙台へ行ったとき、彼を出迎えた人々の中に、戦中のラバウ	
  

	
 	
 	
 ルで歩兵を務めた後藤金哉の嬉しさを包みかねた笑顔もあった。後藤は駅に出迎えに行く

前に、今村家の墓所を入念に掃除していた。 

（工藤 1995: 232—233、下線は筆者による） 
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この用例については、キルギス母語話者が「パーフェクト」の意味に解釈せず、「進行」として

解釈する可能性が高い。 

 

4.1	
 継起的時間関係を表すマエ (ニ )節  

以下では、日本語のマエ(ニ)に対応するキルギス語の用例を見ていく。 

 

(77)	
 私は日本に来るまえ/まえに日本語を勉強しました。 

 

(78) a	
 Men  Japon-go  kel-er-den     murun  japon til   oku-du-m. 

      私	
  日本-DAT 来る-PART-ABL 前	
  日本語	
   勉強する-PAST1 

 

b	
 Men  Japongo  kel-er-din     astïnda    japon til    oku-du-m. 

      私	
  日本-DAT  来る-PART-GEN 前	
    日本語	
     勉強する-PAST1 

 

c  Men   Japon-go   kel-er-ge         čeyin  japon til    oku-du-m. 

       私	
   日本-DAT   来る-PART-DAT  前	
   日本語	
      勉強する-PAST1 

 

d  Men   Japon-go   kel-gičekti  japon til    oku-du-m. 
       私	
   日本-DAT   来る-CVB  前	
   日本語	
      勉強する-PAST1 

 

ここで(78a)～(78d)のそれぞれが互いにどう異なるかについて見る。(78a)の keler-den のように

「kel+er未来分詞+den奪格」に副詞 murunが後接する形式は、「まず日本語を勉強してから日

本に行った。」のような意味を表し、出来事の順序をはっきり示す時に用いられる。(78b)では

「日本に来る直前に勉強した」という意味で副詞 astindaが用いられている。それに対して(78c)

と(78d)は「日本に来る前からずっと日本語を勉強していた」という解釈になる。 

 

(79)	
 彼はビシケクに行くまえ／まえにタシケントに行ったそうだ。 

      Al  Biškek-ke   bar-ar-dan	
 	
  murun 	
 Taškent-ke       bar-ïptïr. 

      彼 ビシケク-DAT 行く-PART-ABL	
 前	
 	
 	
 タシケント-DAT 行く-PAST4 

 	
    

(80)	
 彼は死ぬ前に、「苦しい、お母さん」と言った。 

	
 	
   Al öl-ör-dün            astïn-da “Kïynal-ïp    jat-a-m, apa!” dep  ait-tï. 

  	
   彼	
 死ぬ-PART-GEN    前-LOC 苦しむ-CVB jat-PRS-1 母	
 と 言う-PAST 
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この例では、-ar分詞(未来形の接辞)が使われている点においては共通しているが、その後のマ

エに当たる副詞が異なるため-ar分詞に後続する格も異なっている。(79)は「動詞語幹+-ar分詞

+-dan奪格+副詞 murun」によって、(80)は「動詞語幹＋-ar分詞+-dïn属格+astïnda55副詞」によっ

て表されている。以下の(81)～(83)のキルギス語の用例はともに副詞 murunを用いて、「食べる

マエ(ニ)」という時間節を表している。しかし、日本語の文では「ニ」格助詞が付くか付かない

かによって意味が区別されることがあるが、このような区別はキルギス語にはない。 

 

(81)	
 Tamak  ič-er-den     murun    kol-uŋ-du       juu. 

	
 	
   料理	
 飲む-PART-GEN  前      手-2:POSS-ACC  洗う 

	
 	
  「ご飯を食べる前に手を洗いなさい。」 

 

(82)	
 Tamak  ič-er-den  	
 	
 murun     darï-nï   ičiš   kerek. 

	
 	
    料理	
  飲む-PART-ABL 前	
 	
 	
 	
 薬-ACC 飲む- 必要 

	
 	
   「ご飯を食べる前に薬を飲まなければならない。」 

 

(83)	
 何かを決める前に、よく考えた方がいい。 

	
 	
  Bir čečim-ge 	
 kel-er-den 	
 	
 murun  jakšïlap oylon-up   tur-up  	
 čeč-ken  oŋ. 

     一	
 解決-DAT 来る-FUT-ABL 前	
 	
 よく	
 考える-CVB 	
 tur-CVB 決める-PAST 右 

	
 	
 「何かを解決する前によく考えてから決めた方がいい。」 

 

(84)	
 ご飯を食べる前に、さっきのお客さんが来た。 

	
 	
  Tamak  je-yin    de-p        jat-sa-m   janagï 	
 konok	
  kel-ip      kal-dï. 

     料理	
 食べる-VOL と言う-CVB  jat-COND-1 さっき	
 お客	
 	
 来る-CVB  残る-PAST 

 	
  「ご飯を食べようとしたときにさっきのお客さんが来てしまった。」 

 

	
 (84)のようにマエ(ニ)は、キルギス語では je-r-din astïnda（食べる前に） je-y-in de-p jat-sa-m「食

べようとした時」を示す形式によっても表すことができる。日本語もキルギス語と同じ意味で「食

べようとしたときに」にする方が適切であると思われる。 

 

4.2	
 継起的時間関係を表すアト（デ）節  

	
 先述したマエ(ニ)節と同様に時を表す従属節の中にはアト(デ)節があり、格助詞のデがつきア

トデという形をとる場合と、何もつかないでアトという形をとる場合がある。このアト(デ)節に

関する先行研究として益岡（1995）がある。 

                                                   
55 astïnda の同じ意味の aldïndaもあるが、ここでは astïndaを代表させて使用する。 
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 益岡（1995: 151-152）は、アト(デ)節について、格助詞をもつ場合には時を特定する格成分と

して機能し、持たない場合には時を設定する状況成分として機能すると指摘している。格成分と

状況成分の違いは、前者が事態を叙述する部分の内部要素であり、後者が外部要素であるとして、

そのため前者は焦点化されるが、後者は焦点化されないと述べ、以下の２つの例を挙げている。 

 

(85)	
 由紀子に電話したあとでこの手紙を書いたのだ。 

(86)	
 由紀子に電話したあとこの手紙を書いたのだ。 

 

「この手紙を書いたのは、由紀子に電話したあとだ」というような、アトに焦点を置く解釈がで

きるのは、(85)のように格助詞のデがついたアトデでの方であって、(86)のように格助詞のデが

ついていない例ではそのような解釈ができない。 

	
 これらの例をキルギス語に直すと、二つとも次の（87）のようになり、アトデとアトの違いが

見られない。 

 

(87)	
 Yukiko-go      telefon  čal-gan-dan  kiyin   bul  kat-tï       jaz-dï-m. 

	
 	
 	
 由紀子-DAT    電話する-PART-ABL  あと   この  手紙-ACC   書く-PAST1-1 

 

(87)のキルギス語のアト(デ)形式は、マエ(ニ)節と同様に奪格を取るが、過去分詞という異なる分

詞の形をとり、副詞の kiyinを付加させる。つまり、「čal-動詞語幹+-gan分詞+-dan奪格+ kiyin」

になる。例えば、次のような例がある。 

 

(88)	
 Imperator Aleksandr Pavlovič Vena   keŋešme-sin     büt-kön-dön        kiyin 

     天皇	
 	
 PSN     PSN      ヴェナ	
 協議-3:POSS-ACC 終わる-PART-ABL 後 

    Evropa-nï        sayakatta-p,   ar türdüü  ölkö-lör-dü  kör-güsü    kel-di. (Sologoy) 

	
   ヨーロッパ-ACC 旅行する-CVB 様々な	
 国-PL-ACC 	
 見る-たい 3  来る-PAST1 

  「アレクサンドル	
 パヴロヴィチはヴェナ協議が終わった後ヨーロッパを旅行して様々な国

を見たかった。」 

 

しかし、キルギス語に対して益岡（1995）が提案した日本語の時を特定する格成分と時を設定

する状況成分という説明が与えられると、特定と設定の意味の違いが区別できるようになる。次

の例で確認しよう。 

 

(89)	
 Yukiko-go   telefon  čal-ïp   tur-up,    bul    kat-tï       jaz-dï-m. 

     由紀子-DAT   電話  する-CVB  tur-CVB   この  手紙-ACC   書く-PAST1-1 
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この例では、本動詞 čal-に補助動詞 tur-を添えることによって、初めて「この手紙を書いたのは、

由紀子に電話したあとだ」というような、アトに焦点を置いた解釈になると考えられる。このよ

うに補助動詞が用いられる形式があるのに対して、(87)の例ではそうした解釈がない。このよう

なアト(デ)に焦点を置いた解釈は、以下の(90)と(91)の例でも確認できる。 

 

(90)	
 Jakšï  ěs al-ïp       tur-up   kayradan bul  jumuš-ka baš-otu  menen kirüü… 

	
 	
 	
 良い	
 休養する-CVB  tur-CVB 再び   この 仕事	
    頭	
     と   入る 

「よい休養をとったあと（で）再びこの仕事に集中する...」 

 

(91)	
 Dos-un     čakïr-ïp    tur-up,    birgeleš-ip       plan      tüz-üš-tü. 

     友人-3:POSS 呼ぶ-CVB  tur-CVB  一緒になる-CVB  計画	
   立てる-RECP-PAST1 

	
 	
 「友人を呼んだあと（で）この計画を立てた。」  

 

このように、補助動詞の tur-が使われているキルギス語の例では、アト（デ）の前の事態が起き

ないとその後にくる事態も起きないというような解釈がなされ、前にある事態を強調しているこ

とも含意されている。 

	
 以上、日本語の従属節のテンス・アスペクトにおけるトキ(ニ)節、アイダ(ニ)節、マエ(ニ)節、

アト(デ)節を取り上げ、キルギス語と対照させた。 

 

5.  第３章のまとめ  

	
 本章では、日本語とキルギス語の従属節の持つアスペクト的特徴について分析を試み、従属節

の出来事と主節の出来事の時間的順序関係の観点から共起的時間関係を表すトキ（ニ）節、アイ

ダ（ニ）節と継起的時間関係を表すマエ（ニ）節、アト（デ）節を中心に考察をした。 

	
 まず、トキ（ニ）節の主節のテンス・アスペクトを「ル」形、「テイル」形	
 、「タ」形、「テ

イタ」形の 4 種類に分けて考察した。その結果、トキに対応するキルギス語のトキ（ニ）節につ

いて、次のようにまとめることができる。 

①	
 本研究の対象である４つの補助動詞は、主節の述語に来る場合と同様に従属節にも現れ、

動作の進行、主節の動作・作用と同時に行われることを表す。ただし、ここでも補助動

詞それぞれの語彙的な意味が大いに関わってくる。もし、その動作の内容が抽象的な事

柄であれば、一般性の高い補助動詞 jat-が用いられる。 

 

②	
 キルギス語には日本語のトキ（ニ）節に相当する構文的な形式は三通りある。 

⑴「動詞語幹または補助動詞＋-gan; -ar 分詞＋da位格」 

⑵「動詞語幹＋-gan分詞＋副詞 kezde/ubakta/učurda/mezgilde/maalda/čakta/čende」 

⑶「本動詞+副動詞＋補助動詞＋-sa条件接辞形」 
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③	
 日本語の従属節は「スル」、「シタ」、「シテイル」、「シテイタ」形で、主節のテンス・ア

スペクトを区別しているのに対し、キルギス語の従属節は「動詞語幹＋-gan分詞＋da位

格」によって表示され、テンスとアスペクトの線が引けず、融合したものとして扱われ

ていると考えられる。両言語の複文における従属節と主節のテンス・アスペクトの比較

対照をまとめると、以下のようになる。 

� 日本語の「～シタとき／～シテイタとき～スル」形式においては、従属節の「タ」形

は完了を表し、現在・未来を表す主節の「ル」形と接続できないが、キルギス語は従

属節の形式が主節の時制に影響を与えず、主節が現在形あるいは過去形でも、非文に

ならない。 

� 日本語において従属節に非過去の「ル」形が来る場合、対応するキルギス語では-ar

未来分詞が使われ、過去の「タ」形が来る場合には-gan過去分詞が使われる。 

� キルギス語では、トキの従属節を上記の「-ar/-gan分詞+da位格」の他に「補助動詞+-sa

条件接辞形」を用いて表すこともできる。 

� 日本語の「～スルとき／シタとき～テイル」形式の場合、キルギス語では主節に現れ

る形式として「するようにしている」の意味で「-(ï)p tur-+-a現在形接尾辞+人称」が

用いられる 

� 「～シテイルとき	
 ～テイル」形式の場合、日本語の主節では「テイル」が使われる

のに対して、キルギス語の主節では jat-補助動詞ではなく、単純現在形が用いられる。 

� 一方、「〜シテイタとき	
 ～テイル」形式の場合は、日本語もキルギス語も容認不可

能な文になる。しかし、キルギス語では、人称を問わずに動作主を一人とし、主節に

来る事柄と従属節の事柄を同じ人物が行うような文にすると自然な文になる。 

� 日本語とキルギス語では、どちらも従属節における「～テイル／～テイタ」と呼応す

る主節が「テイタ」形式に見られる特徴は、主語が一つではないということである。 

� 日本語の従属節において「～テイル／～テイタ」形式に時間を特定する要素があれば、

キルギス語では jat-補助動詞が使用され、出来事の進行を表す。 

� 全体的に言えることとして、主節では本動詞の語彙的な意味が文法的意味、例えば動

作動詞の場合〈動作の進行〉に影響するが、従属節では本動詞の語彙的な意味が補助

動詞の選択に関わる。 

 

④	
 共起関係を表すアイダ(ニ)の従属節をまとめると以下のようになる。すなわち、キルギス語

の場合アイダ(ニ)節に対応するものが存在せず、トキを表す副詞を補っているように考られ

る。「アイダ」の意味は、「最初から最後までずっと」というような表現を用いてあるいは

「終わるまで」という補助動詞を加えて表すこともある。 
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⑤	
 継起的時間関係を表すマエ(ニ)節とアト(デ)節をまとめると、キルギス語では、	
 	
  

	
 	
 マエ(ニ)節に相当する形式は「-ar分詞＋-dan奪格＋murun副詞」または「-ar分詞＋-dïn	
 	
  

	
 	
 属格＋astïnda副詞」として二通りに表されるが、意味的には特に変化が生じないこと	
  

	
 	
 になる。 

 

⑥	
 キルギス語のアト(デ)形式は、マエ(ニ)形式と同様に奪格を取るが、過去分詞という異なる

分詞の形をとり、副詞の kiyinを付加させる。つまり、「動詞語幹+-gan分詞+-dan奪格+ 副

詞 kiyin」になる。そして、アト(デ)形式の意味で補助動詞の tur-が使われ、従属節にある事

態が前に起きないとその後にくる事態も起きないというような解釈がなされ、前にある事態

を強調していることも含意されている。 

 

⑦	
 以上までの議論の方向とは逆に、キルギス語の従属節におけるテンス・アスペクト形式から

日本語を見てみると、日本語の従属節におけるテンス・アスペクト形式（例えば、「タ」形

や「テイル」形など）が融合的・包括的であるという特徴が明確となり、その点で日本語は

キルギス語よりもテンス・アスペクトに関する文法化が進んでいると言える。 
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第４章	
 本論文の成果と今後の課題  
 

 この章では、本論文の成果について明らかにする。そして、残された問題点と今後の課題も述

べることにする。 

 

1. 本論文の成果  

	
 本論文では、日本語から出発し、日本語の進行アスペクト「〜テイル」に対応するキルギス語

の補助動詞を含む形式である V-(ï)p jat-、 V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-の文法的な意味や使

用される環境を考察し、併せて日本語のトキ(ニ)、アイダ(ニ)、マエ(ニ)、アト(デ)を含む従属節

とそれに対応するキルギス語の従属節に着目し、比較対照も少し試みた。以下、第１章から第３

章までについて、本論文で得られた成果を章ごとにまとめることにする。 

	
 第１章では、一般言語学から見た動詞のアスペクトとテンスについて、主に Comrie (1976)と

Plungyan (2011)などを取り上げ、「テンス」と「アスペクト」の用語の定義を行い、アスペクト

の二つの意味の対立：完了体と不完了体について確認した。また、日本語のアスペクト研究の現

状と日本語の基本的なアスペクト体系を明確にした後、「〜テイル」が表す文法的アスペクト研

究として工藤 (1995)および語彙的アスペクト研究として金田一(1950)と奥田 (1977)を取り上げ、

「〜テイル」と運動動詞の相関関係を中心に述べた。そして、進行を表すキルギス語のアスペク

ト形式である V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-としての補助動詞に関わる諸記述を

し、例えば以下のような先行研究の問題点を示した。 

	
 具体的には、文法書としての Oruzbaeva et al., Red (2009)では、各補助動詞の文法的な意味につ

いて代表的な例を示し、簡潔な記述にとどまっており、それぞれの使い分けや使用される環境に

関しては言及されていない。どのような語彙的・文法的な条件の下でその文法的な意味が実現さ

れるのかが、示されていない。また、伝統的な文法書では、V-(ï)p jat-、 V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、

V-(ï)p jür-は現在時制を表すものとして位置づけられているが、実際には過去形でも未来形でも

使用されることを示した。キルギス語は補助動詞の数が多くあり、本動詞や副動詞接尾辞など他

の要素との関連性を有するにもかかわらずキルギス語の動詞がアスペクトの観点から研究され

ていないことと上記の補助動詞のアスペクト的意味の〈動作の進行〉と〈動作のくりかえし〉の

意味が中心に記述され、〈変化の結果の状態〉という文法的な用法については言及されていない

という問題点も示した。それに対して本研究では、前接する動詞の種類や文脈によって〈動作の

進行〉を表す補助動詞が、〈変化の結果の状態〉の意味を表すことがあることを確認した。なお、

最近の研究としてアクマタリエワ(2014)では、V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-の各

補助動詞の構文的な位置、すなわち主節における述語の場合と連用節における述語の場合が区別

されず、一つの基準で分析されていることを問題点として挙げた。 
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 このように、第１章では日本語とキルギス語のアスペクトとテンスに関する先行研究の意義と

問題点を論じた上で、最後に筆者の立場を明確に示し、第２章での考察と第３章での比較対照に

備えた。筆者の立場は次のとおりである。 

� キルギス語の補助動詞を考察する際に、日本語の文法的アスペクトとして工藤 (1995)の「～

テイル」の文法的な意味である〈動作の継続〉と〈変化の結果の状態〉及び文中での語彙的

な条件によって生じる〈反復〉という三つのアスペクト的な意味に注目する。なお、〈パー

フェクト〉を除外する。 

� 工藤(1995)とアクマタリエワ(2014)と同様の方法で分析する。具体的には各補助動詞のアス

ペクト的な意味が前接する本動詞の語彙的な意味によって異なるという分析を行い、その際

に本動詞を動作動詞、変化動詞、状態動詞、内的感情動詞の４つに分類する。 

 

	
 第２章では、V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-形式として生じるそれぞれのアス

ペクトとテンスに関する文法的な意味について考察した。考察に当たっては、本動詞の語彙的な

意味に基づいた動作動詞、変化動詞、状態動詞、内的感情動詞という４つの分類に従い、それぞ

れの場合に現れる文法的な意味を考察した。以下、本論文の成果を動作動詞、変化動詞、状態動

詞、内的感情動詞の順でまとめていく。 

 

動作動詞  

	
 各補助動詞形式において動作動詞が圧倒的に多く現れている。 

	
 V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p jür-、V-(ï)p otur-は動作動詞と結合して動作や動きの進行を表す

が、その中で結合できる動詞とできない動詞がある。４つの補助動詞が結合できる本動詞は、基

本的に、動作・作用がある時間内に続いて行われる動詞、すなわち継続動詞が多い。実例に基づ

く調査から、次の各動詞と結合することが分かった。 

 

	
 oku-（読む）、ayt-（言う）、ič-（飲む）、ïrda-（歌う）、ište-（働く）、ïyla-（泣く）、jaz-

（書く）、kara-（見る）、kïl-（する）、küt-（待つ）、öt-（通る）、oylo-（考える）、oyno-（遊

ぶ）、 süylö-（話す）、süylöš-（話し合う）、ukta-（寝る） 

 

	
 まず、以下では、oku-（読む）という動作動詞を例に各補助動詞形式に現れる文法的な意味の

違いについてまとめる。 

 

(1)	
 Meder 	
 kaysï	
  kitep 	
 oku-p 	
     jat-a-t? （kutbilim.kg） 

	
 	
 メデル	
 どんな	
 	
 本	
 	
 読む-CVB   jat-PRS-3SG 

	
 	
 「メデルはどんな本を読んでいる？」 
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(2)	
 Aga      akin-dïn   	
 	
 kotormo-lor-u	
  özgöčö 	
 jakïn, 

	
 	
 彼-DAT   詩人-GEN 	
 	
 訳-PL-ACC   	
 	
 特に	
 	
 近い 

 	
 	
 jana azïr-kïga 	
 čeyin 	
 kaytala-p     oku-p       tur-a-t.	
 （super.kg） 

	
 	
 と	
 	
 今	
 	
 	
 まで	
 	
 読み返す-CVB  読む-CVB  tur-PRS-3SG 

   「彼に詩人の訳は特に近いので今まで読み返して読んでいる。」 

 

(3)	
 Al köptön 	
 beri	
  filosofiya    kitep-ter-in   oku-p       jür-ö-t. (super.kg) 

	
 	
  彼	
 長い時間	
 前	
 	
 哲学	
 	
 	
 本-PL-ACC  読む-CVB   jür-PRS-3SG 

	
   「彼はずっと前から哲学を読んでいる。」 

 

(4)	
 Čoŋ 	
 ata-m      gezit 	
 oku-p       otur-a-t. (bulbul.kg) 

	
 	
 大きい	
 父-1:POSS 新聞	
 	
 読む-CVB   otur-PRS-3SG 

 	
  「おじいさんは新聞を読んでいる。」 

 

	
 このように動詞 oku-（読む）は、すべての補助動詞と組み合わせることができる。上の用例

においては、各補助動詞は〈動作の進行〉という文法的な意味を表す点で共通している。しかし、

この文法的な意味は時間軸での捉え方において異なっている。 

	
 まず、okup jat-については、ある時点における〈動作の進行〉の意味を表す。つまり、この場

合には、発話時において動作主の「読む」という動作が進行中である。 

	
 次に、okup tur-の場合、一定の時間における〈動作の進行〉の意味を表す。この場合、文中に

azïr-kïga čeyin  kaytala-p oku-p  tur-a-t	
 「今まで読み返して読んでいる」というように、動作主

の「読む」という動作が現時点において進行しているのではなく、前から始まり、現在も継続し

ているから〈動作のくりかえし〉を表す。 

	
 そして、okup jür-については、長期にわたる〈動作の進行〉の意味を表す。この場合には、動

作主が時間的な区切りがなく、長い時間において「読む」という動作を行うことを表す。 

その一方、動作主の「読む」という行為は、話し手にとって興味がないというニュアンスがある

のに対して、tur-にはそのようなニュアンスがなく、okup tur-a-tのように話し手が自慢している

ような場合に使われる。 

	
 最後に、okup otur-については、ある時点における〈動作の進行〉の意味を表す。この場合に

は、動作主が「読む」という動作自体を長く行っていることを表す。なお、otur-は、主に「座っ

て行うことができる」ことを示す動詞に後接することが多くみられる。すなわち、4つの補助動

詞は〈動作進行〉という点で共通しているが、時間軸における捉え方が異なっているということ

である。 
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変化動詞  

	
 各補助動詞形式における変化動詞は、動作動詞の次に多く現れることが分かった。最も多く出

現しているのは、V-(ï)p tur-形式の場合である。 

V-(ï)p jat-形式の場合、動詞 öl-（死ぬ）が現れるが、他の補助動詞の場合には現れない。 

 

(5)	
 Ušu-lar-dïn   	
 	
 ič-i-nde        čalka-sï-nan         tüš-üp      kïbïla-nï	
  

  	
  これ-PL-GEN	
 	
 中-3:POSS-LOC	
 仰向け-3:POSS-ABL 降りる-CVB 祈り側-ACC 

     betten-ip     öl-üp	
 	
  jat-kan 	
 Serikbay	
  körün-du.	
 (Dürbölöŋ zaman) 

     向かう-CVB 死ぬ-CVB  jat-PART   PSN    見える-PAST1  

   「これらの中に仰向けになって祈りの方角に向いて死んでいるセリクバイが見えた。」 

 

変化動詞の場合、基本的に主体の〈変化の結果の状態〉という文法的な意味を表す。 

 

(6)	
 Ošo  bešene-ge 	
 jazïl-gan 	
 	
  	
  tagdïr  tabïšmag-ï-nïn   	
 jandïrmag-ïn  

     その 運命-DAT	
 書かれる-PART	
 運命	
 謎-3:POSS-GEN	
 解け方-ACC 

kütüü-nün   özü kün-dön    kün-dü   jarat-ïp 	
 	
 	
 tur-a-t.	
 (Toolor kulaganda) 

待つ GEN	
 自分	
 日-ABL	
 日-ACC	
 発生する-CVB 	
 	
 tur-PRS-3SG	
  

   「その運命に書かれた謎が解けるのを待つことで日々が過ぎ去っていく。」 

 

(7)	
 Satkïn 	
 	
 ěnesinen     	
 	
  	
 kal-gan   	
 	
 	
 čepken-di 	
 	
 	
  

 	
 	
 PSN 	
 	
 	
 母-3:POSS-ABL 	
 	
 残る-PAST	
 	
 	
  ジャケット-ACC  

 	
 	
 köpkö	
  	
 čeyin 	
 	
  kiy-ip	
 	
 	
 	
 	
  	
 jür-gön. 	
 	
 (Jortuul) 

 	
 	
 長い	
 	
 	
 まで	
 	
 	
 	
 着る-CVB 	
 	
 	
 	
 	
 jür-PST2 

    「サトクンはお母さんが残したジャケットを着ていた。」 

 

状態動詞  

	
 各補助動詞形式における状態動詞は、元々動作動詞の語彙的な意味を持つ jür-を含むV-(ï)p jür-

形式以外に現れている。しかし、４つの分類の中では一番少ない動詞類である。これは、補助動

詞の tur-、otur-自体が状態動詞であるから、結合することが少ないと考えられる。それでも、少

数であるが、V-(ï)p tur-と V-(ï)p oturが擬態的な様子を表す動詞と結合し、ある時点における〈状

態の持続〉を表す。 
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内的感情動詞  

	
 各補助動詞形式において内的感情動詞は、すべての補助動詞と共起できる。このタイプの場合、

V-(ï)p jat-と V-(ï)p jür-は主体の〈心理的な状態〉、V-(ï)p tur-と V-(ï)p otur-は主体のある時点にお

ける〈感情状態の持続〉を表すと位置付けた。また、一人称の文だけではなく、二人称・三人称

の場合にも使われる。 

 

	
  以上、各補助動詞形式のアスペクトに関する文法的な意味とそれらの特徴を示した。考察の

結果、V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-形式における各補助動詞は本動詞として語

彙的な意味がある程度残っていることから、日本語の「〜テイル」とは異なり、完全に文法化し

ているとはいえない。これらの補助動詞の中で特に otur-と tur-の（座る）、（立つ）という意

味が文法的な意味に影響し、本動詞として機能しているのかそれとも補助動詞として機能してい

るのかが明確に規定できない用例が少なからずあった。さらに、これらは〈動作の進行〉という

文法的な意味を表す点で共通しているが、それぞれの使い分けとしてなんらかのモダリティ的な

意味が大きく関わっている。そして、これらの補助動詞は、過去と未来における〈動作の進行〉

や〈動きの進行〉の文法的な意味を表している。 

以下、各補助動詞の場合に取り出された本動詞の分類ごとに現れる文法的な意味についてまとめ

ると、次の〈表 14〉になる。 

 

〈表 14〉各補助動詞と共起する本動詞の種類とアスペクト的な意味 

	
 	
 補助動詞  

動詞分類  
jat- tur- otur- jür- 

動作動詞 

 

〈動作の進行〉 

〈動きの持続〉 

〈動作の進行〉 

〈動作の繰り返し〉 

〈動きの持続〉 

ある時点における 

〈動作の進行〉 

長期間にわたる 

〈動作の進行〉、 

〈動作の繰り返し〉 

変化動詞 
〈動作の進行〉 

〈変化の結果の状態〉 
〈変化の結果の状態〉 〈変化の結果の状態〉 〈変化の結果の状態〉 

状態動詞 〈変化の結果の状態〉 
一時的な〈状態の持続〉 

恒常的な〈状態の持続〉 

ある時点における 

〈状態の持続〉 
	
 	
 なし 

内的感情動詞 〈心理的な状態〉 
ある一定の時間におけ

る〈感情状態の持続〉 

	
 ある時点における 

〈感情状態の持続〉 

長期間にわたる 

〈心理的な状態〉 
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次に、本論文の成果としてそれぞれの補助動詞形式の特徴をまとめてみると、以下の 

１〜４のようになる。 

 

1．V-(ï)p jat形式は、基本的に動作動詞の場合、〈動作の進行〉や〈動きの持続〉を表し、文中

での言語的な条件によって〈動作のくりかえし〉や〈反復〉を表すこともできる。変化動詞の場

合には、同じ文でも、〈動作の進行〉と〈変化の結果の状態〉の両方の文法的な意味を表せると

考えられる。 

 

(8)	
 Sovetter   Soyuz-un-da	
 	
 	
  salïn-gan 	
 	
 	
 	
 mektep-ter 	
  bügünkü  

   	
 ソビエト	
 連邦-3:POSS-LOC	
 建てられる-PART	
 学校-PL	
 	
 	
 今日 

kündö    	
 ura-p 	
 	
 	
 	
 jat-a-t. 	
 	
 	
 (barakelde.org/news) 

毎日	
 	
  	
 倒れる-CVB 	
 jat-PRS-3SG 

   「現在、ソビエト時代に建てられた学校は倒壊しつつある。」 

 

(9)	
 Ïsïk-Köl 	
 oblus-un-da 	
 tyan šyan karagay-larï küy-üp	
  jat-a-t. (bulbul.kg) 

     イシククル	
 州-3:POSS-LOC	
 天山	
 トウヒ-PL	
 燃える-CVB	
  jat-PRS-3  

   「イシククル州では天山トウヒが燃えている（燃えつつあった）。」 

 

すなわち、眼前に横たわっているある状態を表す時に jat-が使われるが、その状態は現在進行中

なのか、結果として眼前に残っているのかで二つの文法的な意味を表すことになる。しかし、キ

ルギス語の伝統文法書では、V-(ï)p jat形式の〈変化の結果の状態〉の用法について触れていない。 

	
 V-(ï)p jat形式における結合可能な動詞と補助動詞について述べてきたが、結合できない動詞も

ある。それは、tap-（見つける）、okšoš-（似る）、(svet) küy-（（電気）が付く）、öč-（消える）

bil-（知る）（肯定）などのような結果の面だけを示す動詞類である。 

	
 そして、キルギス語の伝統文法書では jat-、tur-、jür-、otur-形式は現在形の一種類として位置

付けられているのに対して、本研究では、「-(ï)p  jat-kan  PART  bol-PAST3-人称語尾」形式と

「-(ï)p  jat-kan  PART  bol-PRS-人称語尾」形式によって、V-(ï)p jatが現在形だけではなく、過

去と未来における〈動作の進行〉を表すことを確認した。 

 

(10)	
 Ěki jïl-dan  beri	
  biz-din 	
 	
     kolxoz	
      öz	
   küč-ü 	
 	
 	
  menen 

     二 年-ABL  から   私達-GEN    コルホーズ  自分   力-3:POSS    で 

     jaŋï 	
 	
 mektep	
  kur-up	
      jat-kan	
 	
   bol-ču. 	
 	
 	
 	
 (Birinči mugalim) 

     新しい   学校 	
  建てる-CVB	
  jat-PART 	
    なる-PST4 

   「二年前から私たちのコルホーズは、自分達の力で新しい学校を建てていたんだ。」 
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(11)	
 Dagï 	
 bir neče	
  jïl	
    ötkön        soŋ	
   men-i   da 	
 	
 ošondoy 

	
 	
 	
 また	
 	
 いくつか	
 年	
 過ぎる-PAST2 後	
 	
 私-ACC も	
  そのよう 

 	
 	
 iygilik-ter 	
 	
  küt-üp    	
  jat-kan    	
  bol-o-t. (kloop.kg) 

   	
 成功-PL 	
 	
 	
  待つ-CVB   jat-PART   	
 なる-PRS-3SG 

	
  「後、何年か過ぎたら、私もそのような成功が待っているだろう。」 

 

2．V-(ï)p tur-形式は動作動詞と接続すると、ある一定の時間における〈動作の進行〉と 

いう文法的な意味を表す。また、動作の頻度を表す副詞などが添えられることによって、 

ある一定の時間における〈動作の進行〉の意味が、〈動作のくりかえし〉の意味を表すよ 

うになる。主体の立って行うことができる活動動作を表す動詞が多く現れ、また、それと 

同時に tur-が語彙的な意味の本動詞として使われる用例がある。その場合、tur-は補助動詞 

ではなく、本動詞となり、前接する動詞にとって付帯的な役割で使われることになる。 

そして、文脈によって補助動詞 tur-が必ずしも発話時点で進行している動作を表しているの 

ではなく、過去のある時点で未来に当該動作の実行を考えていたことと、そしてその動作 

が行われる期間がある一定の時間の場合に、tur-が使われる。その場合、日本語に「〜てい 

る」というように「テイル」を添えて訳すことができず、本動詞の意味で訳すのが適切で 

ある。 

 

(12)	
 Biz 	
 bul   üy-dö    jay   ay-la-rïn-da        gana  	
 	
 jaša-p 

私達  この  家-LOC  夏	
   月-PL-3:POSS-LOC  だけ	
 	
 住む-CVB 

tur-a-bïz    	
 dep  	
  oylo-gon-buz,       	
  birok…	
 (barakelde.kg) 

tur-PRS-1PL  	
 と	
 	
 	
 思う-PAST2-1PL      	
 しかし 

   「私たちはこの家に夏だけ住むと思っていたのですが…」 

 

また、tur-（立つ）の語彙的な意味が読み取れない用例も存在するが、その場合、主語が物に限

られる。変化動詞に後接すると〈変化の結果の状態〉の意味が表される。 

 

(13)	
 Köl-dün   bet-i-ne           gül-dör   ös-ö-t,        ös-kön      gül-dör 

	
 	
 	
 湖-GEN  表面-3:POSS-LOC  花-PL   咲く-PRS-3   咲く-PART  花-PL 

    	
 künügö   ěki-ge          köböy-üp       tur-a-t.    (super.kg) 

    	
 毎日	
  	
 ２-DAT         増える-CVB    tur-PRS-3SG 

	
 	
 「湖の表面に花が咲いていて、その花の数が毎日２倍に増えている。」 
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そして、jat-形式と同様に、 tur-形式も現在形の一種類として位置付けられているのに対して、

本研究では以上の補助動詞が現在だけではなく、過去と未来においての〈動作の進行〉も表すと

位置づけている。 

 

(14)	
 Ĕmki jïlï ušul  maal-da   alma-lar   	
 bajïray-ïp       güldö-p    tur-gan bol-o-t.  

     次	
 	
 年	
 この	
 頃-LOC	
 リンゴ-PL 奇麗になる-CVB 咲く-CVB tur-PARTなる-PRS-3SG 

    「来年のこの頃、リンゴの花がきれいに咲いているだろう。」 

 

(15)	
 Ošol  jïlï	
  jaz-da   alma-lar   	
 bajïray-ïp       güldö-p    tur-gan 	
 bol-ču.  

     その	
 年	
 春-LOC	
 リンゴ-PL 奇麗になる-CVB   咲く-CVB     tur-PART なる-PAST3 

    「その年の春、リンゴの花がきれいに咲いていた。」 

 

V-(ï)p tur-形式において特徴的なのは、V-(ï)p tur-up形式で従属の位置に本動詞と共に現れる場合、

アト(デ)の意味で使われることである。この場合には一般の形式である「動詞語幹+-gan分詞+-dan

奪格+ 副詞 kiyin」と異なって、アトに焦点を置いた解釈になると考えられる。 

 

(16)	
 Dos-un     čakïr-ïp    tur-up,   birgeleš-ip     	
 	
 plan      tüz-üš-tü. 

     友人-3:POSS 呼ぶ-CVB  tur-CVB 一緒になる-CVB  計画	
 	
 	
 立てる-RECP-PAST1 

	
 	
 「友人を呼んだあと（で）この計画を立てた。」  

 

3．V-(ï)p otur-形式に現れる本動詞のタイプによって表される文法的な意味について見てきた。

動作動詞の場合、基本的にある時点における〈動作の進行〉という文法的な意味を表す。しかし、

この場合、「座っている」という本動詞の意味で使われているのか、補助動詞として使われてい

るのかを規定するのが難しい。 

 

(17)  Sara  	
  skver-din	
  ara-sï-na            koy-ul-gan  	
     skameyka-lar-dïn  

     サラ	
 	
 公園-GEN	
 	
 中-3:POSS-LOC	
  	
 置く-PASS-PART	
 	
 ベンチ-PL-GEN	
  

birin-de   	
  jalgïz 	
  kitep  	
 oku-p    	
  	
 otur-du.    (K.k.S) 

	
 	
 	
 一つ-LOC	
 	
 一人	
 	
  本  	
 	
 読む-CVB  	
 	
  otur-PST1 

 	
 	
 「サラは公園の中にあるベンチに座って一人で本を読んでいた。」 

 

一方、変化動詞の場合には、（座っている）という本動詞の意味がなくなっており、補助動詞と

して機能しているが、その場合に、何らかのモダリティ的な意味が生じている。 
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(18)  Men  	
 	
 bagï-ŋ-dï       	
  bayla-p  	
 	
  otur-a-m.  (Belgisiz kïzdïn mahabatï) 

   	
   私	
 	
 	
 幸せ-2POSS-ACC  	
 縛る-CVB 	
  	
 otur-PRS-1SG 

	
  	
  「私はあなたを不幸にしてしまっている。」 

 

また、otur-形式が副動詞の-upとともに従属節の中に現れると、当該の動作が「〜続けていく」

という意味になる。そしてその場合には、述語に来る出来事が前件の出来事の影響を受け、何ら

かの結果として残ることを表している。 

 

(19)	
 Ata-bala ar kaysïnïn bašïn        	
 	
 ayt-ïp     	
 	
 	
 koburaš-ïp     oltur-up, 

父子	
 	
 	
 色々	
 	
 頭-3:POSS-ACC	
 	
 話す-CVB 	
 	
    喋る-RECP-CVB	
  otur-CVB 

bayagï bürküt 	
 	
 uya-nïn tušu-na	
 	
     kel-iš-ti. 	
 	
 	
 	
 (Kara šumkar) 

その	
  鷹      	
 巣-GEN 前-DAT 	
 	
 	
 来る-RECP-PAST1 

    「父と子は色々なことについて喋り続けて、その鷹の巣の前に来た。」 

 

さらに、本動詞が移動動詞として述語に現れる場合は、〈変化の結果の状態〉の意味を表す。ま

た、bil-（知る）、kiy-（着る）などの本動詞と組み合わさった場合も〈動作の進行〉ではなく、

〈変化の結果の状態〉の意味を表している。内的感情動詞の場合は、ある時点における〈感情の

持続〉を表すと同時にその状態が「座ったまま」行われているというニュアンスが含められてい

る。 

 

4．V-(ï)p jür-形式は、本動詞が動作動詞の場合、基本的に長時間にわたる〈動作の進行〉という

文法的な意味を表す。これまでの補助動詞と異なり、補助動詞の jür-がもつ語彙的な意味（動く）

という意味は文法的な意味にそれほど影響していないと考えられる。それは（動く）の意味から

くる「動きながら何かをする」という意味の性質に起因するものだと思われる。その裏づけとし

て、主語はほとんど人であり、物が主語である用例は見られなかった。 

また、文中に現れる期間を規定する副詞によって〈動作のくりかえし〉という文法的な意味が

表される。さらに、文中に副詞が現れなくても「ずっと、途切れなく」というニュアンスが含ま

れている用例があることも確認した。 

変化動詞の場合には、本動詞が受け身形をとる場合と物が主語である場合には〈変化の結果の状

態〉の意味を表す。 

 

(20)  Čoŋ 	
 apa-m-dïn	
 	
     süröt-ü          men-de   ošol  

      大きい	
 母-1:POSS-GEN   写真-3:POSS   私-LOC  その 

      boydon     sakta-l-ïp 	
            jür-ö-t.  (Alïkuldu süygön kïz) 

	
 	
 	
  まま	
 	
 	
 	
 保管する-PASS-CVB    jür-PRS-3SG 
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  「お婆さんの写真はそのまま保管されている。」 

	
  

	
 V-(ï)p jür-形式において特徴的なのは補助動詞の jur-が状態動詞と結合できないことである。内

的感情動詞の場合、長期間にわたる〈心理的な状態〉という文法的な意味を表す。そして、他の

補助動詞と同様に、現在だけではなく、過去と未来においての〈動作の進行〉の意味を表す。 

 

	
 第３章では、日本語とキルギス語の従属節のテンス・アスペクトの比較対照を行った。 

まず、日本語のトキ節と共起する主節のテンス・アスペクトを「ル」形と「テイル」形 、「タ」

形と「テイタ」形の 4種類に分けて考察した。その結果、本論文の成果として、日本語のトキ節

に対応するキルギス語の「-(ï)p jat-kanda、-(ï)p tur-ganda、-(ï)p otur-ganda、-(ï)p jür-göndö」の各従

属節について、次のようにまとめることができる。 

 

①	
 本研究の対象である４つの補助動詞は、主節の述語に来る場合と同様に従属節にも現れ、

動作の進行、主節の動作・作用と同時に行われることを表す。ただし、ここでも補助動詞

それぞれの語彙的な意味が大いに関わってくる。もし、その動作の内容が抽象的な事柄で

あれば、一般性の高い jat-が用いられる。 

 

②	
 キルギス語には日本語のトキ節に相当する構文的な形式は三通りある。 

    [1]「動詞語幹または補助動詞+-gan; -ar 分詞+-da位格」 

    [2]「動詞語幹+-gan分詞+kezde/ubakta/učurda/mezgilde/maalda/čakta/čende副詞」 

    [3]「本動詞+副動詞＋補助動詞＋-sa条件接辞形」 

 

③	
 日本語の従属節は「スル」、「シタ」、「シテイル」、「シテイタ」形で、主節のテンス・

アスペクトとの対応関係を区別していることに対し、キルギス語の従属節は日本語の従属

節で現れる「〜テイル/〜テイタ」形式を「動詞語幹+-gan分詞+-da位格」で表し、この点

に関してはテンスとアスペクトの線が引けず、融合したものとして扱われていると考えら

れる。両言語の複文における従属節と主節のテンス・アスペクトの比較対照をまとめると、

以下のようになる。 

• 日本語の「～シタとき／～シテイタとき ～スル」形式においては、従属節の「タ」

形は完了を表し、現在・未来を表す主節の「ル」形と接続できないが、キルギス語

は従属節の形式が主節の時制に影響を与えず、主節が現在形あるいは過去形でも、

非文にならない。 

• 日本語において従属節に非過去の「ル」形が来る場合、対応するキルギス語では-ar

未来分詞が使われ、過去の「タ」形が来る場合には-gan過去分詞が使われる。 
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• キルギス語では、トキの従属節を上記の「-ar/-gan分詞+da位格」の他に「補助動詞

+-sa接辞形」を用いて表すこともできる。 

• 日本語の「～スルとき／シタとき ～テイル」形式の場合、キルギス語では主節に

現れる形式として「するようにしている」の意味で「-ïp tur-+-a現在形接尾辞+人称」

が用いられる。 

• 「～シテイルとき ～テイル」形式の場合、日本語の主節では「〜テイル」が使わ

れるのに対して、キルギス語の主節では jat-補助動詞ではなく、単純現在形が用い

られる。 

• 「〜シテイタとき ～テイル」形式の場合は、日本語もキルギス語も容認不可能な

文になる。しかし、キルギス語では、人称を問わず動作主を一人とし、主節に来る

事柄と従属節の事柄を同じ主体が行うような文にすると自然な文になる。 

• 日本語とキルギス語では、どちらも従属節における「～テイル／～テイタ」と呼応

する主節が「〜テイタ」形式に見られる特徴は、主語が一つではないということで

ある。 

• 日本語の従属節において「～テイル／～テイタ」形式に時間を特定する要素があれ

ば、キルギス語では jat-補助動詞が使用され、出来事の進行を表す。 

• 全体的に言えることとして、主節では本動詞の語彙的な意味が補助動詞が担う文法

的な意味に影響するが、従属節では本動詞の語彙的な意味が補助動詞の選択に関わ

ると言える。 

④	
 共起関係を表すアイダ(ニ)の従属節をまとめると以下のようになる。すなわち、キルギス

語の場合アイダ(ニ)節に対応するものが存在せず、トキを表す副詞を補っているように考

えられる。「アイダ」の意味は、「最初から最後までずっと」というような表現を用いて

あるいは「終わるまで」という補助動詞を加えて表すこともある。 

 

⑤	
 継起的時間関係を表すマエ(ニ)節とアト(デ)節をまとめると、キルギス語では、マエ(ニ)

節に相当する形式は「-ar分詞＋-dan奪格＋murun副詞」または「-ar分詞＋-dyn属格＋astïnda

副詞」として二通りに表されるが、意味的には特に変化が生じないことになる。 

 

⑥	
 キルギス語のアト(デ)形式は、マエ(ニ)形式と同様に奪格を取るが、過去分詞という異な

る分詞の形をとり、副詞の kiyinを付加させる。つまり、「動詞語幹+-gan分詞+-dan奪格

+ 副詞 kiyin」になる。そして、アト(デ)形式の意味で補助動詞の tur-が使われ、従属節に

ある事態が前に起きないとその後にくる事態も起きないというような解釈がなされ、前に

ある事態を強調していることも含意されている。 
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⑦	
 以上までの議論の方向とは逆に、キルギス語の従属節におけるテンス・アスペクト形式か

ら日本語を見てみると、日本語の従属節におけるテンス・アスペクト形式（例えば、「タ」

形や「テイル」形など）が融合的・包括的であるという特徴が明確となり、その点で日本

語はキルギス語よりもテンス・アスペクトに関する文法化が進んでいると言える。 

 

	
 この節の締めくくりとして、本論文全体を通して得られた成果をまとめてみると、以下のよう

になる。 

[1]	
 言語類型論から見て互いに類似している日本語とキルギス語に着目して特に日本語の進行

アスペクトを表す「〜テイル」の観点からキルギス語のアスペクト・テンス形式を分析したこと。 

	
 本研究では、日本語のアスペクト研究は、スル・シテイルといった形態論的な対立に基づいて

アスペクト的意味の対立を中心に研究が進められてきたのに対して、本研究では、キルギス語が

補助動詞によって表される動作の局面に着目し、本動詞の語彙的アスペクトを中心に分析を行っ

た。 

	
 具体的には、日本語の「〜テイル」形式から出発して、日本語とキルギス語における主節及び

従属節に現れるテンス・アスペクトを表す形式の実態について分析を行い、日本語の「〜テイル」

とキルギス語の補助動詞のアスペクト的特徴について論じた。すなわち、アスペクト・テンス体

系に関して、日本語の「〜テイル」が形態論的にも文法的なアスペクト的意味に融合しているの

に対して、キルギス語の場合「V-(ïp)副動詞+補助動詞（jat/tur/otur/jur）+現在／過去時制接辞+

人称接尾辞」という形式をとることについて詳述した。 

	
 キルギス語においては、汎用性を持つ補助動詞 jat-が主節に現れる場合と従属節の位置に現れ

る場合に成立するアスペクト的意味が異なる。主節では〈動作の進行〉や〈動作のくりかえし〉

などの文法的な意味を表すのに対して、本動詞と接続して、副動詞の-ïpとともに従属節の中に

現れると、付帯状況を表すようになる。Telefon-du koy-up jat-ïp, üškürün-dü.「電話を切りナガラ

ため息をついた。」のように主節の事態が成立するときに同時に付随的に生じている同じ主体の

状態を表す場合、V-(ïp) jat-ïp形式が用いられ、日本語のナガラ節との対応を示す。そして、V-(ïp) 

tur-up形式で補助動詞 tur-が-up副動詞とともに従属節に現れる場合、Dos-un čakïr-ïp tur-up, 

birgeleš-ip plan tüzüš-tü.「友人を呼んだあと一緒に計画を立てた。」のようにアト（デ）節に対応

し、アトに焦点を置いた解釈がされる。さらに、V-(ïp) otur-up形式が補助動詞 otur-が-up副動詞

とともに従属節に現れる場合、Ata-bala süylö-š-üp oltur-up, üy-lör-ü-nö kanday jet-ken-in bil-bey    	
 	
  

kal-ïš-tï.「親子は話し合っていて、家にいつ着いたのかわからなくなった。」のように「〜し続

ける」の意味を担うようになる。V-(ïp) jür-üp形式も V-(ïp) otur-up形式と同様に従属節において

は、「〜し続ける」の意味で	
 Zarla-p jür-üp bala-luu bol-uš-kan.「（ずっと）懇願し続けて、子供

ができた。」のように用いられる。 
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[2]	
 キルギス語研究への貢献: キルギス語のアスペクト・テンス体系についてロシア語ではなく

日本語の視点からより正確に記述したこと。 

	
 キルギス語におけるアスペクト的意味を表す補助動詞の研究が十分行われていないことを先

行研究の問題点のところで述べたが、本研究の対象である V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、

V-(ï)p jür-という４つの形式は複合現在形を構成する形式として深く定着している。このことは、

テンスとアスペクトという二つの文法範疇は、厳密に区別されていないことを意味するが、本研

究では、ロシア語の体の存在を意識した解釈でされてきた研究とは異なり、継続相の解明に重要

である補助動詞に先行する本動詞の語彙的な意味と文脈に着目し、補助動詞のアスペクト的意味

について日本語からの視点を手がかりとして論じた。V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-

は現在時制を表すものとして位置づけられているが、実際には過去形でも未来形でも使用される

ことを示し、アスペクト的意味の〈動作の進行〉と〈動作のくりかえし〉の意味が中心に記述さ

れているのに対して〈変化の結果の状態〉という文法的な意味も表すと位置づけた。 

	
 最後に、V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-形式の文法化の問題に関しては、V-(ï)p 

tur-、V-(ï)p otur-形式の「立つ」と「座る」の意味が見えてしまうため、そのような語彙的な意

味があまり見えない V-(ï)p jat- と V-(ï)p jür-形式の方が V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-形式よりより文法

化が進んでいると考えられる。特に、最も文法化されている形式は jat-補助動詞を含む「移動動

詞 1V-(ï)p 移動動詞 2-(a/e) jat-」である。 

 

[3]	
 日本語研究への貢献: 日本語の従属節と主節におけるテンス・アスペクトの特徴がキルギス

語からの視点を通じてより一層鮮明になったこと。 

	
 日本語とキルギス語は SOV語順をとり、膠着言語である点で共通しているが、相違点もある。

日本語の場合、従属節と主節に現れる「〜テイル」形式の両者がどこで共通しどこで相違するか

ということは、あまり明らかになっていない。本研究では、第２章と第３章の「〜テイル」のア

スペクト・テンスを考察した結果、明らかになったのは、両言語の形式上の違いである。キルギ

ス語は「V-(ïp)副動詞+補助動詞（jat/tur/otur/jür）+現在／過去時制接辞+人称接尾辞」を添えた形

で表される点で分析的であるのに対して、日本語のテンス・アスペクトを表す形式は、形態と文

法の両面において融合的かつ包括的である。日本語は人称という文法カテゴリーを有していない

ため、主語がない文においては、動作主を特定しにくく、キルギス語が名詞や動詞などに人称語

尾を付加させて明示できるのとは対照的である。 

 

[4]	
 キルギスにおける日本語学習者への示唆 

	
 キルギスにおけるキルギス語母語話者を中心とした日本語教育と日本語母語話者のためのキ

ルギス語学習において、「〜テイル」と V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、V-(ï)p jür-のアスペ

クト・テンス形式の理解に貢献すると思われる。 
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• 日本語の進行アスペクト「〜テイル」に対応する V-(ï)p jat-、V-(ï)p tur-、V-(ï)p otur-、

V-(ï)p jür-、形式は〈動作の進行〉と〈動作のくりかえし〉というアスペクト的意味を

表す点で共通しているが、V-(ï)p tur-形式は瞬間動詞と接続する場合に〈変化の結果の

状態〉というアスペクト的意味を表すことになる。 

• 日本語の主節に来る「〜テイタ」形に対応する-dï/-gan/ïptïr/ču接辞の４種類の過去形

のうち、-gan接辞は相対的テンスの役割をする。 

• 日本語の従属節のテンス・アスペクトの習得に当たって、述語のテンスは主節の述語

を基準として、それより前に起きているか、後に起きているか、または同時に起きて

いるかを示す相対的テンスの理解が重要である。 

• 日本語の「～シタとき／～シテイタとき ～スル」形式においては、従属節の「タ」

形は完了を表し、現在・未来を表す主節の「ル」形と接続できないが、キルギス語は

従属節の形式が主節の時制に影響を与えず、主節が現在形あるいは過去形でも、非文

にならない。 

• 「～シテイルとき ～テイル」形式の場合、日本語の主節では「〜テイル」が使われ

るのに対して、キルギス語の主節では jat-補助動詞ではなく、単純現在形が用いられ

る。 

 

2. 今後の課題  

	
 日本語の「〜テイル」とキルギス語のアスペクト形式 V(ï)p jat-、V(ï)p tur-、V(ï)p otur-、V(ï)p jür-

の比較対照については、日本語を学習した経験と日本語教育に従事してきた経験が研究の出発点

だった。キルギスにおける日本語教育現場で「〜テイル」形式は、一つの形式が多様な意味機能

を示すため、形式と意味との対応関係は日本語学習者に理解しにくいものであり、さらに中上級

レベルになっても明確な学習項目として意識されず、ただロシア語訳やキルギス語訳が教師によ

って与えられているのが現状である。	
  

	
 キルギス語の進行アスペクトを表す形式は、異なる４つの補助動詞をそれぞれ含む V(ï)p jat-、

V(ï)p tur-、V(ï)p otur-、V(ï)p jür-が用いられ、日本語の「〜テイル」との対応関係を示している。

しかし、これらは「〜テイル」の〈動作の進行〉と〈動作の繰り返し〉という文法的な意味を表

す点においては共通しているが、派生的な意味としての〈パーフェクト〉と基本的な意味として

の〈変化の結果の状態〉という文法的な意味についてどのように対応しているかを論じる研究は、

本論文を含めて今のところ行われていない。本研究では、本動詞をその語彙的な意味に基づいて

動作動詞、変化動詞、状態動詞、内的感情動詞の 4つに分類し、各補助動詞がそれぞれの本動詞

と組み合わさった時にどのような文法的な意味を表し、それらがいかなる条件下で実現されるの

かについて分析した。これらの補助動詞は〈パーフェクト〉の用法を表せないため、（不確定過

去形で表される）〈パーフェクト〉についての研究は今後の課題として残されている。 
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 本研究では、日本語学習者に日本語のテンス・アスペクト形式を教える時、どんな内容をどの

ように教えるのかを念頭において、トキ(ニ)節、アイダ(ニ)節、マエ(ニ)節、アト(デ)節を中心に

従属節の記述を試みた。研究対象の４つの補助動詞は、従属節の場合でも文脈や動作主の姿勢と

絡み合って表現されるため、さらに内容を膨らませ、分析を進める必要がある。これは、各表現

形式と動詞の共起関係を詳細に調べることで、動詞自体の語彙的アスペクトが特定されると思わ

れる。語彙的アスペクトが特定されると、より具体的な動詞の分類が可能になると考える。各補

助動詞のアスペクト的特徴と動詞の語彙的アスペクトの関係については、今後の大きな研究課題

である。 

	
 さらに、「〜テイタ」形式のアスペクト的意味とキルギス語との対応関係を明らかにすること

が今後の研究課題として残されている。現在進行を表す 4つの補助動詞に過去形の接辞を付加す

ると、過去における〈動作の進行〉を表すことを示したが、それ以外に、キルギス語は過去形に

４つの種類があるため、さらなる考察が必要である。上述したように、本研究では「〜テイル」

の〈パーフェクト〉の用法を扱うことができなかったが、「〜テイタ」形式と４つの過去形とし

ての確定過去、不確定過去、不定過去、習慣過去を対照し、詳細に調べることによって、キルギ

ス語のテンス・アスペクト形式全体についての説明が可能になると考えられる。 

	
 そして、本研究を通して、分かったことであるが、キルギス語母語話者は、同じ文法的な意味

を表す各補助動詞の使い分けとして、モダリティ的な観点が大きく関わってくる。したがって、

テンスとアスペクトとムードの相関性についての研究を進めなければならない。 

	
 最後に、研究の冒頭で述べたように、キルギスの日本語学習者に対して「〜テイル」の用法を

明確な学習項目として意識させ、日本語教育の場でどのように活用するかについては、さらに検

証を進めなければならない。 

	
 これらのことを今後の研究課題としたい。 
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ケオマノータム教授と松尾昌樹准教授に感謝の意を申し上げます。三人の先生方には示唆に富ん

だご助言を多くいただきました。 
また、修士論文の執筆の時からお世話になった高山道代先生には予備論文の審査においてご指

摘・ご助言をいただき、本論文を修正する際に役立ちました。感謝の意を表します。 
	
 学外審査をお引き受け下さった東京外国語大学の川口裕司教授には貴重なご指摘を多くいた

だきました。川口先生からいただいた論文の要点を突いた鋭いご指摘は、本論文を修正するにあ

たり大いに参考になりました。博士後期課程１年次に学会で発表した際にもご助言をいただき、

大変勇気づけられました。この場を借りて厚く感謝の意を申し上げます。 
	
 日本語表現のネイティブチェックをして下さった宇都宮大学大学院博士前期課程に在籍して

いる阿部優子さん、栁田文さん、伊藤和也さん、宇都宮大学国際学部生の佐藤亜有子さん、日頃

の研究活動でお世話になりました国際学研究科の教員と院生の皆様にお礼を申し上げます。 
	
 そして留学中の 6年間にわたり山形貴江さんからは日本のお母さんとして日本の文化を教え
ていただいたり、精神面で支えていただいたりして大変お世話になりました。この場を借りて感

謝の気持ちをお伝えしたいと思います。 
	
 最後に、私の日本での留学・研究生活を支えてくれた家族にお礼を言いたい。日頃から研究の

進み具合を気にかけてくれた父のスバゴジョエフ・オスコンとキルギス語の用例収集に協力して

くれた母のシュルエワ・ジャミラに心から感謝します。また、いつも私を理解し、論文の完成に

向けて励ましてくれた夫のアサノフ・エルニスにもお礼を言いたい。そして、小学生の息子ヌル

ボルとこの春、桜が満開の時にこの世に生まれてきた娘のサクラに、この小さな論文を捧げたい。	
  
 

	
 2016年６月 16日 
スバゴジョエワ	
 アセリ 
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